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3. 大正時代〔大正 2 年~15年(昭和元年)J (1913~ 1926) 

日本における楠物病理学発達史上，大正時代は活躍時代*1 あるし、は拡充問料とよばれ ξ*\ 大圧はわず

かに15年で終わり，つづいて昭和と改元されるのであるが，樹病学の分野でも病原の探究カら進んで病漂

体の生理的研究および病理的研究に，また防除法の試験研究からその応用へと進展をみたものもあるがそ

れは一部に限られてし、る。したがって制病学に限定するならば，全般的にみて勺舌UN時代"あるいは“行

充期"と必ずしもいえる段階ではない。しかし短期間に終わった大正時代にもかかわらず，各種の樹病が

研究対象としてとりあげられ，これがつづく昭和時代における大発展の礎石となったι と:主何人も否定で

きないであろう。

スギの赤枯病の研究(第一期研究) (2) 

本病に関する最初の研究論文というべきものは川村清一 (1913)13)(大 2) の「杉苗赤砧病ノ研充」であ

る。本論文の概要を述べれば次のとおりである。

“一序;命三四年前ヨリ茨城際下各所ノ苗圃ニ於テ杉首ノ枯死スルモ/例年ヨリモ柏、多キヲ覚エヌ

リシモ……明治四十四年秋季ニ至リ枯死スルモノノ数俄ニIli力flシ……之カ駆除及ヒ蔓延/防止ヲ企図手ツ

ツアリシモ卜一月頃迄ニ大部分ノ杉苗ノ、此ノ病害ノ襲フ所トナリテ枯指シタリ，就中……茨城際猿島郡内

ノ各苗圃及茨城県系西茨城郡友部村所在笠|昔l小林区署友部首闇ノ如キ之ヵ為杉苗ノ殆ント全部ヲ失ヒタリ，

尚病害ノ、茨城豚ノ外埼玉l際，山梨豚等ニモ及ヒ漸次他地方ニ蔓延/兆アリタレ dハ明治四十四年十二月此等

ノ被害地ニ就キ実地ノ調査ヲ為シ其ノ結果，本病ハ主トシテ苗齢数年ニ ij白タサノL杉樹ニ発スルモノニ手子

…病害ヲ天候，土質或ハ人為ニ因リテ直接苗木ノ生理作用ヲ害シタルモノ即チ病菌ニ関係ナキモノト弓

ムル能ノ\サルコト，叉曾テ吉野地方ニ於テ発生シ杉樹ヲ害セシ歴史ヲ有スノレ「ベスタロチアJ (Pestalozzia 

Shiraiana Henn.) 商ハ今回モ屡々被害杉苗ノ枯葉上ニ認ムルト雌モ病原ノ主ダノレモノノ、此ノ菌以外ニア

リ…・・・ト決シ新ニ杉ノ赤枯病ト命シタルコト，病原菌トシテハ当時病葉上ニ常ニ見ルコトヲ得タル「ホル

ミシユム」属ノ菌ヲ推定シ置グコト等ヲ……当時官報ニ之ヲ報シ置タリ・....{，寓々三重地方ニモ木病ト思惟

セラルルモノ発生シタル報ニ接シ昨年六，七月ノ頃三重豚，愛知県系下ヲ旅行シテ調主主シタルニ被害病(首)

ノ外観ノ、一昨年見タル関東地方ノモノト一致スルモ……「ホルミシユム」ヲ見スシテ他ノ菌ノ寄著セルヲ

知レリ依テ可及的多グノ材料ニ就キ巨細ニ検査シタルニ病原ヲナセル主ナルそノトシテハ従来ノ分類ニ依

リテハ「フオーマJ (Phoma) 属ニ入ルヘキ……菌ヲ認定セサルヲ得サルニ至レリ，此ノ他ニ「ペスタ戸

ツチア」菌ヲ始メご三ノ異レル菌ヲ被害杉首上ニ見ルコトアルモ夫等ノ彰L レノ場合ニモ常ニ之ヲ見ルニ非

スシテ…ー而シテ本菌ノ、常ニ枯死セル葉上ニ見ルニ止ラス葉ノ一半緑色ヲ存シ将ニ枯死セントシツツアル

モノニ寄著シ杉首ノ\之ヵ為ニ侵害ヲ受ケタノレモノト推忠、セラルルヲ以テ本菌ヲ以子杉苗枯死ノ主因ヲ為セ

ルモノトセリ・・一其ノ後観察スル所ニ依レハ茨城其ノ他関東地方ノモノモ三重地方ノモノモ寄著セル病菌

ハ全ク同様ニシテ温暖ナル侯ニハ・…・「フオーマ」菌型ノ柄子穀ヲ彩シグ認メ夏以後八多/7実面ニ「セル

判官部金吾:懐旧談.日植病報 10 (2, 3) , pp.67~71 (1940). 

拍伊藤誠哉:日本植物病理学発達史摘録.植物及動物 8 (1), pp.153~157 (1940). 

判日野巌:植物病学発達史.東京， pp.236 (1949). 
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日木における倒的学発達の展望 (II) (伊隙)

コスポラ」閣型ノ分生胞子ヲ

叢生セルヲ見，其ーノ他ニ「ぺ

デ
ー‘

スタロチア」外二三ノ I苅ノ脊

著セルヲ見シコトアリシモ木

病原ノ主因ヲナセルモノノ、此

ノ両種ノ菌型ヲ示セルモノニ

アリテ……前述二碕ノ雨ノ、=lt

ノ間ノ関係明カナラサレトモ

恐、ラグ独立セル種ナルモ共ニ

杉苗ニ寄著シテ木病?ヰヲ構成

セルモノト思ノ、ル……J

本病原菌ノ形態"， {，欠

本病菌ノ分類上ノ位

:置"では Phyllosticta， Phoma 

分類規準ならびに 1=1己の見解

および Macroþhoma 3 属の

赤枯病菌ニ向ツテ属名トシ

タノレノ、以上論述スル所ノ理由

ニ依ルモノナレハ之ニ代へテ

テ「フヒロスチグタ」ヲ選ヒ

をくわしく述ペてから“杉ノ

烹ヲー “τ= 
，，-ー

「フオーマ」トスルモ不可ナ

ケレトモ従来ノ分類ニ拠ル意
川村清一 (1913). í杉苗赤桔病ノ研究」のタイトル・ページ第17図

ノ「フオーマ」属ト為サント

更二本菌ノ種名ヲ決定セントシテ今日迄種々ノ文献ニ徴シテ之ヲ索メタレトスルハ余ノ欲セサル所ナリ

モ従来記載セラレタルモノアルヲ見サルニ依リ為ニ新種ノ菌ナリト定メ新ニ学名ヲ附与シテ寄主ノ杉ニ因

(Phyllosticta (Phoma) cryptomae nov. sp.J ト為サント欲

ス……叉本菌以外ノモノニシテ本病原ヲナセリト認ムルモノニ「セルコスポラ J ì塞型ノモノアリ該菌ノ、其

'害一層猛烈ナルヘキモ此ノ病菌ニ向ツテ果シテ「セルコスポラ J (Cercospora) 属ナルヤ或ノ、「へルミ

ミテ「フヒロスチグタ・グリプトメー」

属トスヘキヤハ其ノ菌類ノ形態性質ニ関スル研究ヲ了ヘタル後(Helminthosporium ) ントスポリユム」

すなわち氏は赤枯病菌を Phyllosticta (Phoma) 属の新種とみとめてニ之ヲ報セント欲ス"としている。

また種名2 属名並記したことは適当でなく，と命名したが，Phyllosticta (Phoma) cryρtomae 新たに

なお氏はこの菌のほか Cercosþora 属菌も本病に関の cryþtomae は cryρtomeriae とすべきであった。

係があるらしいと気づいたようであるが，確かめる段階には至らなかった。

本病害ノ特徴"では本病の病徴を述べてから“本病パ地上一二尺以下ノ所ニアル枝葉ヲ侵シ其レ“四

以上ノ高サニ及フコトハ稀ナルカ故，五六年生以上ニ及ヒタル杉樹ノ、本病ニ侵サルルモ上部ノ枝葉ヲ健全

ニ保タハ其ノ樹ノ枯死ノ、遂ニ免ルルコトヲ得ルナリ……"としている。
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予 1'.方(駆)除法"では“本病予防，駆除ニ関シテ J、暴ニ茨城県下ニ於ケル被害苗圃ヲ視察シタル“五

結果ニ基キテ報告シ「ボ Fレドー J 合剤犠布ノ励行ヲ望ミタノI.-Friナノレカ実地ノ結果ニ徴スルモ本剤ハ最適当

一反歩/杉苗圃ニ用フヘキ本剤ノ分量ハ苗木ノ年齢疎宿等ニ因リテ自ヲ異ノレモ苗木/全体カ i問フ程

度ニ之守撒布スノレヲ要ス，普通一段歩ニ付一年生ノ苗木ニ対シテハ本剤三斗乃至一石，二年生以上ノ苦木

ニ対シ子ハ一石乃至二石ノ割合ニ用意シ噴霧器ヲ用ヰテ政1 十キヤウ撒布スヘシ……未タ赤枯病ノ被害ナキ

ナリ

杉苗圃ト餓附近二本病発生セノレトキ若グノ、之カ蔓延ノ虞アルトキハ予防ノ為四五月頃ニ一回，九月頃ニー

回本剤ヲ施スへシ但シ此ノ場合ニハ三斗五升式ヲ使用シテ可ナノレヘシ既ニ本病ニ擢レル苗圃ニシテ其ノ被

害激甚ナルトキハ春秋ノ候ニハ約二週間ヲ隔テ約三回三斗式ノ本剤ヲ撒布シ，他ノ時季ニ於テモ同シグー

二回施用スヘシ，本病ノ為枯死シタル杉苗ノ、速ニ抜キ取リ焼キ棄ツヘシ"と述ぺているが，自ら防除試験

を行なったわけではないようである。

(後出)で本論文は終わっているが，なおこれには病原菌 Phyllo-各地ニ於ケノレ本病被害ノ状況"aム

ノ、

一方鉄道院官房研究所において

も本病の研究を行なし)笠井幹夫

(1914)加) (大 3 )の「鉄道防雪林杉

苗枯死の j原因調査報告」には赤枯病

に関する次のようなくわしし、記事が

みら;11，る。

地苗木全滅の惨状を呈したり，之が

j原因が主として二種類の流行性徴菌

に在りたることは当時小宮の認めた

る所にして，同時に其の内一種類は

ホーマ菌に属すべきものにて，此の

種の徽菌の寄生により杉苗枯死を惹

sticta 薗体図および赤枯病分布図の 2 付図がある。

し青森保線事務所管内に於ては野辺

地及小鳥谷の二ケ所に苗闘を設け

期，右記両首国其他造林地に於て杉

て各所に苗圃を設置し自給する事と

百・・・防雪林の植栽に必要なる苗

のを得んが為めには自営を必要とし

杉，松，落葉松等の苗木養成を行ひ

-。然るに-…・明治四十五年春

苗枯死し，其程度甚しきは一二j主体

木は初め民苗なりしが完全優良のも

h
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起する事実は本邦に於て未だ嘗て記

録せられたる事なかりしものの如く

……爾来該菌の性質等を考究し以て

第18図笠井幹夫 (1914). ["鉄道防雪林杉苗枯
死の源問調査報告」のタイトル・ページ
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今 H に及びたるものとす。" “…一大E竺年五月中旬再び発病したるによりノj 、 l有之が調宣の為め I~;'森保線

事務所管内へ出張の命を被り，幸に実地調査の結果と充分なる材料を収得せるとにより，就きて研鏡せる

結果に合すに先年来の取調要綱を以てし主主に調査報告を編み提出し得るに至れるものなり。"

被害状況については次のように記してし、る。“杉苗枯死の数量 明治四十五年六月青森保線事務所発東

管工務課長宛{具申書を見るに左の如し..…当管内小鳥谷停車場構内苗園地及野辺地浪問問防雪林新設地に

楠栽したる杉苗木は左記内訳のJÆ り枯死致候に付取調候処共の大部分は杉赤枯病に襲はれ，一部は客月下

旬以降の霜需を被りたるの結果に起因するものと被存侯……。

杉苗木枯死調 四十五年六月

lき: llil 士場 月I 結{ f重 員数(本) i崎 %,' 

小鳥谷 苗圃 杉二年生 六0，五00 三分の二以上枯死

野辺地 小湊 防雪林 杉. .、四年生 二七，九00 五分以上枯死

狩場沢 小湊 |百l II,J -0，三00 |司

小 i奏 i支虫 同 |日1 四，七00 同

大釈迦 j良 IÚ';J |司 I,;J 一ー九， 000 殆んど全滅

6 ・ー右区間以外向l壬同様枯死を招きたる[闘，;)[多かりし事を知る，今......~母1d夏命書中枯死室11 ~rのみを

転写Mê書せんに下記の如l し"

Jj;) 所

小鳥谷

'J!�' ;W也

(ー)苗闘;こ於ける杉首木被'Zf

1M !事

杉二回床答

杉一回床替

員数(本)

六0，五00

八六，三00

被万害IJ 合

殆んど全部

約三割

ドjI'，'\守 杉二回床皆 六0， 000 約五割

一次ぎ;こ大正二ミ年春期に及び再び発生せる為め小官実地調査の命に依り H

すベし"

被害場所 杉苗本数 被'去:'iilJ合

合間十三沼崎1m新柄地 九， 0五O 殆んど全部

野辺地苗圃 三七，八八O 約二書IJ五分

小鳥谷苗圃 fi二，二五O 約三'11;.リ五分

中山駅構内 一，八九O 約三'!.;IJ

-・虫 11斯被吉区域甚だ広く米沢付近の防雪林{古本にも発生せるの結果大 iF元年十二月 111形県高)j' 主り東

管に向け左記写の如き照会ある iこ至れり"

“大正元年十二月二十五日

III 形県

東部鉄道管理局íâ'11 中

近来各豚に於て杉亦枯病頻々流行惨状を極め絞処，不幸にして本豚にも該病菌の侵襲を受け益蔓延致候

;二1寸，本年十月十八日綜令第九号を発布し是が駆除予防方法を励行中に有之候，然るに貨局に於て鉄道の

沿線に植栽相成候杉は赤枯病に冒されたるむのと認められ候，費局に於ても定めて其処置に付相当御研究

中とは被存候得共，一般民有樹苗取締上に重大なる関係も有之候間早速御調査の上遺憾なき御措相1茨候様
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致度，別紙i際令i添付此段及J!日会依也..

“右にあl しては大正二年一月二十八 11 ……鉄道院に於て研究中の杉苗枯死の版図とfj.gむる病菌は二種あ

りてホーマ， グリプトメリェ (Phoma cryptomeriae) 及ベスタロチア， シライアナ (Pestalozzia shi-

raiana) 是れなることを述べ，且つ両閣の形態を錨図し併せて目下施行中の駆除予防法を記し回答しおき

たり。'

"勿論杉苗枯死の現象は濁り吾鉄道防雪林の所在地方に認めらるるものに非ずして，畿内以東諸府県系に

発生し明治四十四年以降一種の流行性伝搬を見たるものなり…一。

“杉苗枯死の[原因を為す病菌のド'fi ~n" の項では司スギに寄生する Pestalotia 閣は本邦で白井 (1903)札

cr閃 36) によって発見され，のちに P. HENNINGS がこれを P. shiraiana P. HENN. と命名したいきさつ

を述べてカ、ら， “右記の如く既に明治三十六年九月青森県系に於て杉苗を害したる事実あるあり，小官亦続

々之を認めたるは決して偶然にあらざるを推知すべきに足る，而して本菌の襲害力は強烈なりと謂ふべか

らざるも織かに杉苗枯死のー病因を為せるものなりとす"としてし、る。

次に月oma 菌については“一・・・超へて大正元年九月・・・・発行山林公報第三号…・・に川村技師制は一

・・中の条小林区部内唐繰原苗圃より接(採)集せる標本につき……主因は……フヰロスチグタ薗と認むと

為し新学名を与へてフヰロスチタタ，グリプトメアと為すべき事を唱へられたり，而して添ふるに挿図を

以てせられたるが，之れぞ疑ひもなくノl、有が認めてホーマ箇と前記せると同一物なるものとす"とし，な

お本高lに関する分類学的意見を次のように述べている。 “斯く同一種の的を I1 して川村氏はフヰロスチグ

タと為し IJ '1'"・は去11ってホーマなりと為すにより，従来親恕の間柄なる川村氏へ信書を発し又は同氏宅を訪

問し小'自がホーマ属なりと鑑定する fl[\111 を説明し且つ氏の意見を求めた結果，大正元年十月三日附氏の規

書:中， ["フヰロスチグタ，ホーマ，マグロホーマの三つを合し其の中代表者としてフヰロスチグタを採用.

するとし、ふ愚見に待[1座候，此意味でホーマを係りて代表せしむるも敢て差支なけれど在来のフヰロスチタ

タやホーマを其億用ふるは不可といふにあり候」と述べられたり，然れども小官は菌類分類学上杉の針葉

及び校:こ寄生せる事実を根拠と為し，須らくホーマ属なりと断定すべきを最も穏健なりと思惟す… --J.

“-… )11村理学士は-…林業試験場報告第十号 (大正二年七月……発行)……に Phyllosticta (Phoma} 

cryptomeriae nov. sp. と書かれた……，寧ろ川 l村氏が卒直に学術上に於ては簡単明11京を旨とせられ

Phoma cryptom巴riae とせられんこと小1ìの希望とする処たり J'

“~:之するに|功雪林杉苗の枯死はホーマ|別及ベスタロチア菌の両厳にj原因するものと為す，最後に一言

したきは右両部徽蘭の外に凶めて稀にサーコスポラ菌，ヘノレミンリ(ト)スポリユム菌等を鏡検したるこ

とあれども之は病源として数ふべきにあらざるものと認む"と結んでいる。

なお木綿告書にはさらに， ut寸 杉苗の年齢と病菌との関係"，“同病的枯死と生理的枯死とは区別す

る事を得..“伺 病的枯死及11頃序及状態'\“予防法及駆除法"が述べられ， Phoma 菌および Pestalotia

菌によるスギの枝葉被害部拡大図ならびに菌体図等が附図となっている。

翌大正 4 年 (1915)76) にはこれとほとんど同一内容，そして同一題名の記事が大日本山林会報に転載さ

オもている。

川村(1915)79) (大 4) は「鉄道院の杉苗赤枯病調査報告に就て」で，笠井(1. C.)36) の分類学的見解を

紅白井光太郎:吉野郡川上村杉樹寄生菌.大日本山林会報 253 ， pp. 6~9 (1903). 

*2 [111村清つ:杉苗病害ニ就テ.山林公報 3， pp. 3~5 (1912). 
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反ぱくして次のように述べているJ……右の鉄道院調査報告書中には嚢に予が……林業試験場報告第十号

中に記せる処の疑球殻菌科中ホーマ，フヰ戸スチグタ，マグロホーマ三属を学術上合一すべきものと論じ

たる説に対し笠井氏は三属分立は従来世界を通じ慣用せらるる処なるが故に合一説に同意し難しと述べ居

れるが故に今主主に其事に関し数言を費さんと欲す 右の三属を合同一視すべきものたる予が卑説は既に・

・・詳述せるが故に今更繰返す要なかるべし 只簡単に云はばホーマ，フヰロスチクタ二属の区別の要点と

する処は寄主が葉たると枝たるとにあり 叉マグロホーマとホーマとは胞子の大さ十五ミグロン以上と以

下なるに依りて古来便宜上区別せる迄にて是等は皆所講便宜上昔時の学者が呼称する属名にして今日迄慣

用せるに過ぎず 然るに近世値物並に動物の分類は分化発達の系統に従って天然的分類を施し古来分類せ

られたるものにして人為的なるは続々改訂しつつあり 之を称してナチユラルグラシフヒケーシヨン目11ち

自然分類法と為す……前述三菌属合一説の如きは正に菌類分類上改訂すべき点なるに非ずや 殊に胞子の

大さを制限して十五ミグロン以上以下の別によりて二属に区分するが如きは実に不自然なるものと謂ふぺ

し ーの植物中根本上確然たる相異の点ありて始めて之を両々二群に区別し得るものなれば前述三属の如

きは各属に個々回定せる差異ある特徴を見る能はざるものは之を合一すべきこと理論上否認する能はざる

べし 暴に予は之を米国コロネル大学菌類学教授アトキンソン氏に書き送りて賛同を求めたることあり

叉木邦の菌類学者白井博士堀技師にも語りて賛成を得たり 然れども是等の諸氏と雛も現今此三属の或種

の菌に就き学名を記す場合;こは暫く慣用上従来の用法に従はるべく笠井氏も亦恐らく予が卑説には不賛成

なるに非して現今学名使用上従来慣用せるものを使とすとせらるるにあるべし 然れども予自身は三属独身

立の学術上不可なるを深く信ずるが故に敢て之を唱道し相当の方法を以て欧米の菌類研究者に伝へんこと

を期す・・・・田・。

)11 :f寸(1. c.) に指摘されるまでもなく，菌類におし、ても自然分類がきわめて望ましいことではあるが，今

日なお依然として人為分類を採用せざるを得なし、状態である。 Phyllosticta， Phoma および Macroρhoma

3 属の分類基準は如何にも不自然であるが，あくまでもこれは便宜的な基準に従っているものと了知すれ

ば納得できるであろう。

スギ赤枯病菌として川村 (1913)12) によって Phyllosticta (Phoma) cryptomeriae KAWAMURA と命名

されたものを，白井・三宅 (1917)*1は「日本菌類目録(第二版)J で Phoma cryptomeriae (KAWAMURA) 

KASAI とした。 しかし笠井ばこのような記載を行なって発表したことはなし、ょうである。のちに白井・

原 (1927)*2 (昭 2) はこれを Phyllosticta cryρtomeriae KAWAMURA と訂正した。さらに後年伊藤(ー〉

ら (1952)判(昭27) は“Phyllosticta， Phoma 両属の分類拠点、にっし、ては諸説あるが，著者らは葉に寄生

するものは Phyllosticta， 又葉以外の部分にも寄生するものは Phoma とする通説に従うことにし，煩に

たえないので)11村 (1913) の命名を簡略にして Phoma crypt側eriae KA  W AMURA を採用"した。

大正 4 年 (1915) 9 月発行山林公報および同年 10 月発行大日本山林会報に「杉赤枯病原及予防並駆除

法J82) という記事があり，“杉の赤枯病に関しては嚢に林業試験場報告第十号に於て其の概要を報告せられ

たるも爾来引き続き研究に従事し今や殆んど終了するに至りたるを以て其の詳細は不日林業試験場報告に

*1 白井光太郎・三宅市郎:日本菌類目録(再版).東京， p.429 (1917). 

羽白井光太郎・原摂祐:日本菌類目録(三版). p. 267 (1927). 

判伊藤~tt. ì~.川|浩三・小林享夫:スギの赤枯病iこ関する病原学的並に病理学的研究(I ).赤枯症状

部に認めぞうれる菌類の形態及び病原性.林試研報 52, 79~152 (1952). 
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報告することとし絃に其の結果の概要を述べ以て当業者の参考に貸せむと欲す"としたが，ヨ塁王手これは北

島君三 (1916)122) (大 5) rすぎ苗赤枯病ノ研究(第二回報告)J として公表された。

大lE 5 年 (1916) 3 月発行，大日本山林会報質疑応答側「杉被害苗ニツキ質問J134l に対して白井光太郎

は“杉被害苗検査侯処右杉苗新梢枯死赤色ヲ呈スル部分別ニ亦枯約 i笥ノ寄生ヲ認メズ……最モ下方薬ノ先

端枯死部ニハ赤村病菌 (Cercospora cryptomeriae Shir.) ヲ付存スレパ蔓延ノ恐レハ充分有之候右付言

候也"と答えている。これと関連して北島 (1916)121) (大 5) は「すぎ苗赤枯病ニ就キテ」と題する論文

で本病の病原菌にっし、て重要な報告を行なっている。すなわち"*者言"で“……本病害ニ|主jシテハ裳

ニ，理学博士)11村清一氏ハ其ノ詳細ナル研究結果ヲ……林業試験場報告第十号ヲ以テ公ニセラレタム之

蓋シ本病害ニ関スル研究報告ノ鳴矢ナルベシ，其ノ後……，余輩不肖)1 1村博士ノ後任トシテ山林局林業試

験場ニ病埋部ヲ担当シ大正三年十月頃ヨリ本病害ノ研究ニ着手シテ以来，其ノ研究モ一部/局ヲ結ピタレ

パ本病害ニ関スル梗概ヲ論述シ併セテ諸賢ノ批評ヲ仰ガムト欲ス。尚絃ニ一言シ度キハ本約ヲ発生セシム

ル病原菌ニ二種アリ， IlIJチ月!yl加ticta crypto明eriae KAWAM・及 Cercosρora cryptomeriae SHIRAI 之ナ

リ，而シテ余ノ主主ニ記述セントスルノ、セルコスポラ菌ニシテ之ノ、前者ニ比シ其ノ被害更ニ大ナノL モノアレ

."ナリ"と述べている。

次に“病徴"の記述を行ない，さらに“病原菌"の項では“本病害ノ、 Cercosρora crypto明eriae SHIRAI 

ト税:スル病原菌ノ寄生ニ原因スルモノニシテ杉ニ寄生スルー歯卜シテハ今日迄未ダ徴スベキ文倣ナシ曾テja

師白井博士山本l笥ヲ以テ新種トセラレ前記ノ如キ学名ヲ与へラレタルモノナリ。"とし， 本菌の形'態、を述

べてから“由来赤枯病ニ確リ枯死セルモノナリト称スル苗木上ニノ、本術評/主病原|罰ノ外ニ Pestalozzia

及其ノ他二，三ノ蜜類ヲ認ムル場合無キニアラザレドモ，此等ノ、何レモ其ノ寄生/場合少グ旦ツ[悶々アル

モ枯死セル枝葉ノ極古キ部分ニ主病原菌ト共ニ混在シテ認メラルルヲ以テ此等/菌類ハ何レモ赤枯病害ト

ノ、直接ノ関係ナキモノノ如シ，之レ暴ニ川村博士モH昌道セラレタル所ニシテ余モ亦本邦各地ノ赤枯M被害

苗木ヲ精密ニ比較調査シテ同一結論ニ到達スルヲ得F リ。"と述べて，最後に“病原胞子ノ発芽試験"で

終わっている。

同年ながらこれより数か月早く北島 (1916)122) は「すぎ苗亦枯病/研究(第二回報告)J と題して氏の

本病に関する詳細な研究結果を発表している。氏はまず“緒 言"において)11村(1913)13九笠井(1915)耐

の研究成績にふれてから，“……川村技師……ニ拠レハ赤枯病被害苗木上ニ，、秋冬ノ気候寒冷ナ'L.-頃ニ「セ

ルコスポラ」菌ヲ多グ認メ春夏ノ温暖ナル季節ニ至ラハ漸次「セルコスポラ」菌/数ヲ減シテ「フイロス

チクタ」菌ヲ多グ見ノレト云フ然ラハ右両種病原菌ノ、其ノ本来ノ性質ニ基キ気温ノ差ニ従ヒ l昨季ヲ異ニシテ

すぎ苗ヲ侵スモノナリヤ叉是等二種ノ不完全菌ハ全ク同一ナノL病原煎カ前述ノ如キ異縄ノ胞子守形成シテ

其ノ生活ヲ反復スルモノナリヤトノ解決ハ研究ヲ要スル問題ナリ……J' としている。次に“二 被害菜

ノ肉眼的及顕微鏡的検査"結果を述べてから“三被害苗木上ニ現ノ、ルル寄生菌ノ種別"の概要は次のと

おりである。 “由来赤枯病ニ擢リ枯死セノレモノナリト称スルー苗木上ニ認メラノレル寄生菌ニハ三局ノ日IJアリ

トセリ即チ H Phyllosticta, 件 Cercospora， 同 Pestalozzia 之ナリ而シテ右三属中泉シテ何レノ寄生

菌カ真ニ病原菌トシテ本病ヲ発スルモノナリヤ世論区々トシテ今日迄未タ定論ナシ 然レトモ余ノ実験調

査セル結果ニ拠リテ之ヲ見レハ其然ルヘキモノ及然ラサルモノニ就キ略判明スルヲ得タレハ以下数言ヲ費

シ以テ世人ノ参考ニ資セント欲ス"とし，各地産の資料を調べた結栄作ペスタ戸千ヤJ 1椅ハ……赤枯病ノ

主因ヲナスモノニアラスシテ他種ノ病原菌ノ寄生ニ因リ苗木ノ枝葉衰弱ヲ来セルニ乗シ第二次寄生トシテ



寄生セルモノナノL コトヲ知I リ

得タノレト共ニ主病原菌八「フ

イロスチクタ」及「セルコス

ポラ」菌/外ニ出テサルコト

就中後者ハ前者ニ比シテ其ノ

害更ニ激烈ナルコトヲ信セサ

ルヲ得サルニ受レリ"として

1ρる。なお Phyllostìcta と

，Cercos戸oraは|司ー穐の異型時

代なのかあるいは各々日 IJ種な

のかの問題については各地産

資料を調査の結果“是等両種

ノ病原薗ハ季節ヲ奥ニシテす

ぎ苗ニ寄生スノレニアラスシテ

春秋ノ如何ニ関セス常ニ亦枯

病ヲ発生シ而モ「セノレコスポ

ラ」菌ノ、「フイロスチクタ」

菌ニ比シ常ニ被害苗木上ニ多

グ認メタリ 以上ハ単ニ各地

ノ被害標本ニ就キテ顕微鏡下

ニ検セシ結果ニ過キサノレカ故

三上述ノ事実ヲ以テ其ノ病原

菌ヲ論断セムトスノレハ梢早計

ニ失スルノ嫌アレ，、其ノ恨扱~

ヲ確固ナラシメムカ為更ニ進

日本における樹病学発達の展望 (II) (伊藤〕

第191立l 北島君三 (1916) ， íすぎ苗赤枯病ノ研究

(第二回報告)J のタイト 4 ・ページ

ンテ是等両種病原両i ノ分離，接種試験等ヲ行ヒタリ"と述べている。

- 9 

“四 「セルコスポラ」菌ノ形態及分類上/地位"では前論文，北島 (1916)121>とほぼ同じことを述

ベ，“五 病原閣ノ分離及純粋培養" fこは“・・・殺蔚セノL三角針ヲ用ヰテ被害葉ヨリ 「セノL コスポラ」菌

ノ胞子堆ヲ釣菌シ之ヲ予メ殺菌セル「ペトリ皿J r付ニテ杉葉ノ浸出液二寒天及「ペプトン」ヲ加エテ作レ

ル培養基ヲ主人テ扇平t式発ヲ行ヒ之ト共ニ「フイロスチクタ」菌ノ晴美ヲモ試ミタリ……前述ノ如グ属平然

養ヲ為セルモノヲ挟氏二十五度ノ定温器内ニ'tJ:レ置キタノL ニ約七日乃至十日ヲ経過セル後「フイロスチク

タ」及「セルコスポラ」菌ノ結実体ヲ認メ……二，三培養基ニ於テ純粋培養ヲ行ヒタリ"として，それぞ

れの菌叢の状況を記述したのち“斯ノ如グ純粋培主主セルモノニ就キ其ノ後両種病原菌/経過状況ヲ観察セ

ノレニ…・・相互間何等関係ナキヲ認メタリ"と結んでいる。

“六 接種試験"の項では“杉葉煎汁寒天……培震基ニ培養セル両種赤枯病原菌ヲ以テ接種試験ヲ行ハ

ンカ為……二年生すぎ苗三本ヲ各別ニ植木鉢ニ1直栽シ…・・其ノ中一木ニハ「フイロスチグタ」菌ヲ他/一

本ニハ「セルコスポラ」菌ノ胞子ヲ噴霧器ニテ撒布シ残リ一本ノ苗木ノ、比較用トシテ接種セスシテー…ー摂
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氏約二十度/仙l室内ニ放置セリ 而シテ各苗木ニ就キテ病徴/経過状態ヲ制祭セシニ「セルコスポラ」菌

接種苗木ノ、接種後六日乃至七日ヲ経過シテ発病ノ速ナル部分ニ於テ己ニ其ノ病徴ヲ認メ……而シテ「フイ

ロスチグタ」的J妾穐苗木ニ於ケル徴候ノ、上来述へ来レルモノト差異ヲ認メス叉比較用トシテI妾種セサリシ

モノノ、何等病徴ヲ現，、+サリキ……以上純粋培琵及接軽量試験結果ヨリシテ之ヲ見ノレニ両種ノ病原菌ーハ相互

問何等ノ関係ナグ全ク別種ノモノナルコトヲ知レリ 依テ余ハ「フイロスチグタ」ヲ第一病原菌トシ「セ

ルコスポラ」守第二病原的トセリ"としている。

“七 種子ニ閃スノL 試験"では“病原胞子カ待子ニ付着シアルヤ否ヤ弁ニ:ltノ程度ヲ知ラムカ為"試験

を行なった結果“・・・ー本病害ノ、播種ニ用ウル種子ーニテ伝播スルモノニ非ラサノL コト山田告推知……種子ノ、本

病害ノ伝播ニハ殆ン|、関係ナキモノト見テ大差ナカラム"とし心、，また“八 病原菌ノ抵抗力試験"の項

にほ各種薬剤中における病原菌胞子の発芽，培養菌糸の湿熱，乾熱，および各穐薬剤に対する抵抗力試験

の結果を述べている。なお本論文には病徴および病原菌をしめす着色図一葉を付図としている。

ト j哉栴之抵 (1917)146) (大 6) は「杉赤枯病に就て」で;11::.島(1916)122) (大 6) の論文を批評して次の

ように述ぺている。“北島君三氏は昨年 12月発行の他物学雑誌に杉赤枯病に就てと題し其研究の梗概を述

べ批評を乞ふ旨述べられたり 余は杉赤枯病に就て疑点量生、からず 幸ひ北島氏は特に批評せよとの事なれ

ば耶防〉愚見をと述べんとす 従来発表せられたる杉赤枯病に関する論文を見るに其jM)類の形態に就ては詳述

せらるると磁も確実な接待試験を施行せられたることなく従て杉の枯葉に付着せる菌類としては誤りなか

らんも有くも赤枯病菌として論ずる場合には疑ひなき能はず 従って如何なる菌類!の記載完全するも病害

前としては i吉川するに足らざるなり。"

“北島氏:ま杉赤枯病は二種の菌類より起ると認定せらるると難も只一回杉苗 1 本に就ての接穐にして充

分 l言拠するに足らず 余弦の疑なき能はざるは病棄にある「ぺスタロチア」菌なりとす 氏は「フイロスチ

グタ」及「セルコスポラ」菌を病原菌として「ぺスタロチア」菌は第二次寄生j'tí なりとせらる 之れ氏の想

像説に過ぎずして確呼たる実験上の論拠あるにあらず 叉氏は「ペスタロチア」菌は寄生の場合齢なく偶

々寄生することあるも被害葉の梅めて古き部分にのみ他の菌と混交して寄生すとの単純なる想像に過ぎざ

るが如し 氏は「ペスタロチア」商は寄生の場合齢しと称せらるるも秋田大林区署より得たる杉苗には多

類(数)の「ベスタロユア」薗を認めて疑念を懐きしとして山林公判iに報告せられしと云う 折角接種試

験を行ふに当たり病棄にある「フイ戸スチクタ」及「セルコスポラ」菌のみ接険して「ベスタロチア」菌

を全然度外視し試験せずして単に病原l草iにあらずとせらるるは試験の疎漏と詞はざるべからず……余の接

碍試験に依れば「ペスタロチア」菌を段穂するも明かに而も容易に発病せしむることを得余は北島氏の論

ぜらるる如く「フイロスチグタ」菌を第一病原菌とし「セルコスポラ」菌を第二病原菌とするとせば(硲

実なる接種試験を行ふに非らざれば果して病原菌なるや否や信ずる能はざるも) Tぺスタロチア」菌も亦

杉苗をして赤枯せしむる病原菌たるを称へんとす"としてかる。

本病の病原に関しては明治末期において Hormiscium， Phyllosticta, Pestalotia および Cercospo仰が

とりあげられたが，これらのいずれともきめられることなく大正年代に持ちこされた。

川村 (1913)13) (大 2) は枯死スギ苗に Phyllosticta， Pestalotia および Cercosρora がみとめられるが，

本病は Phyllosticta によって起されるもので，他は病原菌とすべきでないとの見解のもとに，彼が

Phyllosticta (Phoma) cryρtomeriae (ì主 )1 1村;土 cryptomae と綴った) sp. nov. と命名した菌を本病

病原とした。
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笠井 (1914)和(大 3) は赤枯症状を呈するスギに Phoma および Pestalotia shiraiana を認め， 赤+古

1お 1芸~j: PhO/:問芭であるとした。 これ;j: Plzyllosticta (Ph倒担め cry世tomeγia KAW胤URA と同一種で，

Phyllosticta 属をあてるぺきやまたは Pho開a 属の 1 種とすべきやについて川村 (1915)79) (大 4) が意見

を述べているが、現在 Phoma cryptomeriae KAWAMURA という学名が一般に使用されている。

北島 (1916)'22、(犬 5) は赤村病菌として PJlOma cryρtomeriae KAWAMURA CPhyllosti・'cta (Phoma) 

cryρtomeriae KA\\'AMCRAJ のほかに Cercospora 菌も本病病原であるとし，この菌が Phoma 菌よりも被

害ーが激烈であるとと，'; \, これを Cercospora c:γ沖tomeγiae SHIRAI とよん t:.. なお氏は Phoma cη抑制­

riae を第一病原l笥， Cercospora cryρtomeriae を第二病原菌とし， Pestalotia 菌はH寺折見出されるが， こ

れは赤枯病菌とすべきでないと述べている。

卜蔵 (1914) ZI> (宍 3) は「十一月の病害防除」で“杉赤枯病はぺスタロチア，シライアナとし、う病曹

の空気伝染;こよっておこる"といっていたのであるが， 同氏 (1917)1耐 (大 6) は北島 (1916)12口論文

を批評したー交の中:こ，自己の接穐試験によれば， Pestalotia shiraiana もまた明らかに本病病原である

としてし、る。し か L 氏のこれに関する研究論文はついに公にされなかったようである。

次に病樹iこ見い出される Phoma 菌と αrcospora 菌は同種異型なのか，またはそれそ、れ別種なのかに

関して川村;土明治末年から大正初年にかけて発表した報交で，そのいずれとも決していないがおそらく各

々別穏であろうと考えていた。ついで北島 (1916)122) (大 5) は自ら行なった純粋培養および接種試験結

果から，これらは明らかにそれぞれ別種であるとしている。ただし北島 (1916) の純粋培養および媛種試

験;j:，後年の研究によって氏が取り扱った菌がはたして Cercosρora および Phyllosticta であったかどう

かはなはだ疑問とされたが，これについては後述するとおりである。

土井藤平 (1919)判(大 8) は「森林保護学」で Phoma 菌の柄子殺は 5-8 月の聞に現われ， 9 月以

降は Cel'cosþora 菌の分生胞子が多く認められると述べている。

原 (1924)3W (ーて 13) は「杉の赤枯病に就て」と題する報交で，“……土井・…・は・…ー森林保護学に

於て杉の赤枯病の病原菌には数種の寄生菌を認むるも其の主なものは Phoma cryptomeriae で次で

Cercospora cryptomeriae の二種とする，以上両菌中子殻は多く五月より八月の聞に現はれ九月以後に至

りて多く分生子を昆るとしてある-…-之から思考したならば前者はピグニヂヤ時代で後者は分生子世代でら

あろうと云ふことは自分の頭に終始考へられて居ったのである。土井・ーは其点、が11音示してあるやうであ

る……。然し記数学上から見て此の二種として居た菌類が正しくー積であらねばならぬと云ふ証拠を怪り

得たのである。それ:土木年五月静岡県系志太郡阿部町で……杉が赤枯病に甚しく浸(侵)害されて居たのであ

る。これを……錆愉しだところが最初 Phoma 菌を生じこの Phoma 閣の口辺から著しく線状体が発出

して其頂端;三一種の胞子を生じて居たので・ある。然してこの Phoma 菌は Phoma cryptomeriae でその

糸状体様のものは Cercospora cryptomeriae の担子梗でそれにその分生胞子を生ずるものであったので

ある。これから穎推すると今迄二種とせられたものは一種の菌の二異形に過ぎなし、のであるJ' とし，赤

枯病の病原菌の学名を“Phyllosticta cryptomeriae KawamuraニニCercospora cryptomeriae Shirai" と

している。そしてこの報文には Phoma 型柄子穀の口辺に Cercos戸ora 型分生子梗が生じてし、る図をかか

げている。辻良介 (1926)398】(大 15) も「苗木ニヨリ伝播スル病害」でこの意見を採用している。

笠井(1917)'仰(大 6) は「杉菌の苗核病及杉樹の黒点病菌」で， スギ雄花鱗片上に見い出した菌を

*1 土井藤平:森林保護学.東京， p. 343 (1919) 
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Leptosρhaerulina jaρonica nQV. sp. と命名，なおこれは赤枯病菌i Phyllosticta (Phoma) の子饗時代で

はあるまいか，としたが，笠井のこの想像は後年実験的に否定された判。

後年昭和中期の詳細な研究判によって ， Phoma cryρtomeriae は無傷健全苗を侵す能力はなく，傷療部

あるいは樹体が衰弱した場合にのみ微弱な病原性を示すに過ぎず，また Pestalotia shiraian.a は蓄の傷漢

部および憧めて幼若な部分から侵入，湿度の高い場合にだけ病原性を発揮するものである。そして，赤枯

病l筒として最も重要なのは Cercospora cryρtomeriae でこれが激烈な被害を与えるもので， fl)!.の肉類はこ

の菌にくらべれば実際上はほとんど問題にしなくともよかことおよび Phoma 薗と Cercoゆ0叩菌ば各々

別種であることが明らかにされ，北島 (1916) の所見が正しかったことが実験的に確認された。ただしト

蔵 (1917)146】も実験の不備なことを非難しているのであるが， 北島 (1916)12引が純粋培君主した PllOma

・cryρtomeriae および Cercospora cry，ρto明eriae は後年胞子単個培養法によって比較した結果によると，

北島(1.c. )の記載と大いに相違し，また接種試験結果も，本病の潜伏期は 3~4 週を要するもので，こ

れまた北島(1. c.) の成績はこれにくらべてきわめて短くなっている判。なお，これらの比較論議につい

ては続報においてふたたび詳細にふれることになるであろう。

川村(1913)13) が Cercosρora 菌を見ていながら，本病病原菌を Phyllosticta (PllOma) とした原因と

しては，その調査時期が適切で、なかったこともあるが，いまひとつ考えられることは，皐京;1;:等が主同と

なって枯死あるいは枯死に瀕したスギ苗に Phyllosticta (Phoma) 蔚が寄;着したものを数多く調査したか

らではあるまいか。また笠井 (1914)3引が鉄道防雪林および首木で、認めた尚矧は，大部分が Phoma 尚一?

ごく少数の Pestalotia I草l もあるが， これまた調査時期が適切であったとすれば， 枯死の主附として皐宋ー

符等無生的原因が考えられる。

一方，本病の被害状況についてなおその後公表された資料の概要を記すと次のとおりである。

川村 (1913)13) は“明治1'1.1十四年十一月ニ於ケル茨城豚下杉首本病被';!~:ノ状況ノ、暴ニ之ヲ ~I! ジ民キヌノレ

所ナノレガ判其ノ後他ノ各地ニ於ケル被寄ノ報ヲ得タレパ……"としてとりまとめてい ξ もののうち若下

を下に掲げる。

(明治44年10月 山梨県系中村技師itlü

日月 44 ・ 2 月

明 44 ・ 3月

明 44 ・ 10月

山梨l際設苗圃

同上

同上

q
u

内
J
a
q
J
h

50, 000 

30, 000 

18 ， 00。

30, 000 

12, 000 

18 ， 00。

被'E割合

60% 

40 

�O 

年月 場所 昔 前告 総本数 | 被完本数

(明治45年 4 月 三重県系知事事1:0

理系設苗圃

1. スギ満 3 年生苗13万本全部焼却。

1. スギ満 2 年生苗84万本のうち健全と認められるもの18万本を除き66万本は焼却。

1. 満 1 年生省 107 万本のうち30万本を除き， 77万本は焼却。

*1 伊藤一雄・渋川浩三・小林享夫:スギの赤枯病に関する病原学的設に病理学的研究(I ).亦枯波状

部に認められる菌類の形態及び病原性.林試研報 52， pp. 79~152 (1952). 

*2 CJl I村清一J: 杉赤枯病調査報告.大日本山林会報 353 ， pp. 87~94 (1912). 
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民投首圃

年 月 場 JiJf 苗 総本数 被害割合 備 考

明 45 ・ 4月 三重県系設省国 3年 130, 000 1∞% 

明 45 ・ 5 月 同 上 2 840, 000 79 l 部移値

H丹 45 ・ 4月 l 三重際設西苗圃 l 200, 000 100 全部焼却

明 45 ・ 4月 1/ 東 N l 870, 000 67 1 部移植

(明治45年 7 月 大阪大林区署長報)

上野A、林区部内字大師山国有林， 44年度未新補植の分

新補植知J 1 新補植木数|焼棄本数 l 残存本数 被害割合

新 4市 11 , 250 10, 335 915 91. 89五

同 1, 170 1, 037 133 88.6 

+市 fiH 526 504 22 95.8 

1,<] 798 876 22 97.5 

同 118 116 2 98.3 

亀山小林区署部内字西野首園

床替回数 床替本数 焼却本数 残存本数 被害割合

5, 000 2, 800 2, 200 56% 

1 94 , 000 31 , 800 62, 200 34 

2 107 , 000 25, 700 81 , 300 24 

2 40, 000 12, 650 27, 350 31 

(大正元年10 月 秋田大林区署長報)

年 月 場 所 種 類 総本数 被害本数

大正元・ 10月 秋田際由利郡大巻苗圃 l 回床替首 927 , 000 15, 800 

戸] 同 2 回床替苗 514, 000 1, 800 
←一一一一一一一ー

なお，川村(1. c.) は次のようにいっている“以上ノ諸例ヨリ帰納シテ考察スルモ本病害ノ、明カニ或地

方ヨリ i斬次各地ニ蔓延シタル俸染性ノモノニシテ主トシテ二三年以下ノ杉首ヲ冒シ夫以上ノ年齢ヲ有スル

苗木ノ、比較的被害少ク五，六年以上ノ杉樹ニシテ林地ニ植栽セラレタルモノハ本病ニ擢ルコト極メテ少シ

……而シテ本病ハ其ノ害激烈ニシテ杉首ノ全部ヲ本病/為枯死セシメタレハ己ムヲ得ス之ヲ焼却シタル地

方少カラスJ

鉄道防雪林関係の苗畑および新植地に明治45年(f912) および大正 3 年 (1914) に本病の大発生をみた

ことはすでに笠井 (1914)舶の報告で詳述したとおりである。

川村 (1913)1引(大 2) が掲げた“杉赤枯病分布図"によれば当時判明していたのは，青森，秋田， 山

形，福島，茨城‘千葉，東京，埼玉，群馬，山梨，愛知，三重，奈良，滋賀，高知および鹿児島の各府県系

である。その後， 1913年(大 2) には新潟豚m および静岡蘇7九 1914年(大 3) には大分，熊本両懸i2) , 

1917年(大 6)167 J199)195) には神奈川，福井両豚，そして1918年(大 7)227) には宮崎豚が加えられ， 1921 

年(大 10)284) には兵庫際，福岡県系ほか日本各地に発生す，となっている。

当時の愛知燃における被害状況については“昨年以来本蘇内に杉の赤枯病と称する一種の伝染病発生し
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逐次蔓延して枯I苗養成の盛んなる名西郡八田村及海部郡川東村は勿論，豚内各地に伝癒して被害甚だしく

今にして駆除予防を講ずるにあらずんば遂に幼苗全滅の悲運に遭遇し延いて営林上陸険を来し植林に悪影

響を与うること甚大なり以て左の方法に依り駆除励行に決し不日印刷に付して一般に普及すべし"という

記事145) , また福井燃では福井新聞の記事として“本l際にては昨夏豚下全般に亘り杉赤枯病発生し林業界

に大打墜を与えしを以て本豚知事は之れが駆除撲滅すぺく勝、令を発すると共に当業者にボルドー液を配布

し予防策をμI~ぜしめ……>>195) がみられる。

佐藤邦彦 (1954)判(昭 29) が秋田営林局の廃棄書類の中からたまたま見出した「大正2y年受造林事業

成績ニ関スノレ書類J (秋田大林区署)に次の公文書があった。

“秋発勧第三四号

大正四年一月廿九日 秋田県系

秋田大林区署御中

参考ニ致度候{際貴著経営ニ係ル樹首圃ニテ杉苗木赤拍病発生ノ模様・被害程度記録予防方法並ニ結果等

年別ニ詳細承知致度此段及!!賀会候町' この照会文に対して次の回答がなされているe

“四業第五三八号

大正四年十月二日

秋田豚御中

秋田大林区箸

杉赤枯病ノ調査ニ関スル件

一月 u

之候{僚際御承知ホ相目成度此段及回答候

記

ー.発生ノ模様被害ノ状況ノ\夏季大，七月ノ侯ニ至上幼樹ノ下校部及下葉部点々褐色ヲ呈シ，一見

根痛ミ或ノ、平害ノタメ i古死セルモノト殆ンド同一ナルモ，減rr次上部ノ枝及幹部ニ及ボシ，幹部ニハ赤褐色

ノ班点ヲ生ジ，甚シキモノハ樹液ノ流動ヲ停止シ古木ノ\枯死ニ瀕スルモ，多グハ全グ枯死スルニ至ラズシ

テ漸次萎縮ス。蔓延ノ程度ノ、成苗ヨリ幼首ニ甚ダシグ，晴天ノ日ヨリ降雨ノ後ニ甚ダシグ，叉六，七月ノ

候ニ於テ予防i夜撒布後ノ、一時沈静ノ状態ニアルモ，八月下匂叉ハ九月上句ニ至リ再ピ蔓延スル=トアリ。

二.被害程度被害/程度ノ\気象上ノ関係，苗圃土壊ノ良否，施肥ノ種類，古木ノ健全度等ニヨリテ一様

ナラザルモ，過去ニ於ケル実況ニ依レパ一年生ノ、普通二~三割，一回床替ノ、一~二害1]，二回床替ノ\極メテ少

数ニシテ，要スルニ苗木媛小ナルモノ程其ノ被害程度大ナリ。今，年度別被害首木数ヲ掲グレパ次ノ如シJ

種 類 | 大正元年度 | 大正言年度 | 大正三年度 ! 大正四年度

播 種 2, 076, 747 

一回床替 75, 000 336, 094 2, 455 , 205 

二回床替 350 230, 430 1, 401 , 549 317 , 130 

三回床替 10, 920 420, 732 3, 300 

計 75, 350 577, 444 6, 354, 233 324, 430 

備考大正元年度，大正二年度春季播種ノモノニ対スル被害数ノ、確タル調査ナキ故之ヲ掲ケズ。叉大正

四年度分ハ六月迄ノ調査ニシテ其ノ後ノ被害数ノゆ日算セズ

キ1 佐藤邦彦:東北地方における大正初期のスギ赤枯病の発生.山林 845， pp. 31~38 (1954). 
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ス正 4 年度の被害首数量はその後の被害報告に現われた数字を集計すると次のとおりである。

播 種 一回床替 二回床替 三回床替 言十

2, 365 , 630 536, 061 1, 748, 666 34, 160 4,693,817 

三.駆除予防方法及其効果 駆除法トシテハ被害ノ程度甚シキモノハ抜キ取リ焼却γ，其他ノモノニ

対シテハ二，1 式叉ノ、三斗式ボルドー合剤t散布ヲ行ヒ，尚秋季掘寂ノ跡地ニモ亦ポノL トー合剤ヲ撒布シ後耕

転ヲ行フ。ボルドー液撒布ノ効果ノ\具体的ニ明示スルコト能ハザルモ，初期ニ於子ぺ約一週間置キニ二~

三回合剤ヲ撒布スノレ11;'ト、，其ノ効果著シグ大ナルモ，病勢ノ進ミタルモノハ比較的其効少シ…ー・。

藤井伴助 (1917)H8) (大 6) I杉首赤枯病予防駆除私見」には“当東京府下青梅地方は叉本病の発原地

たりしが明治四十三年頃より認められたるが如く爾来杉苗仕立は漸次困難となり曾て多数の育苗を為せる

村も殆んど杉苗の跡を絶つに至れり。……従って杉苗木は著しく昇騰し，今春当地方の如き適当なる造林

用杉苗は千本十五円乃至二十円の高価となり…一"と記されている。

西国紀元 (1919)24B) (大 8) í最近管内森林に発生せる主要病虫害に就て」によれrば， 青森大林区署

(青森営林局)管内における本病の被害状況は次のとおりである。 “大正四年及五年両年度に於ける管内

被害状況を見ますと

大正四年度杉1耐えt員数量四百二十万五千本内山行首百一万六千本損害見積額三千七百八十

五円

大正五年度杉首i耐員数量三百十五万七千本内山行首百二十五万本損害見積額五千四百六十

二円

本病は大正三年度より i斬次管内に於ける被害区域を増大し四，五両年度に於ては著しく之れが蔓延を見.

五年度は四年度よりも更に被害著しく宮城鯨最も激烈に次て岩手懸次に青森豚ニ云ふ状況であります 其

間青森懸の一部即大畑，佐井，深浦，蟹田には全然被害を蒙らなんだのであります 六年度も五年度と大

差なき様ですが未だ調書の寂纏めが完成しないので何とも申しあげることが出来ませんa …-。

大正 6 年 3 月発行， 大日本山林会報質疑応答欄の「杉苗購入に関する件JIB8; の質問ï "~地方(注 神

奈川県系)は杉の赤枯病甚しく全く成育の見込あるものなきに至れり 依て苗木を他府豚の産地より輸入せ

ざるべからず ……千家静岡長野愛知等何れの地方より輸入するを適当となすべきぞ・ー一"に対して“杉

赤枯病は現今吾国何れの地方にも蔓街し居るものなるが故に地方を限りて其有無を断すぞ1 乙と能はず…

…"と答えている。

堀正太郎 (1923)825) (大 12) í主要農作物及農産物の病虫害の統計」に“杉首 ;j'iふり病は実蒔苗園:こ

普通的に発生する一大流行病にして七~八割の損害を被ること少なからず。……全国杉首の平均産額四倍、

四千三百万本の百分の三十の病虫害ありとせば千六百三十万木，三百二十六万円 (1 本二銭として)の損

失となる"とある。

以上引用した文献から明らかなように，明治末葉からス正時代にわたり，本病は広くわが国:こ伝播して

激烈な被害を及ぼし，林業界に甚大な脅威を与えた。事の重要さに驚傍し官民あげて木病の防除対策を薄

じたのであるが，行政指導だけでは間に合わぬと考えて強力な行政措置をとらざるを得なくなったらし

く，これについては次の記事がみられる。大正 3 年 (1914) 4 月発行大日本山林会報の「三重燃の杉赤枯

病予防駆除」に次のように報じられている。“三重厚系に於ては数年来往々杉赤枯病を発生し被害少なから
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ざるを以て客年十月豚告示を以て害虫駆除予防法を適用することとなせり 右告示の全文左の如し

明治三十九年(五月)本豚告示第百四十一号害虫徴菌の種類及駆除予防法中第三十の次に左の一項を追

加す

三十一杉の赤枯病 杉樹首

イ 被害首半数以上にして其の程度激甚なるものは全部抜取り焼却すベし

戸 被害軽微にして点在せるものは被害苗を抜取り焼却し残存苗には消毒法を施すべし

ハ被害を認めずと難も被害苗圃の附近にあるものは予防の為消毒法を行ふベし

ニ 消毒法は新鮮なる三斗式石灰ボルドウ液を晴天の日に濯注すベし其の量は枝葉の全面に附着する回

程度とす

右告示に基き同l孫下に於て最も杉苗養成の盛んなる北牟婁郡に於ては郡議会の事業として次の補助規程

を設け予防費に対して補助金を補ふこととなせり。

杉苗赤枯病予防費補助規程(目的"

さらに北島 (1920)272) (大 9) í杉苔木赤枯病に就て」によれば， “奈良勝吉野郡にては数年前より尊

心本病害予防の指導奨励に努力し，或は印刷物を発行して木病害に関する誤解を説き，又は実地試験の成

績に拠り範を民間業者に示し，若は杉苗赤枯病予防奨励規定を制定して郡より補助金を下附する等百方予

防に尽力したる結果，今日に於ては斯業者も其効の絶大なるに感じ， íボルドウ」液のj散布を希望するも

の多きを加ふるに至りたるが如し"。

"尚参考の為め吉野郡に於て制定せる赤枯病予防規定を摘録せば左の如l L-"

“杉苗赤枯病予防奨励規定左のJ]iり相定め大正八年四月一日より実施す

大正八年三月二十五日

奈良野、吉野郡長 和田常太

杉苗赤枯病予防奨励規定

第一条杉苗赤枯病予防を励行する為め本規定を遵守し予防を実施したる者に対し左の奨励金を交付ー

す

ー.一年生首圏一反歩に付金参円以内

一.三年生苗圃一反歩に付金六円以内

一.三年生苗圃一反歩に付金拾弐円以内

前項一年生と称するは播種より第一回移植迄を云ひ…一(後略)

第二条 予防実施の方法は左の方法により二斗五升式「ボルドウ J ì夜を撒布するものとす

一.各齢共四月より十月迄の期間に於て五回以上

一. j散布量は一年生首一反歩に付一四五斗以上 二年生苗同一石以上，三年生苗同二石以上

第三条 (略)，第四条 (略)，第五条 (目的"

以上 2 例をあげたに過ぎないが，このような「杉赤枯病予防費補助規程」あるいは「杉苗赤枯病予防奨

励規定」に類するものが，本病被害のはなはだしい多くの地方で適用されて，防除の励行に努力されたこ

とは確かである。

本病について遠く外地に目を転ずるならば膝黒 (1918)1貯) (大 7) の「台湾暗養植物ノ寄生菌目録 補
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遺」中に，本病病原菌 Cercospora crypto明:eriae SHl RAI がすでに入っている。そして後年沢田 (1928)*1

(昭 3) の報告によれば，大正 6 年には台北州で，また大正11年には台南州阿里山で本菌が採集されたと

いう。

本病の被害がようやく世人の注目をひきはじめた明治末年，川村 (1912)*2 (明 45) は本病の防!徐につ

いて......更に比較的試験を要するも硫酸銅浴液は従来此種の病菌に対し頗る有効なるものなればボル f

-合剤の如きは蓋し特効あるものと認められる"とし， 翌年氏(1913)13) (大 2) はボルドー液散布が本

病防除に有効なことを述べているが，氏が自ら防除試験を行なったかどうか疑問で，氏の指導によってど

こかで実施された結果をとりあげたものではあるまいか。ともあれ同年すでにリーフレット「杉赤枯病の

駆除予防方法J (農商務省山林局)を広く配布して本病およびその防除法の啓蒙に努力されたことは事実

である。

筆者は偶然の機会にこのリーフレットを見い出したので，当

時の指導普及状態をしのぶ参考としてその概要を次にしるして

おく。

“杉赤枯病の駆除予防方法"

“O本病の特徴本病は主として杉の首木に発生するものに

して，首木の一二年生のもの最も激烈に冒され，三四年生のも

の之に次ぎ，其以上のものは被害の程度大ならざるを常とす。

本病は苗木の下部の枝葉，即ち常に土壌の湿気を直接に受け，

又空気の流通も不充分にして，日光を受くるととも少き部分に

多く発生するものなり。本病は最初先づ棄の台部(もと)或は

軟き小枝の分岐点(わかれめ)附近に顕れ，其の部分を初めは

赤褐色に，後には黒褐色となすものなり，即ち本病は初め此の

部分に一種の菌発生して，其の菌が苗木の皮の中へまで蔓延

し，為めに苦木の生育を害し，其の害i車両次大なるに従ひ，葉及

び軟き小枝の皮に含める緑色のものが遂に黄褐色に変ずるが為

め，枝葉が赤掲色となり，暫時にして叉黒褐色に変じ，次で葉

は枯れ萎み，且つ乾燥して遂に脆くなりて脱落するものなり。

本病は地上一二尺以下の所にある枝葉を冒し，其以上の高さに

及ぶことは稀なるが故に，五六年生以上に及びたる杉樹は本病

に冒さるるも，上部の枝葉を健全に保たば，其の樹の枯死は遂 第 20 図 「杉赤枯病の駆除予

に免るることを得るなり……J 防方法」リーフレッ卜の表紙

“O駆除予防方法 本病の駆除予防には「ボルドー」合剤を用ゆるを最も適当とす，本剤の製法は左の

如し，此の薬品分量及び製法等誤らば其の効少きが故，調製には最も注意を要す……。一段歩の杉苗聞に

用ゆベき本剤の分量は，苗木の年齢，疎密等に因りて自ら異るも合剤をして苗木全体が潤ふ程度に之を撒

布するを要す，普通一段歩一年生の苗木に対して本剤三斗乃至一石，二年生以上の苗木には一石乃至二石

*1 沢田兼吉:台湾産菌類調査報告第四編.台湾総督府中研農業部報 35 ， p. 108 (1928). 

柑 CJII村清一J :杉赤枯病調査報告.大日本山林会報 353， pp. 87~94 (1912). 
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の割合に用意し噴捗器(きりふききかし、)を用ゐて班なきゃう J散布すペし，若し撒布後未だ乾かざるに強

雨ありたる場介は再び撒布するを要す。米だ赤枯病の被害なき杉苗圃と雛，附近に本病発生せるとき，若

くは之が蔓延の成あるときは，予防の為め|些|五月頃に一回，九月頃に一回本青1)を施すぺし，但し此の場

合には三ご卜五チ1 式を使別して可なり。既に本病にJ縫れる苗闘にして其の程度激しきときは，春秋の候には

約二週間を附てて各三回づっ三斗a式の本斉1)をJ散布し，他の時季に於ても|司じく一二回づっ施用すベし。

「ボルドー」什庁1)原料の薬品相場はがJ左の如l し・…・。亦枯がiの為め枯死したる杉苗は速に抜き焼き棄つベ

し，若し之を欣置するときは普通の枯損苗木と異り，病菌伝播せしむるものなるを以て特に注意を要す，

故に幾分たりとも本病の被害ある地)jにありては，各苗圃所有者は前記予防駆除剤撒布の外此の点に就き

充分努めざるべからず。"

文献として今日残っているものに|刻する限り，本病の本絡的な|坊!徐試験は， IIJ林局林業試験場技師今枝

直規 (1914)山(大 3) ， (1916)114> (大 5) によって行なわれた。すなわち大iE 3 年 (1914)山 2 月，山

林局林業試験場名で「杉亦枯病予防駆除試験」結果の概要を次のとおり報じてし、る。

・・其ノ被宮激甚ト為リ漸次他地方ニモ蔓延/徴アノレハ宮ニ苗国経営者ノ損害ナルノきナラス林業上

ごす緩与三 .j_t、九Ií. b~ .ll~... l' ラ 各紙k，'..>か成長義 主要ナル該樹種ノ造林上ニモー

第 21 図 今枝直規 (1916). rすぎ苦赤枯病ノ駆除予

防ニ関スル試験j のタイトル・ページ

大践朕ヲ来サシムル恐アリ 之

故ニ当試験場ニ於テハ大正二年

春季ヨリ之カ駆除予防試験ニ着

手シ|司年九月初及 1-月末ニ於テ

調査ヲ行ヒ左ノ成績ヲ得タリ."

として，後掲同氏 (1916)11引の

大要を述ぺている。

翌々年，今枝 (1916)1凶(大

5) rすぎ首赤枯病ノ駆除予防ニ

関スル試験」と題してこの詳細

が報告されたが，次にその概要

を記す。

苗木ノ年齢ト被害トノ

関係 ……右ニ表ヲ見ルニ被害

ノ故多キハ一年生苗木ニシテ二

年生之ニ次キ三年生ニ至リテハ

殆ント被害ヲ見ス 即チ苗木幼

少ナルトキハ被害ニ権リ易キモ

三年生以上ノモノニ至リテハ其

ノ虞少キモノト謂フヘシJ

zー苗間距離ト被害トノ関

係 ……第一回調査ニ於テハ二

寸植四寸植六寸植ノ!願ニ被害大
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ナリシト雌第二回調査ニ於テハ六寸摘二寸楠凶寸値ノ 111点ニ被芹大トナリ…・・"

eコ1 肥料ト被害トノ関係 大正二年度ノ成績ニ於テ被害最多キハ無肥料区及石灰区ニシテ人糞尿区，

過燐酸石灰区， 1流駿安母尼必及綿実粉区之ニ次キ完全肥料区及本灰区被害最少シ 大正三年度ニ於テハ菜

附 inl糟区ヲ除タ外各l肥料区共ニ被脊激甚ニシテ殆ント大差ナタ前年度最被官少カリシ木灰区亦被害多クシ

テ殆ント他ノ~\~隔ヲ見ス……f

“ 11'1 Iボルドウ J ì酎散布時期及回数ト被害トノ関係 ……大正三年度ノ成績ニ就テ見ルニ六月四回 J散

布ノモノ被'主最モ少タ!韮ニ0 ・八%ニシテ六月五回iftk;{ji ノモノ及六月ヨリ十月迄毎月三回ツツ撒布ノモノ

モ被害僅ニー・八%ナリ ス六月三回J散布ノモノ六月ヨリ十月迄毎月二回ツツ撒布ノモノ六月ヨリ九月迄

毎月三回ツツ j散布ノモノ，六月ョリ八月迄毎月三回J散布ノモノモ被害二・三乃至三・三%ニ過キスシテj散

布団数ノ少ナキニ随ヒ概シテ被害増大スルカ如lシ 而シテ無J散布ノモノノ被害l耳l 八. [IL]%ナルニ対シテt散

布ノモノハ六月一回ノモノモ二0 ・四%ニ過キスシテ数等/差異アルヲ認メタリ 之ヲ大正二年度ノ成績

ニ比較スルニ同年度ニ於テ最効果多キハ六月三回乃至四回撒布ノモノニシテ大医三年度ニ於テハ六月四回

J散布ノモノ最良好ニシテ五回三回ノ "I~位トナレリ 日11 チ前年度ト多少ノ相違ハプレトモ大体ニ於テ六月三

回撒布ノモノ最良/効果アルカ如シ 而シテ夏季ヲ通シテ撒布ヲ行フモ猶梅雨中数回之ヲ行フモノト其ノ

効果相同シタ……寧ロ梅雨中三，内田i~~;{[j シ尚発生ノ 1晃アルトキハ秋季ニ二，三岡{散布スルヲ最適トスJ

“五結論"として次のようにいってし、る。

“(ー) 本病害ハー，二年生首木ニ多タ三年生以上ノ苗木ニハ其ノ害軽微ニシテ生育良好ナルモノノ、枯

死スルコト少キモノナレハ苗木ノー，二年生時代ニノ、特ニ注意ヲ要シ又努メテ強健ナル生育ヲ遂ケシムへ

シ"

“(二) 苗間距離広キニ従ヒ苗木ノ、良好ナル発育ヲ遂ケ従テ抵抗力大ナル苗木ヲ得ルモノナレトモ……

疎植ニ失スルトキハ夏季皐舷ノ際ニ被蔭ヲ得ノレコト少タシテ皐害ヲ受ケ生理的作用ヲ害シ従テ本病害ニ対

スル被害大トナルモノナレハ赤枯病発生ノ虞アル苗圃ニ於テハ疎植ニ失セサルト共ニ皐害ニ a寵ラサル様注

意、スルヲ要ス"

“(三) 人糞尿硫酸安 I尋尼亜等ノ如キ窒素質肥料ヲ過量ニ使用スルコトハ苗木ヲシテ柔弱ナル成長ヲ遂

ケシムルモノナレハ成ノレヘグ之ヲ避ケ完全肥料若ハ加里質ニ寓ム木灰ノ如キ肥料ヲ使用シ荷木ヲシテ強健

ナル発育ヲ遂ケシムヘシ 是レ本病害ノ予防上特ニ必要ナルコトナリトス・・

“(四) 本病ノ発生シタノレ苗圃ニ於テハ梅雨季ノ前後ニ二斗式若ハ二斗五升式「ボルドウ」 液ヲ約十日

ヲ隔テテ三，四回撒布セハ充分ノ効果アリ 然レトモ尚発生ノ虞アルトキニハ九月十月/頃更ニ二，三回

J散布スルヲ要ス 叉被害ナキ首圃ト磁本斉IJ二，三回ノ撒布ハ予防上有効ナリトス"

“(五) 被害枯死苗木ハ全部焼却スヘシ"

北島 (1917)166) (大 6) I杉首赤枯病駆除予防試験成績」ニ“杉苔赤枯病原ノ菌類学上ノ性質並ニ駆除

予防ニ関スル研究ノ結果ハ大正五年……発行林業試験報告第十四号ニ於テ之ヲ公表シタリト雄本病害ノ、現

今未タ終息スルニ至ラス世人往々ニシテ「ボルドウ」合剤ノ効力如何ニ就キ疑念、ヲ挿ムモノアレハ尚試験

ノ必要ヲ認メ本年左ノ如キ試験ヲ行ヒタ γ' とし， “(ー) 肥料ト赤枯病被害トノ関係， (二) Iボルド

ウ」液ノ撒布時期及回数ト本病被害トノ関係， (三) 石灰硫黄合剤及酸曹i夜ノ濃度， î散布時期及回数ト本

病被害トノ関係n の諸項目をとりあげ， “然レトモ肥料ト赤枯病被害トノ関係ニ就キテハ尚不充分ノ点ア

リタルヲ以テ未タ発表スルノ期ニ達セス"とし，結論に次のように述べている。
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ペー) 杉苗赤枯病ハ二斗五升式「ホ、ルドウ」合剤ヲ時期ヲ誤ラス撒布セハ完全ニ予防シ得ルモノト

ス"。

“(二) 撒布時期ハ地方ニ依リテ一定スルコト能ハサルモ……東京付近ニテハ四月下匂乃至五月上匂頃

ニハ既ニ第一回ヲ撒布スルヲ要スJ

“(三) 撒布団数ハ……五月頃ヨリ十月頃迄毎月二，三回撒布スルヲ最安全トスレトモ但シ斯グノ如キ

試験区ト五，六月及九，十月毎月三回宛撒布区トハ其ノ結果ニ於テ何等選ム所ナキヲ以テ観レハ後者ノ…

…有利ナルニ若カスJ'

“(四) ……石灰硫黄合剤並ニ販売用ノ酸曹液ハ有害ナリト断定スルコト能ハサルモ本年度ノ試験方法

ニテハ何レモ良好ナル結果ヲ与エサルヲ以テ寧ロ安全ニシテ且ツ有効ナル「ボルドウ」液ヲ使用スルコト

ヲ可トスノ

大正 6 年 5 月，北島 (1917)167) は山林公報に「杉赤枯病駆除予防法」と題する一文を掲げているがこ

の概要は次のとおりである。

“病原菌及病f数 本病害ハ主トシテ PhyIlosticta cryptomeria巴及 Cercospora cryptomeriae ノ二病

原菌ニヨリ発生スルモノニシテ其ノ:被害ノ、概シテー，二年生首木ニ烈シグ三，四年生之ニ次キ夫レ以上ノ

首木ニハ比較的少キカ如シ……。"

“発生/時期本病害ノ、発生及蔓延ヲ始ムル季節ノ、地方ïlQ天候季節等ノ:影響ニヨリテ一様ナラサルモ東

京付近ニテハ五月中匂頃ヨリ其ノ徴候ヲ認ムルコトヲ得 然レトモ当時ハ未タ人目ヲ惹グノ程度ニ達セサ

ルモノ多グ梅雨中若ハ其ノ後湿潤高温ノ季節ニ至リテ激甚トナリ栴雨前迄ハ外観上殆ント異状ヲ呈セサリ

シ首闇ニモ俄然多数/被害苗木ヲ見ルコトアリ。'

“病菌伝播ノ経路被害地及其ノ F付近ノ土壌並被害苗木ノ枝葉等ニ於テ越冬セル本菌ノ胞子ニシテ風其

ノ他ノ媒介ニ依リテ杉ノ枝葉ニ付着セルモノハ自伺ノ発芽ニ適当ナル季節ニ至レハ直ニ発芽シテ菌糸ヲ其

ノ組織内ニ蔓延セシメ……斯クシテ菌糸ノ繁殖ト共ニ被害枝葉ニ更ニ病原菌ノ胞子ヲ形成シ是等ノ、風其/

他ノ媒助ニ依リ再ヒ前述ノ如キ経過ヲ反復スルモノナリ 故ニ仮令其ノ付近二本病害ノ発生ナキモ決シテ

安心スヘキモノニアラス 蓋シ病原菌胞子伝播ノ経路ハ吾人ノ想像シ能ハサル場合多ケレハナリ on

“予防駆除法"前報とほぼ同一内容のことを述べている。

“ボルドウ液調製法" (l1I1i-) 

"ボルドウ液調製ニ際シテ注意スヘキ事項" (略)

なお，本病防除に対ーするボルドー液と酸曹液(濃厚石灰硫黄合剤)の効力および経済性を比較したもの・

が 1917 年148) および 1919 年255) にすでにみられる。

北島 (1920)272) (大 9) は「杉苗木赤枯病に就て」で次のように述べている。 “杉苗木の赤枯病に関す

る研究成績は今日迄屡々林業試験成績及山林公報等に掲載し，若くは山林会其の他の会合の場合を利用し

て当局者並に斯業者に対して説明をなし，以て鋭意本病害の撲滅に努力しつつあるも，尚其の予防の実績

充分ならざる地方あるのみならず，或は本病害は全然予防不可能なりと予断して其の被害を徒に挟手傍il

するか，若は杉苗木の育生を中止するものあるを聞くは誠に遺憾に堪へざる次第なり。然るに本病害に関

する多年の実験並経験は首木の成育を良好にし，撒布薬i夜の使用法が適当に行はるるときは完全に予防し

得るものなることを断言して慣からざるなり，現に後節述ぶるが如く奈良県系吉野郡にて充分の成績を挙げ

つつあり， 叉赤枯病害に対する石灰「ボルドウ」合斉1)の撒布時季， t散布の程度，撒布団数並に「ボルド
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ウ」合剤の調製法に関しては既に…・・大正六年五月発行の山林公報及本号の別刷として本邦各府豚に分譲

して一般の参考に供し置きたり，即ち本病害の予防法としては五月頃より十月の候に豆り二斗五升式石灰

「ボルドウ」合斉IJを約八，九回適当にJ散布せば完全に予防し得るを報じたるも廷に撒布回数を減じても尚

効果あるものとせば経済上甚しく有利なるを思ひ，大E七，八の両年に亘り之に関して実験を行ひたるを

以て，其の成績に就き左に之を記述すべし"と前おきし， “大正七年度試験、成績"は“右表の如く大正七

年度に於ては薬剤H散布区も無撒布区も全く本病の被害を認めず，"“大正八年度成績"は“……五月より十

月に豆り六回撒布せるものは全く本病害の被害なきに反して，無撒布のものは全く健全なる苗木を認むる

能はざる迄に被害を受け，其大部分のものは赤色枯死するに至れり"としてu、る。

さらに， “……「ボルドウ」液が斯の如く本病害の予防上有効なることは単に本場内に於ける実験に止

まるのみならず，本邦各所に於て其成績を挙げつつあり，就中奈良県系吉野郡に於ては同郡農業技手岸田英

夫氏専ら之が指導奨励の任に当り，当場の実験成績に基き赤枯病の予防に努力されつつあり。左に同氏が

大正八年度実施されたる試験成績を挙ぐれば次の如し。……岸田氏の実験が明に示すが如く「ボルドウ」

i酎散布の有効なることは最早否定するの余地なきものなり。"

“酸曹i夜は赤枯病予防上有効なるものなりや否やの質問は屡々聞く所なるを以て， Iボルドウ」液の試験

と共に酸曹液を百二十倍に稀釈しで回数， f散布期を「ボルドウJ ì夜と同じくし ]"J 年齢の苗木に撒布したる

に，大正七年度に於ては五十二・七%，大正八年度は六十七・六%の赤枯病被存苗木を見，無撒布区の全

く健全苗木を見ざる結果に比較せi王子防上多少の効果無きにあらざるが如きも……石灰「ボルドウJ ì夜が

迭に安全にして，且つ有効なるものと認む。"としている。

北島 (1920)2W (大 9) I杉苗木赤枯病の予防に就て」は上と内容がほとんどいlーである。

北島 (1920)278) (大 9) は「杉苗木赤枯病に対する銅石鹸液の効果に就て」で次のように述べている。

'…一本病警の予防研究としては単に「ボルドウ」液の効果充分なりとして之を以て満足す可きものにあ

らず。更に有効且つ経済的なる薬液に関して研究を行ひ，以て世人の参考に資するは研究者としての当然

の任務なりと信ず。然り而して本年五月……西ケ原農事試験場・…・の堀技師が絃に記述せむとする銅石鹸

液(硫酸銅及石鹸並水との混合液)が甚だ優良なる薬剤lなることを述べられたるを聞き……赤枯病の予防

薬として如何なる程度迄効力を有するかを実験し置くの必要を感じたるを以て，同技師に其の調製法に関

する指示を仰ぎ，本年初めて使用したるを以て，左に其の結果を記述す可し"として試験成績をかかげた

のち“….. j散布区の被害苗木は甚しく僅少にして，加1かも:只:の被害の軽微なる諸点、より考察して銅石鹸液

は赤枯病の予防薬としても効果を有するものとして可なりと認めたり…..銅石鹸液が杉首赤村病の予防薬

としての確定的効力に就ては自今両三年の継続試験の成績を以て証明すべき"であるとし、 u ている。

北島に代わって肱黒友三が本試験を継続実施した。肱黒(1925)866) (大 14) Iすぎ苗木赤枯病ニ対スル

鍋石鹸液/効力試験(第二回)J は元林業試験場仙台支場に於て実施されたもので，試験地として山形県子、

北村山郡東根村楯岡小林区箸若木苗闘，秋田県芸北秋田郡長木村大館営林署岱野苗圃，青森豚上北郡野辺地

町野辺地営林署獅々 f尺苗圃および元林業試験仙台支場首園の 4 か所が送ばれた。その結果"…無撒布カ

被寄劇甚ナノレニ拘ノ、ラス~]，J石鹸i夜撒布区パ就レモ無被害ナノレカ叉ハ被害軽微ニ、ンテ其効験顕著ナルハ確認

スルヲ得タリ。 l而シテ銅石歯車液ト石灰「ボルドウ J ì復ト/効果ヲ比較スルニ前者ハ後者ニ梢劣ルカ如シ日]1

チ二斗五升式石灰「ボルドウ」液ハ最優越シ三斗式石灰「ボルドウ」液ト入匁式銅石鹸i夜トハ効果相仲ス

上雌後者ハ多雨ナル年及地方ニ於テ効力劣ル不利アリ 六匁式銅石献液ノ、是等ノ執レヨリモ成績不良ナ
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リ"と結んでし、る。

長谷川孝三 (1925)364) (大 14) Iスギ赤枯病予防試験特に勢技法に就て」に“スギ赤枯病予防駆除試験

は大正十一年度には旧八王子苗闘に於て爾後は本場(注 術室林野局林業試験場)廿皇苗聞に於て数年に

豆り， (1) 殺菌剤施用試験， (2) 栽橋方法と被害との関係， (3) 苗木の下校男除方法等を施行したるに，

就中下枝の努除は本病予防上意外の好結果を賓せり。・・・・"と“緒 言"で述べ以下次の諸項について試

験成績および考察を行なっている。

" 1 勢枝方法に依るスギ赤枯病予防試験成績"“スギ赤枯病は……苗木の下枝より発生繁殖するものに

して・…・・。依て是等確約し易く且つ病菌蔓延の媒介たる下葉の勇除を行ひ之が繁殖蔓延を防止するの方法

を名付けて絃に募技法と云う"とし，この試験結果については“……郵校法を施行せば，普通殺菌剤の施

用は要せざるも，病菌著しく繁殖の!廷ある場合には，五六月及九十月の候各一回宛J散布せば充分にして且

つ経済的なりとす"と述べている。

“ E 殺菌剤使用に関する試験"では，三斗式石灰ボルドー液と六匁式硫酸~Im石鹸を用い年間 4~5 回

t散布，二か年にわたる試験成績から次のようにいっている。 “本場苗闘に於ける成績によれば，ボルドウ

i伎は銅石鹸液に比し亦枯予防上効果多し。叉……銅石歯車液必ずしも常に安価なりとなす能はず。……本病

予防の如く降雨頻繁なる五六月並九十月の候に亘り僅かに，四五回のJ散布を行ふに過ぎざる場合には，効

力持続性の大なる，ボルドウ討をを以て有利なりとす。故に従来本病予防に，ボルドウ液を使用し来りたる

場合には，強て銅石鹸液に改むるの必要を認めず。"

“皿 苗木栽培方法と被将との|其|係"では“・…・本場に於て人工栽明日と天然生稚苗との比較を行ひた

るに，前者は前後五回の柴剤使用を行ひて「ltほ 3%の被'者を見るも，後者に些の被害を認めず。於是乎，

従来の消極的予防方法にのみ信制する弊を一掃し進んで優良強健なる苗木を育成するの方策に出でざるべ

からず"とし，種子の選択，播種法，間引，管理，施肥，床替方法等育苗技術の適正な実行によって本病

に擢病しがたい健苗を育てることを強調している。

北島 (1923)328) (大 12) は「銅石鹸i夜問題ニ就テ」で，本病防除に対するボルドーi夜および~I，J 石鹸 i夜

の比絞を論じ， “三斗五升式及三-'1-式石灰「ボルドウ」液ト六匁式銅lî鹸i夜ガ摘物病害予防薬トシテ具1桔

ス "J キ主要件ノ、以ートー比較論評シタ j且リデアルザ両i夜ノ長短両所ヲ両々相対照シ菩人ガ赤枯病予防薬液トシ

テ両者何レヲ係用シテ利益ナノレカ p 、其ノ年ノ天候関係及薬剤原料ノ{íniWriニヨリテi決定サル可キモノデアル

ケレドモ斯グ/如キノ、予測l シ鰍イ条1'1:デアルカラ銅石歯車液ガ石灰「ボルドウ J !'夜ニ比シテ甚シグ低l業ニ供

給サレザル限リハ本邦ノ如|キ・般ニ降雨ノ頻繁ナル国土ニ於テハ効果ノ持続力短イ六匁式銅石鹸液ヨリモ

持続力ノ長イ二斗五升式及三~l式石灰「ボルドウ J ì夜/方ガ少グトモ赤枯約ニ対シテハ有利且ツ安全ナル

予防薬液ナリト確信スルノデアル。"と結んでし、る。

ト蔵 (1921)283) (大 10) í地方農事試験場に於ける病害試験に就て」によれば，本病防除に関する試験

は東京，島根，山梨，滋賀，三重，京都，青森および群馬の各府豚におし、て行なわれたとしづ。

以上の本病防除に関する試験研究を総括すると次のようにいえるようである。

まず|坊除薬剤としてはボルドー i佼，行灰硫黄合剤および銅石鹸i夜がとりあげられ，多数の人々の試験結

果，ボルドーi夜が安定して最もすぐれた成織を示している。爾来長し、問赤村州防除薬剤として，ボルドー

液が!よく使用された淵源はここにあったのである。散布期間と散布団数にっし、ては最初は梅雨期に 3 回ほ

ど行なえば足るとされたが，後に東京付'近では 5 月~ 10 月に散布しなければ完壁で‘ないとした北島
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(1917)166) の意見は後年の ÞJf究によって明らかにされたように妥当である。 ただし， 北島は病原菌の生

活圏および胞子形成期間等生態的研究はほとんど行な 7 ておらず，胞子は枝葉上および土壌で越冬するら

しし、と掛った怨像を述べていることから考えると，実地調査の経験によって体併されたものであろうが，

それにしても卓見とし、わなければならない。しかし実際には彼の考えどおりに多くの回数散布されなかっ白

たのは，ひとつには当時の研究水準からして世人を納得させるに足る資料に欠けていたこと，および林業

一般の経済性の貧困がその原因になったもののようで， ιれは氏の努力をもってしでも如何ともなし得な

かったであろう。

これらの試験成結からボルドー液濃度は 2 斗式 (12-12 式) ~3 斗 5 升式 (7-7 式)が有効だとさ

れ，その後昭和中期までこのような高濃度のものが使用されなお高濃度でなければ効果がなし、と一般に考

えられていたのであるが，その後 6 斗式 (4-4 式) ~ 8 斗式 (3-3 式)のような希簿液で十分所期の

目的が達成されることが明らかにされ判柑判，今日では一般に低濃度ボルド-i伎が本病防除に広く採用さ

れている。これらのことがらにつし、ては続報でいずれくわしく述べるはずであるが，大五年代の本病防除

について述べた佐藤(邦) (1954)判(昭 29) の論交の一部を次に引用しておく。“……木病害の防除のた

めに用いた農薬は，当時も濃度こそ今日におけるものよりも濃し、が，やはりボルド一被である。研究成果

をむ実に実行・陀移せばi ほとんど完全に防げるとし、ってし、る今日でも，やはり依然としてボルドー液を用

いている。それではこの新農薬のつぎつぎに現われている時代において，大正の初期から何も進歩してい

ないではなし、かとし、う批判を時々きく。しかし現夜111ている農薬では，やはりもっとも勝れてし、ることは

否定出来ない事実である。それで・はなぜ当時は完全に防ぐζ とが出来ず，あのように被古:が発生したかと

いうことを，当時各小林区署がとった防除対策の記録によれば，当時は擢病した枯死，あるいは枯死に瀕

するものの抜取焼却と，発病後二'1-あるし、は三斗式ボルド-i夜を年二，三回撒布してし、るにすぎない。従

って大体八，九月以降十月中下旬頃までの聞に撒布しているが普通である。また昨年発的した苗を床替す

る際は床替時一回，ボルドーi夜を撒布し，その後冬まで二回，多くて三回撤ギ11 しているだけである。今日

ではボルドー液の効果は，病原菌が寄主に侵入せんとする際，これを殺して感染を予防するもので，一旦

侵入したものを治癒することが出来ないものだとし、うことは誰でもわかりきっている.また伊藤一雄博士

らの報告によれば感染してから発病まで大体三~四週間の潜伏期がある。そうすると八月下旬から九月下

旬にひどく発生してくるものは，それから三~四週間前に|均ぐべきであって. ~ j についてからでは手遅れ

であることがわかる.つぎに問題になることは，病原閣の越冬場所について土壌を重視してし、る割合に・寵

病組織で越冬し，これがつぎの年の伝染源となることの考慮が充分はらわれていなし、ことである。当時ほ

どの被害発生苗床の越冬苗の多くは軽重の差こそあれ，保菌苗であろうからこの越冬した病組織には東北

地方では，大体五月以降から胞子が形成され，これが飛散して伝染するわけであるから，もっとボルドー

液の撒布団数をふやす必要があり，特に梅雨期には重点的に撒布しなければならなかったので‘ある……J

肥料成分と本病被害との関係について今枝 (1916)114) (大 5) は“窒素質肥料ヲ過量ニ使用スルコトヲ

*1 野原勇太・陳野好之:杉の赤枯病防除に関する研究(第 I 宇佐).林試研報 52. pp. 159~178(1952). 

判一一一一・一一一一:同上(第出世).向上 62. pp. 47~58 (1953). 

判伊藤一雄・渋川浩三・寺下隆喜代:スギの赤枯病に関する病原学的ならびに病理学的研究 (11). 

Cercospora cry，ρtomeriae SHIRAI の生理・生態的性質.向上 76. pp. 27~60 (1954). 

判佐藤邦彦:東北地方における大正初期のスギ赤枯病の発生.山林 845. pp. 31 ~38 (1954). 
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… .ì監ケ完全肥料若ノ、加盟質ニ富ム……肥料ヲ使用シ苗木ヲシテ強健"にすることは本病予防上重要だと

した。後年昭和中期にいたり草下・緑川 1 (1949)純(昭 24) もやはりカリ質肥料の本病の予防効果を述べ

ており，また四手井ら (1954)判(昭 29) は燐酸質肥料の重要性を指摘している一方，肥料成分と本病被

害の関係について明らかな傾向が得られなかった試験成績判制もある。近年行なわれた水耕試験による研

究によれば，窒素質および燐酸質成分を全く欠く場合に本病の被害がはなはだしく，カリ成分の欠除は被害

にあまり大きな影響を及ぼさず，窒素質を標準の 4 倍与えても，この実験に|刻する限り，とりたてて被害

がはなはだしくなるということはない結果料相が得られている。今枝(1. c.)の試験成績をしさいに見ると

'……大正三年度に於テハ……各肥料区共ニ被害激甚ニシテ殆ント大差ナグ前年度最被害少カリシ木灰区

亦被害多グシテ殆ント他ノ懸隔ヲ見ス……。" といっているように激発型本病被害の場合には， "、かに完

全な肥料設計を行ない，どのように細心の管理を行なっても，これだけで赤枯病を予防することはまず不

可能で，どうしても薬剤の力をかりなければならないが，しかし肥料成分のつり合し、がとれる状態に施肥

することは，ある程度本病に確り難い苗木をつくるために留意すべき要点であることは事実であろう判。

スギの樹齢と木病被害との関係にっし、ては，幼若な苗木ほど梶病しやすく， 3~4 年生になると被害が

軽微であるとしてし、るが，これは一般的にし、って事実である。一方，このことから，本病は苗木時代にだ

け発生する病害であると長い間信じられてかたのであるが，これは事実に反していること，およびさし穂

採取用母樹(台木)， 生垣のように毎年弱枝勢定を行なうものでは，実生 2， 3 年苗におとらずj数害をう

けるもので，これが本病防除のための衛生上きわめて重要な事項であることが指摘されたのは，はるかに

後年の昭和中期に至ってからである判。

もっとも，笠井 (1914)船はすでに造林木にも赤枯病が発生すると述べているが，これは Phoma crypto・

meriae によるもので今 I1 のいわゆる真正赤枯病ではない。そしてこの繭は古木はもちろん百数十年生の

老齢樹まで広い範囲の樹齢のものに寄着することが後年報告された判。

さし木苗と本病の被害については，大正 5 年 (1916) 5 月発行，大日本山林会報「台杉作業ヲ見ノレ

付， 赤枯病発生ト杉ノ植林J 125) に“・・・…挿木首ハ播種ヨリ得タル幼首ニ比シ其抵抗力大ナルガ為カ殆ン

ド赤枯病/被害ヲ認メザノレガ如l シ"とあり， また同 6 年 7 月発行， 病虫害雑誌の「杉赤枯病予防J198)

とかう記事に，新潟新聞より転載として“本豚にて之が救済策として本年より杉挿木法を奨励し・…・・実生

苗木よりも強健にして病害を被ること砂き利ありと云ふ……"とあるように，さし木苗は本病に，寵り難い

ことが長11 られ，その後亦枯病防除対策のーっとして実生育ー苗に代わって奨励されたとし、うことである。さ

し木首が実生苗にくらぺて本病に躍り難し、ことは事実であるが，さし徳の性状，品種および環境状態によ

っては実生苗におとらぬ被害をうけることが，後年明らかにされている判判。

キ1 草下正夫・緑川卓繭:スギ赤枯病に対する施肥の影響に就て.林試月報 4， pp. 4~5 (1949). 

*2 四手井綱英・塩田 勇・児玉武男:苗畑における施肥がスギ赤枯病におよぼす影響.日林誌 36 (8) , 
pp. 214 ;....,216 (1954). 

*8 野原勇太・陳野好之:杉の赤枯病防除に関する研究(I ).林試研報 52 ， pp. 159~178 (1952). 

判伊藤一雄・渋川浩三:未発表
判←ーー一一:スギ赤枯病. 日植病報 31， pp. 242~247 (1965). 
判一一十一:凶説樹病新講.東京， pp. 133~156 (1964). 

判伊藤一雄・渋)11浩三・小林享夫:スギの赤枯病に関する病原学的並に病理学的研究(I ).赤枯症状
部に認められる菌類の形態及び病原性.林試研報 52， pp. 79~152 (1952). 

*8 温水竹則:飲肥スギ苗の赤枯病について.森林防疫ニュース 5 (2) , p. 27 (1956). 
判伊藤一雄:図説樹病新議.東京， p. 144 (1964). 
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以上種々の問題点が後年に残されたとはいえ，大正年代に多数の人々によって行なわれた試験研究の成

果として，さしも猛威をふるった本病も漸次下火になって小康状態、を保ち，スギ苗養成をふたたび可能に

して本邦林業上に寄与した功織は高く評価されてよく，樹病研究が業界からその存在意義を切実に認めら

れた最初のケースとして長く樹病史に残る劃期的業績であったことは何人も異論のないところであろう。

樹木のさび病菌に関する研究

赤星病菌

赤星病菌 GymnosJうorangium については明治時代すでにいくつかの報交が公にされたが，大正年代にい

たり詳細な研究が行なわれた。

本属の菌類は当然のことながら初めわが国の研究者が海外の専門学者に標本を送付してその同定を煩わ

モ，新種として命名されたものがし、くつかあった。しかし，わが国の研究者と外国の学者の見解が一致し

ないものもあって，その名称に混乱を来たしていた。これはおそらく観察および接種試験に組漏があった

ためと考えられる。

大正年代には海外学者の見解をただすと同時にわが国でもようやく厳密な研究方法がとられるようにな

り，特に分類・同定については多数の詳細な報文の発表をみた。

原 (1913)4) (大 2) は fGymnosporangium ニ就テ」で次のように述べている。“ズイドウ氏ノ、びゃく

しんノ葉ニ生ズルモノニ Gymnosporangium Haraeanum SYD. ノ学名ヲ附与シ G. japonicum SYD. 

下分テリ 本主1I ニテモ宮部博士*1 ハ明治三十五年……G. asiaficum MIYABE I 名ヲ附シテ発表セラレタ

リト云フ 其後|可博士，白井博士，吉野氏等ノ倭種試験ニヨリ G. jaρonicum ニシテ梨ニ Roesfelia Ko・

reaensis トシテ現ノリレルモノナリトセラレタリ 予ノ、今春ズイドウ氏ノ附名セラレタル即チ標準種ヲ得タ

ル木ニ生ゼシモノヲ取リ梨ニ接種セシニ赤星病ヲ発生セリ 故ニズイドウ氏/新種ハコレヲ存スベキ理由

ナシト思考スJ そして氏は Gymnosρorangium asiafi，αtm MIYABE, G. haraeanum SYD. および Roesfelia

koreaensis P. HENN. をすべて G. jaρonicum SYD. の synonym としている。

つづいて原 (1913)5l (大 2) の「再ピ Gymnosporangium ニ就テ」 には“Gymnosporangium Japoｭ

nicum ト G. Haraeanum トノ、|司種ナルベシトハ予ガ既ニ……略述セシ所ナリ 然シテ其接種試験ノ結果

ヲズイドウ氏ニ申込ミタルニ氏ノ、尚ホ自説ヲ固守サレ次ノ如キ書信ヲ寄セラレタリ『貴下ハ G. Haraeｭ

anum ト G. Japonicum トハ同種ナリト 1言ゼラルルト量産コノ二種ノ菌類ノ、同一ナラズシテ甚ダシグ異リタ

ルモノニテ G. Haraeanum ハ全グ新種ナリ』ト 予ガ試験トズイドウ氏ノ考察トハ相違ノ点アレドモ若

シ氏ノ云フ如キモノトセパ本邦中央以l幸j ノ梨ノ赤、星病ノ、多グノ， G. Haraeanum ナリト云フベシ 困ニ日

フむろノ菌ニ就テハ目下山田教授研究中ナリト開ケリ"と述べられている。

ところで原(1. c.) の発表直後に氏とは異なり SYDOW の考えに一致する発表が公にされた。すなわち，

伊藤(誠) (1913)加(大 2) は fKleine Notizen �er parasitische Pilze ]apansJ で，白井(1900)*2

がさきにナシの赤星病菌 Roesfelia koreaensis P. HENN. の冬胞子世代はピャタシンに生ずる Gymnospo喝

rangium ja，ρonicum SYDOW であるとしたのは誤りで， G. iaponi・cum はナシの赤星病とは無関係で，こ

判官部金吾. ，本邦産「ジムノスポランギウム」属ニ就テ.植物学雑 17 (192) , pp. 34~35 (1903). 

*2 白井光太郎: Uber den genetischen Zusammenhang zwischen Roesfelia koreaensis P. HENN. 

und Gymnosporangium japonicum SYD. Zeits. f. Pflanzenkr., 10 (1) , pp. 1~5 (1900). 
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れはオオカマツカに寄生するもので，ナシの赤星病I萄は G. haraeanum であるとjf.している。

野津六兵衛 (1915)87) (大 4) の「島根県下に於ける梨赤星病の中間寄主」には次のように記されてい

る。 “梨赤星病の中間寄主として従来称へられたるものは，ピヤクシン杜松等なりしが，島根県出雲地方

には次の如きもの普通なるを認めたり。一.タチピヤクシン 二.サハラ(花柏) 三.シノブヒパ(サ

ハラの変種) 川.ヒムロ(サ，、ラの変種) 五.イプキ六.社松七.ハヒピヤグシン 右の内一，

六，七は普通に称へらるるものなり 其他に就ては昨今始めて調査の結果明かにすることを得たり。…

終局胞子の発生したるは，槍(扇伯)にあらずしてサノ、ラ(花柏)……なる事を確めたり。……尚ほ:Jt附

近を調査したるにサハラの変種シノプヒパにも発生せり。…・・・而して之を採集(花柏)し，殺菌蒸溜水に

其終局胞子を溶解して梨に濯注したるに，十八九日後に赤星病を発生すべき事を確かめたり。……サハラ

の枝には終局胞子非常に多く，高さ数丈の所に寄生して発生しつつあり。或ヒムロの樹の如きは，全く黄

金の花をつけたるが如く， 叉シノプヒパにも悔めて多くの各所の庭垣に見受けられたり。……八束，簸

川，大東，飯石，仁多等は赤星病の中間寄主は杜松によること少く，ピヤグシン叉はサハラ，シノプヒパ

等が寧ろ多き事を想像し得……J

野津(1. c.) のこの鰍告に対して伊藤(誠) (1917)160) の「赤星病菌に就きて (jl:二)J に“……本病

原菌の Gym. japonicum に非らずして Gym. Haraeanum なること己に説きたる処にしてノ辛抱子が…

…多数の情事Jに寄生し得ぺきや否やに就きては頗る疑問とする所なり……"とある。

伊!隊(誠) (1917)160) (大 6) は「赤星病的に就きて(其二)J で、本邦産既知l種につし、て簡単にふれてか

ら“……然れ共之れ等の隠類を通覧するときは同物異名なるものあり或は本邦所産として疑はしきものあ

り，予は未だ全穂~nに対して実験の終了をなさず 従って的確なる解決を下すを得ざる点なきに非らざれ

共柳か各種につき記する所あるべし・…・・"として次のものをあげてし、る。

“カマツカの赤星病菌"

学名 Gymnos，ρorangium japonicum SYD.=Roestelia photiniae P. HENN. 

=Aecidium pourthiaeae SYD. =Gym. ρhotiniae KERN. 

冬胞子時代 ピャグシ γ

“和梨及祖1字の赤星病闘"

学名 Gymnosρorangium haraeanum SYD. =Gym. japonicum SHIRAl (not SYDOW) 

= Gym. asiaticum MIYABE=Roestelia koreaensis P. HENN. =Gym. s，ρiniferum SYD. 

=G. koreaensis (P. HENN.) ]ACKSON 

冬胞子時代 ピャタシン，ムロ(?)

“アヅキナシ，ウラジロノキの赤星病菌"

学名 Gy例nos戸orangium mかabei YAMADA et MIYAKE=Roestelia solitaria MIYABE 

=R. solenoides DlET. =Gym. solenoides (DlET.) KERN. 

冬胞子時代 サワラ，ヒムロ，シノプヒパ

“草果の赤星病菌"

学名 Gymnosporangium chinensis LONG=Gym. yamadae MIYABE 

(Gymnosporangium yamadae MIYABEJ*l 

*1 伊藤誠哉:日本菌類誌 II (3) , (1950). 



冬胞子H寺代 ピャグシン

“ナナカマドの功、星I，kj商"

日本における樹術学発達の展望 (II) (伊藤)

学名 Gymnosρorangium junかeri LlNK=Roestelia cornuta (GMEL.) TUL. 

=Gym. junかerinum (L.) FR. 

冬胞子日当代 リシリピャグシン C?)

“ザイフリポタの刻、星ff'j菌"

学名無 CGymnosρorangium a1叩elanchieris FrSCHER]判
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原 (1917)156) (大 6) ["オホヅミの赤星病の新発見」に“・…・偶大正六年三月美濃 JIU:村の山林中に生

ぜる一株のピヤグシン葉樹に一種の Gymnosporangium を発見一一逸見農学士に送付せるに氏は伊藤氏

と共にこれを検し G. Haraeanum なるべしとせられたり…ー・然れども五月十三 111こí'り胞子初めて成熟

せるものを検出したるに既知赤星病菌とは甚だしく具り・..... Gymnosporangium Sorbi の記載と照合す

るに異る点あれば新検 1.1:，のものなりと信じ中間寄3::の捜索に従事せり 五月ニイー 11 降雨ありたるを以て

翌日採集……草果，ヅミ，オホヅミ，梨にJ妾碕せしに六丹十八日に至りオホヅ T の葉と表面に黄色点を現

はし二十一日には黄色l)1 点中成熟したる「ピグニヂア」あり……これを以て予は新種なるぺきを信じ其由

逸見両氏に商りしに氏等も亦之れに賛同せられたり。これより前大正五年……予はオホヅミの葉に Roe­

stelia を発見せり これ予がオホヅさの赤星病を発見せし鳴矢とす"と述べ，この菌を Gymnos戸orangium

hemis戸haericum HARA nov. sp. と命名した。本諜iには今日でもこの学名が係刑されてし、る。

同氏 (1919)239) (大 8) 1病害雑録」には， カリン(肌)の赤星病菌は Gymnosporangium haraeanum 

と同一であろうとし，なおハイネズを中間寄cþ とするナシの赤星病に対してナシの三カ亦星liÀj (新称)と

し、う名をつけている。

原 (1919)235) (大 8) は「梨の三方赤星病」で， ハイネズに形成された冬胞子をナシに接種して陽性の

結果を得， この菌を新随と認めて Gymnosρorangium shiraianum HARA, nov. sp. と命名したのである

が， さらに同年原 (1919)233) は「梨の三方赤星病の研究」と題する論女を発表， この問題にっし、てくわ

しく述べてし、る。その概要を次に記す。

‘二.沿革 明治三寸六年…一石谷氏は……梨の赤星病の中間寄主として杜松を算せり これ梨の赤星

病と社松と同根的関係あることを述べし鳴矢なるべし。同三十七年……出田新氏は大阪府下…・・に生ずる

社松の枝葉に Gymnosporangium 菌を発見して……記述せり *2 ・・・・大王七年……:石川 i竜太郎氏はー・・

杜松の葉及小枝上に Gymnosporangium 歯ーを係集したることを記し・・一。静併!豚浜名郡三1jケ原は往年

梨の栽培旺盛なりしが梨の赤星病の為めに遂にJ#:閣の止むなきに至れりと云ふ 故に予は本年三月……同

地に到り実地調査をなせり……先年の梨閣のありし地なりと云ふに其附近にタチヒヤグシン及川イヒヤグ

シンの生育を認め得ざりし 然るに同地にハイネズ到る所に生育……一本の古木…に…注意したるに一種

の Gymnosporangium 菌が多数に生ずることを発見し採集し来り検鏡したるに意外にも……既知の菌類

と著しく異りたるものなり…--Jと本研究着手の発端を述ぺ，“三.病徴"では“…・本病は……普通の梨

の亦星!ri.j (Gymnosporangium haraeanum Syd.) と外観的区別なし 只僅かに毛状体が多少紫色がかり

*1 伊藤誠裁:日本菌類誌 II (3) , (1950). 

判出回新: Gymnosporangium Asiaticum MIYABE (syn. G. Jaρonicum SYDOW) 社松ニ寄生ス.植

物学雑 18 (210) , pp. 157~158 (1904). 
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たるが如き感あるのみ 故に最ー初の発見地に因み三方赤星病の知(地)名を命じ以て区別す"としている。

“四.病原"で“病原は一種の寄生薗の寄生に原因するものにして其病原菌の学名を Gymnosporangium

Shiraianum Hara nov. sp. と称す 其形態次の如し"として詳細な記載を行ない，“五.類似菌との比

較"では，内外に産するナシ赤星病薗 ， G. haraea仰m SYD. , G. clavariaeforme (JACQ. ) DC. , G. nelsoni 

ARTHUR, G. globosum FARL., G. sabinae WINT. および G. ameranchieris FlSCHER と比較の結果，

-・異にするを以て予が種に吻合するものなし 故に予は新種と認定し本邦に於て最初梨の赤星病を

学術的にliif突(究)したる理学博士白井光太郎先生に敬意を表し斯の如く命名せり"といっている。

“六.接種試験"“七.本病の天然に於ける状態\“八.社松に梨の赤星li;，jが寄生すると云ふ説に就て':

“九.本;i'15j窒赤星病|請の筒形lヘ“十.属徴の訂正ぺ“十一.分布へそして“卜二.防除法"で本論文は終

わっている。

翌年同氏 (1920)262) (大 9) は「梨の赤星病中間寄主問題」で次の Gyinnosρorangium 菌をあげてい

る。

ナシの赤星病 Gym , haraeanum SYD. 冬胞子時代 タチピャグシン，ハイピャグシシ さび胞子時代

ナシ，マルメロ，オ、ケ，グヮリン

ナシの三方赤星術 Gym. shiraianum HARA 冬胞子時代 ハイネズ，ネズ

ザイフリポクの赤星病 Gym. idefae Y AMADA 冬胞子時代 ネズ

ウラジロノキ，アズキナシの赤尾病 Gym. miyabei Y AMADA 巴t MIYAKE 冬胞子時代 サワラ， ヒム

ロ民シノフヒノ:

l見 fE Gym. shiraianum HARA は Gym. juniperi LINK，また Gym. idefae Y AMADA は Gym. amelan. 

chieris FlSCHER t: とさ~1.，てし、る *1。

補土貞吉 (1925)361) (大 14)は rStudies on the apple rust caused by Gymnoψorangium Yamadae 

MIYABEJ で，リンゴ赤星病の病徴，病原菌の形態，冬胞子およびさび胞子の発芽試験等病原菌に関する研

究のほか，リンゴ品種の感受性の問題を嬢種試験と病態解剖の面から検討，なお Juniperus 属の患部に形

成されるこぶ (gall) その他の解剖的所見を詳細に記述している。本論文には病徴，胞子の発芽， 患部の

病態解剖写真等 4 凶!坂がっし、ている。

版 (1925)362) (大 14) の「赤星約の研究」には当時までに明らかにされた亦星病類についてくわしく

述べられている。本論文は“総論ぺ“各論'ぺ “駆除予防法"の 3 部分から成り，なお検索表，寄主目録

および凶版 4 がついている。各論に記述されている赤星病閣は次のとおりである。

“一梨の赤星病"

Gymnos戸orangium haraeanum SYDOW 冬胞子時代 タチピャグシン， ノ、ィピャグシン さび胞子時

代 ナシ ， i下ナシヲマルメロ，ボケ，グヮリン

“二梨の三方赤星病"

Gymnosρorangium shiraial1um HARA (G, juniPeri LINK)*1 冬胞子時代ノ、イネズ，ネズミサシ

さび胞子時代ナシ

‘三 1f<果の赤星病"

GY1nl1osporangium yamadae MIYABE 冬胞子l時代 ピャグシン，ハイピャグシン， タチピャグシシ

*1 伊藤誠哉:日本菌類誌 II (3) , (1950). 
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さび胞子時代 リンゴ，カイドウ，マ

ルメロ，ズミ

“四 カマツカ赤星病"

Gymnosporangium japoni，ωm SYD. 

冬胞子時代ハイピャグシン，タチピ

ャグシシ さび胞子時代 カマツカ

“五オホズミ赤星病"

Gymnosporangium hemisPhaericum 

HARA 冬胞子時代 ピャグシン， タ

チピャグシシ さび胞子時代オオズ

“六ザイフリボグの赤星病"

Gymnosporangium idetae Y AMADA 

(G. amelanchieris FlSCHERJ*l 冬胞

子時代ネズミサシ(ネズ，ムロ)

さび胞子時代ザイフリボグ

“七 ウラジロノキ及びザイフリボ

グの赤星病"

Gymnos，ρorangium miyabei Y AMADA 

et MIYAKE 冬胞子時代サワラ， ヒ

ムロ，シノブヒパさび胞子時代ウ

ラジロノキ，アズキナシ

“ナナカマドの赤星病"

第 22 図原筏祐 (1925).

「赤星病の研究」の序文
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Gymnosporangium alpinum Y AMADA (G. junfρeri LINKJ*l 冬胞子時代 ミヤマネズ さび胞子時代

ナナカマド， きヤマナナカマド

沢田 (1925)376) (大 '14) は「台湾菌類資料(第二十五)J でタイワンピャグシン (JuniPerus formosana) 

に寄生する菌を新たに Gymnosporangium corniforme SAWADA , Sp. nov. と命名し， その記載を行なっ

てし、る。なお氏はこれについて，“Gymnosporangium 属I菊類は葉，校を侵し，或るものは天狗巣を作ら

しむるものあり。然れとも我菌の如く古葉を侵して永久的に保持牛角状に膨大せしむるものはなし。之れ

我菌の特徴のーなり。……我舗は G. Haraeanum Syd. に近し。然れども後者の冬胞子堆は我菌のそれ

より甚だ小形にして……。又被害部は我菌に於ける如く牛角状となることなく，叉冬胞子は長惰円形にし

て我菌のそれより幅狭し。……台湾高山地帯にナナカマドの二種類自生するものあり。是等の或者は此

Roestelia 時代を生ずるものならざるかと想像するも，之れを採集するの機会を得ず。"とし，本菌を“タ

イワンピヤグシン牛角病菌"と名づけている。

Gymnosρorangium 属簡の分類・同定は大正年代でほとんどやりつくされた感があり，大体出るべきも

のは出つくしたといってよいであろう。もっとも，その後学名が変更されたもの，あるいは新たに追加さ

制伊藤誠哉:日本菌類誌 II (3) , (1950). 



- 30 ー 林業試験場研究報告第 181 号

れたものもなくはなし、が，この当H寺本!高の研究は飛躍的発展をみたことは特筆に (IIIjする。

なお， Ir河原一描の分類学的研究のみならず，本病の発生生態に関する調査研究，業育1)防除試験等もとりあ

げられて本病防除の実|擦に寄与したことはきわめて大であった。

クチナシのきび病菌

吉永虎馬 (1913)19) (大 2) は íHemileia 属ノ発見」で次のように記してし、る。“……Hemileia 属ハ・・

・・従来ハ東半球ノ熱帯諸地方ノきニ限リ西半球ニ及ノミザノレモノト信ゼラレシガ近タノ、……ニ於テ発見スル

ニ及ピテ:}.t;! 区域頗ノl-- 111;ルニ至レリ……特ニ H. vastatrix BERK. et BR. ノ如キハ効u緋樹ニ大害ヲ与フ

ルヲ以テ此等熱帯地方ニ領土ヲ有シ蜘珠ヲ以テ主要ナル物産トナスノ邦国ニ於テハ夙ニ其ノ被害ニ苦ミ・・

・。明治問|・ 1m年卜二 JJ 十卜!予高知市ヲ隔ノレ…・・長岡郡同豊村滝本……ヨリ一旦半ヲ去ル地ニ……多ク栽

培シタルくちなしノ一株ノ葉ガ黄変シテ殆ンド枯死ニ瀕セントスルヲ認、メ……本年初メ之ヲ DIETEL 氏ニ

送付シテ検定ヲ請へルニ同氏之ヲ H. vastatrix BERK. et BR. ナリトシ之ヲ本邦ニ見ルノ極メテ興味ア

ルコトヲ報導セラレタリ……本属植物ガ我ガ Flora ニ入ルノ鳴矢ナルヲ認メ……"た。

しかし吉永(1. c.) がクチナシで見し、出した菌は後年 H. vastatrix とは日1)穫で，新たに H.gardeniaeｭ

floridae SAWADA*1 と命名され， H. vastatrix はコーヒー樹 (Coffea) 属に台湾でその存在が確認されて

いるのみである判。

ソウシジュのさび病菌

沢田 (1913)15) (大 2) は台湾におし、てソウシジュの新梢にーさびI舗を発見，これを íUromyces hya-

losporus Sawada, sp. nov. causing the disease of the shoots of Acacia confusa MerrillJ と題し

て報告した。

その後本繭は一時 Maravalia hyalos.ρora (SAWADA) DlET. とよばれたこともあったが現在はその学名

が Poliotelium hyalosρora (SAWADA) MAINS におちついており，これは小笠原島および琉球にも産する

ことが明らかにされている判。

昭和 12~15 年 (1937~1940) には本菌の寄生性に関する興味ある研究が発表されている判材料。

Uromyces 属菌類

伊藤(誠) (1922)311> (大 11) は íUromyces of ]apanJ で樹木に寄生する本属菌として次のものをあ

げている。

Uromyces hyalosporus SAWADA (syn. U. fusisρorus (non COOKE et MASSEE) SHlRAI et MIYAKE] 

(Poliotelium hyalos.ρora (SAWADA) MAINS]判ソウシジュ

Uromyces genistae-tinctoriae (PERS.) WINT. ムレスズメ

*1 沢田兼吉:台湾菌類資料 (28). 台湾博報 21 (115) , pp. 234~235 (1931). 

柑伊藤誠哉:日本菌類誌 II (3) , pp. 7~8 (1950). 

判一一一一:日本菌類誌 II (3) , p. 57 (1950). 

制平根誠一:想思樹銭病菌 Maravalia hyalospora (SAW.) DlET. の寄生性に関する研究I.仮葉成熟

度の銭菌に対する反応.台湾博報 27 (163) , pp. 69~89 (1937). 

判一一←一一:同上 II. 夏胞子の発芽及発芽管の発達に及ぼす仮葉汁液の効果に就て(1). 同上 28(183) ，

pp. 421~430 (1938). 

判一一一一:向上田. 夏胞子の感染に対し抵抗性を異にする仮葉各部の細胞学的研究. 日植病報 10

(2 ・ 3) ， pp. 171~185 (1940). 
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Uromyces lespedezae-procumbentis (SCHW.) CURT. ハギ

Uromyces aI叩urensis KOM. (syn. U. oedipus DIET.) イヌエンジュ

Uromyces shikokianus KUSANO ユグノキ

Uromyces cladrastidis KUSANO (Uromyces shikokianus KUSANO )*1 ユクノキ

Uromyces Iruncicola P. HENN. et SHIRAI エンジュ
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Uromyces so)ぅhorae-ja.ρonicae DIET. (Uromyces truncicola P. HENN. et SHIRAIJ*l エンジュ

Uromyces sophorae-flavescentis KUSANO グララ

Uromyces orobi (PERS.) Lﾉv. ナンテンハギ

Uromyces viciae-unijugae S. ho , Sp. nov. ナンテンノ、ギ

なお同氏 (1926)389) (大 15) の íAdditional note on Uromyces of }apanJ では次のように記載さ

れている。

Uromyces truncicola P. HENN. et SHIRAI (syn. Uromyces so.ρhorae-japonicae DIET.) エンジュ

Uromyces shikokianus KUSANO (syn. Uromyces cladrastidis KUSANO) ユタノキ

Melamp80ridium 属菌類

平塚直秀 (1926)384) (大 15) í本邦産ハンノキ属に寄生する Melampsoridium Kleb. に就きて(予報)

メラムプソラ科の研究(第一報)J の概要を記せば次のとおりである。

“本チ11産にして Melampsoridium の寄生するノ、ンノキ属の種類は四種あり。叩ちケヤマハンノキ， ミ

ヤマハンノキ，ヤシヤプシ及びヒメヤシヤプシなり。然して此等四種類の寄主植物に寄生するものは従来

総て Melampsoridium Alni (Th�.) Diet. に包括せられたり。…・・此等四種に寄生するものの内，

ヤマハンノキ上の菌は Melampsoridium Alni (Th�.) Diet. の原記載と全く合致す九 しかし“他の

三種の菌は種々なる形態の差異に依りて各々新種と認めたり。即ち， ケヤマハンノキに寄生するものを

M巴lampsoridium Hiratsukanum S. Ito，ヤシヤブシに寄生するものを Mel. Alni-firmae Hiratsuka , 

ヒメヤシヤプシに寄生するものを Mel. Alni-pendulae Hiratsuka と命名せり。…・・四種の菌は夏胞子

時代に依りて明かに区別し得。……此等の菌は冬胞子の性質，大さのみにては明かなる区別をなし得ず。

..Melampsoridium Alni (Th�.) Diet. 及び Mel. Hiratsukanum S. Ito の二種は鏡子腔をカラマ

ツヒに生すJ' と。

しかし平塚(1. c.) によって命名された M. alniφendulae および M. alni-firmae は後年いずれも

M. alni (THﾜM.) DIET. の中に包括され， M. alni の寄主としてヤシャブシ， ミヤマハンノキ，カラフト

ミヤマハンノキ，ヒメヤシャフシ， オオヤシャフシがあげられ， また M. hiratsukanum S. Ito はヤハ

ズハンノキ，ヤマハンノキ，ケヤマハンノキ(ェゾヤマハンノキ)に寄生するものとされた判。

Melamp80ra 属菌類

松本説 (1915)84) (大 4) は ílmpfversuche mit Melampsora auf }apanischen WeidenJ "C:'， 接種

試験結果からヤナギ類に寄生する次のさび菌を記載してかる。

1. Melamρsora yezoensis MIYABE et MATSUMOTO, sp. n. 1 …エゾノエンゴソウ 1I, m…シ戸ヤ

ナギ

*1 伊藤誠哉:日本菌類誌1I (3) , (1950). 

ネ2 日本菌類誌1I (2) , pp. 106~109 (1938). 



- 32 ー 林業試験場研究報告第 181 号

2. Melampsora larici-miyabeana MIYABE et MATSUMOTO, sp. n. (Melamρsora larici-ψitea KLEB.)*1 

1. ・・カラマツ 11, m…エゾカワヤナギ

3. Melampsora larici・opaca MIYABE et MATSUMOTO, sp. n. (Melampsora larici-ePitea KLEB. )*1 

I …カラマツ II , m…ナガパヤナギ

4. Melampsora larici-epitea KLEB. 1 …カラマツ II , m…キヌヤナギ

5. MelamJうsora larici-daPhnoidis KL回. (Melam.ρsora larici・epitea KLEB.J*l 1 …カラマツ

II , m…エゾヤナギ

なお同氏 (1919)糊) (大 8) は rCulture experiments with Melampsora in Japanj で次の菌類の

生活史を接種によって確かめている。

Melampsora larici-urbanian刀 MATSUMOTO， n. sp. 0 , 1 …オオシュウカラマツ II , m…オオパヤ

ナギ (Salix urbaniana) 

Melampsora arici-ρoρulina KLEB. 0 , 1 …カラマツ，オオシュウカラマツ II , m…ドロノキ (Po，μelus

balsamifera (L. var. suaveolens BUR. )=P. maximowiczii A. HENRY) 

これは本菌が日本に存在することを学術的に明らかにした最初の報告である。その後昭和中期にポプラ

類が造林樹種として注目されるに及び，本菌による葉さび病はポプラ類の最も重要な病害のーっとなり，

多数の研究報告が公にされた柑材料判。

さらに同氏 (1926)395) (大 15) は rOn the relationship between Melam.ρsora on Salix Pierotii 

MIQ. and Caeoma on Chelidoni・um m叫んs L. and Corydalis incissa PERS. j で，オオタチヤナギの

Melampsora 菌がクサノオウおよびムラサキケマンに鏡子腔を形成することを立証，本菌を新たに Mela­

mpsora chelidonii-Pierotii sp. nov. と命名した。

平塚 (1926)蹴) (大 15) は「メラムプソラ属に於ける異型冬胞子に就きて(メラムプソラ科の研究第

二報)j で“……Melampsora 属に於て通常見出さるる夏胞子及び冬胞子の二型の外に別種の冬胞子型あ

り。其の現は無色の柄を有し，旦或ものは一室にして Uromyces 属の冬胞子の如く， 或ものは二室にし

て Puccinia の如く，更に稀に二個以上の隔膜を有する事あり"と外国からr.ll じられていたのであるが，

氏は“本邦産数種の Melamρsora に就きての観察"の結果，次の蕗jに具型冬胞子を認めた。

Melampsora larici-e，ρitea f. sp. larici・8ρitea typica KLEB , (キヌヤナギ)， M. larici-eρitea KLEB. f. 

sp. よarici-daph叩01・dis KLEB. (ェゾヤナギ)， Melamρsora larici-opaca MIYABE et MATSUMOTO (ナガパヤ

ナギ)および Melampsora ωrici-miyabeana MIYABE et MATSUMOTO (エゾノカワヤナギ)。そして“予は

ままに於て此の異型冬胞子は何等 Dietel 氏並に Klebahn 氏の所説の如く特に一種類の特徴として注目す

べきものにあらざると同時に，単に冬胞子が其の成生の位置の関係上変形 (Abnormal form) となりたる・

*1 伊藤誠哉:日本菌類誌 II (2) , pp. 124~125 (1938). 

判伊藤一雄・児玉武男:各種ポプラのさび病に対する擢病程度.森林防疫ニュース 6 (1) , pp. 8~14 

(1957). 

判西口親雄:ポプラのサピ病に対する抵抗性.北方林業 95， pp. 42~45 (1957). 

判伊藤一雄: Parasitic diseases of poplars in Japan. 林野庁， pp. 22 (1959). 

*5 千葉修: Studies on the variation in susceptibility and the nature of resistance of poplars 

to the 1巴af rust caused by Melamρsora larici-ρo仰lina KLEBAHN. 林試研報 166 ， pp. 85~157 

(1964). 
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ものにして，従って分類上の特徴とし

ては何等の価値なきものと認むるな

り J' と結んでし、る。

エゾマツの葉さび病菌

宮部 (1915)85) (大 4) は rOn the 

relationship of Chrysomyxa ex，戸ansa

DIET. to Peridermium Piceae-hondoeｭ

nsis DIET. J と題する論文で，エゾシャ

グナゲ(Rhododendron brachycaゆ側)

上の Chrysomyxa expansa の小生子

をエゾマツ (Picea ajanensis) の楽に

接1ill試験を行ない，陽性の結果を得

た。氏はエゾマツ上の鏡子襲は草野が

本州でトウヒ (Picea hondoensis) 上

に採集した Peridermium piceae-honｭ

doensis とよく一致するとし， なお本

菌はアカエゾマヅ (Picea glehni) を侵

すことはなく，またェゾムラサキツツ

ジ (Rhododendron dahuricum) に寄

生する菌は本菌と別種で欧州に産する

C. rhododendri であろうといってい

る。

このいきさつについては，伊藤(誠)

(1916)117) (大 5) r樺太に於ける蝦夷

松の病害」にくわしいのでその要点を

次に摘記する。
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第 23 凶宮部金吾 (1915).

rOn the r巴lationship of Chrysomyxaexpan sa DlET. to 

Peridermium Piceae.ho明doensis DlET.J (エゾマツの業

さび1'*11笥)のタイトル・ページ

“本車{は明治三十六年八月初めて……草野俊助氏富士山に於てタウヒ実上に寄生せるものを採集しディ

テル氏に送り明治三十八年発行ヱングラー氏植物年報第三匹l巻に於て……Peridermium Pice明-hondoen­

sis Diet. の名称を以て発表せられたる種類と同一種なることは……宮部金吾氏が基本棋本と比較研究の

結果断定せられたる所なり。次に宮部博士は大正二年春接種試験の結果本菌はシロシャクナゲの葉裏に寄

生せる……Chrysomyxa expansa Diet. 菌の鋳胞子世代なることを断定し本年十月発行植物学雑誌……

に於て，欧文を以て公表せられ主主に・…ーエゾマツ鏡子腔の所属を明かに解決することを得たり (1 ~三三

グサ・エキスパンサ菌は初めて……草野俊助氏が明治三十二年五月日光に於て，シャタナゲの草(葉?)

に寄生せるものを採集しディテル氏が命名の上明治三十三年発行エングラー氏縞物年報第二十八巻誌上に

発表せられたる所のものなり J

“菌の関係につきて新に発表せられたると同時に健太よりの質問に接したるが故に記して以て同好の士

に報ず。"
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マツの葉さび病菌

菅原太育 (1914)50) (大 3) は「松の鋳病と其予防」で次のように述べてし、る。“・…・松樹を害する疾病

数多くあるも其最も被害の大なるは先づ鋳病を以て第一に推すベし 余前嘗て神奈川鯨津久井郡地方を旅

行せし際赤松造林地のfJLJ五年生のもの全部鋳病 (Coleosporium pini-asteris) に侵されしを見其の劇甚な

るに驚けり 其樹は衰弱を来し遂に枯死に:;f.ーれるもの多かりき。"とし，勺I"i徴"を述ぺてから，“病原菌"

の項では“本病は Coleosporium Senecionis (Pers.) Fries と称する寄生保lに悶り松の一種 Pinus Sylveｭ

stris...…に発病するものにして未だ本!'Iíに見ざるものなるも……"といってから病原菌に関するくわしい

記述を行なってし、る。どうもこれはほとんど外国文献によったものらしく， -~年二荷はマツの葉さび病を見，

そして病徴を観察したことは事実であるが，その他は外国文献の蔀献t訳のようでで.

r討is♂"と，仰'C. Senecionis (Pers.) Fries" との関係にさえ言及していなし、。

本病はおそらく折下 (1910)*1 によって Coleosρorium ρini-densiflorae ORISHIMO [C. asterum (DIETEL) 

SYDOW)*S とされた菌による葉さび病を述ぺたものであろう。

南部 (1917)177) (大 6) は「東京F付近に於ける鋳菌類の寄生時期に就て」で“予が東京近傍に於て採集

したるがj原菌に付其発生の季節を記して……珊カコ参考に供せん……先づ重要植物及観賞植物の赤渋病菌に

就て記述することとせり……"としているが，それらのうち樹病関係の的知を次に記す。

“竹の朱病菌 Ster巴ostratum corticioides [Berk. et Br.)*2 Magnus" 1 FJ 

4‘ピヤグシン鋳病菌 Gymnosporangium Japonicum Syd. " 4 月 (m)

“松葉鋳病菌 C�eosporium Pini-Asteris Orishimo"[Coleos�orium asterum(DlET.) SYD.)*3 4~5 月

“松の壊病菌 Cronartium quercuum Miyabe" 4~5 月(1)

凶gハヒピヤグシン鋳病菌 Gymnosporangium Yamadae Miyabe" 5 月

“コ十ラ鋳病菌 Cronartium quercuum Miyabe" 5 月 (II) ， 8 月(皿)

“梨，ボケ，マルメロ鋳病菌 Gymnosporangium Japonicum Syd." 5 Jl ~7 月(1)

“海堂亦1央病菌 Roestelia koreaensis P. Henn." [Gymnos，ρorangiul仰 yamadae MIYABE ?)*2 5 月

~6 月

“トネリコ鋳病菌 Aecidium Fraxini-Bungeanae Diet." 6 月

“有楽鋳病菌 Cror町tum Flaccidum Wmber." [(ALB. et SCHW.) WINT. )*8 6 月 ~8 月

“ヤマハンノキ鋳病菌 M巴lampsoridium Alni Diet." 9 月 (II) ， 11 }j (II , m) 

“イイギリの鋳病菌 Melampsora Idesiae Miyab♂ 9 月 (II ， m) 

“栗鋳病菌 Pucciniastrum castaneae Dietブ 9 月 (II) ， 11 月 (II ， m) 

“漆〔フシノキ ?)ι誘病菌 Uromyces klugkistiana Diet." [Pileolaria klugkistia仰 DIET.)*2 9 月

-(II , m), 10 月 (ill)

“イヌエンジュ鋳病菌 Uromyces amurensis Kom,>> 9 月(皿)

“藤鋳病菌 Ochropsora Kraunhia巴 Diet." 10 月

*1 折下吉延: On the gen巴tic connection between Coleosρorium on Aster scaber and Peridermium 

Pini-densiflorae P. HENN. 植物学雑 24 (276) , pp. 1~5 (1910). 

*2 伊藤誠哉:日本菌類誌 II (3) , (1950). 

判一一一・同 上 II (2) , (1938). 
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“ネムノキ銭病保，j Ravenelia ]aponica Diet."(HaPloravenelia japonica (DIET. et SYD.) SYD.Jキ1 10月

“椀〔タヲラコ録病|記T Uromyces Sophorae-]aponicae Diet." C Uromyces tnmcicola P. HENN. et 

SHIRAIJ*l 10 月 ~11 )-j (n ，皿)

“ノ、ギ鋳梢 l笥 Uromyces Lespedezae-procumbentis Lagh." ((SCHW.) CURT. J*1 10 月 ~11 月(皿)

“キリシマ鋳術的 Chrysomyxa Rhododendri De Bary" 11 月 (n)

"メダケ，ネマガリダケ鋲叶<， I積 Puccinia longicornis Pat. et Hariot" 12 11-3 月

クリの胴枯病およびその病原菌の原産地に関する日米聞の紛争

本病 (chestnut blight, Endothia canker) は 1904 年に北米合衆国 New York JtJ動物闘内の数本の

アメリカグリ (Castanea dentafa) に発見されてから俄然問題になった。その後平均低年 24 マイルの速

度で東部諸外|に似がってゆき， クリの立木は続々と枯死した。その惨状は円をおおわせるほどで，本病に

よる村死木がっつ立ってし、る状況はまさに電亡霊の如く， (ghost-like) であった。これで、米国中のグリが

全ìl，j(の危機にさらされたので， 1911 年には Pennsylvania Chestnut Tree Blight Commission が設け

られて根本的な調脊Mf究が行なわれ，米国農務省では多額の経費を支出してこれを媛ll!Jし，非常に活ばっ

7こ成果がおさめられた。

欧州では 1924 "1'-ごろ本約がベ'I-cギーでヨーロッベグリ (Casfanea sativa) に発見されたのが最初で，

これは北米から愉入されたタリ h太あるし、は用材についてこの地に入ったものと考えられている。 1938~'­

イタリア北部に発見されたが， これは第一次 111:界大戦の際北米合衆国から持ち込まれたものとされてu 、

る。近年本病はスペイシ，スイス，ユーゴスラピア，フランス等欧州に広く分布しているとし、う。

このような事情にあるため，本病対策を主要目的のーっとした International Chestnut Commission 

が第二次世界大戦後結成され，フランス，イ F リア，ボルトカ'ル，スペイン，スイス，北米合衆国，イギ

リス，カナタ\ユーゴ， トルコ，ギリシャおよび日本がこれに加盟してし m る。この国際会議はFAO .(国

際連合食糧農業機構)の一部で第一回会議は 1951 年 10 月イタリアおよびスイスで開催され，その後数

回の会議が持たれた材料判。

本病が北米で発見されて間もなく，この病原菌は MURRILL (1906)判;こよってDiaρorthe parasitica と命

名され，後に ANDERSON (1912)判材によって転属されて ， Endothia parasitica (MURR.) P. J. et H. W. 

ANDERSON となったのであるが，今日この学名が広く用いられている。ところで本病が大きな問題になる

に及び， 病原菌の原産地について 2 つの意見が/:H された。 すなわち， METCALF (1908)判は日本グリ

キ1 伊藤誠哉:日本菌類誌 n ( 3 ), (1950). 
*2 (林野庁J: 国際クリ委員会第一回会議報告. pp. 37 (1953). 

判伊藤一雄:図説樹病講義.東京， pp. 200~204 (1955). 

叫一一一一:林木の耐病性.東京， pp. 101 ~114 (1959). 

*5 MUR副LL， W. A. : A new chestnut dis巴ase. Torreya 6, pp. 186~189 (1906). 

*6 ANDERSON, P. J., and H. W. ANDERSON : The chestnut blight fungus and a related saprophyte. 

Phytopath., 2, pp. 204~210 (1912). 

*7 ・一一一一: Endothia virginiana. Phytopath., 2 , pp. 261~262 (1912). 

*8 METCALF, H. : The immunity of th巴 Japanese chestnut to the bark disease. U. S. Dept. Agr. 

Bur. Pl. Ind.. Bull. 121, Pt. 6, pp. 55~56 (1908). 
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第 24 ~I METCALF, H. (1908). 
iThe immunity of the Japanese chestnut to the bark 
diseaseJ (胴枯病に対する日本グリの免疫性)のタイトル­
""-ーン

(Castanea crenata) の強抵f定

性なことから，病原菌は日本

グリに附着して日本から輸入

されたものではあるまいかと

述べ，これに対して CLINTO珂

(1912)組制は本病病原菌を

Endothia gyrosa (SCHW.) 

FCKL. var. parasitica(MuRR.) 

CLINTON と認め，米国土着で

元来寄生性の弱いものである

が，冬季の寒害その他の気象

条件の悪変によって大きな被

害をもたらしたのだ，としたσ

なお氏 (1913)判は，病原菌

名として Endothia gyrosa 

var.ρarasitica(MuRR.)CLINT. 

をあげ， Diaporthe ρarasitica 

MURRILL (1906) , Valso・

nectria ρarasitica REHM(1907) ァ

Endothia ρarasitica ANDERS. 

(1912) 等をその異名として

し、る。

ANDERSON ・ RANKIN

(1914)判はこれに反対の意

見で，本菌の原産地は東洋だ

と考えられるといっている。

“制……ところで〔最初)日木では架の真正の胴枯病は全く見当らず・・…-日本原産地説に反対したので，

日米学者聞に意見の対立を生ずるに至った。意見の純学術的対立ばかりでなく感情的の対立も加ったの

で，北米合衆国当局の感情は硬化し，農産物輸出上の制約が次々と加重され，輸出I業者は悲境に陥ってし

まった。和蘭の J. WESTERDIJK は北米合衆国から議決依頼を受けると共に日本における栗胴枯病調査の秘

*1 CLINTON, G. P. : Chestnut blight fungus and its allies. Phytopath. , 2, pp. 265~269 (1912). 

判一一一一: The relationships of the chestnut blight fungus. Science, n. S., 36 (939) , pp. 

907~914 (1912). 

判一一一一一: Chestnut bark disease, Endothia gyrosa var. parasit兤a (MURR. )CLINT. Conn. Agr. 

Exp. Sta., Rpt. 36 (1912) , pp. 359~453 (1913). 
判 ANDERSON， P. J., and W. H. RANKIN : Endothia canker of chestnut. Cornell. Univ. Agr. Exp_ 
Sta. Bull. 347 , pp. 530~618 (1914). 

制日野巌:植物病学発達史.東京， pp. 253~254 (1949). 
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密の依頼をも受けて北米への途に日本を訪れたが， 各地の試験場で実地調査を行った。当時試験場の陳

列標本には鏡検もせずに栗胴枯病などとラベルをつけたものがあったが，これが WESTERDIJK の目に触れ

た。女史はこの標本をこっそりと失敬して持って行った。又，横浜植木株式会社を視察した時に栗の胴枯

病らしいものを認めて同行の某昆虫学者にその病名を質したが『知らない』と答へたので女史は故意に胴枯

病の存在を隠してゐるものと邪推してしまった。北米合衆国に赴いた女史は日本に於ける栗胴枯病に関し

て，日本の試験場には栗の胴枯病の標本があるから存在することは疑なく，又，学者はこれを秘してゐる

のだといったので，北米合衆国の学界の対日感情は甚だしく悪化してしまった。斯くの如き状態が永続し

ては両国の籾善上にも，叉，貿易上にも悪影響があるだけでお互に利得するところは何もないので，朝野

有志が立ってその問の調停に乗り出した。何よりも先づ第ーに日本からあらゆる架胴枯病類似病害標本を

蒐集して北米合衆国に送付して虚心坦懐に学的批判を倹つことカ2必要であるとし、ふので.各地から多数の

病害標本を集めることになり，これを C. L. SHEAR 氏に送付した。氏*1 はこれを精密に鏡検して......u 

本には E. þarasitica は極めて稀であるが， MEYER が 1915 年に日光で得たものと llJ凹玄太郎が 1916 年

Jこ盛岡で得たものは疑もなく該菌である……ことだけは明らかになったJP これよりさき， 中華民国でも

本蘭の存在がやはり SHEAR (1913)*2 によって確かめられており，これが東ì.'f原!ヰーであることは疑ない事

実となった。

“この日本学界の態度に北米合衆国も好惑を持つようになり，問題はi斬く:こして解決した。 日本が栗胴

枯病を北米合衆国に輸出したことは事実であるが，……北米合衆国も輸入検査の子孫ちで識らずして斯く

の如き事態を惹き起したものであるから……。斯くしてI=(/:U度く手打ちになったが，解決までには多大の

。曲折があ……"判った。

I二の記事は話としては大変面白く， また確かな資料によって書かれたものであろうが SHEAR および

:5TEVFNS (1916)判によると，この間の事情は少し違うようである。それで，その!民，L;号、を tl前記すれば次の

とおりである。

Frank N. MEYER が中華民国(支那)で Endothia þarasitica を発見して以米， ホ:1笥は日本にも千子千1:

するにちがし、なレと見られていた。 1914 年の秋， 日本訪問中の Johanna WESTERDIJK 博士は SHEAR ・

STEVENS 両氏に， rl 光その他の場所で，外観上 Endothia þarasitica と認定される蘭に侵されたタリを見

たと通知してきた。そして， W ESTERDIJK 女史はその l摘の傑本を採集したと l~. • .. _")ていたが，他の多くの探

集品とともにその燃本を海上で失ったと u 、う。

SHEAR ・ STEVENS n山j氏は通信によってm~J枯病菌似本の入 T に努力したのであるが， その中に横浜夜住の

H. LOOMIS 氏は手紙で， jlEj ケ)京農事試験場古在由直教授によるとクリ刷付病は丹波，駿iñIおよび下町国に

かなり広く見出される由である，と知らせた。間もなく古夜氏から“胴枯病標本"なるものが届けられて

制 fìーしたが， Endothia ρarasitica はなく，鶴田章逸が:主iTで採集した標本に E. radicalis が検11\ された

*1 SHEAR, C. L., and N. E. STEVENS : The discovery of the chestnut-blight parasite (Endothia 
ρarasitica) and other chestnut fungi in Japan_ Science, n. s., 43 (1101) , pp. 173~176 (1916). 

判 一一一一・一一一一一: The chestnut-blight parasite (Endothia ρarasitica) from China. Scienc巴，

n. s. 38 (974) , pp. 295~297 (1913). 

判 11 野巌:柄物病学発;主史.東京， p. 254 (1949). 
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第 25 図 SHEAR， C. L., and N. E. STEVENS (1916). 

iTh巴 discovery of the chestnut-blight parasite (Endothia ρarasitica) 

and other chestnut fungi in ]apanJ の一部

だけであった。 W. T. SWINGLE 氏が日本訪問中入手した111，1枯病棟本とされてかたもの(西問悼士総jjり

にも Endothia 的は検出されなかった。

山 ~U玄太郎博士は 1915 年 7 月米国に来て SHEAR ・ STEVENS 両氏に言tf..) ていわく，米国で刊行された

胴枯病に関する多数の論文によって日本の植物病理学者に自然と本病に対する関心が高まっているが，未

だ真正胴枯病菌を発見しかねている，と。

SHEAR ・ STEVENS 両氏は通信によって日本から Endothia þarasitica の標本入手がうまくゆかなかった

ので，訪支中の MEYER 氏に帰途日本に立ち寄るこ主を要請， 日光付近でクリ胴枯病をさがすよう依頼し

た。 MEYER 氏がワシント γ到着後，横浜と日光で採集された標本を調査したところ，日光産のものに典

型的な扇状菌糸 (mycelial fans) を認め，なお子嚢胞子，柄子も観察され，培養も行ない，これは胴枯病

雨 Endothia þarasitica に相違なし、ことがわかった。

1916 年 1 月， 盛岡高等農林学校山田玄太郎博士から SHEAR ・ STEVENS 両氏に 2 つの標本が届けら
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第 26 図 c. L. SHEAR 第 27 関山田玄太郎

(Phytopathology 47 (6) , p. 321, 1957J 

れた。 1 つは北海道札幌附近でナラ上で採集されたもの，他の 1 つには“Endothia parasitica" とテ

ベルがつけられ，盛岡でグリに山間博士によって採集されたものである。 ナラのi笥は Endothia radicalis 

であったが，クリ上の11\i は疑もなく Endothia 如何sitica であった。山田博士の千紙によると，氏が日本

帰国後第一回の係集旅行でこれを見い出したということである。 UJ田博士は米国滞在中， SHEAR ・ STEVENS­

両氏と暫時一緒に過し， Endothia ρarωitica お主びその他の Endothia 閣の検査を行なった。これが，

氏の灼国後の真正胴枯病摘発見をこのようにすみやかにしたものであろう，と。

ここでついでに述べておくが，上述のようにわが国から北米合衆国に病菌を輸出して問題をおこしたこ

とがある反面，明治開国以来輸入農林作物に附着して根頭がんしゅ病細菌ほか，多種の病原菌がわが国に

侵入したこともまたかくれもない事実である。それで明治末年近くになって柄物輸出入取締機関設置の必

要が認められたが，種々の事情によって仲々実現しなかった。一方北米合衆国では明治 45 年 (1912) 植

物検査法が施行され，なお大正 2 ir (1913) 7 月には輸出国の官庁検疫証明のないものは-!:JJ輸入禁

止されたので，わが国でも大正 2 年 8 月に輸出植物検疫証明規定を定めてその応急J!?出!とし，翌大正

3 年 (1914) 3 月に輸出入植物取締法として公布される運びになすた*1*2。 これについて森 (1937) は次

のように fi己している。

“大正三年三月二十五日法律第十一号を以て輸出入植物取締法の発布を見るに主り，同年五月十四日勅

令第九十号を以て植物検査所官制発布せられ…-・同年農商務省令第二十七号を以て輸出入傾物取締法施行

規則を公布せられたJ これがし、わゆる植物検疫法公布のいきさつである。

今井四郎(1914)加(大 3) は「莱の胴枯病」と題する一文を発表，“ーーー・栗樹病害は数種あれども最も

恐るべきは栗胴枯病なりとす。本邦に於ては未だ本病に就て何分の調査記載なけれども栽培栗の増加と共

判森信義:値物検疫の概要(一)， (二).病虫害雑 24 (3) , pp.182~186 ， 24(4) , pp. 255~264 (1937). 

柏河村貞之助:日本内地の植物海港検疫略史(ー)， (三).病虫害雑 28 (1) , pp. 63~68; 28 (2). 

pp. 130~139 (1941). 
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に病害の蔓延界必や伴はん。ミ今戸ζ合衆国「コシネタックカツト」介|農事試験場に於てなせる「クリント

シ」氏の報告の概要を録して栗栽培iの参考の一助に供せんJ' として CLINTON制の論文の大要を紹介して

いるが，これが本チ[1においてタリの胴枯病について述ぺられた最初のものではあるまいか。

原 (1915)68) (大 4) は「栗の胴枯病に就き米国植物病理学者に与ふ」で次のように述ペている。

“日本は日清戦争に於て支那に勝ち漸く.白人に其存在を認められ日露戦争にて露国を破り一擢一等国の

斑に連れり……欧米人は常に謂!らくこは只軍事に於て然るのみにして其学術に於ては欧米同列国に劣るこ

と数等なりと 故に彼等が我国を軽視すること甚だしく故に彼国に害甚だしき病虫害発生せんか常に珍奇

なる名称を附して其原産地を日本に帰する其手段の阻なる言語に絶せり 暴に栗の胴枯病のことあり今将

に柑橘類の円形癒痴病の号とあり・・…・予頃日東京より取寄せ?たる丹波栗が本病に侵されたるを認め検査し

たるに意外にも米国植物病理学者が説をなす甚だ出鱈目なる'に驚けり 今左に米国人に対する答弁をなさ

1んと欲す"という書き出しにはじまり，“粟ρ胴枯病菌 Endothia gyrosa (Schw.)Fck. は一名 End. radi-

.calis (Schw.) Fr. と柄、し・…・其後……V疝sa radicalis...... Endothia radicalis と改め……「フツケル」

氏は…. • • End. gyrosa Fuck. となし・…--f

“最初米国に於て発見せられ現今世界各地に其分布を見るものなり 然るにもかかわらず一千九百 O 六

年米国の「ムーリル」氏は Valsanectria parasitica なる新称を此の最も普通なる菌に与へたるより以来

洞国の植物病斑学者は傍若無人にも皆其原産地は日本なりと称せり 予は「ムーリル」氏の異様なる名粉、

に少しく疑を有したりしが頃日遂に氷解するを得たり 然して「シユワイニツチ」氏が本菌を記述せしは

今より九十三年前にて我が交政五年に当れるを以て米国と通商を結びしより三十五年前にあり 故に日本

より米国に愉入されたる筈なし 米国に普通存在せし菌が穀科植物としては比較的改良せられたる栗苗を

i輸入さるるや本薗が直に繁殖を初め遂に /.IJ国人の注意を惹くに至りたるや諭なし 放火犯の火事見舞とは

米国人の行為を言ふなるべしJ とまことに激しい。次に“以下予が研究せし病原菌の記載を述ぶペし"

といって一的の形態的特徴をあげてから， “……この記載と End. gyrosa の原記載並に図と比較するに大

差なければ予が検出の菌も亦 End. gyrosa と同一なるや疑なきが如し 予は此菌を数年前よりコナラの

枯死校に発見し居たり 予は叉胴枯病末期のものに於て Diaporthe 腐のー蘭を発見せり(因に Diaporthe

Parasitica= Valsan巴ctria Parasitica は Endo. gyrosa と向ーなりと云ふ)"とし，この Diaporthe 菌の

形態を記してから“……此隔はDiaporthe (Chorostale) (chorostate) sp. の一新種なるべしと考えら

れる"と紡んでいる。

原(1. C.)68) がこのようにu 、きまし、たのにはそれなりの理由があった。すなわち，タリの刷枯病が問題

になるすこし前に，柑橘漬湯病によるトl 米間の紛擾があったので・ある。このし、きさつを日野 (1949)*2 に

よってその要点を述べれば次のとおりである。

“日米関で最も不快を起したのは柑橘漬蕩病であった。この病は Pseudomonas (Bact.) Citri HASSE 

(Xanthomonas citri (HASSE) DOWSON) による細菌病であって……。ネーフ勺レ・グレープフルート・レモ

ン・文且・夏俊一…等に発生する。温州、|は抵抗力が強い。この病の北米合衆国に入ったのは1911年頃らし

く， 1912 年の秋に Florida 州北部……に現はれ， 翌年 7 月には南部の……グレプフルートに現はれた。

*1 CLlNTON, G. P. : Chestnut bark disease, Endothia gyrωa var. ρarasitica (MURR.) CLlNT. 

Conn. Agr. Exp. Sta. Rpt. , 36 (1912) , pp. 359~453 (1913) ではないかと考えられる。

*2 日野 j巌:植物病学発達史.東京， pp. 250~252 (1949). 
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同年 5 月には Alabama少1'["" ・・でも見出された。……1913 年に新病害であることを認めたので， Florida 

介|では直ちに……州令を以って他州・|泊、らの苗木輸入を禁示した。叉，柑橘漬療病撲滅期成同盟を結成して

経費として数百万弗を支出した。 Monticello 発生の菌は日本から輸入したカラタチ首木に付着して輸入

されたものであることがわかった。 Mississippi 州……のものも亦同様であることがわかった。その時運

悪く農事試験場九州支場から Florida 州に送付した苗木も立派に発病してゐることが見付けられ，…・・。

それで，日本から漬湯病の来たことは明瞭になった。その当時，北米合衆国に於ける漬湯病の蔓延は頗る

猛烈であって...・.そこで成木 257745 本，首木 3093110 本を焼却処分してしまった。"

“この大狼狽で神経が異常に尖鋭化してゐる最中に不幸な事件が起った。それは日本移民排斥運動であ

った。その折，北米在留同業者は日本産温州、|蜜柑が潰蕩病に強いことから温介|蜜柑の宣伝を開始し，その

上にi貴揚病の日本原産地説に反対意見を述ぺたので，北米人の神経を少なからず刺戟した。白人苗木業者

は時流に乗って邦人["1業者の排斥運動を開始し，不穏な空気が漂ひ始めた。これと日本移民排斥運動とは

合流して一路悪化にJ悪化を重ねて行った。……"。 しかし，本病は古くからわが国にあったものではな

く， “明治 32 年頃に日本に初発生した病害であることがわかり日本原産地説の疑はしし、こともわかっ

た------J，

このようなし、きさつがあってからほどなく，またまたグリの胴枯病の原産地が1'1本だとされたので、原氏

は頭に来たわけである。

原(1. C.)68) の論文が発表された翌年，米国留学中の田中長三郎 (1916)136) (大 5) は「日本に於ける

栗胴枯病真正菌の発見に就きて」と題する一文を寄せたのであるが，これには次のように述ぺられてし、

る。“吾々が栗の胴枯病と云ひ来ったのは云ふまでもなく Chestnut Blight 病の事で，北米合衆国に於け

る其の被害の大なる事・…"其の病菌は Endothia Parasitica である事，本は東洋から来たものであろう

と何人も考へつつある事，支那に於て既に発見された事は一九一三年来の報告で!止に知られて居る事，之

等はアメリカの病J:W学者は勿論一般農学者の常識である。幸にして日本での発見は陛に報じてはゐられな

かった。又報じられた病菌も皆幸にして別の物であった。そして真正の Endothia Parasitica が日本に産

するか否かは米国では専門家達の大きな疑問の一つであった。メツトカルフ氏の如きは日本栗の本病に対

する免疫性の強い事実から，多分之れに附いて来たものであろうと発表し一般にも首肯されて居たもの

の現存の証明は何人にもせられて居なかった。 1旦し米国の政府では日本に存在の有無は単に学者の興味問

題より以上に重要なものであった為めに，屡々人を派し，叉は通信に托して標本を集めつつあった，けれ

ども支那発見の報以来ーも信頼に値する報告も標本も得なかったのである。所が妙な関係で日本の病理学

園の仲間では，確信とは云へないまでも，日本に存在すると云ふ事は何人にも理解されて居た，日本文の純

文，論文にも屡々報ぜられた，今一つ妙な具合に，米国では既に日本原産を信じ切って居る様に日本では

考へられて居た。そして随分大胆に『何でも悪し、事は日本に圧付けるアメリカの流義』の一つであると表

立った攻撃を日本文で発表した人もあった。しかし実際日本現存と米国に対する悪感とは円本人間の常識

であって何人も其れを否定する人はなかったのである九

“主去に日米両国の学者聞に大きな考への不疎通があった。日本へ行ったアメリカやオランダの学者が本

病に関する論文や報交を見，叉方々に陳列されている栗胴枯病と名付けられた標本を見，成程日本に存在

すると云う事を考へるのはよし害(実)物を得ぬまでも無理もない事である。所がこの意志不疎通を知っ

てゐる有識者は一種のヂレンマの為め彼れ等に来訪者はハツキリした事が云へなし、結果『日本学者は今ま
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で自国の現存を知りつつ之を秘して公表しなし、』などと月 IJな邪推をされる tl<になってしまった，一つは日

木では大した病気で、もないために無頓兼である，彼等は干i与ノマ神経質と去はんばかりに本問題に対して鋭敏

である，この態度の差も益々問題の不斑解を増さしめた，実際両国の学者r:日に立って直接交渉した人々は

少数の人で、あったが其の rnJの背痛は人の知らぬ大きなものがあったにちがいなか。そこで支那発見以来も

う足掛四年にもなる，日本に真実存主せぬならよし，存復するなら本式に発表するのが日本学者の名誉で

ある，遅れる程日本の病浬学の稜瑳になる， Jj IJに外国人はさう日木の学問に重きを置いて居なかったが，

1" 7<[1りつつかくす』と考へられるのは実に不愉快極まる事である，又一方で、は!こl 本存在の発表は円本とし

ては大きな苦痛であるにちがひはない。 Citrus Canker の殿鑑遠からずで， 又候この「百万弗病」を 11

本のものにするのは実に有鰍からざる事である。どの道， IìJ りものであるがただ一緩の望みは，ヰ-に真jF_

IJI，;)j占病的の鑑定が皆誤で， ijlüJt古病とせられたものは皆別の菌であって木当のノ 4 ラシティヵは副本に届ない

と云ふ併定的の報告の/1'，る事で、あった。……不幸にして吾等の余期の ~II く，真正胴枯病菌の日本存在は…

ーシーア氏*1 の為めに発表されてしまった。 ……実物は北米農務局遊歴J采集職マイアー氏の H光で取っ

たものが一つ。山田教授が送られた盛岡の標品が一つ，疑もなきエンドシア，パラシチカである。原君が

Iヨ説をたしかめる為めにfll\者の所へi去られた標本は新種のエンドシアであった。之れはあとからシーア氏

によって発表されるであろう。この論文は今私の陳べてし}る問題を解決してしまった。日本にあると云ふ

況l処の発表は有難からざる事一 lìíj述の j盛りではあるが，日本で今まで発表されなかったと云ふ不面目はうま

い具合に病雨鑑定の困郊の罪にしてしまった。そして夫れ等は鑑定者シーア氏等の名誉として皆帳消しに

なってし支った。そして 11 木人が氏の発見に多大の便宜を1すへたと云ふ事は氏から感謝の慢にこそなった

れ， 1"知って屑て公表せぬ」とか「無頓着』とか『学問の不進歩』などと云ふ様な不愉快な惣像を皆打消

す材料になってしまった。今さら i13i下学者の円転骨脱を賞讃する迄ではないがこんなに奇麗に済むとは夢

にも忍はなかった……0" 1'1.\中のこの一文は誠に読みにくく，今日われわれの目で見れば悪女とし、ってよ

いものであるが，そのし、わんとするところは理解できる。

I周囲藤次 (1916)131> (大 5) は「ワシントンよりの希望」と題する小女において， “頃日田中長三郎君

より来信あり。田中農学士は先般スウ牛イングノレ氏と共に渡米せられ今は同国ワシントンの農務省の招鴨

に応じて同省の一部に日本農業者:~(iの抄録に従事し居たりしなり，斯くて米国農務省は我国の農業界より，

何物かを得んと勉めつつあるなり。 JI;一節に『此頃はがi虫害雑誌の繊訳を命ぜられ大に閉口数居{氏。閉口

岐点は「日本説なら何を書いてもかまはぬ」体の記文にて之を訳せばf;Uこ)1;の著者の不学或は不撲を表白

放す事と相成るか或は如何に 11本の学問の不振なるかを現はし候。之を体よくつくろう手加減の六かし

さ，然るべく御諒察被下度希上候(中間各)夢々いい加減の筆を弄すまじきものに候，よろしく同本他物病

理学布へ絢l笹告を発し被下度切望致候』云々とあり某氏の論文の杜撰i骨格さなどを指摘せられたれども公

表の限りにあらざるべしと思へば省略せり J といっている。

ほ191 (1. C.)136) および西田(1. C.)131>の論文が発表されてから原(1917)150) (大 6) は「三度栗の胴枯

病に就て」で次のように述べている。

“予が本誌..…に栗の胴枯病に就き隠見を発表するや浅学なる予輩のこととて病源I箱を誤りたりとか或

は記事少しく穏当ならざるやの}~ありとて在米問中氏は予及び本邦の各学有に瞥告をfj-えられ西田農学士

*1 SHEAR, C. L., and N. E. STEVENS: Th巴 discovery of the ches凶tm日ut.ゐl日ight paras討it匂巴 (Endothia d 

ρarasitica) and other chestnut fungi in ]apan. Scie配巴， n. s. 43 (1101) , pp. 173~176 (1916). 
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は本誌・…・に於て杜般消防のi倫交なりと論ぜられたり これに主りこれを見るとき子;主主主だ不貞 l直i ~j ;なる

記事を弄せしに似たりと量f! も予は予としての全力を尽して作製せしなり 予;主予が検 11'，の闘を同中氏の所

望により氏に送付せり ftl 中氏はこれを「シーヤー」氏に送付せられたるに新開なる情通 f;\"せられ「シー

ヤー」氏の論文をi到、l を約されたれどもー木だ共事なきを以て「シーヤーJ l\:の意見を聞く ζ と能はざるは

頗る遺憾なり……本誌……に於て予は予が楽の胴枯病を Endothia gyrosa (E. radicalis) と鑑定せし玉県

rh を告白せると 111111与に・・・.P. A. Saccardo 氏に予はこれを右の rì\j と鑑定するが先生の御意見承り度き持

T!?添送付せしに・・・..Saccardo 氏も Endothia radicalis (Schw.) De Not. と鉱i定し…・・・予は前に発表

せし商類の鑑定が Saccardo 氏と一致せしを喜ぶものなり，人各々見る所を異にし f也の是とせるもの我之

れを是とせざることあり，他人の非とせるもの我之を非とせざることあり魚は枝上の烏を見て之を危ぶみ

μはj相聞の魚を見て安んせポず，人の境地に於ける亦斯の /111 し。 然して Endothia radicalis は I!t界広く分

布せるものにして本邦にては古来より:{?f'I:せしゃ予が発見以前これに就き i況を発表一せしものなきを以て後

ザ:の予はこれを知|らず・ー • .ì1fj外より輸入せしものなるや之れ父明かならず般にlìíj論の愉入を断'心せしは内

不明に就き疑を附して Îi!，:く二ととせん。"

問中 (1918)221) (大 7) はさらに「架の刷枯病に就きて」で次のように原 (1917)150) の所論を反ばくし

ている。 “原j!~枯氏i論文r_:1支栗のRH枯がiに就きて』…・・は冒頭予の名を掲げあり tlU t.:j...... は一言も原氏

の名を掲げざるに氏は之れを一部自家に対するものと併せられ絃に論弁を貸されしが故に予は今弁疑・筑

を作り一応原氏の閲覧を経て……以て原氏に答へ改めて氏に忠言を呈する事とせり"という主-き出しに初

まり， “…-・原氏はサツカルド氏の墜定が氏の見と一致したるを喜ぶ汗記載あ~Lど，予;主先づ原氏の意見

氏物の完備を疑ふ。氏の記交に i主主論の立酔11に根本的重要なる次の諸点、の明白を欠く"として次の問点、を

桁摘している。すなわち， “(ー) 叶ツカルド氏に送付の標本品はn!riJ枯病病徴たる扇状皮下繭層を具ふる

印 I1僚なる m， ;1村ii，i:l"!筑たりしや併やの記述なし。日1I氏送付の傾品は真正月ドj枯病蘭にあらざりしと日はるるも辞

なかるべし。(二) 栄~[riJ仙術商として初めて t ユリル氏に依り記載せられし Endothia Parasitica (ミユ

リル氏はDiaporthe として発表せり 原氏は Valsanectria= Valsonectria の説(誤)=として発表せり

と記さるれども誤謬なり)が他の衡の異名なりとし此れを抹殺せらるる理rh不明なり。……(三) Endoｭ

thia gyrosa と Endothia radicalis と同傾なりとせらるる理由不充分なり。……(1Ill) 原氏は氏の発見の。

戸府間ゆる目同十削内閣と IFEnd. gyrosa の原記載及凶と比較するに大差なし』と記さるるも…・・果して原言己

批と比較せられしゃ;11;の託収l不明なり。……"“……以上述ぶるが虫"く原氏は先づこの I~LI 点、の弁明を発表

せざる限り氏の標本が E. radicalis なりとして氏の説の正確充実を証するの資とするに足らず寧ろ他の

)1刻tあるが当然たる百l し。 何となれば E. radicalis の日本に存する事は万人j羽生Hの事実にして氏が其の

日本に存する事を催めたればとて何等学術的価値なきが故なり。之を要するに Endothia Parasitica 掲の

存在を抹殺し E. gyrosa と E. radicalis との同ーを証明し…・ー且つ氏は取扱ひたる襟本の真正なる眠

中古病たりし顕著なる証拠及其の培養及接種研究成績等を提供せられて後始めて自説の正鵠を論ぜらる可し

今日に於ては猶之れを口にせらるるの期に非らざる可しと断ず，以上は今日予が述べ得るのJE、言の全音1Iな

り。" と， なかなか子きびしL、がもっともな所論である。なお氏は本論文の追記に“本文所載の如く予は

い本年九月廿日原氏に郵送し，一読後病虫害雑誌に転送ある様希望したるに氏は右の依頼に反し本原稿、

を返送し来されたり。為めに一ヶ月半のi砕を空費し予の責任を世に明するの期甚だしく遅滞したるを虞る。

. (ワシントンにて)"とあるように， 田中と原の問にすこぶる険悪な空気がただよっていたことが察
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知される。

原 (1916)105) (大 5) はその著「果樹病害論」において“栗の胴枯病

林業試験場研究報告- 44 ー

Endothia para-病原菌の学名

Endothia sp. n としているが同氏 (1923)321l病原菌学名sitica (Mull.)*l A. et A. ペー…“栗の萎縮病

胴枯病商l乙(大 12) の「樹病学各論」では萎縮病の病原菌を“Endothia radicalis (Sch.) Fr." とし，

(1925)3回は“Endothia parasitica (Mull.)W' A. 巳t A. をあてている。そして「訂疋増補樹病学各論」

(大 14) には出所は不明ながら胴枯病の写真をかかげてし、る。

最初原 (1915)68) はわが国には真正胴枯病菌 Endothia parasitica は存在せず，これと類似の Endothia

,radicalis (End. gyrosa)があるのみだとしたのであるが，その後間もなく氏自身 E. ρarasitica がわが国

に分布することは動かし難い事実であることを知ったらしし、。これを原が卒直に認めなかったが故に田中

(長)との数次にわたる論争となったわけで，ついには両者とも学術上の論点から離れて感情的にすらな

っていることは遺憾である。その後これが尾をヲ|いてか，原はその著書に胴枯病とともに萎縮病を必ず並

記しているが，原がいう萎縮病という病気は，すくなくともわれわれが今日まで調査した限りにおいては

川 1+1 (1918)221)も指摘してし、るよう

に，原はそもそも出発点において胴枯

病にあらざるものを胴枯病と誤認して

その菌を論じたところに論争のたねを

まし、たわけで，最近科学博物館に保存

されている原の標本を検査した小林享

夫*2 は“標本には胞子が全く消失して

いてlE

Endothia ρarasitica でないことは確

も疑問である"といっている。

上述のとおり原があつかったものは

真正胴枯病菌ではなかったわけで，で

はわが国で本菌を最初に調査した人は

誰かというと，それは当時林業試験場

に席をおいた南部信方のようである。

華々しし、論争の聞にひっそりと，それ

も山林公報という特殊な印刷物に掲載

このことはあまりよくされたためか，
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その被害を全く見たことがなし、。

かで，また E. radicalis であるかさえ

知られていない。南部の報文は決して

すぐれたものとはいし、難いが実物検査

会そっちのけにして，いうなれば空論

第 28 限| 南部信方 (1918).

「栗樹ノ胴枯病ニ就テ」のタイトル・ページ

ネ1 Murr. の誤り。

*2 小林享夫:未発表。
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を華々しくたたかわしていた当時において，谷間に咲いた可れんなー輸の姫百合にでも例えたらよいであ

ろうか。

向i祁f言方 (1918)214) (大 7) は「莱樹ノ胴枯病ニ就テ」で次のように述べてし、る。 “…・・近年欧米各国

殊ニ北米合衆国ニ於テノ、此樹ニ一種ノ病害発生、ン激烈ナル蔓延ヲ為シ之カ為メ枯死スルモノ移シグ其ノ駆

除予防法ニ就テ腐心シツツアリ 予輩ハ大正五年ニ盛岡高等農林学校教授山田玄太郎氏ヨリ其ノ:被害標本

ヲ得同時ニ京都府立農事試験場技師堀江浩氏ヨリモ同一標本ノ寄贈ヲ受ケ翌年当林業試験場内及埼玉県下

安行村ニ於テモ本商ヲ採集シタリ ……米国人メイヤー氏ノ、大正六年本邦へ来遊中日:光ニ於テ本病害ヲ認

メタリト云へリ 斯タノ如グ本邦ニ於ケル本菌の蔓延区域ノ、比較的広ク従テ被害モ軽微ナラサルヲ認ルカ

故ニ絃ニ本菌ニ関スノレ概要ヲ述へ以テ当業者ノ参考ニ資セント欲スJ 次に“病原菌及病徴"の項では“本

病害ノ、和名ヲ胴枯病ト称シ (Endothia parasitica Murr.) ナル病原菌ノ寄生ニ由リテ発生スノレモノナリ

…"として病徴を簡単に述ぺてから，本病原菌の形態の記述を行なったのち“本菌ノ、栗ノ外もみじ属，

かし属，うるし属等ニモ寄生スルモノニシテ其かしニ生シタル胞子ヲ栗ニ接種セシニ一週間ニテ賞褐色ノ

柄子殻ノ発生セルヲ 531 メタリ"としている。なおこれには著者自らの手になるものと考えられる病原菌の

図がついている。

本論文における病原菌の測定値および接種試験についての所見には，いささか疑問な点があるがベ内

容は胴枯病菌 Endothia parasitica をとりあげたものと見てよいであろう。

北米合衆国における広汎な本病の研究に圧倒されたためか，これはわが国においてもグリの重要病害で

あるにもかかわらず，本邦における試験研究は比較的少ない。大正末期におし、て辻良介 (1926)398) (大

15) は「苗木ニヨリ伝矯スル病害」に本病をとりあげて詳細な記述を行なっている。すなわち，病徴を述

ぺ，次に病原菌の形態は“米国産標本"と“本ヂ11産標本"について記載し，また“本菌ノ:生理"の項には

“本菌ハ容易ニ分離文ノ、培養シ得，発育数日ニシテ菌糸川黄色ノ色素ヲ貯へ後柄子殻を形成シ，多数ノ柄

胞子ヲ生ズ。本菌ノ純粋培養叉ノ、病斑組織ノ一片ヲ以テ栗/枝条ニ有傷接種ヲナス時ハ，十日内外ニテ外

観明ナラザル楕円形ニシテ檎々凹陥セル病斑ヲ形成シ，二十円以内ニテ病斑ノ、拡大シ且ツ顕著トナリ，局

部以上/枝条ヲ枯死セシメ，後柄子殺ヲ形成シ胞子毛ヲ発生ス。感染歩合八0%ナリキ。但シ所請しばぐ

りノ実生，数ヶ月生及他ノ一二品種ニアリテρ全然感染セシメ得ザリキ(以上神奈川県産胴枯病菌ノ分離

及按積試験。大正十二年初夏横浜植物検査所実験室ニテ行フ):'と述べているが，記述は正確で， ζれは

また本邦人による初期の本病接種試験成*~(とし、ってよいであろう。なお氏は本病の“分布"区域は“神奈

川，東京，埼玉，岩手，栃木，兵庫，大|払佐賀，京都lt ノ他"としている。

朝鮮におし、てはすでに 1917 年(大 6)1仰に，チョウセングリおよび日本グリに発生するとし，

本病は朝鮮栗に発生が多いやうで菌糸又は胞子を以て接種する時は有傷の場合のみ病徴を現す"と述べて

し、る。

昭和年代に入りその初期には北島 (1927)判(昭 2)，奈良県立農事試験場 (1937)判(昭 12)，青柳寅

*1 小林享夫・伊藤一雄: Notes on the genus Endothia in }apan-I. Species of Endothia collected 

in }apan. 林試研報 92， pp. 81~98 (1宮56).

*2 北島君三:くり胴枯病菌並類似菌ニ関スル研究.林試報 27， pp. 29~81 (1927). 

*8 C奈良県立農事試験場J: 栗胴枯病に関する試験研究.病虫害雑 24 (9) , pp. 709~711 (1937). 
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-Mí~ (1939)*1 (昭 14) の試験制究がみられ，中期にし、たり柴田ら (1953)材(1I{.j 28) ，ノj 、林(享) (1955)*3 

〈昭 30)，小林(享)・伊藤(ー) (1956)判(附 31)，伊藤(ー) (1956)玖鈴木(直) (1960)*6 (U{1 35) , 

(1961)判(昭 36)，内 HI (1961)判(昭 36) ， (1962)判 (I Jß 37) および同1"1 ら (1963)*10 (昭 38) の械文

JÒ;みられる。

なお，その後の欧米における木病の被害状況，耐病性タリの育種に果たした H本グリおよび支那グリの

1文書11 ちーについてはここではふれなし白11n

枝枯性および胴枯性病害の研究

カラマツのがんしゅ病

コ~病をはじめてわが国に紹介したのは出 1-1:1新 (1909)*12 (明 42) のようで，氏は“本病〔落葉松ノ癌腫

病〕ノ、未ダ木邦ニ発生セシヲ聞カズト雌モ欧米ニテノ、普通ニ発生シ大害ヲナス著名ナル病害ナレパ其ノ大

要ヲ記述セン・・・"と述べてし、るように，これは欧州、|においてはすでに 19 世紀中ごろから研究組帥14，多

数の被告が公表され，なお大正中期には HILEY (1919)*15 の著書に詳述されてし、っそう有名になった。

わが国では大lE 7 年 (1918)196) 5 月発行，青森林友に“今般東北本線下回，小湊間鉄道防雪林(樹齢

十四年)にカラマツ癌腫病発生したる旨東部鉄道管頭局より通知ありたり 此発見は蓋し本邦に於て最初

のことと認められ学術 t頗る興味ある問題なりと信ず…"とし，次に外|亙lの女献によって木病病原菌の

学名，病原菌の記載，生活史，被害の3:二困及本病の分布および防除法の概要を紹介している。同年の山林公

械に「青森県ニ於ケノレ鉄道防雪林内洛葉松ノ癌腫病被害状況J2船ではこれについてややくわしく次のよう

*1 青柳寅土佐: 栗胴村山河の発育)lP.に感染性に及ぼす単2静岡をの影響 . i{~虫答雑 26 (3) , pp. 180~185 

(1939). 

判 SHIBATA ， S. , O. TANAKA , G. CHlHARA and H. MITSUHASHI: On the coloring matter produced 

by Endothia ρarasiti・'ca FR. and E. radicalis FR. Pharm. Bull. 1 (3) , pp. 302~304 (1953). 
判小林享夫:グリの胴枯病.日林誌 37 (8) , pp. 346~351 (1955). 

判一一一一ー・伊藤一雄: Notes on the genus Endothia in Japan-I. Species of Endothia collected 

in Japan. 林試研報 92， pp. 81~98 (1956). 

判伊藤一雄:架の胴枯病について. ~[j林 865 ， pp. 60~67 (1956). 

判鈴木直治:くり胴枯病に関する研究.農技研中間報 13 ， pp. 91~94 (1960). 

材一一一一:クリ胴怖の発病経過(要旨).日植病報舗 (2) ， p. 62 (1961). 

*8 内田和馬:グリ胴枯病防除に関する研究.第 1 報若木における胴枯病の発病部位および薬剤によ

る防除効果について(要旨).日植病報 26 (5) , p. 217 (1961). 

判 :向上. 第 2 報 グリ腕枯性病原菌の病原力について(要旨).日植病報 27 (5) , p. 247 

(1962). 

判。西門義ーほか:グリ胴枯病の発生と擢病実態調査.農林水産技術会議， pp. 111 (1963). 

キ11 伊藤一雄:林木の耐病性.東京， pp. 101~114 (1959). 

*12 出国 新:日本植物病理学(上).東京， pp. 311 ~312 (1909). 

*13 WILLKOMM, M.: Der Rind巴nkrebs der L舐che oder die Lärchenkrankh巴its. Die mikroｭ

skopischen Feinde des Waldes. Dr巴sden， pp. 167~218 (1866). 

担金 HARTIG ， R.: Di巴 Lärchenkrankheiten， insbesondere der Lärchenkr巴bspilz. Peziza Willｭ

kommii. Untersuch. aus d. forstbot. Inst. z. M�chen 1, pp. 63~87 (1880). 

*15 HILEY, W. E.: The fungal diseases of the common larch. Oxford, pp. 16~79 (1919). 
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3こ述ベている。

“東北本線下回小湊tHlニ於ケル鉄道院防雪林内落葉松ニ左記ノ j重リ癌腫病不膨発生シ之ニ対シ問県ニテ

ノ、核樹造林者ニ之カ予防!w除方法ーニ付別記ノ j重リ注意アリタリ

一.被害状況

(川 被言局部ヲ横断シ見ルニ樹脂ノ異状分泌ヲ米シ延イテ発生後年怖ノ!成長ナク之カ為メ該局部陥凹

形ヲ呈シ加フルニ材斡侵害セラレ組織中多クノ菌糸ヲ認ム

(ロ)落葉松純林ニ被害多シ

判 1昆潜林ニ於ケル落葉松ニハ殆ト被害稀ナリ

伺枝打施行ír~1所ニ被害多シ

休) 損傷百十、多グ該醇iに冒サレ局部年輪ノ発育停止シテ幹形極メテ不正形ヲ呈シ甚タシキモノノ、枯i固

スルニ至ル

村本病ノ、十年生以下ノ落葉松ニ発生スルモノ稀ナルカ如シ

二.駆除予防方法(略)"

朝鮮では大医 14 年発行，林業試験時報質疑応答械の「落葉松ノ癌盤的ニ就テJ881lには“徳源山裕菜松

造林区(……七年生制高七尺余)ニ点、々病名不明ノ被害木ヲ発見セリ 右ノ、樹皮ニハ横ニ裂目ヲ生シ白色

/樹脂浸出シ一般~:l:健樹皮ニ比シテ衰弱ノタメナランカ樹皮ノ幾分紅味ヲ呈スルヲ見ノレノミニシテ其1也何

等ノ徴候ヲ認メズシテ発芽其後ノ生長頓ニ衰へ居ルヲ見ル 右病名並ニ防除法御教示相煩シ度シに これ

に対して“病名 落葉松ノ癌腫病ナルガ如シ 病原碕ノ学名ノ、 Dasyscypha Willkommii Hartig ナリ

…"と答えている。

朝鮮の場合は別にしても，青森県におけるカラマツの被害にっし、て，この病気は誰によって調査され診断

されたか，全く不明で今日ではこれがはたしてがんしゅ病であったかどうか確かめようがない。その後長

い間本病原閣が木郊に存在するかどうか不明であったが，昭和 32 年 (1957) に長野県南佐久郡南牧村八

ヶ岳国有林でこれが採集され，つづいて翌年 (1958) には静岡県沼津営林署管内で，昭和 35 年 (1960)

には長野県伊那営林署管内入笠山で、採集されたが，いずれも枝に寄生していたもので著しい被害の形とし

ては現われていなかった。それで最初は，本菌がわが国に存在していても，強t底抗性だとされているニホ

ンカラマツでは実害なし、ものと考えられていた。ところが昭和 36 年 (1961) に長野県八ヶ岳野辺山国有

林で，つづいて山梨および静岡県下で本病のj殺害林分が発見され，欧州、|におけるオオシュウカラマツの被

害におとらぬ惨状を呈していることが見い出され，本病はわが国でもカラマツの重要病害に数えられなけ

ればならなくなった組制のであるが，これについてはいずれ続報において詳述することになるであろう。

スギ苗のがんしゅ病

大正 7 年 1 月発行，山林公報に北島 (1918)20引は「杉首木ノ癌腫病ニ就テ(新病害)J と題する報交

において，本病の病名および病原菌について“……本菌/学名ニ就キテハ治グ幾多ノ文献ヲ照合セサレハ

確定スルコト能ハサルモ杉ニ寄生スル「パルサ」菌ナル意ニ因ミテ仮ニ Valsa cryptom巴riae Kitashima 

nov. sp. ト命名シ叉和名ハ其ノ被害ノ呈スル癌腫カ粉々異ナル徴候アルニ由リ杉ノ癌腫病ト呼称セント欲

ネl 伊藤一雄・隙野好之:わが国におけるカラマツ癌腫病菌について. 日林誌 39 (11) , pp. 452~455 

(1957). 

判一一一一一・陳野好之・小林享夫: Larch canker in J apan. 林試研報 155 ， pp. 23~47 (1963). 
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ス"とし，病原菌の形態を記載している。

翌 8 年 1 月発行，林業試験場報告に，同氏 (1919)2山は「すぎ苗ノ癌腫病二関スル研究」において次

のとおり本病のくわしい報告を行なった。

“一緒言三，四年以前ヨリ本邦各地ノすぎ首木ニ赤村病ト全然病徴ヲ異ニスル一種ノ病害発生シテ

其被害軽微ナラサルカ如グ各地ヨリ本病ノ被害標本ヲ送付シテ……当林業試験場宛照会シ来ルモノ頻々夕

日 市シテ本病害ヲ初テ認メタノレハ大正三年ニシテ当時…・・・胞子ノ形成ヲ見サノレ故ニ病原菌の種類及其ノ

性状ノ、全グ不明ナリキ 翌大正四年……東北地方ニ出張中岩手県盛岡市附近ニテ同種ノ被害すぎ苗ヲ見タ

ルモ前l病原胞子ヲ認ムルコト能ハサリキ 叉過般奈良岡山商小林区署ヨリ送付シ来ル同一病徴ヲ呈スル被

害苗木ヲ検セシニ少カラス赤枯病菌ノ寄生ヲ受ケ居ル外他種菌類ヲ認メサリシモ大正六年十月……関女彦

氏三重県亀山地方H ・ H・ョリ持参セラレタル被害標本ヲ検スノレニ全グ赤枯病菌ヲ認メスシテ前回得タル標本

ト同シグ特殊ノ徴候ヲ呈セルヲ以テ更ニ林業試験場内ニ発生セル被害苗木ニ就キ周到ナル注意ヲ以テ観察

シタリシニ意外ニモ本病害ハ赤枯病菌トハ全然異ナル「パルサJ (Valsa) 菌ノ寄生ニ原因セルコトヲ発

見セり 思フニ木病害ハ赤枯病原菌ノ如グ強烈ナル伝染力ノ、有セサルカ虫11シト雛モ本邦各地ヨリ本病害ニ

関スル照会アル事ヨリ考察セハ其ノ;蔓延セル区域ノ、甚大ナルカ如ク……"

‘二 すぎニ寄生スル病原菌ノ種類及「パルサ」ノ類似菌"には，従来スギに発見された菌類を紹介し

たのち， “……原摂祐氏ハ大正七年七月……すぎノ枝及枯死葉ニ寄生スル「パルサ」菌二種ニ就キテ其ノ

形態上ノ記載ヲナシ之カ新種トシテ前者を Valsa cryptomeriae トシ後者ヲ Valsa sugifolia ト命名サ

レタリ ままニ原氏カすぎノ枝ニ寄生スルト称セラルル Valsa cryptomeriae 菌ハ大正七年一月……同一学

名ヲ以テ発表シ置キタルモノニ酷似セル形態ヲ有スルカ如キモ果シテ同一物ナルヤ否ノ、尚明言シ能ノ、ス…

…"とし，なお広葉樹に寄生する Valsa 属菌類数種をあげている。

‘三癌腫病被害ト苗齢トノ関係及発病ノ個所本菌ノ:被害ノ、一般ニ苗齢ニハ関係無キカ如キモ普通三

年生以上ノ苗木ニハ比較的多キヲ見ル殊ニ植溜メタル老苗木等ニノ、其ノ被害大ナルカ如シ…… 何レモ枝

条及茎/表皮組織カ緑色ヲ呈セル時ニ発病スルモノニシテ「コルグ」化セル部分ニハ全グ発病セサルカ如l

シ……J

“四 病徴本病原菌カ若キ枝条及茎ノ一昔1Iニ寄生スルヤ其ノ部分ノ、黒褐色若ノ、赤褐色ニ変シ往々ニシ

テ小ナル亀裂ヲ生シ健全部ヨリ稀陥没スルニ至ル・…・・被害部ハ往々ニシテ轡曲シテ崎形ヲ呈シ横断面ハ国

字形ヲ呈シ僅ノ健全ナノレ部分ニ依リ……余命ヲ保ツモノアルモ被害昔1I以上ノ、枝葉漸次……鮮紅色ヲ呈シテ

枯死ス……病原菌ノ発育斯グノ如タ迅速ナラサル時ノ、被害f:m......細胞ノサ丙的分裂作用ヲ行ヒテ発病部ノ直

径ハ健全部ニ比シ著グ増大シテ紡錘形ヲナシ其ノ部分ノ休 11民芽ハ……著グ伸長シ一見天狗巣状ヲ構成ス

“五 接種試験" “……すぎノ枝条ヲ長サ二寸位ニ切断セルモノ"を“「ペトリシャーレ」内ニ容レ"て

“表皮部ニ傷震ヲ作リ此ノ部分ニ菌ヲ接種シ"た数回の試験結果“病菌塗抹ノモノ及傷虞接種ノモノハ何

レモ菌ノ発生ヲ見サリシモ古傷接種ノモノ" に陽性の結果が得られた。

“六病原菌ノ形態分類上ノ位置及学名" (略)，“七生理的性質" (略)。なお本論文に病徴(着色)お

よび病原菌をしめす図版 1 葉が付図となっている。

本論文の概要は「杉苗木の癌腫病に関する研究」と題して病虫害雑誌210) に，また「スギ苗木の新病害ょ

として大日本山林会報第 427 号(大 7) にも掲載されてし、る。
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新島菩直・宵部金吾 (1924)割引(大 13) は「室蘭附近並に噴火湾方面に於ける杉及び落葉松の被害調

査」に，スギ造林木 (9 年生)に“Valsa crypt刀meriae Kitajima および Sclerophoma sp." が認めら

れ，主なものは前者で通風射光の烈しい傾斜地または丘上に被害が多いとし，なおカラマツによる保護樹

帯を造成したところは被害がないと述ぺている。

北島 (1919)2仰の級文をみると， 多くの被害標本を調査，そのうちごく少数のものに Valsa 菌を見い

出してこれを病原菌とし，またその接種試験結果によると，この菌の病原性ははなはだ微弱なもののよう

で切り枝に傷演接穫を行なったものに僅少の発病が認められたに過ぎない。

昭和中期における調査研究によれば，北島のがんしゅ病に相当する病徴の被害にはおよそ 2 つの場合が

ある。赤枯病の胴枯型病斑(壊死斑)*1 によるものがその 1 つで， いま 1 つは茎iJ"紡錘状に奇形を呈しそ

の付近から不定芽が伸長している苗を詳細に観察すると，ほとんど例外なしに床替または除草の際与えら

れた傷漢あるし、は昆虫等の食害の跡が認められ，この場合でも Valsa 菌を認めることはきわめてまれで，

したがって Valsa 菌を本障害の病因とするわけにはいかない*九

北島 (1919)制〉も指摘しているとおり，大正 7 年 7 月発行，大日本山林会報に原 (1918)200) は「檎及

び杉に寄生する新病閣に就て」で，スギの枝に寄生するものとして Valsa cryptomeriae H叫ん n. sp. を，

またスギの葵に寄生するものとして防lsa sugifolia HARA, n. sp. を記載している。 北島 (1918)加9) が

命名した Valsa cryptomeriae KITAJIMA と原(1. C.)200】の 2 菌を比較すると，これらはきわめて近似で，

ただ子襲胞子の長さに若干の差があるにすぎない。それで，記載から判断する限り，これらは同一種と認

めてよいのではないかと考えられる。なお，北島の命名はわずか半年ながら原に先じているので，本菌の

学名としては Valsa crypωmeriae KlTA)lMA をとり ， Valsa cηρto押teriae HARA および Valsa sugifolia 

HARA はその異名として取り扱われるべきである。

なお，原 (1925)S6S) は 「増補訂正樹病学各論J (p. 120) で“Valsa cryptomeriae Hara ト命名セル

モ斯同名ノ菌ガ北島ニヨリ発表セラレタルヲ以テへ V. cry.ρtomeriaecola HARA と改名しておる。 氏

はこれを Valsa cryptomeria KITA )lMA とはあくまでも異なる菌と考えたのであろう。

モミの粟粒がんしゅ病

原 (1919)280) (大 8) r縦の粟粒癌腫病に就て」で“……大正七年春四月予は……裏木曾三階山に登り

たるが縦が幹枝を聞はず途中より折れ居ることを見其原因を調査したるに其折れ口は必ず膨大し且つ粗髄

にして癌腫状を呈せることを発見せり これ本邦に於て本病を発見せる鴨矢なるペし。"とし，“病徴"の

項の後半に“本病に獄i似して異る病害あり縦の癌腫病と云ひ多くは此病害は凍虫害に握りたる樹幹に発生

し癌腫を生じ……病部に椀状肉質飴色の子実体を生ずれども本病に於ては(子)実体は黒色粟粒体にして

群生するを以て異れりとす故に予は本病を呼ぶに粟粒癌腫病の名を命ぜんとす-…-J 次に“病原菌"

の項では“病原は一種の寄生薗の寄生に原因するものにして病原菌の学名を Cucurbitaria pithyophila 

(Schum. et Kunze) De Not. と称し・…一"とし，本菌の形態を述ぺさらに関係文献の要約を掲載している。

スギの黒点枝枯病(枝枯病)

北島 (1925)370】(大 14) の「すぎ樹枝枯病ニ就テ」には次のように述べられている。

まず“緒言" に， “大正十三年五月徳島県下ニ於ケルー…すぎ造林地被害ノ原因調査ヲ当場へ申請ア

判伊藤一雄:スギ造林木溝腐病の病因に就て.植物防疫 6 (5 , 6) , pp. 176~179 (1953). 

*2 針葉樹首の主要病害 (V). 向上， 5 (8) , pp. 293~295 (1951). 
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リ……之カ実地ニ就テ調査ヲ為シタルニ……すぎノ被害ノ、核Ifji.i学上全タ記載ナキ病害ナルノミナラス其/

被害面積モ稿広キニ 1'(1レカ如キヲ以テままニ本病害ニ l剥シテ実験シタル事項ニ就キ記述セント欲ス……。"

とあり， “木納容ノけI来及徴候"には“本病害ノ、予亦数年前ヨリ東京付近及其ノ他ノ地方ニ於ケルすぎ造

林地ニ於テ之レヲ散見シ其ノ際被害枝ヲ採集シテ検鏡シタルモ其/病原菌ノ結実体ニ就キテハ未タ決定ス

ルコト能ハサリキ 偶々大正十三年八月和歌山県ヨリ……原因査定ノ為当場宛送付シ来レルモノヲ観ルニ

徳島地方ノモノト全グ同一ナリシコトヨリ考察セハ本病被害ノ分布ノ、梢広キニ豆ルカ如タ推定サル……実

地調査シタル・目…・被脊iL林地中ユハ本病蘭ノ寄生ヲ受ケテ枯死セル枝条ヲ多数有スルモノアリテ……之カ

生育上ニ及ホス影響ハ決シテ齢キモノニアラサルカ如シ，被害ノ、地方すぎ及古里f系統すぎノ別ナグ之レヲ

認メ十七年前後ニ達セノL モ/被害最大ニシテ六年及三十年前後/すぎニモ之レヲ認メサルニアラサルモ其

ノ被害程度ハ透ニ特徴ナルモノトスへとあり，病徴および襟徴を“……一樹ニ於ケル被害枝ノ位置ノ、不

定ナルモ病菌ノ寄生ヲ受グル個所ハ枝条ノ表皮カ未タ緑色ヲ呈スル部分ニ限ラレ栓皮化セル部分ニノ、全タ

発生セサルカ如シ 被'j? 背11ハ始メ赤褐色ノ班点トシテ現LHシ此/着色音11 ノ周囲ニハ幣黄緑色部存在シ此/

部分ニ往々樹脂ヲ分泌スルコトアリ 而シテ被害部カ j斬次面積ヲ増大シ行タニ従ヒ其ノ古キ部分ヨリ灰褐

色ト変化シ此ノ Irll ニ無数ノ小ナル黒点、ノ粒状物/現 tl'， シ来ノL ヲ見ル 而シテ……被害部カ枝ヲ一周スルト

キノ、小ナル枝パ被害書店ヨリ上部ノ、枯死スルモ梢大ナル枝ノ、被害部カ其ノ長柄bJ 方向ニ発展スルニ従ヒ j斬次

衰弱シテi丞ニノ、枯死スルニ至ノt..-...... 0" 

“病原菌ノ形態"の項には“……東京付近及徳島，和歌山県下ノすぎ校条ノ被害部ニ現出スル多数ノ黒

色小体ノ、単ニl叫良ニシテ且隔膜ニ'高ムー尚一糸ヨリ成ルモノニシテ病原菌ノ 11包子形ニ就キテハ之ヲ明ニスルヲ

得サリキ 依テ大正十三年七月……徳島県下ニテ採集セルモノノ被害背11 ヲ殺菌蒸溜水ニテ洗i保シ且外皮ヲ

薄グ削リ取リ lt: ノ内部ヨリ組織ノ一片ヲ醤油寒天培養基ニ街"し、たところ約 1 か月後にある種の菌の柄子

殻および胞子が得られたので，その薗糸，分生子梗および胞子の形態を調べた。そして“病原菌分類上ノ

位置及学名波和名"については“前述セシカ如キ形態ヲ有スル本菌ニ就キ宮部博士ニ其ノ鑑定ヲ依頼スル

F共ニ著者モ亦之レガ調査ヲ行ヒタルニ……Phomopsis 属ニ該当スルコトヲ明ニシ得タルト同時ニ宮部博

士ヨリモ林学士亀井氏ト調査ノ結果右属ナリトノ回答ニ接シタルナリ 而シテ……0" Phomo，ρsis thujae 

DIEDICK および P. junfρerovora HAHN と比較の結果， これらとへ…・・予カままニ記述セルモノトカ全グ異

ノL モノナルヤ又ノ、|古]一ナノレモノナリヤハ……生理上ノ比較及相互接種/試験ノ結果ニ拠リテ決定ス可キモ

ノ十リト難モ是等ハ現主ニ於テハ実施シ難キコトナルノミナラス符音11博土ヨリモ亀井氏ト連名ノ下ニ新種

トシテ可ナリトノ書信ヲ受ケタルヲ以テすぎニ寄生スル右寄生繭ニ対シテ暫グ Phomopsis Crypto明eriae

Kitajima et Kamei, n. sp. トシテ取級ハムト欲ス 而シテ……~Jt ノ病徴ニ悶ミテ枝枯病ト呼ノ、ムト欲ス"

としている。

“接種試験"では，“……すぎノ枝条……ヲ殺菌蒸溜水ヲ入レタル……場ニ……挿入シー培養セル本菌/

菌糸ヲ小量寒天ト共ニ採リ枝条ノ表皮部ニ僅少ノ傷ヲ与へテ之ニ接種シ"た結果， “……すぎ枝条二十八

本ニ対スル接種試験中第二回及第三回ノ試験ノ結果ノ、完全ナル肯定的成績ヲ挙グルコト能ハサリシモ本菌

カすぎ枝条ニ寄生性ヲ有スルコトハ充分ニ訟メラレ…・ーすぎ枝枯病ノ病原菌トシテ竜モ疑ナキ所ナリト信

ス"と結んでいる。本論文にはなお“病原菌ノ生理的性質"および吋皮害樹ニ対スル所置"の 2項があ

り 2 図版を有する。

校枯病は Phomoρ'sis cryptomeriae に因るものとする北島(1. C.)370l の発表はその後永し、間信じられて
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来たのであるが，昭和中期にし、たりこれに異論が出された判。 すなわち，北島 (1. c.) が校枯病とした灼

微を註する病害はその後ほとんど、全国的に見い出されているのであるが， この疾病は Phomoρsis 菌によ

るものではない。患部には北島のいうように“……被害音11ニ現出スル多数/黒色小体，、単ニ厚膜ニシテ且

ツ附 11英ニ寓ム菌糸ヨリ成ルモノニシテ病原菌ノ胞子形ニ就キテハ之ヲ明ニスルヲ得ザ"るもので，時に微

細な胞子聖が形成されるが，これは普通発芽能力はなく，この|有体はある種の子襲!舗の精子務時代 (sper-

mogonial stage) ではあるまし、かと考えられるが，未だ明らかにされてし、なし、。

それではスギの枝に Phomoρsis cryptomeriae は存千[しなL、のかとし、うと，決してそうではなく確かに

ある。しかしこの商のがH京性はきわめて微弱で，枝が衰弱するか，傷つくかした場介に|浪って，校枯性疾

病をおこすもので，本I摘は北島が記載した「枝枯病」の病徴をもたらすことは全くなか。それで Phomo­

ρsis I革jによるものを枝枯病，北島が記載したものをその病徴から黒点枝枯病と呼んで区町11することが提唱

されたのであるが，さらに後年スギに多数の枝枯性疾病のあることが判明，各々を区別する必要が生じた

ので， l1fj者はフォモプシス枝枯病とよばれるようになった。

北島(1. C. )370) の「枝枯病」すなわち現在の黒点、枝枯病はスギの枝枯性病書のうち最も重要なもので，

全国的に分布して被害も多い。農林省林業試験場における長年の努力にもかかわらず，木病病原菌の胞子

塑は未だ発見されず，したがって本薗の所属は不明となっている。本病病原簡の胞子形成および伝染経路

等， 1坊除対策が樹立される上に必要な基礎的研究の完遂が強く望まれるゆえんはここにある。

なお Phomoρsis cryptomeriae KITA)lMA et KAMEI は，近年の研究によって Phomopsis occulta TRAVERSO 

と同一で，この完全時代は Dia戸orthe conorum (DESM.) NIESSL であることが明らかにされた*九

キリの腐らん(燭)病(立枯病)

明治 44 年発行，大日本山林会報，質疑応答欄「桐樹の病に就て」で， “……桐樹……樹幹に楕円形に

窪みを生じ此の部分は肥大生長を為さず樹皮乾きて其の部分の形ち窓く楕円形を為せるは…・・・古来より桐

に多く見る処の現象なり……此の原因及予防法の御説明を乞ふ" とし、う質問に対して本多静六 (1911)制

ほ“実地そ見ざるを以て確答し難きもそは度焼(カワヤケ)にあらざるか……"と答えているが，これは

どうもここで述ぺょうとする腐らん病らしい。

二|ヒ島 (1915)83) (大 4) は「桐樹病害調査報告ノ要旨」で次のように報じている。“被害区域及被害ノ概

況ー.被害区域 被害ノ、岩手青森両県下ニ豆リテ之ヲ認ムレトモ気仙郡，稗貰郡，二戸郡，東津軽郡及

下北郡ハ共/被害多ク就中下北郡田名部附近ハ其ノ被害最激甚ナリ 本病害ハ桐ノ幹枝条何レノ部分ヲ問

ノ、ス発生シ其ノ初期ニ於テノ、枝条ノ若キモノハ着色赤褐ニ変スルヲ以テ健全部川直ニ之ヲ区月IJスルヲ得レ

トモ枝条ノ老熟セル部分ニ発生スルトキハ着色ニテ健全部ト区別スルコト困難ナリ 然レトモ時日ヲ経過

スルニ随ヒ病部ハ外観著キ異形ヲ呈スルモノトス 三.病害実査地岩手県下稗貫郡花巻町付近宮野日

付二戸郡福岡町及金田一村青森県東津軽郡新城村下北郡大湊村及田名郡町。"

次に“三.被害ノ原因"では“被害ノ原因ハ Thyridium Sp. ニ属スル病原菌与ナノレカ如シ 而シテ本病

原菌カ果シテ本属ニ属スルヤ否ヤニ就キテハ更ニ精密ナル研究ヲ要スル所アルモ桐樹ニ寄生スル本病原菌

ニ関シテハ本邦ニ未タ其ノ記載ヲ見ス"とし，なお“四.駆除予防法"も述べている。

キ1 伊藤一雄:スギの「枝枯病」について.森林防疫ニュース 24， pp. 239~240 (1954). 

*2 小林享夫:スギの Phomopsis 校枯病菌ーその生活史と分類一.林試研報 107， pp. 1~25 (1958). 

判〔本多静六J :桐樹の病に就て.大日本山林会報 344， pp. 84~85 (1911). 
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ところで，)fß見武雄106) 107)108) は翌大正 5 年 (1916) ， 4 月， 7 月， 9 fJ とたてつづけに「桐樹の立中古

病」という病名のもと tこ，北島(1. C.)83) が報じたものと同ーの病害について報告を行なっている。氏

(1916)107) の「桐樹の立枯病に就て」には次のように記されている。

“一.緒言" “北海道に於ける桐樹の縮栽は近年漸く勃興し，……昨今各所に於て樹皮変色，腐燭，乾枯

し終に全樹立枯の状態に陥るー病害蔓延し，其損害の莫大なるものあるに由り，是れが研究を要すること

誠に切なり。桐樹立枯の原因に関しては実地栽稿者各自其所見を異にし，或者は本病を冬枯の現象即ち寒:

気に囚りて生ずる生理的傷害なりと称し，或者は対風面の枝より枯死するもの多きを以て単に風害に基く

と云ひ，叉……枯死の原因をーに煙害の一極即ちl噴出瓦斯の作用に帰するもの亦少なからざるが如し。是

等の事実は何れも皆本病害の発生に密使なる関係を有するは言を侠たざる所なれども，之を以て直に桐樹

枯死の絶対的真原因なりと断定するは未だ当れりと云ふべからず。我農科大学柄物病理学教室に於ては，

宮部教授が既に明治三十九年有珠郡紋箆付……某氏より送付し来りたる被害桐樹を検して， Valsa 属に隷

すべき一寄生前を発見し，爾後今日の如く病害の蔓延激甚なるに至る迄毎に樹皮上に同一菌の寄生を見ざ

る無きにより，桐樹の枯死は全く該菌の寄生に基づくものなるべしと{言ぜられつつありき。然も是迄実地ー

の研究を試み深く科学的観察を為したる者無かりしは，斯学の為め，将又目下焦眉の急を訴ふる問題の為一

め遺憾なき能はず，是予か今回研究に着手せし所以なれ…・・研究の一部は予期の結果に到達せず，従て

其の観'奈も未だ以て足れりとなす能はざる所なれども，ままに其研究の大要を記し，彼の桐樹枯死の真原因i

fζ関しては予の信ずる断案を下して以て同好の士に報じ……"とし，北海道における桐栽培の歴史にすこ

しふれてから “…・・然るに近年本病の蔓延により村民之が楠付を跨賭するの傾向あるは誠に寒心に堪へ

ざる所なりとす"と述べ，次にその病名については“予がままに報告せんと欲する病害に関しては，未だー~

定の声[1名を附したる者無く，地方により其俗名も亦一様ならず，或は之を目して腐欄病と称する者あれど

も，予は之れに立枯病なる新名称を与へんと欲す，之れ最も善く其病状を表示する名称たるを思惟するに

依る"としている。

“二.被害区域並に沿革n “……北海道に於ては明治三十九年紋笹村……採集に係るものあり， ……又

これより先き明治三十六年青森県より送付し来りたるものあるを以て見れば内地に於ける本病の発生も亦7

粉々合き時代に始まりし如し，予の調査並に各地の報告を綜合するに，本i草に於ける本病の被害最も劇烈

なりしは大E二，三両年にして爾後尚其跡を絶たず，愈々世人の注意を喚起せしものなれ予が本病害の、

研究に若手ーしたるは，大正三年七月にして，当時未だ本病の被害斯く大なるを知らず……同年十二月十二

ロ東京報知l新聞北海版に有珠郡伊達村には近時恐るべき桐病発生せし疑ありとの記事ありしを以て， f01地

村農会に棟木の送付を委嘱し・…・・多数被害枝の送与を受くるを得たり，而して予は鏡検の結果始めて該病，

も亦予の研究中のものと同一病なる事を明かにせり……。

“三.病状"J‘四.病原菌の形態"と詳細な記述を行なし、，“五.病原菌の分類学上の位置及び名称" -cｭ

はへ…・・従来桐樹上に発見記載せられたる Valsa 菌は皆無なるのみならず，前述の如く検索し来りて得fこ

る近縁種即ち同一亜属の各種に就て比較するに，本菌の如き特徴ある寄生菌に一致するものあらざるによ

り，遂に本菌を新種と断定し…… Valsa Paulowniae Miyabe et Hemmi と命名せり……J' とし，なお英

文の記載交をのせている。

“六.病原菌の培養試験ぺ“七.病原菌に対する単寧酸の影響"とつづき，“八.病原菌の寄生性"では

“ Valsa Paulowniae j窒の純粋培養を・…・・桐樹苗木じ接種…一反覆試験すと離も…・・・其結果は不幸にして尽
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く陰性lこ終りたり。……故に本菌の寄

今生性に就ては尚今後の実験を侯たんと

欲す'と述ペ，さらに“……本病害の

誘因に関しては地方により叉年により

て一様ならざるぺく，……然れども余

の所見に拠れば少くとも札幌地方に於

。る病害は多く冬期間の寒気に誘発せ

らるるものの如し，何となれば本病は

多く樹檎端に初まり，病勢漸次下方に

i向って増大し，特に幼樹に於て主主然る

を認め，且つ被害樹は樹皮平滑にし

て，病菌の侵入を誘発すべき何らの創

f傷をも有せざるもの多きを以てなり"

とし、ってし、る。

逸見 (1916)は上107) の概要を「桐樹

の立枯病(新病害)j10S) として報じ

さらに同年， rOn the die-back 

.disease of Paulownia tomentosa caus司

.ed by a new species of ValSaj109) と

題する英文報告も公表した。

同年 11 月，北島 (1916)123) は「桐

樹ノ腐煽病ニ関スル研究」で本病につ

いて次のように述ぺている。 “一緒

言 …-・・大正四年四月'í'1森県下北郡田

第 29 図逸見武雄 (1916).
rOn the die-back disease of Paulownia tomentosa 

caused by a new species of 干匂lsaj (キリの腐らん

病立枯病 )のタイトル・ページ

名部町立花……氏桐樹ノ病害標本ヲ携へテ当林業試験場ニ来リ其ノ被害/大要ヲ説キ且病名並ニ病原菌及

駆除予防法ヲ質サレタルヲ以テ之カ実地調査ヲ行フ前提トシテ先ツ本病被害ノ区域被害概況ノ調査及被害

標本採集方ヲ同年五月岩手青森両県庁ニ依頼シ其ノ被害標本ニ就テ検鏡セシニ全ク前回立花氏ノ持参セラ

レタルモノト同一ナルコトヲ認メ其ノ被害ノ、東北地方ニハ広グ蔓延セルコトヲ知ノレヲ得タリ 依テ同年八

月岩手青森両県下ニ出張シテ親シグ被害地ノ実況及区域並ニ被害原因/実地調査ヲ行ヒタノL ニ各地共ニ何

レモ被害甚シキモ就中青森県下北郡田名部付近ハ最モ激甚ニシテ旧来桐樹/美材ヲ産出セルヲ以テ有名ナ

リシ同地モ方今全グ該樹ノ栽培ヲ中止スノレノ悲境ニ遭遇スルノ己ムナキニ至レノレモノアルヲ見タリ 元来

本病害ハ晩近ニ其ノ発生ヲ見タルモノニテハアラスシテ十四，五年前ヨリ巳ニ東北ノ各地方ニテ発生セル

モノニテ近年ニ至リテ特ニ其ノ:被害愈激甚ヲ極メツツアルモノノ如シ 即チ岩手県稗貫郡地方ニテハ日焼

病ト称シ同県二戸郡ニテハ天夫羅病ト呼ヒ青森県東津軽地方ニテノ、霜焼病ト称シテ其ノ名称、区々トシテ一

定セサルモ何レモ其ノ原因ノ、寄生商ニアラスシテ天候季節ノ関係ニ因ル生理的ノ病害トシ…

‘二被害地ノ概況"では，氏自ら調査した岩手県稗貫郡花巻町附近，同県二戸郡福岡町および金田一

村，青森県東津軽郡新城村，同県下北部大湊村および田名部町付近の状況を述べ，なお“田名部付近ニテ
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ハ・…・・十四，五年記J迄ノ、下北m;中有数ナル伊tlfllt栽培地ニシテ其ノ大材且.良質ナ 1[..・..…所ナリシカ十数年前

頃ヨリ本病害ノ発生蔓延ト共ニ其ノ害ヲ被ラサルモノ殆ントナク現今ニ於テノ引柿t ノ;栽培ノ、全ク絶望スル

ノ己ムナキニ至リタルモノアリ……桐樹病害ノ駆除撲滅ニノ、数年来腐心スル所アリタレトモ病勢ノ蔓延ハ

遂ニ之ヲ防止スルコト能ハスシテ今日ノ惨状ヲ見ルニ至リタリト云フ……J 当時本病の被害が如何には

なはだしかったかがこれによってもうかがうことができる。氏はさらに話をついで“……以上ハ予ヵ大正

問年，東北地方被c;，;:t也ノ実食ヲ概述セノレモノニシテ其病原繭(但シ当時ノ、生F肉体ノ形成不充分ナリシ為似

ニ Thyridium sp. ト定メ吏ニ調査スルコトヲ要スルコトヲ附記セリ)病徴ノ概要……ハ同年十月……公

ニシテ置キタリ 然ノレニ本年……逸見農学士ノ公表サレタル「桐樹/立枯病ニ就テ」ト題スル論文ヲ一読

スルニ予ノ現ニ研究中ナル所謂腐欄がi ト全クドjーナルカ如シ……逸見氏ノ、予ノ:本研究ヲ結了スル以前ニ於

テ詳細ナル研究ヲ公ニセラレタルヲ以テ殆ト同一ナル研究ヲ再ヒ発表スルノ、蛇足ノ嫌ナキニシモアラサレ

トモ……斯業者ニ其ノ性状ヲ広グ知ラシムル上必スシモ要ナシトセサレハままニ重複ヲ顧ミス鰍告スルコト

トセリ"といってし、る。

‘三本邦内ニ於チ桐ニ発生スノL病原菌ノ種類" (略)，“四 病名"には“本病害ノ本邦名ニ!刻シテノ、…

…古来火焼病霜焼病叉ノ、天夫羅病ナル俗祢ヲ慣用シ来レルモノナレトモ{可レモ本病害ノ病徴ニ最適合セノレ

モノナシ 而シテ二本的徴ノ、著ク撃果樹ノ!潟欄耐ニ酷似セノL所アリタルヲ以テ余ノ、重量ニ之ニ祢l樹ノ j寓欄病ナ

ノレ邦名ヲ与エタリト雌モ……之ヲ公ニセサリキ 然ノレニ……逸見氏ノ、之ニ立枯病ナル本邦名ヲ l:j.1セラレタ

ルヲ以テ先名権/上ヨリ諭セハ立枯病ナル本邦名ニ従フヲ正当ナリトスルモ余ノ、Jt ノ病徴上ヨリシテ腐慣

がiナル名称ヲ与フルヲ適当卜信スルナリ"と，腐らん病という病名の nl来を述ペている。

“五病徴"の項では逸見 (1916)加〉の記述を引用したのち. “……以上ハ逸見氏ノ桐ノ腐欄病ニ関ス

ル州徴ノ記載ニシテ予ノ見ルi'JT卜大同小異ナリ 而シテ予カ……本州ô: ノ病徴ヲ記述スレハ左ノ如ル"と

して，自分の在日祭を記している。

“六 病原菌ノ分如上ノ位置及形態"では，まず病原菌の形態を述べてから“予ノ、本病菌検鏡ノ:初メニ

.... Thyridium sp. ト仮名シ l苅其ノ属名ヲ縫定スルニノ、精密ナル調査研究ヲ要スヘキ旨附記シ……共/

後多数ノ被害様、本ニ就キ吏ニ精密ニ検鏡セルニ……本菌ノ、疑モナグ「ノマノレサ」属ニ納ムヘキモノナルコト

ヲ権定セリト難モ尚之ヲ縦メム為大正五年三月西ケ原農事試験場技姉堀正太郎氏ニ之カ鑑定方ヲ依頼セシ

ニ同氏ヨリモ「パルサJ [\\j トシテ差支ナシトノ意見ヲ得タリ而シテ桐樹ニ寄生セル本菌ニ関シテノ、古来徴

スヘキ文献ヲ見サレハ予ノ、本病原菌ヲ車rr筒ト認メ堀技師ト協同シテ新学名ヲ与へムトセリ 然 1[.. ニ逸見農

学士ハ予ノ本研究着手当時ヨリ巳ニ一年前ニ研究ニ着手サレタル事実ヲ知リタレノ、本病原菌…・ニ関シテ

逸見氏ニ従フノ至当ナルヲ 1言ス…"としてし、る。

“七病原侵入ノ経路秋季九，十月ノ季節ニ構成サレタル子嚢胞子ハ……翌春……鍬葉若ノ、枝幹ノ傷

属部ニ達シ発芽シテ菌糸ヲ組織内ニ蔓延セシメままニ再ヒ本病害ヲ発生セシムルニ至ル…・・又桐樹/害虫

ナガゴマブカミキリ (Messona longipennis) ノ本病原菌ノ子座ヲ食セルヲ見タリ 即チ斯グノ如キ害虫

カ其/病原菌ヲ食セル口吻ヲ以テ他ノ健全ナル枝幹ヲ蝕害スルハ……之ニ因リテ病原菌ヲ伝播シ以テ病毒

ノ蔓延ヲ助長スルモ亦少カラサルモノアリト信スルナリ"と述ベ， “八駆除予防法"で結んでいる。

本病の研究は北海道大学の逸見と農商務省林業試験場の北島によって s ほとんど時を同じうして行なわ

れたのであるが，後年筆者に“大正 4 年山林公報に自分の短報が出たので逸見さんはあわてて，その発

表を急いだようだ。逸見さんの報告が公表されたので気勢をそがれた形になって誠に因ったものだった"
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と北島氏が当時の心境を語ったことを記憶している。本病の病名として植物病瑚ヤ・者は立枯病を，また林

業関係者は腐らん病を使用する期間がかなり続いたようであるが，しだいに腐らん病を用いる人々が多く

なり，近年では立枯病とよぶことはほとんどなくなった。

~i3和年代になって富隆治吾ら (1933)判拍は本病病原菌の生育と混度との関係を研究， これは比較的低

温を好むものであることを明らかにし， なおこの性質と本病発生との関係を論じた。 また， 永井行夫

(1936)判は本病は依然として東北地方におけるキリの主要病害であると報じた。

本病は今日でもウイルスによるてんぐ巣病とともにキリの二大病害の一つに数えられ，この被害は特に

関東以北においてはなはだしい。防除対策のーっとして.昭和初期に外科手術による治療法が研究されて

技術的にはある程度可能なことが実証されたが判制， 実際上は主として経済的な潟市で‘本法は広く採用さ

れるにはいたっていなし、。次には他の樹筒と混植する場合に本病の被害が一般に軽微なことから，近年ノ、

ンノキ類などとの混交林の造成が一部試みられたが，これとても混植樹種の選定，植栽法等技術的に検討

しなければならない問題が未だ残されている*九

サクラのがんしゅ病

逸見 (1916)110) (大 5) は rOn a new canker.disease of Prunus yedoensis, P. mume and 

other sp巴cies caused by Valsa japonica Miyabe et Hemmi sp. n.J と題する論文を発表してし、るが，

これは次の内幸子からなって V' る。“1. lntroductionぺ“2. Historical review of Valsa・diseases，" “ 3. 

Symptom of the diseaseぺ“4. Host plantsヘ“5. Distribution of the diseas巴 and extent of the 

damageぺ“6. Morphology of the causal fungusヘ“7. Cultural studies of the causal fungusピ"

“"8. Effects of tannic acid on the causal fungus",“9. Confirmation of the genetic relation 

between pycno・ and ascosporous stagesぺ“10. Drop-cultureヘ“11. Resistant power of the 

hyphae against solutions of corrosive sublimate, copper sulphate, and other chemicals",“12_ 

Systematic position and nomenclature of the causal fungusヘ“13. lnoculation experiments" , 

“ 14. Entrances and promoting agencies of the diseaseぺ“15. Relation between the present 

diseas巴 and gummosisぺ“16. Anatomical and histological studies of the diseased branch“, "17. 

Prevention and cure",“18. Gen巴ral summary二本論文において病原菌を新種と認めて Valsa japo-

nica MIYABE et HEMMI , sp. nov. と命名，寄主としてソメイヨシノ，オオヤマザクラ，ムシャザタラ，

ヤマザグラ，チシマザクラ，ウメ，モモをあげてし、る。この論文は{中ノマ立派な )Jj乍である。

翌年同氏 (1917)157) (大 6) は「ノミルサ・ヂアポニカの寄生に因る桜属樹の新病害」で上の論文のあら

ましを述べているので，次にはこれから要点を記す。

‘ー.緒言桜属樹が「パルサ」属寄生菌一新種のために枝幹を侵害せらるるは北海道に於て各所に発

見せられ，損害程度の莫大なることは桜樹病害中第一位に置くぺきものと為す。……大正二年宮部博士は

*1 富樫浩吾・内村家苗: A contribution to the knowledge of parasitism of Valsa Paulowniae, 

in relation to temperature. 日本植物学輯報 6 (3) , pp. 477~487 (1933). 

判一一一一・一一一一:桐樹の立枯病と温度との関係.農業及園芸 8 (5) , pp. 1145~1154 (1933). 

判永井行夫:東北地方に於ける柄樹の主なる病害.林試黍報 41， pp. 29~36 (1936). 

制北島君三・永井行夫:桐樹病害防除試験(第 2 報).服部報公会研報 10， pp. 353~355 (1943). 

判永井行夫:林野病害の防除.林業技術 147， pp. 17~21 (1954). 

判伊藤一雄:図説樹病新議.東京， pp. 327~328 (1962). 
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決科大学情物圏内に於て染井吉野桜の甚だしく枯損せるを発見し其原因正に「パノレサ」菌の寄生にありと

信じ，更に本菌が広く札幌附近に蔓延しつつありと思惟せられたり。次で予の該病に就て注意を喚起せし

は翌三年一月にして……博士の慾患に因り終に科学的調査に着手することに決し，爾来之れが研究を継続

レ…・>>と本研究着手の発端を述べ，次に“二.本病の名称"では， “本病の和名に就ては是迄ーの地方

的俗称をも聞きしこと無し，従て世上未だ重視せられず又一定の名称をも付せられず……当時仮りに本病

病原菌に対して桜樹癌腫病菌の名称を附したり，然れども該名は Canker-Disease の直訳にして之を広義

に解釈せんか国より本病害の如きに使用し得ると難，本病害は普通の癌腫と梢々其油を異にするが故に自

然世の誤解を招くの恐れあるを知る，故に予は「パルサ・ヂアポニカ」の寄生に因する桜樹の類癌病と改

称するを可なりと思惟する。……"としているが，氏の配慮にもかかわらず類がん病という病名はほとん

ど使用されず，がんしゅ病が通りのよい病名になっている。もっともこれは胴枯病という名にふさわしい

疾病であるが，逸見も“本邦に於ては此種病害を指して胴枯病と称する者あり然れども既に桃の胴枯病と

称せらるるものありて其病原菌 (Leucostoma �ersonii (NITSCH_) TOGASHIJ は全然相異なるが故に彼是

混同せん事を恐れ之を採らす"といっているように， JJI司枯病という病名をとるわけにはいかなかったので

ある。

“三.被害樹種並に被害区域 本病室(害)は独り染井吉野桜に発生するのみならず亦他の桜紛等に発見

す。同一病菌は広く桜属樹木に寄生し得るものの如し，其既に蒐集せられたる樹種は主山監(ー名堕重山

桜)， 武者桜，山桜，八重桜楊貴姫，千島桜の外梅，桃等なり，而して大山桜，梅並に桃に寄生せるもの

は培養上の性質を比較し接種試験を実行して染井吉野桜のそれと同一菌なるを証明するを得たり……絃に

留意すぺきは北海道に普ねく繁生せる土産の蝦夷山桜なり，該樹が本病に侵さるるは固より諭を{失たざる

所なれども其被害の程度移入種たる染井吉野桜等に比して甚だ軽微なる一事は異とすべし。是に由て之を

観るに本病害の発見が今より二三年前のことに係れども古来本道に存在し被害軽微のため人の注意を惹く

に至らず，近年移入種たる染井吉野桜漸く生長して最も病菌に感染し易き樹齢に到達するや忽ち之を侵襲

し以て今日の惨害を呈せしものならん平"。

“四.病徴"では“凹陥型病状>> <<帯状欠陥型病状"および“癌腫様病状"について詳細な記述を行な

っている。“五.病原菌の形態"の項では“菌糸ぺ“子座"，“子襲穀ヘ“粉子殺並に粉胞子>>“子嚢殻"，

“子嚢及び子嚢胞子"のおのおのについて記載し“六.病原菌の分類学上の位置並に名称"において“本

菌の形態及び性質上述の如くなるを以て Valsa 属に隷入すべきたるや諭なし……。 文献に徴するに桜属

樹木上に死物若くは活物寄生菌として記載せられたる Valsa 菌は既に十五種以上あり……多くは本蘭と

…・・所属亜属を異にし，然らざるものと難重要なる性質に於て相異なる……。……本菌と亜属を同しくし

て広く各種の樹木に分布する Valsa ambiens Fr.菌……"と比較の結果，“……本菌と全く異なる事を確

信せり，斯の如く予は未だ本菌と一致するものを発見せざるにより遂に之を新種と断定し，宮部博士に言旬

。て Valsa japonica Miyabe et Hemmi と命名せり J

“七.染井吉野桜病枝の解剖組織学的考薮ぺ“八.病原菌侵入の経路 大正三年四月より翌四年夏季に

豆りて野外並に室内に於て予は反覆接種試験を行ひ・H・ o 試験の過半は…ー陰性に終りたりと量産，特殊条

件下に本菌が能く生樹を侵襲して枯死せしむること説明し…・・。……本菌は健全なる樹皮を侵蝕する力を

欠き多くの場合創傷寄生菌として伝染するものと為す…--J' そして“九.予防駆除法m で終わってい

る。
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逸見 (1920226)~1921289)) (大 9~10) はさらに「パノレサ・ヂアポニカ菌の寄生に基因する桜樹及び梅

樹の病害に就きて」でも本病を述べている。

昭和年代にいたり本菌と Leucostoma personii (NITSCH.) TOGASHI との比較において形態，生理および

病遊学的研究が行なわれ，すぐれた成果判材料判制が得られたが， これらについては続報において詳述す

るはずである。

本病はてんぐ巣病とともに，少なくとも北日本においては，名所のサグラの衰弱枯死の大きな原因とな

り，これを荒廃させていることはよく知られている事実である。

ポプラのキトスポラ胴枯病(腐らん病，組度病，がんしゅ病)

富樫 (1924)332) (大 12) は rValsa 菌三種に於けるこ三培養上の比較」で“…・・白楊類に寄生する

Cytospora chrysosperma (Pers.) Fr. ……白楊類の Cytospora の存在に就ては未だ吾が国に於て報ぜ

られたるものなきも本菌は広く欧米各国に分布し癌腫病を引き起し大害を与へつつあるものなり。……吾

が北海道にありても殆んど総ての白楊属に寄生して大なる被害を与へつつある事は巳に当教室に於て認め

居る事実なり。……多くの菌学者は此の菌の子嚢時代は Valsa sordida Nits. なる事を認め居るも吾が国

に於ては未だ其の子嚢時代の発見されたるを聞かざるを以て余は暫く不完全時代なる Cytospora の学名

を使用せんとす。-…・・C. chr)'Sosperma は台楊の牧に......純粋培養をなして而して形成せる柄子穀より

噴出せる胞子角をとり……殺菌蒸溜水に洛かし一白金耳づっ培養基に移"して各種培養基で培養した結果

を述ぺ， “ Cytospora chrysosperma は…・・何れの培養基にありても-…・・菌糸の発育並びに子座の形成頗

る良好なり。 ~Il ち糖類を同化利用する力の大なる事を知る"と結んでいる。同氏は翌大正13年 (1924)8附

rFungi collected in the islands of Rishiri and Rebun, HokkaidoJ で Populus nigra var. italica 

(セイヨウハコヤナギ)の枝で本菌を採集したことを報じている。

昭和初期に本病についてややくわしい報告が亀井専次 (1928)*6 (昭 3) によって出されたが， 本格的

な調査は昭和中期に改良種ポプラが導入されてから行なわれ，今日やはり北日本におけるポプラ類の重要

な胴枯性病害のーに数えられている抑制判。なお，本菌の子嚢時代 Valsa はわが国においては未だ見出さ

*1 富樫浩苔: tJ~樹の水素イオン濃度と二種の Valsa 菌の発育に就て.農業及園芸 3 (8) , pp. 893~ 

902 (192&). 

純一一一一一: Morphological studies of Leucosfoma Leucosfoma and Valsa Japonica, the causal 

fungi of canker or die-back disease of peach trees. Saito Ho-on Kai Monographs 2, pp. 

1~50 (1930). 

判一一一一ー: Comparative studies on the physiology of Leucostoma leucostoma and Valsa ja.ρ0・

nica. Saito・Ho-on Kai Monographs 4, pp. 1~76 (1930). 

制一ー一一:二種の桃樹枝枯病菌の相遣に就て.病虫害雑 18 (3) , pp. 157~168; 18 (4) , pp. 221 

~227 (1931). 

制一一一一: Studies on the pathology of peach canker. 盛岡高農学術報 16， pp. 1~178 (1931). 

判亀井専次:白楊類の枝幹に寄生して之を枯死に至らしむるチトスポラ・グリソスペルマ菌と其被害

に就いて.北海道林業会報 306， pp. 1 ~7 (1928). 

制伊藤一雄:ポプラ類の主要病害ーV. ポプラ 5， pp. 10~13 (1959). 

判一一←一一: Parasitic diseases of poplars in Japan. 林野庁， pp. 22 (1959). 

制一一一一:植栽後に発生するポプラの胴枯性病害.ポプラ 11 ， pp. 2~4 (1961). 
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れてかない。本病を合めてポプラ wの病'存については後でくわしく述べるはずである。

炭高病に関する研究

クロトンノキの炭痘病

掘 (1913)8) (大 2) は“「グロトン」木は，其葉の色彩，形状に当主化が多く J1つ美麗であるので， J丘来

我手jlの温室にも栽培されて益々流行の i数がある。……此賞盟主楠物の……病警は至って釣ない係に思って居

た。処が大正三年……ノト笠原父島…・から……病葉を添へ，病原及び予防法を質問されたから，之を鏡検

すると同時に…一文献を制ぺて見たことろが寄生前から起る……病害のあることがや!った"とし，“病

徴"を述べ， 次に“病原"ではこの病原l舗を Collefofrichu1柑 sorauerianum (ALLESCHER) HORr (syn. 

Gloeosporium sorauerianum ALLESCHER) とし，その形態を記載，なお予防法にもふれてし、る。

マサキの炭痘病

i生見 (1918)208) (大 7) は rVorläufige Mitteilung �er eine neue Anthraknose von Evonymus 

japonicaJ で， “-…・本的は「マサキ」の葉に発生し大小不規則の病斑を形成す……純粋t若葉を以て数回

篠崎試験を施行し以て次の紡論を得たり。一.本菌は寄生性強烈にして 1容易に健業を侵襲し得。二.木前

は「マサキ」のみならず「ツルマサキ」をも侵襲し得。三.本菌はt妾隠試験によりて稀に粉々槌色せる無

線の病斑並に胞子層を形成すれども，多くは全葉を直ちに乾燥枯死せしめ胞子層の成熟なくして落下せし

む。天然に於ても斯くの如きもの多きは怨像し得る所にして其損害決して齢少にあらざるべし。"と記し，

11河原菌については外国におし、て，マサキの炭痘病菌として記載されている Gloeosporium frigidum SACC. , 

Gloeosporium evonymi BR. et CA V. および Colletotrichum griseum HEALD et 羽TOLF と比較して，これ

らと異なるので新種とみとめ， Gloeosρorium evonymicola HEMMl , n. sp. と命名された。

クリの葉炭痘病

逸見 (1919)醐) (大 8) は「純物がi千年雑記(三)J で“東%の炭痘病"について次のように記している。

“大正五年十一月一…予は静岡県農会故鶴岡章逸君より左の書信と共に栗東:病'存標本数葉の送付を受けた

り。……予は…...直ちに病原蘭の研究を試み……。……該病病原菌は圧に Glo巴osporium 属に隷属すべき

ものなれども，普通の炭痘病 l有矧とは胞子の形状著しく相違し，大部分のものは勝脱形を呈せり。斯の如l

き形状は Gloeosporium Castanicolum Ell. et Ev. の記載に大体-l;íi似すれども・・・・容易に I"Jー歯なりと

断定し難くー…・ヘ その後多数の様本によって検査の結果，これを Gloeos戸orium castanicolU1但 ELL. et 

Ev. と同定した。そして分生胞子の形状に変異があることをl氾して“……胞子は大抵其幅殆ど一様なれど

も両端に向て稿々細まるものあり，従って短形にして真直なる胞子は往々長紡錘形をなす。但し斯の虫~I き

は極めて符3なり J' とある。

ウルシ・ヌルデの炭痘病

福井武治 (1918)198) (大 7) は「本h;産有用植物の新病害に就て(二)J の“i奈樹 (Rhus vernicifera 

DC.) の炭痘病"で次のように述べてし、る。“余は大正三年五月以来静岡県立農学校……|付に栽倍せる五

本のi奈樹が悉く一種の病害に侵さるるを認め， 屡実験を重ねて該病害は Coll巴totrichum rhoinuÌIl, F. 

Tassi，なる病原菌の寄生に原因するものなるを明かにせり。左に其の調資の概要を記述すベし。"とし，

“病徴"の項では“級相葉柄及び花梗'ぺ“葉片"および“花奮"の各々にっし、て実にくわしく記述してい

る。“病原"につし、ては， その形態を記載してから，“本菌は伊太利にて発見せられたる Colletotrichum
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rhoinum Tassi と多少民ーなれる点あるも重要なる点に於て相一致せるより此椅名を充・当する事となした

り。"としてし、る。

逸見 (1921)290) (大 10) は「ぬるでの炭痘病に就きて(予報)j という一文を発表したが，つづいて同

氏 (1921)291) (大 10) は「漆属植物の二炭痘病に就きて」で， ヌルデとウルシの炭痘病につし、て詳細に

報じている。“第一蹴 「ぬるで」の炭痘病"では“一，病状ぺ “二，寄主髄物上に発育せし病原閣の形

態ぺ“三，病原菌のt命誌基上に於ける発育状態“匹1，病原菌分生胞子の懸i向培養"と述ペ，次に“第二

章 漆樹の炭痘病"では病徴，病原菌の培養および菌の形態等を福井 (1918)198) 菌と比較しつつ簡略に記

し，“第三章接種試験"においては，“ぬるで菌'二“草果薗"によって，ヌルデおよびウルシ苗に接種し

た結果，“……右の諸試験に拠り予は「ぬるで」炭痘病菌はi奈樹を侵す性質を具有せざれども rぬるでよ

に対しては強烈なるがi原性あるを証し得たりと信ず。然れども逸見漆菌並に奉果炭痘病菌の「ぬるで」及

びi奈に対する病原性に就きでは既往の試験が僅少に過きoざるを以て未だ軽々に論断する能はず。"“第四章

病原菌の奉果に対する病原性ぺ“第五章 病原菌分生胞子の生活力に関する一試験ヘ“第六章 病原菌の

発育に及ぼす酒石酸の影響"とつづき，“第七章 漆属植物上に発見せられたる炭疫病菌類の種類と「ぬる

でj， ì奈両炭疫病閣の所属"では“-…福井氏はi奈の炭痘病に関する研究を発表し，共病原菌に Colletotri­

chum rhoi・num F. Tassi を充当されたり。 ......1奈炭痘病菌の学名は福井氏の所説に従ひ置くを 11頃当と信

ずる。……「ぬるで」炭痘病病原菌は Colletotrichum rhoinum F. Tassi 並に Myxosporium Rhois (B. 

et C.) Sacc. の記載に最も近似の性質を有すれども-…・。然るに予は「ぬるで」炭痘病菌はi奈炭痘病菌

と形態に於て甚しく類似するに係はらず接種試験の結巣全然別種なりと確信するに歪れるを以て， rぬる

で」炭症病々原菌の学名は尚今後の研究に{突たざれば決定する能はずe ……「ぬるで」炭痘病的は予輩の

予想するま日く「ぬるで」にのみ寄生する種類とせば或は新種と断定せざる可らざるに至る可しJ' と結ん

でいる。なお本論文には，病f数および病原菌をしめす図版 1 がついている。

くだって昭和 25~26 年ごろから一時ウルシの栽培が非常に盛んになり，各地で本病のはなはだしい被

害が現われ，特に幼苗がはげしく侵された。このような状態のもとで本病に関する研究がとりあげられ，

ウルシに炭痘病を起す菌類は少なくとも 3 種あることが明らかにされた。そのーは A今xosporium rhois 

(B. et C.)SACC. でこれは最も普通に見い出されるもので，その二は Colletotrichum rhoi側m F. TASSI , 

そしてその三は種名未定の Colletotrichum sp. である。人工接種試験により A今xosρorium rhois およ

び Colletotrichum 尚oinum はともにウルシに対して陽性の結果が得られた。 また Myxos戸orium rhois: 

による人工接種試験では少数ながらヌルデに対する病原性が確認された制。

ヒイラギナンテンの炭痘病およびシキミの炭痘病

逸見 (1920)268) (大 9) の rKurze Mitteilung �er drei F韮lle von Anthraknos巴 auf Pf1anzenj 

と題する論文のうち， “I. Blattf1巴ckkrankheit von Mahonia japonica (Thunb.) DC." にはヒイラギ

ナンテンの炭痘病について次のように記している。“本病は葉に比較的大なる斑点を形成するものにして

東京附近に於て普通に発生を見るものの如し。病斑は通常楕円形なれども，不規則なる形状を呈する場合

稀ならず。最初灰褐なれども，後には葉の上面に於て灰色に変じ……。"なお本病々原菌を新種とみとめ，

Gloeosporium (Colletotrichum) japonicum HEMMI , sp. n. と命名してし、る。

“ m. Blattf1eckkrankheit von Illicium anisatum L." ではシキミの炭痘病を次のように記している。

*1 伊藤一雄・小林享夫:ウルシの炭痘病菌について. 日林誌 41 (10) , pp. 406~411 (1959). 
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州大正七年四月・.....原摂祐氏が岐阜県川上村に於て発見し，標本を予に送致したる病害にして葉並に小枝

に発生す。葉には普通大形にして，円形なる病斑を形成し・H ・ o 病斑の内部は灰褐色にして，周縁は褐色

なり。……病斑は叉棄の縁部に生ずる場合稀ならず，斯の如きは概して半円形を呈すJ

この病原菌を新種とし， Gloeosρorium illicii HEMMI , Sp. n. と命名した。

コリヤナギの炭痘病

福士 (1921)285) (大 10) は íA willow-'canker disease caused by Physalos，ρora Miyめeana and its 

conidial form GloeosρoriumJ'で，“Symptom of the disease", .‘Cause of the diseaseぺ“Morphology
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第 30 図福士貞吉 (1921).

� A wi1low-canker disease caus巴d by Physalos，ρoramかabeana

and its conidial form GloeosρoriumJ (コリヤナギの炭痘病)

のタイトル・ページ

salospora菌及 Gloeosporium

菌に依りて生ずるものにして

予は培養試験に依りてーが他

の分生胞子時代なることを確

めたり f

“Physalospora 菌にして

Glo巴osporium 菌をその分生

胞子時代とすと報告せられし

もの数種あれども，培養試験

に依りてその関係を明かにせ

られしは唯一種あるにすぎ

ず。……予は此 Physalospora

菌を新種と認め….，."， Phy-

salospora miyabeana sp. nov. 

と命名した。

同年原 (1921)2舶は「静岡

県病菌管見(十三)J で Gui-
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gnardia salicina HARA の説明において， “…...福士貞吉氏は iPhysalospora Miyabeana 及其分生胞子

Gloeosporium に依りて生ずる杷柳の炭痘病に就きて」なる論文を発表せり……今右報告により問菌を予

か商と比較す……れば形状大さ全く吻合す・・・・尚一つ分類上見落すべからざることは子嚢問に介在する糸

状体なり 予は予が標本に於て見出し得ざりしと尚子嚢殻を押し潰して見るときは Mycosphaerellaceae

に特有なる子襲が菊花状に出づるを以て同科に移 l Guignardia 属に属せしめたり， Physalospora 属と

Guignardia 属との差は子嚢殻と子褒殺の形態及糸状体の有無によれり……最も著しき差は糸状体の存否

なり， fln ち Physalospora 属には存在し， Guignardia 属には存在せざるにあり 然るに Physalospora

の糸状体は学者時々見裕す事多し……文糸状体の有無により科或は属を区別するが如きは面白からず，是

等は何れ大家が輩出して自然分類式を樹立し以て混乱を極めたる菌類を整珂せらるるも近き事なるべし，

予輩の如きものの云々すべき事にあらざるを以てままに先人の説に従ひ置かんのみ，以上論ずる点より推せ

ば予が菌を Guignardia に属せしめたりと雌も大なる桜謬ならず， 特に子嚢の特質より云へば寧ろ Gui­

gnardia 属の方適当なり，然れども福士氏によって糸状体の発見ありたる以上予は前説を固持するものに

あらず，故に次の如く改名するものなり， Physalospora salicina Hara (Guignardia salicina Hara)" 

としてラテシ文の記i肢を行なっている。なお Guignardia salicina HARA は，原 (1918) (大7)202) が「洛

葉及枯枝に寄生する I肉類(ご)J でコリヤナギ生校上の菌として新に命名したものである。

福士 (1921)286) は氏の研究の概要を「杷柳の炭痘病に就て」として和文で報じているが，その中で“…

…杷柳の炭痘病菌は其学名を PhysalosporaMiyabeana Fukushi といひ~t分生胞子時代が Gloeosporiurn

である。私が此菌を新種と認めて此種名を間したのである。処が原摂祐氏は静岡県農会報……に静岡県病

菌管見なる論文を掲載して文中に於て，此菌が同氏の Guignardia salicina Hara と同一であると認め，

種名を Physalospora salicina (Fukushi) Hara とすべきであると主張せられた。 Guignardia salicina 

Hara の記載は病虫脊雑誌……に邦文で発表せられてある。杷柳の生枝に生ずると書し、てあるが分生胞子

の事は書いてゐない。本年九月私は原氏に標本の分譲を乞ふたが持合せられぬとの事であった。然し記載

を比ペるとよく一致するので恐らく同一菌であらうと思ふ。学究的の雑誌その他に掲載せられた新穐記載

はたとえ邦女で書かれてあらうと私は之を承認したい。然し地方の農会報やJ1!i俗雑誌へ載せたチ11交の記載

を承認するには鴎跨なき能はぬ。 原氏記'載i隙4の菌と草在私!，、の菌と同一であることを智私、が知知lつてゐたら或は s鈎a叫aliルiト-

cina なる種名を選んだかも知れぬ 然しそれは邦i語:沼再並に著者に対する立好子意上からの事てで‘あつて，是非さ

うせねばならぬとし、ふ:E:1Jl.虫 I山11 はなし、と忠

がそれは識者の社批t判に委せやう。"と Uい、つて U、る。

福土氏のこの意見は正論だと忠、われる。何も原氏一人に限ったことではないが，地方誌，通俗雑誌あるー

いは特殊な官庁刊行物の類にいとも安直に病原体の新種が記載されることは誠に困る。それでも，発行直:

後ならばその文献の入手はそう困難ではないが，長年月を経fこ後においては学術的な刊行物でない限り，

保存に周到さを欠くため散逸してしまって仲々さがし出すことができない。著者の不用意な発表が，後年~

これを閲覧する者に対していかに大きな労苦を与えるか，筆者はいやというほど経験している。

欧米諸国のヤナギ類に少なからぬ被害を与える“black ca叫cer" あるいは“willow blight" を起す病

原菌のうち重要なものは Physalosρora miyabeana FUKU5HI だとされてし、る*1*2。

*1 CONN四5 ， 1. L. , A. W. CALLUM , and J. E. BIER: Willow blight in British Columbia. Phytoｭ
path., 31, pp. 1056~1058 (1941). 
*2 BUTLER, E. J. , and S. G. JONE5: Plant pathology. London, pp. 890~893 (1949). 
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なお，原 (1921)287)も出掛1 しているように， fljl)糸の仔~千が属の重要な特徴になって Physalospora }扇あ

るし、は Guignardia J高と/;If J，馬が大きく分れるのはし、かにも不自然である。~}近は11tI)糸の有無，子嚢穀頚部

発達の良否にかかわらず，分生胞子l時代が炭痘病菌 (Gloeosporium， Colletotrichum) であるものはすべて

Glomerella 隔に，また Macroρhoma 属を不完全時代とするものを Guig仰rdia とする分類規準がとり入

れられたことから，福土(1. c.) が記殺した簡は転属されて Glomerella mかabeana (FUKUSHI) V. ARX*l 

と改められた。

キリの炭痘病およびとうそう病 o町長病)

:l}il¥ (1921)294) (大 10) は「東京郊外の例制に天狗巣病の発生」 と題するー交を公にしているが， これ

は今日し、う炭痘病を述べたもので，次のように l記されてし、る。

“本年五六の両月は例年になき雨天統にて病害の発生多く， 今迄嘗て|弘l 京地ブ'j ;j;~1i(iの桐の樹……に大持

ありしを聞かざりし天狗巣病 (Gloeosporium Kawakamii , Miyabe) を発生せることを関知せり。"“一

…被主桐は東京府尊島官11志村……数千坪に大正八年に栽h1iしたるものにして，総数一万本の内本春台切り

を行ひ新芽を発育せしめたるもの約一害1)は被寄最も多くして，五月中旬頃より発病せしものの如く。……

被害樹は……I貞芽，柏、頭の開展文は半開の築二三枚には赤褐色乃至j農褐色の小斑J試を散生し特に葉脈，葉

柄及梢の表面には最も多くして唐廊状を呈し-…..と病徴を記し，次に“……然るに関東に於ては病菌の

寄生を見るも九州、|に於けるが如く天狗巣病を起したることなく，桐捗jの栽11MはIWる安全なりき。一般に本

土に於ては本病は甚だ特徴にして大'芹なく，父ノト枝の叢生せざるを以て天狗巣約と称するよりも炭痘約と

称するの適当なるを党ゆ。斯く両地1mに皆しき病状の差あると脊に軽量ある所以は，察するに九州、|に於て

は桐の発茅早く，而して悔雨季迄Iff]断なく病繭の蕃殖する為め肢芽の発育を促し， Jl阪芽も亦発病するに

依り，小枝を叢生して天狗巣状を為すにあらざるなきか"。としており， I~r半は傾聴に価するが，後半は

川上(1902)*2 の考えを一歩も出ていなし、。 なお“本病の予防に六匁式~I，~千 l鹸Ìf長を撒布せしめたりしに，

病勢は大に阻止せられて新芽の展開を見るに至り，栽塙主は大に喜び賠れり J' と結んでいる。

辻 (1926)蜘) (大 15) í苗木ニヨリ伝播スル病害」中の“桐黒痘病及炭痘病"の項には次のように，i己さ

オPしている。

“右両病害ノ、ーツノ、桐ノ新芽ニ発生シ， f也ハ共ノ新技条ヲ侵シ，共ニ現今|具l東地方ノ桐樹ニ少ナカラザ

ル被官ヲ機シツツアリ。桐黒痘ffkj トハままニ初メテ使用スル病名ナリ。 )1; ノ病原 11Ij ノ形態ノ、葡萄黒痘病菌

[Elsino� a例pelina (DE BARY) SHEAR , syn. S.ρhaceloma ampelina DE BARyJ ニ酷似シ桐炭痘病菌ト相

違ス。桐黒痕病菌ト 10')炭痘病蘭ノ形態、的関係ノ、宛モ葡萄黒痘病菌ト同炭痘病 l拘 (1晩腐病菌) [Glomerella 

cingulata (STONEM.) SPAULD・ et v. SCHRENKJ ニ於ケルガ如シ。薗形態、ノ ~fi似叉ノ、相違ハ寄生性ノ類似又

ハ相違ナリ，更ニ病徴ニモ同様ノ関係ヲ現ハスニ至ルガ如シ。然レドモ桐黒痘(!'j ト炭痘病トノ異同ニ就テ

予/調査ハ未ダ不充分ニシテ断言シ得ノレノ域ニ達セズ。而シテ初メ黒痘病々f)W\現シ後炭痘病々斑ノ出現

ヲ伴フコト多キヲ以テ該ニハ両者ヲ同時ニ説述セ γ トスJ

“桐黒痘病ハ桐ノ搬芽ニ褐色ノノj、斑点ヲ生ジ，被害甚ダシキ場合ノ、撤芽ノ屈曲ノ、勿論ニシテ遂ニ之ヲ枯

死セシムルコトアリ。故ニ桐樹ヲ更新シ基本茎幹ヲ育成制セントスルニ当り少カラザル障害ヲ来スナリ。

*1 ARX , J. A. , VON : Die Arten der Gattung Colletotri・'chum CDA. Phytopath. Zeits.，却， p. 448 
(1958). 

判川上滝弥:桐樹天狗巣病(桐樹萎縮病)原論. pp.' 19+4 (1902). 
判台切りのことをいっているのであろう。



1I 本における樹病学発達の展望 (II) (伊藤) - 63 ー

本11;;) ノ、春期桐樹/新月三ヲ :+1 スヤ問モナタ発生シ，被害最モ猫板ナノレハ梅雨ノ時期lナリトス。Jt/分布ヲ謝

フ勺レニ i渇東ニアリチハ至ノL所本病ヲ見ザルノ、ナシ。桐炭痘病モ亦梅雨期ョリ被宵顕著トナルモ， J七ノ発生

ノ、前者ニ遅ル。鍬芳三ニ発生スノL コトナタ，伸長ヲ終リタル若キ:茎及葉柄ヲ侵芥ス。本蘭ノ、九州ニアリテハ

所謂桐ノ天狗巣1，;')ヲ起スモノナリ。右両病害ノ、一年生ノ茎枝上ニ病斑ヲ生ジ， Jt ノ癒痕ヲ永グ It.ムノレガ為

メ，コノ部ニテ病l拘/越年シ得 l t.- コトアラント見倣シ，ままニ挙ゲタルモ当事上/病以l ト i宥ノ越年ニ|対シテノ、

更ニ研究ノ余地アリトス。"

“病徴"では“黒痘li;Q"と“炭痘病"の両者について詳細な記述を行ない，“病原蘭学名"として

“ー， Gloeosporium Kawakamii Miyabe (炭痘病商Y

“二， Gloeosprium sp. (黒痘病菌)"

をあげ， “病原i箱"の形態をしめし，“伝播方法ぺ“分布"も述ぺてu 、る。

なお“附言"として， “右両病害ノ関係ニ就テハ未ダ調査不充分ニシテ吏ニ今後/研究ニ{失ツ処多シ。

然レドモ黒痘病I笥ガi反ニ全ク独立ノ種類ナリトセパ， 葡萄黒痘病ト共ニ Gloeosporium 属ヲ脱スルノ要

アリト信ズ。桐天狗巣病ト桐炭痘病トノ、其ノ病原全グ同一ト看{故サノレ。然レドモ其ノ病徴1頴ル相違ス。日11

チ関東地方ニテノ、決シテ天狗巣病ヲ起ササルナリ J と記している。

これまで Gloeosporium kawakamii MIY ABE はキリてんぐ巣病病原l笥とされてきたのであるが，本簡が

炭痘病を起こすことを明記したのは辻のこの報交がおそらく初めであろう。しかし氏もまた本蘭は炭痘病

原菌であるとともにてんぐ巣病の病原であるとしたが，てんぐ巣病のウイルス病原説はこのわずか数年後

に発表されている判。

氏がとうそう(黒痘)病菌とした Gloeosporium sp. は翌年原 (1927)*2 (昭 2) によって Sphaceloma

tsujii n. sp. と記載された。辻(1. c.) のとうそう病と炭痘病の発生時期および病徴の記述はきわめて

正確である。なおこれらの疾病に関してはのちに吉井甫 (1933)判によってcl-Hmな研究が行なわれた。

ツクバネガシの炭痘病

北島(1921)298) (大 10) の「つくばねがしノ炭痘病ニ就テ」 には“病徴及寄生l箱ノ形態ぺ “かし属ニ

発生スル「グロエヲスポリウム」菌ぺ“病原菌ノ純粋培養'および“病原胞子ノ懸i商培養"の諸項目につ

いて述ペられ，この病原菌については“……媛種試験ヲ行ヒ且ツ人工情義ニヨリテ其ノ生理的性質ノ異同

ヲ闇明セシムノレニアラサレペ確定スルコト能パス 故ニ厳正ナル意味ヨリ云ヘハつくばねがしノ本炭痘病

関カ病原菌ニシテ ~lツ新種ナルヤハ主主ニ明記スルノ域ニ達セスト難モ今仮リニ本商ヲつくばねがしノ炭痘

病トシ其ノ学名ヲ Gloeosporium sessifoliae Kitajima トシテ後日ノ研究ヲ待ツコトトスJ' と記してし、

る。なお本報交には病徴および病原菌をしめす図版 1 がついている。

炭痘病菌の形態および生理的研究

逸見 (1920)267) (大 9) は rBeitr誼g巴 zur Kenntnis der Morphologie und Physiologi巴 der japaniｭ

schen GloeoゆorienJ と題する浩潜な論女を発表しているが，この研究に用いた林木の炭痘病菌は次のと

おりである。

*1 吉井甫: Gloeosρorium kawakamii 菌の桐の天狗巣病原説に対する疑義.日植病報 2 (4) , p. 388 
(1931). 

柏原摂祐:実験樹木病害篇.東京， p. 117 (1927). 

判吉井甫: Gloeosporium kawakamii 菌に関する研究lV.本病菌によって起る桐の炭痘病に就て.
九大農学芸雑 5 (5) , pp. 524~545 (1933). 
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グスの炭症病菌(黒斑病菌) (Glomerella 'cinnamomi YOSHINO) [Glomerella cingulata (STONEM.) 

SPAUL. et v. SCHRENKJ*1, マサキの炭痘病菌 (Gloeos，ρorium evonymicolum HEMMI) , ヒイラギナンテ

シの炭痘病商(Gloeosporium (Colletotrichu附) japonicum HEMMI)，キリのてんぐ巣病菌判(Gloeosporium 

kawakamii MIYABE) 等である。

つづいて同氏 (1921)293) (大 9) は fNachträge zur Kenntnis der Gloeos，ρorienJ で， “1. Blattｭ

fleckkrankheit von Aucuba jaρonica Thumb." ではアオキの炭痘病の病徴を述ベてその病原菌を

Colletotrichum pollaccii MAGNAGHI と同定， "ll. Blattfleckkrankheit der Kastanienb舫me (Castaneσ 

ρubinervis Schneid.)" でも，グリの葉炭痘病の病徴を記してから，その病原菌を Gloeosporium castaniｭ

colum ELL. et Ev. としている。なお本論文でも多数の炭痘病菌について明義実験によって調ぺた生理

的性質を述ぺている。

紫紋羽病およびその防除に関する試験研究

大正年代における本病の試験研究はクワを中心にして活発に行なわれた。

三宅市郎 (1916)126) (大 5) は「桑ノ菌類ニ就テ」で本菌をあげ，その学名として Sψtobasidium momｭ

仰 (TANAKA) RACIB. を採用している。つづいて翌年原 摂祐と沢田兼吉によって本病に関するややくわ

しい報告が相ついで、公にされた。

すなわち，原 (1917)151) (大 6) は「桑の紫紋羽病」という論文で次のように述ぺてし、る。まず緒言の

昔日で“桑の紫紋羽病は本邦各地到る所に発生し，果樹読菜より山林樹木に及び其損害甚だし，特に桑樹は

其侵害を受くること甚しきを以て，通常桑の紫紋羽病と称、す，近来養蚕業の盛大に趣くに従て桑園の開墾

多し。然るに本病は是等新開地に発病多く其1直付後早きは二年又は数年の内に全桑闘を枯死せしむるの惨

状を呈すること屡々なり，故に各地の農事試験場にては之が予防駆除の試験に着手しつつありと雄も，未

だ当業者を益する迄の良法の発見なきは甚だ遺憾とするところなり，且つ叉木病は其病原菌に就きて確説

なく，或学者は Stypinella purpurea (Tul.) Schroet. 又は Helicobasidium purpur回 (TuL) Pat. を

用ひP史学者は Helicobasidium Mompa Tanaka を採用し其帰する所明ならざるものの如し，故に予は本

邦店長紋羽病菌は如何なる瑳1に相当するものなるやに就き少しく研究したる所を記述し・…・"とし，次に木

病に関する既往の文献につきその概要を紹介してし、る。

“前{抜本病は根に発生するものなれば地上部に異状を呈する迄は世人これを注意せず，其発生の当初

は春季tJl4梁せずして枯死することあれども，然らずして梢生育するものは梢条著しく衰弱の状を現はし葉

形ノトとなり，成長甚だ遅緩し一見健樹と識別するを得ぺし，病勢進むに従ひ;tt'1条の先端i若しくは細小なる

枝より生活力を失ひ，生長全く止みて遂に全株の柏死を起す。其期日一定せず，即ち株の新l日園地の土質

状態等によりて差異あり，故に発病後枯死に至る迄には二三箇月乃至一箇年を要す，全株を掘りて根部

を検すれば根は枯死して赤褐色を呈し中心の材部と表皮とは残りて中間の新生層のみ先づ腐朽するにより

表皮は恰も鞘をはめたるが如き状を呈す 叉腐朽甚だしからざる根の表面には紫褐色なる糸状物の如きも

のの纏絡するを見るベし，叉其株幹の地上露出昔日四五寸の所は白色若しくは褐色の綿状物を以て包囲せら

*1 伊藤一雄・林弘子:樹木炭痘病の研究ーVI.グスノキの炭痘病菌(黒斑病菌).林試研報 135， pp. 

1-13 (1962). 

キ2 今日いう炭痘病菌
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る，斯の如き場合には指を以て容易に之を剥離するを得るなり，其質柔靭にして厚く恰も紋羽或は羅紗の

如き状あり，然して其色紫褐色なるにより紫紋羽病の名あり，本病は一株発生すれば漸々接近せる株に伝

染し同一病害を続発して蔓延をなす，叉被害株を掘りて再三植継をなすと難も早晩皆発病被害を免がれざ

るものなり，然して叉病勢進みたる患部の外面に於て褐紫色を帯ペる無数の菌糸を網羅するを見るペし，

之れ即ち本病閣の菌糸の集合より成れる所謂菌核なり"と本病の病徴をあますところなく記している。

“病原菌"の項では，本菌の学名に関する諸学者の意見を概説してから形態的特徴をあげ，“……尚ほ一

種担子体菌糸等は差異少なけれども，胞子に少しく異る品種あり，即ち胞子は長卵形又は長き曲玉状をな

し頂端円く基部細まる，長径一五乃至二五幅六乃至八 μ 通常長さ一八幅七μ あり。……以上記述せる点よ

り本病菌を二型に区別する方適当なるペし，即ち胞子の大さ一二×七 μ のものを Helicobasidium Mompa 

Tanaka と云ひ一八×七 μ のものを Helicobasidium (Stypinella) Mompa Tanaka form. macrosporum 

Hara nov. form." 

“次に属名に就きて考究せざるべからず"として Helicobasidium ， Sty，ρinella， Seρtobasidium について

説明， “……然して Septobasidium と Helicobasidium 属との区別の点は重に担子嚢は初め球形をなし

後円柱形に発達すると菌糸より直傍担子襲を形成するとの差異にあるものの如し，然るに紫紋羽病にては

菌糸は直接分岐して前担子嚢を形成することなく，尤も担子嚢の基部少しく膨大して八 μ に達するものあ

りと雄も，之前担子褒にあらざるものの如し，之を以て Septobasidium Mompa (Tan.) Rac. と改名す

るに其理由なきものと信ず，叉 Helicobasidium purpurea (Tul.) Pat. と同一なるや否やの点に就ては

同菌の記載簡単にして判然せざれども小柄の二個とある点に於て恐らく異るものなるぺし"としている。

次に“誘因"と“駆除予防法"をも記してこの報文は終わっている。

同年，沢田 (1917)181) (大 6) は「台湾に於ける桑紫紋羽病並に将来に対する処置」で次のように述べ

ている。

“一緒言台湾に於ける養蚕業は……良好なる成績ありしを以て大正元年総督府は始めて台湾蚕業規

則及蚕業奨励規則を発布し之が奨励に尽惇せり。爾来日に月に其進歩をなし今日全島殆んど到る処に於て

飼育をなすに至れれ此時に当りてーの憂慮せざるべからざる一事突発せり即桑の大敵なる紫紋羽病の発

生是なり。之れが発見は大王六年二月の事にして大正元年輸入の苗に現はれ既に枯死せるもの多きに及ぴ

たり。精細なる検査の紡果明かに紫紋羽病なるを確め次で殖産局の命を受けて各地方に配布せる桑苗に就

て調査を行ひ，六箇所に其発生を認めたり。翻って内地に於ける桑紫紋羽病の状況を顧みるに，既に其被

害甚しくして桑栽橋上最も恐る可き病害なるを知れるは勿論，桑のみならず樹木，園芸，競菜作物等諸多の

植物をも侵すこと多く，当局に於ても之れを等閑に付す可からざるを認め，之れが防除に力めつつあり。

猶関東，東北，道府県農会は，聯合して農商務大臣に防除法指示の上申をなし益々之れが防除の急須なる

を述ぺつつあり。…

'二 台湾に於ける桑苗輸移入の歴史大要 大正元年蚕業奨励規則発布せらるると同時に…・・・魯桑，十

文字，広東種(荊桑)，沖縄種其他の苗を輸入して是等を配布栽植せしめたり……J

‘三 主要なる桑の輸入病害 ……余が輸移入首の到着当時其首に就て実際検出したる病害及確かに輸

入せられたる可きものの主なる病害を挙ぐれば桑紋羽病 (Helicobasidium Mompa)……等なれ是等の

内紫紋羽病は広東及内地より荊桑及魯桑に随伴して入り……f

“四 桑紫紋羽病治革概要"では本病の研究史を略述し，特に本病病原菌の学名に関する諸家の見解を
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しめし Helicobasidium mompa T ANAKA, Styρinella mompa (TANAKA) LINDAU, StYlうinella purpurea 

(TUL.) SCHROET. , Se.ρtobasidium mompa (TANAKA) RACIB. をあげ，なお本病の 11本における被害状況

の概要にもふれている。

“五病徴" (略); “六 病原蘭"では， 文献をあげ，形態の記載を行なし、紅l子柄および組子胞子を凶

示，本閣の学名として RACIBORSKl が Septobasidium 腐に移したのは誤りであり，また Styρinella mompa 

(TANAKA) LINDAU は Helicobasidium momρa TANAKA の異名として取扱うぺきであるとしている。

“六 寄主縞物" として列記しているもののうち，果樹類を除く樹木は次のとおりである。テリハボグ，

エノキ，ヒノキ，サワラ，スギ， ミツマタ，イ γ ドゴムノキ，カ'ズマル，イチョウ，グワ，カナメモチ，

アカマ、:J. ドロノキ，サクラ，アカカ'シ，グヌギ，コナラ，シャリンパイ，ハゼノキ，ウルシ，ニセアカ

シア，キツネヤナギ，ヤナギ，ニワトコ。

“八 伝播)J辻、 桑紫紋羽病I有-…・繁殖器官としては第ーに繭糸…・・第二は11包子……第三は菌核なり。

……本蘭は以上三繁殖様官が上記の如き繁殖法によりて蔓延するものにして定植地に於ては冬春季には主

に胞子を飛散せしめ夏秋の季には洪水等により商糸，菌核等の散布をなし蔓延を司るものなりノ

“九 台湾に於ける桑紫紋羽病の現況及将来に対する処置桑紫紋羽病は元来本島に存在せしを聞かず。

叉十数年間の調査に於て未だ其存在を認めたることなし。然るに大1E元年及同二年……に輸移入せられた

る桑首と共に本島に入り来れり。…今左に1t発生地及状況を記せば"として 6 か所をあげている。そして

“…・・今日に於ては其発生地僅かに数筒所に過ぎずして之が~ß.余処分をなすは容易の事に属す。故に猶其

所在に就き精細なる調査を行ひ以て此蔓延に先ち速かに共駆除を行ひ大患を未然に防がんこと切に希望に

堪へさるなり"と警告し，終に“-0 防除法"をあげている。

明治時代の研究はほとんど本病の病原菌のことに限られているとし、ってよいが，以 kの原(1. C.)l511 お

よび沢田(1. C. )181) の級文は病徴の記載においてまた本病の伝染蔓延に関する所見において， より病理

学的記述が行なわれていることは大きな進展と認めてよいであろう。

原 (1917)151) および沢田(1917)181) の報告が公にされてから 3 年後， 三宅 (1920)276) (大 9) は「紫

紋羽病菌ニ就テ」で本蔚に関する詳細な研究結果を報じたのであるが，その概要を次に摘記する。

“緒雪紫紋羽病菌ノ、単ニ桑ノミナラズ多クノ栽培楠物就中読菜類及び特用作物等逆ニ森林柄物ヲ犯シ

;!'l;分布ノ、我国各地到ノレ処ニアリト言フモ不可ナク之ガ為メニ受グル損害決シテ少カラズ 然ルニモ拘ラズ

其研究ニ至リテハ不充分ノ点少カラザノレハ遺憾トスル所ナリ 予ノ、近年之ニ就テ研究ノ結果少シグ得タル

所アリシニヨリ之ヲ報告シテ・

“従来ノ研究"では木簡に関する研究史のごく概要を述ペたのち“紫紋羽病菌ノ形態学的研究調査ニ至

リテハ従来其材料割合ニ之シカラザルモ生理学的方面ニ至リテハ其研究実ニ家々タリ……"といってい

る。

“桑樹紫紋羽病ノ病i~" では“第一根ニ於ケル病徴"“第二地上部ニ於ケル病徴ヘ“第三発病ヨ

リ枯死ニ至ル迄ノ期間"の各項にわたり実に精細な記述を行なってあますところがない。

“紫紋羽病菌ノ形態"については“発生経過ノ JI慎序"，“営養菌糸ぺ“生育菌糸又ハ単ニ菌糸ヘ“菌糸束ぺ

“菌核"“結実体ノ形態一扇平層，扇平上層，緯糸層i 結実下層及結実層，担子嚢，胞子，初生菌糸一"

の諸項について，本論文総ページ数の 1/2 に近い 51 ページにわたり，実に詳細綿密な記載を行ない，よ

くもこんなに書くことがあるものだとあきれるほどである。
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考へ・.....今日モ然カグ{吉ズ/~モノ十リ"

として Septobasidium mompa (T  ANAKA) 

しカし Helico-RACIB. を採用してし、る。

.basidium 属と Seρtobasidium 属の区別点として胞子柄下嚢 (probasidium) の {f~に主点を置く見解に

従えば，三宅の考えは妥当とほし、い難く，本商を Helicobasidium 属の 1 種とする人々がこの当時も，ま

た現今でも大多数を lおめでし・る。

“紫紋羽病的之生理"の書き出において“紫絞(紋)羽病繭/生用ニ就子ノ、従米研究サレタルモノナシ

ト言フモ敢テ不可ナシ……今絃ニ紫紋羽病菌ノ生現ト題スルモ首尾一貫セ，~系統知(的)ノモノナラザル

蓋シ此ノ l笥ノ虫u タ人工晴美基 kニ l斉楚困難ナルモノニアリテハJt体内物質変化ノ、店員ノレi塁!感トスノ~PJTナリ

ノ有様各種物質ニ対スルJ底抗力ノ如何等ノ如キ問題研究上頗Pレ不完全ナラサル守得ズ……"と述べている

“胞子ノ発芽"の項でように，本論文中これは設も電要な官11門であり . l:\:が最も苦心したところである。

コレニハ凹寓硝は“胞子ノ発芽ニ際シテ各種ノ物質ガ之ニ及ボス影響ヲ見シトテ種々ノ試験ヲ行ヒタリ

子ヲ用ヒ懸i向培養ノ方法ヲ用"いて多数の物質:こっし、て発芽試験を行なった。その結果を“……以上ノ発

芽試験ヲ綜合シテ之ヲ見ルニ紫紋;J~病菌ノ胞子ノ、茶i留水中叉ノ、上記各種物質ノ稀薄ナル溶液内ニテノ、容易

ニ発芽シEツ発芽管モ長グ延長スレドモ……。発芽管即チ初生菌糸ノ、各種/格養液内ニアリテモ決シテ太

コレノ行ノ、ルルノ、適当ナノレ寄主ノ体内ニシテ……"と，本菌は培養基に人工キ生育菌糸ニ進ムコトナシ

i音建不可能なものと見なしている。

“営養菌糸ノ寄主細胞ニ及ボス影響"の項では病態解剖j的所見を述べ，“菌糸ノ分泌スル酵素"および“酵

“車剛包膜ノ色"を主として顕微“細胞膜ノ性質"を顕微鏡的，化学的に検査.素以外ノ分泌物"を検し，
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化学的に調べた。

“t姿種試験"では胞子および胞子以外によって実施した。まず“第一，胞子ニヨル接種"では，“......予

ノ実検セノレ範囲内ニテハ……ーモ胞子ニヨリ繁殖セシト考へラルノレモノヲ認メズ 叉理論上ヨリ考へテモ

胞子ガ仮令…・・初生菌糸ヲ出シテ之ヲ長グ伸ノξシ得ルト離モコレニヨリテ深所ニアル幼根ニ遥スルハ容易

ノ;業ニアヲズ コレ等ヲ考へ合ノ、スレパ自然ニ於テハ胞子ニヨリテ伝播スルコト殆シド全グナシト見ルモ

大ナノL過ナ……"しとしている。次に“第二，胞子以外ニヨノl--f;妾種"では“H ・ H・菌糸，菌糸束乃至ノ、菌核

ニヨリテノ接種試験ノ、透ニ容易ニシテ必ズ接種シ得ラル 六七月頃ノ気温ニテハ二週間ヲ経過スレパ明カ

ニ接種部ニ菌糸ノ侵入ヲ認メ得ラル……"と述ぺ， “抵抗力試験"では“紫紋羽病菌ガ熱其ノ他各種/薬

剤ニ対スル抵抗力ヲ検シ"ている。

“共生ニ就テ" v土“紫紋羽病菌ガ下等藻類ト共生(叉ハ寄生)ニヨリ養分ヲ吸収スルコトニ就テハ従来ー

諸多ノ阪告アリタリ 今其中ノーニニ就テ記サンニ田中延次郎制ハ「結実体ノ髄部地上ニ横ハレル部ニ

無数ノ小ナル藻アリ……」ト記シテJi;図ヲ載セタルモ共生叉ノ、紫紋~~病菌ガ藻類ニ寄生スルヤ否ヤニ就テ

ハ何等言及スル所ナシ 出回新氏判ニヨレパ「本菌ハ桑樹ノ如キ高等植物ニ寄生スルノミナラズ叉下等ー

ノ水藻ニ設分ヲ取リ生活スルコト本多林学博士ノ研究ニヨリテ明トナレリ」トアリテ之ニ拠レパ水藻ト紫

紋羽病菌トノ関係ハ本多氏ノ研究ニヨリテ明卜ナレリト言フモ不幸其原著論文ヲ見ルノ機会ナキニヨリ如:

何ナル方法ニヨリテ関係ヲ闘明セラレシヤヲ知ルコト能ハズ……。藻類トノ共生(叉ノ、寄生作用)ニ就キ

テハ大ニ疑フベキモノニテ少グトモ予ノ検シタル所ニテハ斯ルコトナシト言ノ、ザルベカラズ"といってい

る。

次に“菌核ニ就テペ“結実体形成ノ速度ニ就テ"で‘本論文は終わってし、るが，なお美麗な着色 3 図を含

む 7 図版を付図としている。

三宅(1. C.)27引のこの論文は本病病原菌の生理的研究としては最初のものといってよく， その記述は

冗慢なほど精細をきわめている。本菌の人工培養が不可能であったこの時代においては，これ以上の成果ー

を望むことは無理であったにちがいない。

氏は本菌の人工培地での矯養を種々試みて失敗に終わったらしい。本閣の担子胞子の発芽はきわめて容:

易でなお細い初生繭糸まで、は比較的速やかに生育するが， これが太し、栄養i組糸 (veg巴tative hyphae) に

なるのは寄主の生体内であると氏は述ペているが，ずっと後年になって明らかにされるように，これには

特殊の経過をたどり長期間を要するもので，氏がこのように解釈したのは無別からぬことである。

ともあれ，三宅(1. C.)276】の研究は当時としては非常に高いレベルのもので，またその内容は微に入り'

細をうがっていたため，他の研究者に与えた心理的影響は大きく，三宅氏がこのようなくわしい研究をー

やってもなおかつできないのだから，この菌の人工培養は不可能なものだろう'と考えたとて，それをい

ちがいに責めるわけにはゆかない。

このような事情のためか，三宅(1. C.) 以後の二十数年間はいわば繁紋羽病研究の暗黒時代で，非常に

著名な疾病であるにもかかわらず本病の研究はほとんど全く休止状態をつづけた。そして本菌の人工培

養に成功したのは， ょうやく第二次世界大戦が酸鼻をきわめていた昭和初期も終末に近い昭和 19 年

*1 田中延次郎: A new species of hymenomyc巴tous fungus injurious to the mulberry tree. 東ー

大理科紀要 4， pp. 193~204 (1890). 

キ2 出回 新:日本植物病理学(下).東京， p. 591 (1911). 
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{1944)判制材料のことである。 これを一つの転機として， 大戦後再び各方面で活援な試験研究が行なわ

.れる昭和中期を迎えるのであるが，これについてはし、ずれくわしく述ペるであろう。

三浦道哉 (1917)171) (大 6) は本菌の寄主としてイチョウ， ニセアカシア，キツネヤナギ等を追加し，

同年南部 (1917)176】も「苗畑の病害に就いて」で-本病によるイチョウの被害例をあげ，なお同氏 (1919)247)

(大 8) は n奈樹属の病害に就て」におし、てウルシの本病を述べている。

辻 良介 (1926)396) (大 15) はその著「苗木ニヨリ伝播スル病害」に“果樹類ノ紫紋羽病"として本

病をくわしく述べているが， これはもっぱら女献によったもので氏自身の知見はほとんどないようであ

る。

本病の防除試験は主としてタワについて次に述ぺるように各地で行なわれた。

長野県立農事試験場，佐々木武吉 (1916)132) (大 5) í桑紫紋羽病予防試験に就て」からその要点をあ

げれば次のとおりである。“一，桑紋羽病と土質気候の関係 …-・白紋羽病と紫紋羽病とは自ら適生する

気候土質を異にす 即ち白紋羽病は雨量少き乾燥せる気候及排水良好の地に蕃殖宜しく雨量多く湿潤にし

て俳水不良なる地に乏し 而して紫紋羽病は白紋羽病に比し湿潤に耐ゆるの性強しと躍も其の特性上より

云ふ時は何れも排水良好土壌膨軟気水流通良きを好む……。"“二，桑紋羽病予防試験 ・…・・イ，首木処理

.試験 ……本試験の結果によれば紫紋羽病にありではフオリ(ル)マリン二百瓦三時間爆蒸 20%生石灰乳

一一時間浸漬砂糖ボルドウ液三十分浸漬は全く病首絶滅し生育良好を示せり……。"“ロ，被害跡地処理試

4験"では，石灰窒素，石灰，フォルマリン，ボルドー液等を試みた結果， “・…・・紋羽病発病跡地拡大し所

調荒廃桑園化せる時代に於て薬剤消毒は到底費用上に於て行ひ員lt"く，“其桑闘の一部乃至局所に発病せ

し時のみに応用すぺき問題にして大区域に応用すべき事ならざる知る。"としてかる。“白及紫紋羽病被害

株対応急法試験"では 20%灰汁，石灰窒素， 20%生石灰乳，フォルマリン，硫黄華等を用いた結果，“・・

…以上によれば紫紋羽病に対して従来唱導せらるる応急法の如きは施して特に効あるを認めず……"とし、

っている。“三，紋羽病対溝渠隔離の効果 白紫紋羽病共に一局部発病せば必ず一年内に周囲一株通り伝

ー播するを常とす 供試地は目下局部に三拾株発病中のケ所に於て未だ発病せざる一株通を残し深さ一尺入

寸巾ー尺五寸に溝を掘り土を内方に没ひ上げ隔離を試みし者は二年後に於げる今日……蔓延の徴な"く

‘…・極めて効果あるの方法たり……J “四，紋羽病桑園と水間交換 ……発病桑園幸ひ水を注ぎ得る地

ならんか……二年間水田に変換す可し 従来の経験によれば……二カ年間無肥料にて稲を作り得加ふる

に紋羽病菌の如きを絶滅すべし。"

高知県立農事試験場 (1916)124) (大 5) の「三極病害予防試験」は“……三回の立枯，紋羽，白絹等の

ー病官……"について行なったもので，病気の種類は判然としてし、ないが.肥料および石灰，硫黄菜，石灰

:窒素，フォルマリン等と被害との関係について試験している。

*1 吉井甫・伊藤一雄:甘藷紫紋羽病菌に就て(予報) 本菌の分離並にその寄主侵入方法についてー

農業及園芸 19 (1) , pp. 17~18 (1944). 

材伊藤一雄:紫紋羽病に関する研究 m. 病原菌の担胞子よりの分離について(予報).日林誌 26 (7) , 

pp. 211 ~214 (1944). 

判 :同上 (II ).病原繭の分離及び培養上の性質(予報) (要旨). R楠病報 13 (1, 2) , p. 62 

(1948). 

哨: Studies un “Murasaki-monpa" disease caused by Heli・'cobasidium Mompa TANAKA. 

1休試研械 43， pp. 1~126 (1949). 



一 70 - 林業試験場研究報告第 181 号

長野県立農事試験場 (1917)174) (大 6) I桑紋羽病予防試験」でも“一， EZ木処瑚試験"を，フォノレ7

リン，塩化石灰液，生石灰乳， 2.'1.5 升式砂糖ボルドーi夜で行なった結果"・..…ブオルマリン二百瓦三

時間懐蒸 209五生石灰手L一時間浸i責 砂糖ボルドウ液三卜分浸i責は全く病苗絶滅し生育良好・・・・・Y であ

った。 “二，被害跡地処洲試験"は溝渠隔離，石灰窒素型入， i農石灰乳散入，フォルマリン消毒 2 斗 5・

升式ボノレF'-液散入，粗製硫黄華型入にっし、て行なし、， “......本試験は未だ施行年数を経ず紫〔紋羽病〕

…・・・は標準区にありても発病せざる状況なるを以て今俄iJ.に結果を判定し難レ…・"としてし、る。

同年の同じく長野県立農事試験場 (1917)175) の「白紋;I:)î，;;j 及紫紋;);j病被害株対応急法試験」では 20%

灰汁， 20% 生石灰芋し石灰窒素散布，フォルマリン注入，硫黄華型入-1て掛等の処理を行なった結果，へ.

…以上によれば紫紋羽病に刈し従来唱導せらるる応急法の虫11 きは施して料に効あるを認めず"と結んで、い

る。

7}:病の本格的な防除試験成績としては三宅市郎 (1917)178) (大 6) の「紫紋羽病駆除予防法に就て(予

報)J があげられる。氏はまず緒言の苦11で“紫紋羽病が桑樹栽培家に大損害を与ふることは既に何人も知

れる所にてま去に喋々する迄もなく，関東東北道府県農会聯合会の決議に基き，大正四年六月十六日 ， ~:i手

県農会長大津麟平氏より，時の農|商務大臣へ次の如き建議ありたるを見ても其一端を窺ふに足るペし。 .if己

『桑樹紋羽病に対し確実にして而も経済的なる予防駆除法に就き速に之が救済策を講究せしめられんこと

を其筋に建議すること 近来桑樹紋羽病の蔓延漸次蓬しくして到処其声を聞かざるなく殊に蚕業に古き歴

史を有する地方程概して民被符甚しく今に於て之が救済の策を請ぜざらんか桑閣は遂に荒廃に陥り1"1滅す

るや必せり 而して従来の試験成績等に徴し之が予防駆除il;之なきにあらずと雌も未だ不完全にして而i も

実用的の方法となすに足らず 依て将来→層経済的予防駆除法を講究し以て此窮状を救済せられんことを

望む』然り，此建議の古IJ く紫紋2ドlIf"lは近年非常に蔓延し，単に桑樹のみならず他の栽培植物，殊に果樹知，

琉菜類，甘藷，茶， -阻等にも発生し，其被害少からず，放に之が完全なる駆除予防法の必要なる言を侠

たず。予は大正四年春期l より，東京府下日野町及び前橋市にて，種々の方法を用ひて試験を行ひしに，漸

く梢満足すぺき結果を{持たるより，ままに報道し……"とし，次に“従来の駆除予防法m を概説してから，

“駆除予防法の概説"で次の諸事項を述ぺている。

“輪作 紫紋羽病が広大なる面積…・・・に発生したる際ぃ・ uーには，病I京|に犯されざる植物を或年!日l栽嶋し，.

f内閣の絶滅を待ちて後他の作物を栽峨するを可とす……実験上禾本科梢物即ち陸稲，大小麦，粟等の虫fIき

ものは全く之を犯されざるが如し，而して叉主主に注意すぺきは「スギナ」の如き雑草には此菌寄生し得る

より，斯るものは圃場に残らざる様にせざれば其効なきことあり，又輪作する年数に就ても何等式験せし

所なけれども…・・茶樹に寄生せしものが株掘取後四年以上生存せるを見たることあり，桑にありても・・・

其株姻取後七八年以上も生存すとの実例を聞きしことあれば，紫紋羽病菌がごと中に残存する年数は意外に

長きものならん……。

“苗木検査 紫紋羽病が苗木により伝播することは，敢て珍しからず， … u如何に精密なる注意を挽ふ

も，人間の能力に限あれば猶遺漏なき能はず，故に……苗木処理の必要起るー…・・佐々木氏によれば「フォ

ルマリン」瓦斯及び「ボルドウ」液にて完全に繭を殺すことを得る由なるが，……予も現今試験中なるを

似て，其結果を待ちて報告することあるぺし。"

“病株隔離 病株あれば之より根を伝はりて健株に伝染するにより……これには相当深き溝を掘りて根こ

の交通を防げば可なり，……之を確実有効に行はんとせば，心土の辺即ち…J・三尺位の深さ迄掘り，根本民
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互の交通を一度断ち，共後も時々注意して遮断すベし・・・・要するに之は病株を発見したる時に，土壌消毒

を行ふ迄の附蔓延を防ぐ為めに行ふ一時的応急手段と見るべきものなり"とし、っている。

次に4s:論交の核心ともかうべき“士壌消毒"の項にはし、る。大正 4~5 年の 2 泊通年にわたり， ~jft士法，

フォノレマリン， !低限鉄，ボルド-ì佼，"{:i灰窒素，硫黄華，硫椴銅一生石灰，敵曹i夜，二硫化炭素，生石灰

について行なった結果“……土壌消毒薬としては予が試験…...によれば，二硫化炭素最も良好・…・，硫酸

鉄， rフォルマリン」の如きは，殆んど全く其効果を認められずJP と結論， なお“附二硫化炭素の使

用法等に就て"でこの報告は終わっている。

島根県立農事試験場 (1918)219) (大 7) r柔紫紋羽病予防試験」は“……木病の寄生したる苗木は生石

灰手L..... .二 '1 式……「ボルドウ J ì後三十分間浅漬する時は発育に影響なく病菌を殺j威し得たり 園地の消

毒としては石灰窒素を反当三十貫全面に拡げて使用したるもの……は全く発病を免かれたり， Î市して生石

灰……木灰……は本病の土地消毒としては効力薄弱なるものの如し"と報じてし、る。

大正 13 年， さらにこよと (1924)352) は「紋羽病駆除予防法に就て」と題する報告を公に L ， さきの|司

氏 (1917)173) の試験成総を補足してし、る。その内容のあらましは次のとおりである。

“緒言絃に紋羽病とは Rosellinia necatrix BERL. に因る白紋羽病及び Septobasidium Mompa (TANAｭ

KA) RAC. Iこ肉rる紫紋羽!rki の二種を指すものにして……本篇は園場試験主として土壌消毒の結果に基づき

記載したるものにしてー…J

“従来の研究n (Ul各)，“土壌消毒以外の方法に就て"では“一，輸作ぺ“二，品本検:食"，“三，品慢の選

択ぺ“ [!LI ，病株隔離'ぺ“五，媒困の排除ぺ“六，排水ぺ“七，病株除去"の各項にっし、てひととおり記し

ている。

“土壌消毒"では，まず大lE 4~5 年にとりあげた薬剤l名を列記，大正 5 年楽庁IJ丸L地したものを“翌大

正六年二月全部掘し返し調査したる結果生石灰区 硫椴鉄区 「フォルマリンJ 1玄椴曹液区 「ボ 1 1.-- ド

ウ」液区の五は全然其効果を必め難く硫般銅生石灰区に少~í の発生を見硫隙鉄生石灰IKは之よりも幾分少

なく二硫化炭素区には絢A少許の残存菌糸を検出し得たのみ"であった。この結果に鑑み“……大正七年八

年の二年間に豆り……二硫化炭素の分量及び使用み法を異にして試験を行ひたるが其結果大体良好にして

消毒の効果著しきものありしも未だ完全と言ふを得"なかったので，さらに“……「ニトロベンゾール」

背酸加fV rベンゾール」石炭円安等……につき……試験を繰返したが何れも皆満足の討:巣を碍ざりき"

“此時に際し……「グロールピクリン」……にて試験せしに紫紋羽病菌糸にんl して強力なる消毒薬たる

を知り大正十年……闘場試験を行ひたるに効果二硫化炭素に勝ること著しきものありしにより大正十一年

には白紋羽病及……紫紋羽病の……の消毒を行ひ允るが其結果非常に良好にして始めて完全に駆除予防す

るを得たり"とし，その使用法を述べ，“「クロールピタリン」に就て"説明し，“結論"に終わってし、る。

紫紋羽病の防除法はその大綱において今日でも三宅iこ負うところがきわめて多い。特に士壌消毒剤とし

てクローノレピタリンをとりあげたことは非常な卓見で，現在でもその効果においてこれを凌駕する薬剤は

いまだ出現していない。ただ昭和中期にいたり苗木の消毒法として温湯処理法制柏が考案され，また病樹

*1 青木清・中里泰夫:紫紋羽病に関する研究(I ).病原菌の分離培養及び情養上の性状並びに羅病

苗木の消毒. 日蚕雑 20 (5) , pp. 395~398 (1951). 

*2 ・一一一一一:同上 (n). 羅病苗木の温湯消毒及びこれが桑首の発育に及ぼす影響. 日蚕雑

22 (3) , pp. 89~92 (1953). 



-72 ー 林業試験場研究報告第 181 号

の治療法として有機水銀斉IJ1濯注叫が著しし、効果をもたらしていることが三宅以来の進歩として認められ

るだけだといってよいであろう。

細菌病の調査研究

根頭がんしゅ病

本病病原細菌 (Agrobacterium tumefaciens (E. F. SMITH et TOWNS.) CONN.ニBactm吻m tumefaciens 

SMITH et TOWNSEND] は明治 23 年 (1890) に南米から輸入された桜桃苗とともにわが国にはいって来た

ものとされている。その後本病はしだいにわが国に広く伝播され，大正年代になるに及び特に果樹方面で

大きな問題になった。

それでも，大正 3 年 (1914) ごろまでは，農商務省発表の「輸入病害中の未だ著しく蔓延せさる種類」

の中に本病がはいっており， “此病害は最近我国に輸入せられたる病害のーにして……"とあるように，

まだ全般的にみて大きな被害は現われなかったようである。

卜蔵 (1916)101) (大 5) ["園芸縞物の根頭痛腫病に就て」によれば， “本邦に於ては……近来埼玉，東

京，長崎県下の栗，柿，桜桃，梨，11<果，桜，蓄積等の1古木に発病せるを認めたり。之等は余が実物に就

いて見たるものに止まれるも，本邦が欧米より苗木を盛んに輸入して以来多年を経たると，叉既に種首商

人の苗木に発し多数病苗を混ぜるを目撃せる等の事実に徴すれば，既に実際に於ける分布区域の広大なる

ベきは想像に難からず……"と。

これよりさき， 鶴田 (1915)附(大 4) は「栗の冠痩病に就て」と題する報文で， “-…・余は昨年十月

…-静岡県周知郡気多村…・・に於て一新病害を採集せり，これlllJ ち栗の冠痩病と称し当業者の大いに警戒

すべきものなるを以て耶1か左に其の病況を述ベんとす"といっているが，おそらくこれは本邦でグリの根

頭がんしゅ病を観察報告した最初のものであろう。氏は次に“病状本病は英名を Crown gall と称し栗

の根部の地上に近き部分に癌状の菌痩を生じ直径二寸大を普通とす 多く苗木或は植付後七八ヶ年に及ぶ

までの樹木を大いに害し病勢甚だ緩慢にして菌痩発生後直ちに枯死せしむる事なく漸次地上茎を衰弱せし

め病勢進めば遂に枯死に至らしむるものなり……"とし， “病原"および“予防法m を外国の文献によっ

て紹介している。

ト蔵 (1921)2甜(大 10) ["種苗に因て伝播する病害及本チ1I穐苗産地に於ける病害蔓延の現況」 には，

…果樹類の根頭癌腫病は埼玉兵庫及福岡県下の苗木主産地より盛に各地に伝播せられ……。 一，埼玉

県北足立郡安行村附近における苗木類の病害 本県は本邦に於ける苗木産地として其産額最も多く叉其の

価廉なる点に於て第一位なり 然るに本県下に於ける苗木には根頭癌腫病尤も広く蔓延し就中莱，柿等の

苗木の如きは三乃至四割位発病せるものあり従て各地に盛に伝擦せられ……J とし，なお兵庫県川辺郡

東野村附近および福岡県浮羽郡田主丸地方においても本病は苗木類の主要病害だとしている。

同氏 (1922)30引(大 11) ["種首病害論(二)J には，埼玉県安行地方における本病の被害はペ・…就中栗，

柿等の苗木の如きは三乃至八割位発病せるものあり・・・・"とし，また大阪府下池田附近の果樹類にもこの

発生の少なからぬことを報じている。

主主 (1926)398) (大 15) は「苗木ニヨリ伝播スル病害J ， “果樹類ノ根頭痛臆病"の項で次のように吋付

*1 鈴木直治・荒木隆男:作物の士壌伝染病とその防除(1). 農業技術 14 (10) , pp. 444~448 (1959). 
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言"している。

大正八年ヨリ十一年ニ至ル四ウ年間ニ於ケル検査総数百四十五万“埼玉県ニ於ケル苗木検査ノ不合格

一千六百二十七本ニシテ，内不合格数十七万五百十七本， llllチ一割一歩ノ不合格歩合トナル。大lE十二年

ニアリテモ略々右ノ如1キ成績ヲ得タリト信ズ。右ノ、受検者ニ於テ一度ヨタ撰別シタルモノニシテ，且ツ J濯

病率ノ低キ栴，杏，桃，葡萄，葉等ヲモ総括シタル成績ナリ。孝果音ノミニ就テ云ヘパ殆五割，栗又ノ、柿

ノ如キニ至リテハ入割ニ達スル不合格数ヲ示ス。不合格数ノウチ根頭癌腫病(毛恨癌腫ヲモ含ム)ノ数ハ

不合格総数ノ約七割トス……"

農商務省農務局 (1923) (大 12) は「果樹類ノ根頭癌腫病J880l および「果樹類根頭癌腫病J8311 を公に

して本病の重要性を述べている。これを主として前者によってその概要を記すると次のとおりである。

まず“要望"と題する発刊の辞には“果樹類ノ根頭癌腫病ハ現今欧米諸国ニ蔓延シテ被害齢カラサルノ

ミナラス本邦ニ於テモ苗木ノ主産地ニ発病蔓延シ栗首及柿首ノ;如キハ穣病歩合往々七八割ニ達スルモノア

大

正

;ú 的
l有
L・

)L 山
ー治
犯

披織

而シテ此等病菌ノ、健全ナル甫ニ混

入シ或ハ特ニ被害首ノミヲ廉価ニ購入

シテ販売スノレモノアルカ為メニ木病ハ

年々各地ニ伝播シツツア I~状態ナルヲ
十

r
一
九
年

丹

果内
樹
類

以テ此億二放任セムカ逐ニハ全国ニ蔓

、，

延スルニ至ルヘグ将来園芸農作物栽培

上一層笹戒ヲ要スルヘキモノナリトス

依テ愛ニ本病ニ関スル大要ヲ印刷ニ付

当事者シテ之カ注意ヲ喚起セムトス

及当業者各位ノ、其主旨ヲ了シ進ムテ根

-頭痛臆病ノ防除ニ努力セラレムコトヲ

ノ

根
一
線
癌
騒
病

望ム"とある。

1農

h ど商

;務

、省

農

“一.概説"では欧米諸国における

木病の状況をごく簡単.に記したのち，

わが国の当時までの蔓延，被害状況を

くわしく述ぺている。すで、にあげた女

献とその内容が重複するところもある

が，次にその要点を摘記する。

6 ・・・本邦ニ於ケ 1 1..-~本病発生ノ歴史

ヲ記録ニ徴スルニ去ノレ明治二十三年和

歌山県那賀郡上名手村藤戸利平氏カ南

務米ヨリ輸入セル桜桃ニ発病セルモノ:本

叉|可ー苗ヲ病発生ノ I穏矢ナノレカ如シ

第 32 図農商務省農務局 (1923).

「果樹類ノ根頭癌腫病」の表紙

局高橋四郎氏ノ大阪府下ニ栽植セシモノ

其後明

話三十八年神奈川県某農園ノ北米合衆

モ3l'悉グ発病枯死セリト云フ
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国ヨリ輸入セノL儲桃苗ニ発的セシコトアリ 問問一|・二年神奈川県三浦ltIllll越村池 I~I次郎古氏ノ、和歌山県藤

戸……氏ヨリ桜桃首千二本余ヲ購入栽i式セシカ移植後五六年ニシテ被害激甚トナリ大正十年ニハ全部伐採ス

ルニ至レリ 叉大正二年栃木県権谷'ItI1氏家町手塚千代治氏ハ埼玉県北足立ìt)l fiIi.t良村鈴木長右衛門氏ヨリ柿

市千五白ー木購入シ内……T二百本ヲ……楠栽セシニ三年後ニ至リ殆ント全部枯死シ現今ニ於テハ該果樹[事i

ハ全タ廃園トナレリ 叉分納セシ他ノ当業者モ亦l司病ノ被害激甚ニシテ全部tf:IÎ起シ焼却セリト云フJ'

“叉大正二年六月神奈川県高座郡差是会ニテハ埼玉県北足立郡安行村ヨリ購入セシ栗首ニ多数発病シ文大

_TE五年五月兵庫県川辺郡山本付百花閑積苗l易ニテハ同所ニ子接木セル梨苗ニ発病シ被害二害1) ニ淫セリト云

フ 叉大.ïE五年十月鳥取県農会ニテハ購入セル桜桃苗ニ多数ノ発病ヲ見叉|而1年朝鮮元山府外新差是皇西中町Jf喜

一氏ノ、同年埼玉県北足立郡安行付ヨリ奪果及梨苗三千余本ヲ購入栽柄セシニ発病多グ試ミニ翠果苗|ーホーを

州1起シテ調査セシニ無病ノモノ 1蔓ニ一本ニ過キサリシト云フ。"

“叉大 l正六年五月岐阜県立農事試験場ヨリ西ケ原農事試験場宛ニ同県下ノ十rli 前ニ年々発病シ|百l年ノ、特ニ

被~~~:甚ダシキヲ以テ本的ニ )}Hシ質問シ来レリ 叉北海道札幌市外山鼻町上野~m~太郎氏ノ、北米介衆国ヨリ蒲j

萄苗ヲ輸入栽情セシカ大 -11二元年頃ヨリ欧洲種「デラウエア」等ニ年々発病シ被害激甚ニシテ其栽情，、見込

ナシト云ヘリ 叉札幌市外平岸村字中川札幌葡萄園/如キパ……大正五年 tí'l ヨリ発病シ被害激甚ナルヲ以

テ二三年前Jヨリ之レカ栽供ヲ中止シ……全グ廃園トナレリ 又同村ノ捌I IlL 末広氏等ノ果樹|電!中十四五年

{{[ノ桜桃ニ発病セノレモノアリ……北海道余市町高橋忠次郎氏果樹鴎/梨二年生(新潟県産)ノモノニ発病

シ枯死セルモノ齢カラス 父大正九年-…・群馬県立農事試験場……ニテハ埼玉県ヨリ購入栽拍セル村i樹

(三年生N:) ノ恨部ニ発病シ為メニ樹勢甚タシク衰弱セルモノアリ 叉大1E十年・…・長崎県諌早町或神社

/桜(二)-1]'.生位ノモノ) /根部ニ発病シ大ナ，~癒ヲ生スルモノアリ 叉大正十一年……栃木県立農事試

験場…・・・ノ柿苗ニ多数発病セルモノアリ，叉大正十年秋及十一年春埼玉県北足立郡安行村ヨリ満州i ニ移入

セシ翠果一品・ェ就キ公主~~~ì良事試験場ニテ ;ll，\)査セル成績ニヨシハ其ノ八割ノ、根ITÞl癌腫病ノ被害ナリシヲ以テ

i白;ニ当業者二割;告書ヲ発表セリ え大医卜一年……岡山県ニテハ柿苗ノ被害激甚ナル為メ県令ヲ発布シ之

レカ防i徐ヲ命セリ JP

勺合玉県北安行村及其ノド付近/苗本産地ニハ明治[LI-)-三年頃ヨリ発病シ i!)ifiì欠蔓延シテ現今柿 lit-及栗前/

kll キノ、確病歩介往々七八害1) ニ j主スルモノアリ 而シテ年々此等/病苗ハ其像販売スノレモノアヰヲ以テ各1也

ニ伝播スルニ至レリ 就中青森県下ノ如lキハ埼玉県ノ朝鮮移出病害虫検査不合格苗ヲ多数栽陪ス Fレヲ以テ

ニモ年乃五七八年生ノ発千i翠果樹ヲ制ー食スレハ木ffkj ノ被害甚タ多グ同県黒石町附近ノ翠果園ニシテ其新殺

fr((樹ノ、発病二三割位ニ j主スルモ/アリ 叉|百l県弘前市外清水村・…・・ノ:奉果闘ノ七八年生家果樹ニシテ発病

セノレモノアリ…・ -Ju又大正十二年……i品l山県小田郡矢掛町…・-桃園卜三年生のもの……本病の為被害激

甚となり全部捌起し焼却せりと云ふ 叉大正十二年……福島県伊達郡半沢桜桃園の二十四五年生の桜桃は

本病の為数十本伐採焼却せり…

本病はその病徴が地上背)1に現われれば診断が比較的容易な疾病ではあるが，それにしてもよく調査した

もので，外来病害の蔓延，伝播を物語る好資料と考えられるので，以上やや冗慢のそしりをまぬがれない

ことを承知の上で概要を記してみた。

これらの訣l査はもとより果樹について行なわれたものであるが，林業に関連あるものとしてはクリおよ

びサクラがあり，なかでもクリ苗の本病はわれわれとしても重視しなければならない。

“二.病状七“三.病原ぺ“四.誘因" <<五.被害植物"と述ぺ，“六.果樹ノ種類及品種ト病害トノ関
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係"の“栗 J I~-:J 隠ト /1品lf系"の1自では“本調査ノ、前年/発的 i:壌ニ li:記Ifit 険各二十本宛ヲ様木シ濯がi歩合

ヲ調査セルモ/"として;欠のようにJ己している。

品種名 発1，;'，歩 fr 151磁名 発病歩合

晩:T'f 11主 90.0劣 中生I't i皮 70.0% 

盆 来 75.0 渋!支不矢11 25.0 

五月架 71.0 トゲナシ架 21. 0 

"七.分布"では“……本的ハ殆ント全国ニ伝播セラレタルヤ疑ナシト雌モ今実地/調査及被害十草木ヲ

ì:J:iヘテ質問セラレシモノニ依リテ判明セ 11.-発病地方ヲ掲グレノ、左/如シ 朝鮮. 1前洲，北海道，及N森，

栃木，上奇玉，群馬. ti高島.-W京，神奈川，静岡，愛知，大阪，三札 :7i良，和歌山，千葉，岐阜，鳥取，

島根，岡山，広島. 1111 1. 愛媛，偏|前1. t占賀ノ諸府県トス"となっており，明治 23 年に病原細閣がわが

国に輸入されてから，約 30 '0ドにして lまとんど全国的に蔓延をみるにいたった。

“九.予防法"では“闘地ニ於ケ'1.-予防ぺ“苗木掘取リ後ノ予防"および“苗木定値後ノ予防"の 3 項目

について述ペられ， “-0. 前木購入 tl 注意"で終わっている。なお，これにはリンゴ，力、キお主びク

リ被害首および病原細怖の着色 l測がF>H I苅としてついており，間録として農商務省農務局長名で，首本需要

地方長官宛と苛水生産地)jb毛有宛に*1"，の重要性をうったえて笹令した女書の'チしが収録されている。

附和初期に， やはり農林省農務局 (1928)*1 (昭 3) から「苗木知ノ根頭癌腫約ノ予防並ニ苗木/消毒

輸送ニ|苅スル試験成紡」と題する印刷物が刊行されているが，本J品iが大 ifël時代から昭和l初期にかけて L 、か

に大きな問題となり重視されたか，以上ーあげたことがらから待易に知l ることができる。

本病は今Jlはおいてもごく-~:;虚にみとめられる病害で，林木関係ではグリ，グ I t，.. ~ ，ベカン，サケヲ，

ユー力リなどに発生して少なからぬ被'FJ を与えている。

ミツマタの立枯細菌病(立枯性細関病)

卜蔵 (1916)四2) (大 5) í三限立枯性細蘭病」に次のように述べられている。まず緒言の部で“……数

年来一種の立枯病蔓延し静岡，高知，山梨県等の如き有名なる産地の宅極栽情は表預甚だしく頗る惨状を

昇せり・・...。木林iは何れのH年代より発生せしや記録の徴すべきものなく詳細を?、\1るに向なしと臨も明治二

十問年…-・農学博士本多宇介判氏の静岡県下に於けるさ極の1，;'，"与と題して記述せられしものあり之れ本

病に関する記録の鳴矢なるぺし……JP と記し， 本病の被害状況について“…・・高知県下にありでは明治

二卜"1'.頃より発生し二十 \)LJ五年ctれより被芹漸次激甚となり三十二三年及三十八九{fーに至り尤も品ーだしく被

害段別は一千八十町歩余に;主せしを以て I"j 県知事は大に之を憂慮し之れが救治策に関して主務省へ建議せ

られたり 叉愛媛県にありては十四，五年前より発生せりと云ふ 今左に主要産地に於ける被斉段別及其

状況を述ぺんに…・・"として，高知県では1，776 ha 以上，山梨県では“…ー栽培面積……笑に内分のー

に達せず従て収量も亦半減せり 之れは病害の為め枯死せるとーは発病を恐れて栽培するもの減少せるに

因るもの"で，また静岡県では“…一同県下にありーでは立枯病の被害激甚なるにより独逸より製紙原料を

輸入して之れに代へ従て年を遂ふて植栽するもの減少し往年の三極産地も殆んど廃絶に帰せり 因て其産

額も之れを明治二十二三年頃に比すれば約十分の一位に減少せり・…・"とし、う状態で，なお“……!t他愛

*1 [農林省農務局J :苗木類ノ根頭癌腫病ノ予防並ニ苗木ノ消毒輸送ニ閑スノレ試験成績. 病菌害虫美総

19. pp. 91 (1928). 

判本田幸介:静岡地方三極/病害.農学会会報 13. pp. 20~26 (1891). 
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媛，鳥取，島恨の諸県下にも亦発生して被害齢からずJ “以上の如く各主要産地に於ける三極は病害の為

め頗る惨状を呈し若し現況に紋任せんか本手[1に於ける主産地の三極の栽培は廃絶に帰せんも計り知れるペ

からず・・…本病の蔓延は紙業界の一問題たるを以て農商務省は高知県立農事試験場に補助金を交付して鋭

意之れが救済策を講ぜしめつつあり。三極の病害としては立枯性細菌病，白絹病，紫紋羽病，白紋羽病，

菌核病等種々あれども現今主産地に蔓延して猫振を這うしつつあるものは此の立枯性細菌病なりとす"と

述べているが，当時本病の被害がいかにはなはだしかったかは，これからでもうかがし、知られる。

次に“病状"の記載を行ない<<援種試験"の項では“高知，静岡，愛媛， 鳥取， 山梨県下より蒐集せ

し立枯病襟本より純粋培養を行ひ三種の細菌を分離せしを以て……植木鉢に移植せるこ年生苗の三極に…

…細菌を接穐……" 3 回の媛種試験によってその病原性を認めた。

“三極立枯病細菌の性質摘要"につづき，“三極立枯病細菌と他の類似細菌との比較"の項では"近

似せる・・…Bacterium pyocyaneum (Fluger) Lehm. et.Neuman , Bacterium Fluorescens Leh. et 

Neum. ……"と比般の結果〆……本細菌は未だ記載せられざる新植物病原細雨なるを以て之れに Bacillus

Edgeworthiae Ho:ri et Bokura と命名せり"と述ペてし、る。

“予防法に関する試験"では，生石灰，木灰，フォルマリンにっし、て実施したところ，“右の成績によれ

ば生石灰を一鉢に対し九O瓦乃至-00瓦木灰の二O%ì伎を三00 cc 乃至五00 cc を施せるものは何

れも発病せざりしo 高知県立農事試験場園地にて行へる試験によれば生石灰を反当百貫木灰を七貫乃

至十貰或は過燐酸石灰を施与せるものは成績良好なりと云ふ"と述べ“予防法"で終わっている。

高知県立農事試験場 (1917)169) (大 6) r三極病害防除に対する意見」によれば次のとおりである。“乙.

病害の駆除" “一.苗闘の消毒を行ふこと ……本場の試験成績によれば生石灰反当五十貫乃至百貰を施

用するときは標準区に比して病枯歩合少く生長量亦多しH・..，"

“二.苗木の消毒 三極の立枯性病源菌が苗木に附着の慎あるときは生石灰二O%i夜に五分間浸漬する

ときは能く之を殺菌するの効果あるものとして知らる故に本場にて……試験したるも其の成績佳良ならざ

るなり 又三斗-式石灰ボルドウ合剤に苗木を五分間浸漬したるものは病害に犯さるること標準区に比して

少きも生長量生石灰施用区に及ばざるものあり……J

'三.新宿本闘の消毒 ……生石灰反当百貫乃至百五十買を施用して之を消毒するときは効果あるのみ

ならず其成長量に於て甚だ優良なるものあり……om

木病病原細菌はのちに転属されて Erwinia edgeworthiae (HORl et BOKURA) MAGROU とよばれた。 な

お，これについて後年阿部・後藤 (1955)*1 は E. edgeworthiae によるきツマ夕立枯病は記載に欠けたと

ころがあり，細菌病であるか否か明らかでない，といっている。

ともあれ，近年は本病らしい枯損株を時々見うけないわけではなかが，往年のような惨害は全く耳にし

tJ:久 tJ:っ?こ。

フジの乙ぷ病(がんしゅ病，癌腫病)

南部 (1916)130) (大 5) r花弁及盆栽の病害調査」 “藤の癒病"の項に，この病原菌として Bacterium

montemartinii PAV. をあげ“本病菌は或る一種の細菌にして最初は小形なる癌状のもの枝上に生じて漸

次大き〈なると全樹枝に蔓延して樹木を衰弱せしむるが為め往々其被害部より風に依りて折るることあ

キ1 岡部徳夫・後藤正夫:日本に於ける植物細菌病.1.細菌病及びその病菌の種類について.静岡大農

研報 5， pp. 63~71 (1955). 



り"と記している。

南部(1. C.)l加から 4 年

後， 川上孝一郎・吉田末彦副

(1920)2刷(大 9) は íBac.

terial gall on Milletia plant. 

(Bacillus Milletiae. n. sp.)J と

題する論文を発表した。氏らは

まず大正 6 年 (1917) に東京西

ケ原でこれを認め，ついで興津

および亀戸でも同一症状のもの

を見い出して注意が百|かれた，

と研究着手の発端を述べ，つい

でイタリアの PAVARINO カ2

Wistaria sinensis にがんしゅ

を起す細菌を報告しているが，

これとは生理的性質および形態

に差があるようだから，これを

新種とするといっている。

病徴を記載したのち，フジ，

カライヌエンジュ，ハギ， カ

キ，ナシ， リンゴ等に人工接種

を行ない，フジのみにこぶが形

成されたと述ぺ，なお生理・生

態的性質を記載している。本論

文には人工接種試験結果，病原

細菌の顕微鏡写真等をしめす凶

版が 1 Wiついている。

本病病原細菌はのちに転属さ
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III the Summer of 1917, our" atttention ¥Vas 
ou tbe M i11ctìa., plant. wh兤h ""剖 found in tl.応
culturist at Nishigahara. a 開burb 0(1'、okyo. 山氏

。n studying the meehanism of t1:le growth , of plant 
The garq:ner told us that almost 8.11 the 01,'.} 

制ff"，r from th;8 trollble. and Jater we found it at 

。'n many plants. In our country. as Mi1lctia 
garden Bowers Ilnd is planted in parks as well 

would' bt!' valued highly for gardners. if we 
this disease. ln ltaly R. PAVA悶E時間ported

cau配s cank町。n Wistaria., sÎ前回is. Though, 
we call not 1'0田Pare the features of the gall 

tI官 organi開1 ， our cRu組1 organism 揖ems

Iique今ingcbaracter and rod sha戸d form. 

in 叫す附枇 pu問問Iture after:a 

Irioculation experlmenta ~i-t.h 
gave tn恥81 t鶴田町 giowtb 合om 対hich
reisolated. 

第 33 凶川|上・吉 1:1:1 (1920). 

鍈acterial gall on Milletia plant. (Bacillus Milletiae 
n. sp.)J (フジのこぶ病)のタイトル・ページ

れて Erwinia milletiae (KAWAKAMl et YOSHlDA) MAGROU となった。

近年間部・後藤 (1955)判(昭 30) は本病原細菌については記載に欠けたところがあり，疑問な点、があ

るとしたが，翌年両氏 (1956)判はみずからの研究結果から，川上・吉田(1. c.)両氏が行なった Bacillus

milletiae の記載は大体において正しいことを確認している。

*1 吉田末彦はのちに鋳方と改姓。

*2 岡部徳夫・後藤正夫:日本に於ける植物細菌病1.細菌病及びその病原の種類について.静岡大農

研報 5， pp. 63~71 (1955). 

材一一一・一一一一一:向上四.フジ癌腫病について.同上 6， pp. 14~15 (1956). 
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ki近N 封:・I:: IIJ (1960)*1 (H{3 35) は本病十底抗件ーの品種 II\J差呉および 2 ， 3hî.i物に対する接傾試験結果

について報ずるところがあった。

/t';ji'H土ごく尚:通に見られあ疾病で，公|車|などのフジはこれによって衰\J;)jJj-煩をおこして明かに有't，=~.見さ

れる -}j， 盆栽の場 fTにはこぶの多かことがむしろ珍竜されることすらある。

干{坂忠之 (1915)73) (大 4) r森林樹木の病虫害と jt予防法」に“椴細附病に|対する調査"の一項があ

り，これは東京市イE7'tth州事務所情I人j樹木見本|剥のトドマツで見い 11'，されたもので“……新梢は赤褐色と

化し被芹i教徒なるものにありでは全株を枯死せしめんとしつつあり 然して本州は伝染力に寓み空気伝染

に主りて附l聞に蔓延し……;本病蘭は Bacillus 属に属する細菌の寄生に依りて起る病害なるが如く未だ東

西両パーに発生せし記録なき一新病'斉ならんJ' と述べてし、るが，その後このような病害について調査研究

されたことを|白川〉ず， jE(本不明というほかなし、。

村田寿太郎 (1916)127) (大 5) は「胡桃細菌病」と題するー交を報じてし、るが，これは外国(米国)文

i献の紹介である。 これにとりあげられたクルきの禍色腐敗病 (walnut blight) [Pseudomonas juglandis 

PIERCE (Xanthomonas juglandis (PIERCE) DOWSON.)) が本邦に存殺するかどうかいまだ不明である。

タケ・ササ類の病害

開花病(自然枯fi~j)

H月 i合にひきつづき大jl:年代にはいっても依然としてタケ類の開花が見られ，これを述ぺた記事は大正中

間まで硯われる。次にはタケ類の開花現象を記したもの数例をひろし、あげる。

坪井伊ß)J (1916)137) r竹の自然枯に就て」に u私の六歳位の時， Ilnち今より六十七，八年前に日本全 l.!il

のマダケに花が咲いて悉く枯れて了ったと聞いて居たが，まま一両年前より千葉県市原郡明治村や新潟県佐

渡郡加茂ト!大字羽去，鳥取県結美郡宕井村大字白地等のマタ.ケに花が咲いて )~r る，是れは日本全国のマダ

ケに花が咲いて枯れる前兆で，今から二十年も経たら全国に渡(豆)る大被符となり，悉く枯れて了ふ事

であらう。・…・・市して竹の命数に就ては学説もあるが未だ確乎たる断案は下せぬ，殊にマダケの主自は皆目

判らぬが，ハチク類は百年乃至百二十年の命数と見て差問へなからうJ とある。

大正 8 年 (1919)260) 11 月発行， 大日本山林会報の「兵庫県下竹林開花」としう記事に“明治四十年頃

より最近迄全国淡竹林開花枯稿し竹林界に一大恐慌を来せしは世人の記憶に新なる所なるがままに先年来竹

林 rt.r最も重要なる苦竹に於ても之と|司ーの兆候を表し岡県下に於ては大lE三年ífi.馬朝来郡梁冊目付及興布土

付の苦竹林に開花せるものありしが叉復今春川辺郡園閏村回能の|付袴田にこ箇所同川|向にー箇所面積一段

三畝内外の開花を為せるものありといふosp としている。

大正 9 年 (1920)282) 4 月の大日本山林会報「竹の自然枯」に“一両年前より外国竹林中淡竹の自然枯

現はれ相当の被害ありたるが，邦地にでも大阪府豊能郡方面の淡竹に該被害を見たりしが最近苦竹にも自

然枯を見るに到り大阪府下に於ける竹林業者は憂慮し居れり，因に大阪府にては近く此れが予防講習会を

催す筈なりと"という。

明治時代の開花は主としてハチグにみられたので・あるが，大正年代にはマダケにもこれがみられたこと

が上にあげた記事からでも明らかである。

*1 赤井重恭・上山昭則:フジがんし ψ病抵抗性の品種間差異と他の 2 ， 3 植物に対する接種試験.日

植病報 25 (2) , p. 105 (1960). 
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北島 (1921)297) (大 10) は「はちく[lþJ花後ニ発生スル変態竹ニ就テ」で ì)(のように述ペている。“(ー).

はちく変態竹/発生ハ必ズ|刻花後ニアラサレノ、之ヲ認ムルコト能，、ス |耐シテ発生スル穐穎ェ，、くろむ

く，ごまたけ，そめわけたけ，めぐろたけノ四傾アリ (二).此等/変態竹ヲ発生スル綴根ノ、開花セノL は

ちく鞭根ノ偶発変異ニヨリテ発生スルモノニシテ種子ヨリ新シタ斯クノ如キ鞭恨ヲ発生シタル'夫例ヲ見ス

〈三).そめわけたけハ単ニ染別ノ鞭根ヨリ発生スルノミナラス全ク黒色線ヲ作セサノL鞭根叉ノ、純黒色ノ鞭

根ヨリモ発生スルモノナリ。"と。

川村 (1926)390) (大 15) は「竹頼の開花現象及布袋竹の花形に就て」で“過去約二十余年tJ:Jに竹紛中

私が其普遍的開花現象を目壊することを得たのは淡竹，黒竹，雲紋竹，寒山1"'r，布袋竹等であるが，之ごす;

に就き各地を断査した結果，共闘花は何れの竹種にあっても，七壌の肥痩，乾燥，高低，日照の良否，竹

林の新旧，広j丸稗の太細，気候の寒暖等に区別なく，数年経過の|首iに相前後して共に開花し其地上薬は

枯死し，且開花は各竹積に依り時期を異にして全国にI(り普遍的に開花現象を現はすものであることを時

め得たのであるぺと述ぺ，氏の遡期説*1 を再確認している。

てんぐ巣病(菱自然枯病)

大正年代にはいり本的の分布，被害はますます拡大し，大正 3 年 911 発行，大日本山林会報に「千葉県

下竹林被害一菱自然枯病発生」とし、う s記事が掲載されていることでもその一斑がうかがわれる。

原 (1918)199) (大 7) は「竹の天狗巣病」で，病原菌の子襲時代(完全時代)および本病の伝矯経路に

ついて次のように述べている。"……明治四十一年……七月予は神奈川県玉川に於て本病〔原〕の子襲胞

子世代を発見したるに， 三'ち*2 農学土は之れにより研究し， :11;成績は十l自物学雑誌第二十二巻第二百五十

九号に発表せらる。予は本年再び岐阜県武儀郡管出町に於て，本県.j (原〕の子嚢世代を発見せり，これ木

邦に於ける第二の発見に過ぎず……。明治四十一年，二宅農学土はI紺青地方へ植物病害調査に波航せら

れ， 彼地iこての調査によれば湖南省地方に発生判すれども甚だしき害なし， 然れども上海の如き新しく

発生せしと思ふ地に亙れば，がi勢盛なりと，斯る点より推すときは支那が原産地にして，同国より各地に

伝播し，我国にありても初め九州地方にj度り中闘を経て関東地方に伝播せしものなるぺしと云ふJ

本菌の子嚢世代の形成は稀なもののようでなかなか発見されないが，筆者は昭和 27 年 (1952) 7 月，

埼玉県下で採集した標本にたまたまこれを見い出している。

北島 (1919)2叫(大 8) は「苦竹の蔓自然枯にI期する調脊」で， I~ ら行なった調査結果を次のように記

してし、る。

“緒言本邦1を各隠の竹類特に苦竹に対する蔓自然枯病(日IJ名天狗巣病)の被害たるや，往古より知ら

れたる病害にして，共の被害甚しきも，未だ今日に至る迄充分なる駆除予防の法なく……。されば大正五

年以来本病の研究に著手し，本病害と苦竹齢との関係及苦竹の成育状態、と被害関係並本病害伝播の経路等

に関して研究調査を行ひ就中本病害と竹齢とは密接なる関係を有する如く認められたるを以て……今般京

都，奈良，有馬地方を旅行し……嚢に当局林業試験場内に於て調査せるものと全く同一なる結果を得"た。

“病{数 本病菌は苦竹，淡竹，黒竹， rホテイチグ』其の他各種の竹類の新芽に寄生するものにして…

*1 川村清一:竹類開花ノ原因ニ就テ.植物学雑 25 (294) , pp. 237~269; 25 (295)., pp. 289~304; 

25 (296) , pp. 333~352 (1911). 

*2 三宅市郎:竹ノ天狗巣病ニ就テ(予報).植物学雑 22 (259) , pp. 305~307 (1908). 

判一一一一: Studies in Chinese fungi.植物学雑 26 (303) , pp. 51~66 (1912). 
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-・・胞子塊の形成は，普通四月下旬頃より初まり，梅雨の季節其の発生特に甚しく盛夏の季節に於ては少

なく秋季に於て再び梢多く発生するを認むペし……f

“病害伝播の経路木病害の伝播の経路に関しては，今日 f的充分なる研究成績の発表されたるものなし。

各年度に発生せる……被害小枝の分布状態を調査せる結果より考察せば，……蔓枝の先端に構成されたる

胞子塊は水を得れば白濁水と化するを以て……附近の竹に泊下叉は撒布さるるものなり。斯くて撒布され

たる本菌の胞子は竹の芽に直接に寄生して再び本病害を発生せしむるが如く思はるるなり。而して寄生後

幾日にして蔓枝を発生せしむるなるかは不明なるも……其の発生年内の秋季に於て己に多数の病校の発生

するを認むるなり J

“苦竹齢と本病被害関係 ……従来当局林業試験場内並に各地の被害竹林を観察せしに，本病害は管理

不充分なる竹林に被害最大なるか，叉は被害軽微なる竹林と離も老竹に被害甚しきを見るが如く，苦竹齢

と本病とは密接なる関係を有するものなることを認めたり。而して今回京都，奈良，有馬地方に於ける実

地調査の結果本病被害と苦竹の年齢並其の成育との関係は左の如しJ

“京都府山科八反畑国有竹林 ……右調査結果の示すが如く，本病被害と苦竹の成長とは大なる関係を

有せざるが如し， NlJ ち大正三年に発生せる苦竹は，其の成育の良不良に関せず，著しく其の被害を受け居

るを以て，竹齢とは密接なる関係を有するは明に之を認むるなり。……要するに発生後四，五年を経過す

る迄は，被害の大なるものにあらざるも，六年以上を経過せば，被害は甚しく増加するが如し。"

"京都柳島固有竹林 ……大正四年後に発生せる苦竹に就き調査せる結果は，山科八反畑……と略其の

軌をーにし，大正七年に発生せるものは全く被害なきか又は甚しく軽微にして大正六，五，四年と其の年

代の減るに従ひ被害程度を増す……J'

“京都府模範林 ……蔓自然枯病の被害は全く之を認めず……府当局並に斯業者に於ては，本病害の防

除法に就き周到なる注意を払ひつつありて，数年前より冬季病枝を除去して焼却せるが如きこととなりし

以来，…・・・近時本病の被害軽減せりと云ふ……。"

“奈良県木津固有竹林 ……木津国有林に於ける調査も前回箇所の調査の結果と略相一致し，大正三年

頃に発生せるものは，其の胸高直径の大小に関せず"著く本病の被害を受くるは明白なる事実なる司し。"

“兵月f県有馬地方竹林状況 ……皆伐後二，三年を経過せる竹林に於ては，殆と本病の被害を認めざる

も，己に伐期に近きもの又は伐期に到達せるものは，本病の被害甚だ多し。"

勺丙原薗の形態"の項では本菌の分生胞子および子嚢胞子両世代について形態を記したのち， uh----本菌

に対し，三宅差益学土は Aciculosporium Take Miyake なる学名を与へられたりノといってし、る。最後

に“駆除予防法"として次の諸項目をあげている。 “一.本病害は竹齢を重ぬるに従ひ，被害大なること

確かなれば，発生後四，五年を経過せるものは，伐竹するが如く竹林を更新する……。二.……林縁にもI

常に老竹を留めざるが如く注意して竹梓の倒壊予防には樹木を植栽するを可とす。……三.被害甚しき竹

及被害枝条は……伐採除去……焼却すぺし。 四.……被害竹の伐採及病枝の除去は冬季に行ふを最有効

とすf

さらに北島 (1924)348) (大 13) は「苦竹菱自然枯病ニ就テ」で<<苦竹ノ菱自然枯病ニ就キテハ以

前山林実報テ大体述べテ置イタガ其ノ後本病害/駆除予防ノ方法ニ関シテ調査ヲ進メタコトモアル……方

ラ本誌ニヨツテ之レヲ述へ" とし、っているが， 前報 (1919)担金〉とくらべとりたてて新知見が記されてい

るわけではない。
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スズタケのてんぐ巣病

原 (1922)308) (大 11) は「すずたけの天狗巣病に就し、て」と題する報交を発表しているが， これには

“緒言ぺ“病徴"， “病部の寄生菌の形態"と述べ.つぎに“分類"の項では， “白井博士*1 の日本菌類目

録によれば Epichloe Bambusae が本邦に産する旨記しあり，ただ竹の新条と記しありて何種のものに

寄生するか不明なり……以上記するところにより予が菌は既知の同属の菌中之れに一致するものを発見せ

ざればままに仮に新種として新種名を附せんとす即ち其の記載次の如し。

Epichloe Sasae Hara, ll. sp." 

として英語の記載文をかかげ，なお，病徴写真および菌体図の 2 図版を付図としている。

これとほとんど時を同じくして白井 (1922)3加(大 11) は「すず竹の天狗巣病に就て」で，“予は二十

余年以前より日光山中禅寺湖畔に生ずる『ひめすず竹』に一種の Epichloe 属のf寄生する者あるを知 h

其の種名を検索せんと欲したれど，予の標品は未熟の者にして精しく其形状を識別し得ざるを憾とせり。

然るに独逸に留学せる際，……ベルリン博物館に於て……文献を綴関せる際 Epichloe Bambusae Pat. 

の図説を見て其の被害音11形状略ぼ予標品と一致するものあるを知り，仮りに Epichloe Bambusae Pat. 

の名を以て予の標品を呼称する事とせしも……。然るに今回原氏の天城山に於て採集せられたるものは，

正しく天狗巣を作る特徴を有するより考れば之を Epichloe Bambusae Pat. と鑑定して訟り無きものと

信ず……J' と述べているが，これは原(1. c.) 論文の発表前に書かれたものである。

マダケの水稲病(H'r水病)

大正 2 ff.・ 11 月発行，大日本山林会報質疑応答側に「竹林の被害」という記事がみられ，これに対し

て本多静六 (1913)6) は“水枯病"と答えている。

北島 (1924)8削(大 13) は「苦竹水枯病ニ関スル観察」結果を次のように述ぺている。

“苦竹ノ7.k枯病(貯水病)ハ……京都，奈良地方……ヲ始メトシ，新潟県佐波及徳島県吉野川治岸…

ニ於テモ，例年其ノ被害ノ大ナルコトヲ関知セルコトヨリ考フルトキハ……損害額ハ，実ニ莫大ナルモノ

ト云ノ、ザル可カラズ。……本病害ニ関シテハ嚢ニ……川村清一氏ノ発表以来，充分ナル研究上ノ進歩ヲ観

タリト称スルニプラザノレモ，其ノ間多少記述ス可キコト無キニシモ有ラザノレヲ以テ……本誌;ノ余白ヲ綴シ

テ此ノー篇ヲ各位ノ高覧ニ 22 セムト欲ス"という書き Il:lしにはじまり，病徴を述ぺているが，その中に

“H・...竹筒内E空中ニハ清浄ナル水液ヲ滞i留スルモノニシテ……~~ノ量ノ、秋期頃迄ノ、漸次増加スノレモノナリ。

一被害竹得内ニi制留セノレ7)(ì伐ノ総量ハ……著者ガ曾テ……測定セルモノニ於テ其ノ:最多量ナルモノハ，周

囲七寸有余ノ竹ニテ，三チ1 九合ヲ有セシモノアリ。……被害中ニハ……其ノ竹得面ニ黒色ノノトナル結実体

ヲ無数ニ現出スルモノアリ。京都地方ニテ之レヲ「ごまたけ」ト通称シ，竹材利用上相当ノ需要アルモノ

ナリトス"とある。

勺1c枯病ト紫枯病"の項では，“…・・水枯病ト……徴候全グ同一ニシテ而モ其ノ竹筒中ニ全タ水液ヲ溜メ

ザル被存竹アリ。京都地方ニテハ之レヲ「葉枯レ」ト呼ピ「水枯レ」ト区別セリ。此ノモノノ冴1)種ノ病害

ニアラズシテ，全グ同一原因ニテ竹根内部ノ腐朽ヲ来シテ枯死シタルモノニシテ・・・・"とあり， “病原菌

ニ関スル考察"では川村 (1912)判とは異なる説を述ペている。すなわち“……本病害ノ、苦竹ノ根ニ或ノレ

積ノ糸状菌ガ寄生シテ発生スルモノナルコトハ，一般ニ認メラルル所ナルモ，其ノ結実体ニ就キテハ，既

*1 白井光太郎・三宅市郎:日本菌類目録(第二版). p , 219 (1917). 

判川村清一:苦竹ノ「水枯病(貯水病)J ヲ論ズ.植物学雑 26 (309) , pp. 277~287 (1912). 
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{主ニ於テ未ダ確実ニ公炎セラレタルモノナシ。而シテ外観 L 万人カポ健全竹ト称スノレ苦竹ノ地際部ニノ、朱

病関ノ冬胞子層ヲ認ムヰモノ台ー 11，-モ，巳ニ水枯ノ徴候ヲ呈スルモノ，、， j主ノ地際部附近又ハ地中ニ在ル稗

部ニ大ナノL黒色ノ変色部ヲ現ノ、シテ，其ノ音11分附近/根ノ中心部ハ大部分腐朽シ叉黒色部ヲ認メザルモ，

根ノ大部分ノ、其/中心部腐朽セノ1，-，、前述ノ如シ。此ノ地|際部附近ニ現In セノL 黒色ノ条斑ノ、……朱病菌ニヨ

リテ，竹稗面ニ現ノ、ルルモノト，全グ同一ナノレ経路ニヨリテ形成サレタルモノニシテ，初メノ、j主ノ {fll分ニ

胞子層ヲ現出セルモ，後ニコ主レパI鵠糸ハj栄ク竹手早組織内ニ藁延シテ， JU 病斑部ヲ拡大シ行キテ， t艮ノ中

心部ヲ侵シ，次イデ本病完:ヲ発生スルニ至ルモノナル可ク，叉直接ニ恨ニ寄生スルモノモ亦本病発生ノ原

因ヲナスモノト思ノ、レルナリ。以上記述セシ理由及朱病/発生多キ市竹林ニノV 多グノ場合ニ於テ，水枯

病(叉ハ葉枯病)ノ発生モ亦之レヲ認ムルガ虫日キ事実ヨリ考察スルトキノ\朱病菌ガ苦竹ノ地中ニアル部

分ニ寄生セル場合ニ水枯病ヲ発生セシムルモノニアラザルカヲ !'.t!iÊ セラルノレナリ。n

“被害竹内水液滞溜ノ:E1llfH及i制留水ノ成分"では， 水液j帝j留のま"~lll につし、ては川村(1. c.) の記述を紹

介したにすぎなし、が， l'常i留;j(の成分は林業試験場永井芳雄の分析結県をかかげている。そして本純文は

“被害竹ニ対スル所置"で終わっている。

北島(1. c.) のこの論文は水枯病病原として亦衣病菌 (Stereostratu例 corticioides (BERK. 巴t BR.) 

MAGNUS) を想定したところがミソである。その後昭和年代中期に発表された山本(和) (1959)*1 の

Gibberella ρhyllostachydicola YAMAMOTO 病原説とともに，本病の11;';閃決定は今後の研究にまたなければ

t~ ち t~、、。

赤衣病(朱病，竹馨病)

北島 (1920)27ll (大 9) は「まだけノ朱病害ニ就テ」で、その制貨車lli架を次のように述べている。まず緒

言の部で“……竹林ニシテ若シ朱病菌ノ発育ニ適当ナルトキハ其ノ蔓延甚シクシテ竹稗面ノ菌ノ寄生部ニ

ノ、大ナル黒褐色ノ病斑ヲ留メ竹材ノ fdli格ヲ減少セシムルヲ以テ決シテ軽視スへカラサル病害ナリ……朱病

ト竹齢トノ関係ハ全グ不明ナリシカ;/&般京都奈良方面ニ於ケノL調査研究ニ依リ之ヲ闇明シ得タルヲ以テまま

ニ之ヲ報告"するとし， 111員序として本病の“病徴及病原繭"を次のように説明している。 “本病害ノ、主ト

シテめだけ，まだけニ寄生スルモノニシテまだけニ於テハ初メ其ノ節部ニ発生シ漸次其ノ節ノ中央部ニ向

ヒ蔓延スルモ其ノ繁殖ノ、甚遅々タルカ如シ 而シテ朱ハ一般ニ地面ニ近キ節ニ多グ発生スルヲ認ムルト~

モ地上十数尺ノ上方ニ在ル校条ニモ発生スルヲ認メタリ 被害苦11ハ黒締色ヲ呈シ健全部ノ青色ナルニ比シ

テ其ノ着色甚シグ異ルヲ以テ直ニ訓 )JII スルコトヲ得へシ 其ノ他被~J~: J 軽微ナル場合ニ於テハ竹停ノ着色

及生育状態等ノ、健康竹ト其ノ区別ヲ認メス 本病菌ハ Puccinia corticioides BERK. et BR. (Stereostratum 

corticioides (BERK. et BR. )MAG.) ト称シ冬胞子及夏胞子ノ両胞子ヲ有ス…… 通常毎年卜一月下匂乃至

十二月上旬頃ニ至レハ被害まだけノ節部及其ノ附近ノ表皮ヲ破リテ朱色ヲ呈スル小ナル隆起物ノ現出スル

ヲ認ムヘシ之レ~IJ チ本菌ノ冬胞子堆……ニシテ……問月下旬乃至五月中旬頃ニ歪レハ自然ニ竹稗面ヨリ脱

落スルモノナリ…-f

“朱病トまだけ年齢トノ被害関係"の項では“H ・ H・大阪大林区署管内各地……ニ於ケル調査結果……ニ

拠レハまだけ/成長ノ良否ノ、朱病被害程度ノ軽重ニ全グ関係ヲ有セサノレコト明ナリ 次ニ年齢ニ就テ観ノレ

ニ・・…古竹若ノ、大正三，四年頃ニ発生セルモノ中ニ稀ニ被害ノ大ナルモノヲ認メ彼ノ菱自然枯病ニ於ケル

カ虫日夕竹齢ヲ重ヌノレニ従ヒ其ノ被害ノ度ヲ加フルカ如キ顕著ナル被害状態トノ、全グ其ノ飽キヲ異ニシ大正

副山本和太郎:ーマダケの水枯病とその病原蘭について.森林防疫ニユース 5 (11) , p. 261 (1956). 
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IIH~j'.発生ノまだけモ|ロj 仁年発生ノモノモ民/被存純度ニ於テ，、殆ト両者間ニ料市ノ l又別ヲ必メス 葉シ朱

州 l京iハ必スシモ竹齢/，向.キモノヨリ 1斬次寄生ス，~カ如lキ性質ヲ有セ"ずと L 、っている。

なお，:;，j;:病の被与と開店との関係については“ ......ji，-Jー竹林内ニ於テ本病/発坐ナキ部分卜発生セ凡例

Flf 卜ノ林地ノ状態ヲ比較セシニ後有ハ肥料トシテ藁，?書一事~:t-t ノ他各隠i / 有機物質ヲ多量生ニ撒布シアノL ニ剰l

へJt ノ南側ニ作lギアリテ陽光ハ全グ~キラレ……，~ニ反シ……全ク被'書十キ 11司 'i'f...... ，、林地ノ状態、全グ異

リイイ機物ノ堆fj~モナグ陽光/投射モ適当十!l-ヲ liZ メタリ"として 1， .る。そして“米州/駆除予防法"で本

側交は終オコってし‘乙。

黒穂病

.t)IIﾎ (1929)387) (大 15) は「竹の黒tむがiに就ての補遺」で，“H月治二三十八年*1 ……栽JNrrの J主総病に就て

附説を載せて i泣いだが， J七後本病に|主iする種々の事実が判り，ヲ正当時記して i高C~ .tニ病宵伝染の径路に就て

は誤りのJ誌があることをすき見し・…・・主題に就て再記することにしたJ'

"被害竹の附~(j i実竹， -?it'r，布袋竹1f:~昔種の Phyllostachys 属の栽陪竹に発病を見るけれど， li;1 闘の

孟宗竹に発病を見たことがない。……現今発病竹として知られて屠るものは /r. の削l し。

ノ、チグ，マダケ，ホテイチイ'1， アヅマザサ，コグマザサ，ハコネダケ"

"jr~í/rのゐ育" (日l持)，“t員'存" (目的

“病害の伝染 前総に本州は!武媒伝染性のもの…-・と惟|斬して i貫いたが， 実地の観察と，手早の病徴等か

ら判断すると， H\l媒伝染ではないやうに思はれる。……子苗伝染性のものと思はれる"

“1丙寄の伝播" “……ベルギ一国に I1 本から輸入した布袋竹に竹黒穂病が発生…・・。

"一九O九千句年lド.一一… iこ我邦から米国に愉入した淡竹に黒穂、病が発生した… c

勺次上の事実に山って見れば黒穂病は竹の根分けに依って……遠く海外迄も伝播することが判ったから

・・親竹を吟味することが甚だ必要である。又米国に於ける発病の実例に i拘れば……4雨前は根茎に潜伏し

て肘たかのようにも思はれるけれども，之れは根茎ではなくして，……既に幼稚な衝は出来て居る。其れ

が米国に着して仮楠中に笥が発育するとき感染したものであろう。而して若衡は!皮竹となり翌年五月・一

発病時期に至って発病したもので，本l請は確に枝稗の組織中に一年有余の問if干[たして居たものである"と

結んでいる。

その他の病害

!泉 (1917)155) (大 6) は 「苦竹の煤病に就て」 でこの病原閣を新たに Meliola (Limacinia) stomata 

H叫ん sp. nov. (Meliolina stomata HARA)柑と命名している。

原(1917)154) (大 6) r竹類の病害閣に就てJ lこは次の病害について解説が行なわれている。

‘一.竹類の鋳病"

“竹蓉病(一名シュ病) Stereostratum corticioides (B. et B.) Mag." 

“苦竹類の鋳病 Puccinia phyllostachydis Kusano" 

“女竹類の鋳病 Puccinia Kusanoi Diet. (Uredo arundinariae Syd.y 

*1 堀正太郎: Smut on cultivated large bamboo (Phyllostachys). 欧文農試干I~ 1 (1) , pp. 73-

89 (1905). 

判原摂佑:日本害菌学. p. 142 (1936). 
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"あずまざさの鋳病 Puccinia Kusanoi Diet. var. azuma Kusano" CPuccinia kusanoi DIET.)*工

“すすだけの録的 Puccinia sasae Kusano" 

“ささの鋳M Puccinia longicornis Pat. et Hariot" 

"すすだけの大形鋳術 Puccinia sasacola n. spブ C?)*1 

“ささ類の大形鋳病 Puccinia mitriformis S. Ito" 

“寒山竹及大麻竹の赤鋳病 Puccinia inflexa (Ito) Hori (Uredo inflexa S. Ito)" 

原 (1923)821) (大 12) 1制病学各論」にタケ，ササ恕iの病害として次のものが掲載されてし、るか

ササのすす病 Dimerosporium sasae HARA 

マダケのすす病 Meliola stomata HARA 

チマキザサの熊!%:病 Haraea ja.ρonica SACC. et SYD. 

ネマガリダケの図紋(í.:j Microρeltis bambusicola P. HENN. et SHIRAI 

ノ、チグのノj、団子írkj Shiraiella phyllostachydis HARA 

タケの赤団子病 Shiraia bm目busicola P. HENN. 

タケのてんぐ巣病 Aciculosρorium take MIYAKE 

ネマガリダケの麦角的 Claviceps ρuゆurea TUL. 

スズタケのてんぐ巣病 Eρichloe sasae HARA 

タケ矧の裏i'íA点病 Coccodiella arundinariae HARA 

マダケの黒ゃに病 Phyllachora ρhyllostachydis HARA 

メダケ類の黒ゃに病 Phyllachora shiraiana SYD. 

プンゴザサの築先枯病 11今cosρhaerella shibataea MIYAKE et HARA , nov. nom. 

マダケ・ハチグの葉斑点病 11今cosρhaerella bambusifolia MIYAKE et HARA 

スズタケの楽焼病 Sρhaerulina sasae HARA 

メダケ類の褐斑病 Phaeospora bambusae MIYAKE et HARA 

マダケ・山チグのさび約 Puccinia ρhyllostachydis KUSANO 

メダケ類のさび病 Puccinia kusanoi DIET. , Puccinia kusanoi DIET. var. azuma KUSANO , Puccinia 

sasae KUSANO , Puccinia longicornis PAT. et HARIOT , Puccinia mitriformis S. Ito, Puccinia inflex，σ 

(S. ho) HORI , Puccinia litseae (PAT.) DIET. et P. HENN. , Puccinia nakanoi KUSANO et YOSH凹AG A.

赤衣病(十1 草川、j) Stereostratum corticioides (BERK. et BR.) MAG. 

マダケ葉の縁1・古病 Phyllosticta take MIYAKE et HARA 

タケの雲紋病 Coniothyrium bambusae MIYAKE et HARA 

ハチクの円斑病 Diρlodia maculans MIYAKE et HARA 

南部 (1915) も次の病害をあげている。

タケの睡状iî~ C票、ゃに病) p，旬llachoγa shi:γaiana SYD. 

タケの黒穂、病 Ustilago shiγai朗自 p_ HE問.

キ1 伊藤誠哉:日本菌類誌 II (3) , (1950). 
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針葉樹の病害

針葉樹苗の立枯病

石坂 (1914)8剖(大 3) は「森林樹木の病害と其駆除法」の“苗立枯病に関する調査"で次のように記

Lている。“東京府西多摩郡青梅町東京市有苗圃は扇柏及び溶菜松播種苗固なるが大正三年六月中旬より

該病俄然発生し被害前は枯死しi斬次周囲に蔓延せんとす本病は落葉松苗に劇甚にして馬柏首に少許なる

がま口し>>。“病状 被害首は地際及び少しく上部茎の一部淡褐色となり為めに被害部以上は萎凋し遂に

枯死す被害部を鏡検すれば一種の「フザリウム」菌 (Fusarium) を認む木病菌は……Hartig の……

研究せレ…..Fusarium Parasiticum......菌なるが如し。"“誘因 湿潤なる天候打続き排水不良なる闘地

日覆久しきに豆り光線の透射及空気の流通不良なる陰湿の闘地に本病の発生を促進するものなり J と

し，“予防法"で終わってし、る。

次に南部 (1918)215) (大 7) は「松苗木ノ病害に就テ」の中で「松首ノ腐敗病」という病名で，“大正

五年八月岩手県……岩手郡御所村ノ某民有苗圃ニ於テ一年生ノ赤松及朝鮮松苗木ノ病害標本ヲ採集セシヲ

以テ之ヲ検鏡セシニ子苗ノ腐敗病菌ノ被害ヲ被レルヲ認メタリ 病徴初メ苗ノ地際及地下ニアル部分

カ白色ヲ呈シ湿潤ナル気候ニ遭遇スレハ盛ニ蔓延シテ其苗木ノ、漸次萎凋スノL ニラ:ルモノナリ 病原繭ノ、

Fusoma parasitica Tub. (Tul.)ト称シ……"と述ペてし、るが，氏が Fusonza 属とした菌は，その記載

および付図からみて Fusariztm 属菌である。

針葉樹苗の立枯約について大正年代になされたことはこれぐらいのもので， 本病の病原菌として

Fusariul仰が確認されたのが唯一の収穫といってよく， この木絡的調査研究はそのほとんどがあげて昭

和年代に持ち越された。

ヒノキのぺスタロチア病(赤枯病)

原 (1914)81) (大 3) は「檎の赤枯病」で次のように記している。

・・檎の病害としては Helicobasidium mompa Tanaka に原因する紫紋羽病其の他一二知らるると

雛も其害齢くして当業者の注意する程に至らざりしは造林上至大の幸福として喜び居たる甲斐もなく俄然

槍にも一種の病害発生して大損害を及ぼしつつあるを以て予は之れを研究してー穐の菌類に原因する伝染

病と決定せり ままに於て往時の杉の赤枯病を思ひ唯(誰)か之れを戦探せざるものあらんや これを以て

予は今……其恐るべき湾むべきを報ぜんと欲するなり"とし， “病兆"ではその終わりの方に“……其発

病し始むや早きは句 11遅くもー筒月を経ずして枯死するに至る 其病勢の迅速なる叉かの杉の赤枯病に於

げるが如し この和名に至りて芯杉の赤枯病と其病状相似たるが政に予が新:こ命名せしものなり。" そし

て“病原"は“……Pestalozzia funerea Desm. [Pesfalotia funerea DESM.) と云ひ……" “駆除予防法"

でこの報交は終わっている。

後年の研究により，本病はごく普通にみられるけれどもスギの赤枯病のような激烈なものではなく，ヒ

ノキに傷がついた場合あるいは幼若な苗木では付傷しなくても;~湿な場合:こしばしば被害を与えることが

明らかにされ，なお本病病原菌として Pestalotia funerea DESM. のほか P. chamaecyparidis SAWADA 

がつけ加えられた*1判。

ネ1 沢田兼吉:東北地方に於ける針葉樹の菌類-II. スギ以外の菌類.林試研報 46， pp. 111~150(1950). 

判伊藤一雄・紺谷修治:ヒノキ苗のペスタ戸チア病.林試研報 76， pp. 63~70 (1954). 
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第 34 閃 I{\j 都信ブi (1918). 

「松苗木ノ病寄ニ就テ」のタイトル・ページ

マツ市挺枯耐の最初]の報告一

マツ苗の葉枯病

南部 (1918)215) (大 7) は「松苗木ノ

病害ニ就テ」で次のように述ぺてし、る。

“大正|珂年九月鹿児島大林区箸ヨリ赤松

ノ歯類被害襟本ヲ送附シ来リテ菌名及駆

除予防法ヲ!被会セラレタリ 依テ之ヲ険

スルニ無数/ rセルコスポラ」菌ヲ認メ

夕日 然ルニ赤松/葉ニ寄生スル本菌ハ

1克今未タ記紋セラレタルコトナキ新病i笥

ナルヲ以テ差是事試験場技師堀正太郎氏ト

J七ニ Cercospora Pini-Densiflorae Hori 

巴t Nambu ナル学名ヲ与へ和名ヲ赤松/

禁枯病卜称セリ o なお病原繭の形

態の記，械を行ない，歯体の付図もつけて

いる。

その後久しし、 IfH本病発生の記録はな

く，病原簡の記載はあっても実害のない

ものとして忘れ去られてし、た。ところが

附和 30 年 (1955) ごろから九州地方で

マツ首にある障の病害が発生，その被害

状況は激烈でこのためマツ苗の養成をほ

とんど不可能にする事態にいたらしめ

た。調査の結果これは葉枯病にほかなら

ぬよとが明らかにされて， (l~然ふたたびこれが大きな問題になった。そして，本病は九州のほか四園地

方*1 にも存在するが， 分布は限られていていわゆる風土病的なものと考えられてし、たのであるが， 最近

的l同県および三重県の一部にも発見されてかる判*九

病原蘭 Cercospora ρi削.densiflorae はアカマツのほか，グロマツおよび外来舶のラディアタマツ (Pinus

radiata)料，ストロープマツ (P. strobus)*2 等をも侵し，これらすべてのマツ類に対して激烈な被害を与

えるもので， 今やマツ恕iの絞も専を要な病害の一つに数えられるようになった。 なお本病の薬剤l防除 il、制e

も最近完成された。

スギ苗の菌核病および灰色カ、び病(雪l持病)

笠井 (1917)国) (大 6) r杉苗の蘭被病及杉樹の黒点病菌」に次のように述べられてし、る。

*177井 群・曾川重夫:松の褐斑性業枯病摘.日他病報 20 (2 , 3) , p. 116 (1955). 

*2 伊藤一雄. .最近問題になったストロープマツの病害について.森林防疫ニュース 10 (3) , pp. 3~ 

6 (1961). 

判一一一一一:関税樹病新議.東京， pp. 253~254 (1962). 

判温水竹員IJ: マツの業枯がjについて.森林防疫ニュース 5 (11) , p. 264 (1956). 

判徳îf陽UJ ・清原友也:マツ業枯病の防除試験.林試研報 135 ， pp. 15~22 (1962). 



“(ー) 杉苗の商核病

(Sclerotium Douglasii, 

Tubeuf") 

“大正五年六月・…・私は

青森保線事務所に存・・・・・・る

…広瀬君から菌核の附着

した枯死せる杉苗の標本数

本を受領しました。……越

へて八月……折柄j帝京中で

あらせられた恩師宮部博士

が私の実験室へ御足労くだ

さったのを幸に右の薗核の

鑑定を乞ひました処が先生

は即座に此れは Sclero-

tium Douglasii, Tubeuf 

=Botrytis Douglasii Tuｭ

beuf であると教へられま

した，と同時に亦先生の令

息農学士宮部憲次君の卒業

論文-・・・・・中の研究材料のー

ツに供せられたものである

ことをも承りました，而し

て又一方チユポイフ氏の原

報*1.ーが丁度私の手元に

ありました好都合もあっ

て，此の杉の菌核の素性が

大略解釈せらるるに立至り

u 本における樹病学発達の展望 (n) (伊藤) 87 ー

第 35 図 TUBEUF， C. F. VON (1888). 
俉eitr臠e zur Kenntniss der EaumkrankheitenJ (梢紋学)の
扉ベージ

ました……。右記夜青森の広瀬君が傑本にiぷへて寄せられた…一報交其憶を褐記し参考に資しておきませ

う J

“本病発見当時に於ける苗閣の状況 本病を発見せるは大鰐小林l白骨1語i 苗圃にして凶íJ l・五 H 迄は全|面

積猶積雪を以て覆はれしが十六七十l の暖気の為め漸次地表出現し初め，発見当時(大正五年四月十八日)に

は苦闘の奥部其他低地には残雪あれども全面積より見る時は約半分面積は地表現はるるに~れり，而して

融雪の当時は一般に甚しく湿潤なりしを認めたり>>

“被害の状況 消雪後の杉苗床面の所々に塊状的に白色に変じたる部分あるを認めたれば仔細に調視す

るに菌糸様のもの附着し且つ鼠の糞の如き黒く聞きノH立体を発見せり 此粒形抄Jを切断すれば内部は白色

*1 TUBEUF, K.F. VON: Beitr臠e zur Kenntniss der Baumkrankheiten. Berlin. , iii+61 (1888)_ 

-Botrytis Douglasii. Eine neue Krankheit der Douglastanne-
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を呈し尚病害苗木の下には柔軟なる的核の落下しあるを見脳けたり 而して該菌糸は山獲の積傾斜せる所

就中低温にして遅く迄残雪ある箇所には比較的多く発生し平地其他融雪早き所にして乾燥せる土地には本

病菌の被害砂きを認むJ

“被害の程度本病に冒されしは一年生並に二年生の幼稚なる苗木に於て其害多く三年生以上の強健な

る苗木には割合に砂し 叉苗木の密1~.1せる部分に多く疎なる所には少し， fflj して本病は一市木の上半分及一

部の枝葉に止まるものありて全身本病菌に犯され枯死するものは寧ろ働く，故に被害部を切除する時は生

育の見込あるもの齢からず，而して舟岡品ー闘に於ける被害程度は一年生杉苗木に於て二十%二年生は約十

%の被害を生じ，其他三年生杉苗木及杉以外赤松苗木に在りでは極めて微少なりノ

“病菌の発生及経過木病菌は残雪下に於て熱気起り之れに適当の湿気を有帯し菌糸の宿生に便なる所

に発生す，故に積雪当時には何等異状なきものが消雪の際短期間に於て病jJ\jの発生を這うせるものにして

其後消雪し日光を受け土壌乾燥するに従ひ右菌糸は死滅し去るを以て引続き菌糸の発生する事なく従って

被害も接続的に伝播する虞なし 市して死減せる閑糸の附着せる被守苗棄には単に菌核を存するに過ぎ

ず。"

“以上が広瀬君の報交の大要でありますが悩むらくは本閣の分生胞子即ちボトリチス型に就ては同君の

記述ーがありません 同級に寄附された標本にも該 W:代を欠如してをります， iìtって私は他日再び此J誌に関

し記述する機会を得たいと思ひますがままにチユボイフ氏の原報に準拠して分生胞子の記載を試みることに

します"として Botrytis の分生胞子，菌糸，分生子梗について記載してし、る。 なお"宮部先生の説

に拠ると北米合衆国にてセグオイア樹首を害する担主であって，必ずしも我国に限られた病菌ではないと思

ほれます，本邦にては現今では杉首，赤松苗を害した事実があるのみと考へられる"としてし、る。

笠井(l. c.) のこの一女は本邦における針葉樹苗のいわゆる雪腐病に関するおそらく最初の報告である

が，しかし氏自ら行なった調査観察結果がほとんど皆無に近いことは悩まれる。

翌年北島 (1918)208) (大 7) は「杉首木関核病及赤松ノ炭痘病害ニ就テ」と題する報文を発表，そのな

かの“ー.杉苗木ノ菌骸病"について次のように述べている。

"大正四年五月~背室林野管理局技師佐々木和策氏ヨリ青森県津軽郡野辺地附近ニテ杉苗圃ニ菌核病アル

コトヲ報セラレタノレヲ以テ不取敢同氏ニ該病被害市木ノ採集方ヲ依頼シテ之カ寄附ヲ受ケ之ヲ検セシニ被

害技(校)禁上ニ現ノ、レタノレ菌核ニ依リ明ニ雨核病菌ナルコトヲ確認セリ 依テ大正五年五月及同七年四月

青森大林区箸ニ依頼シテ該被害苗木ヲ取寄セタノレニ何レモ l笥核ヲ認メ野辺地産ノモノト其ノ原因ノ|日lーナ

ルヲ知レリ 1再々大正七年五月杉苗木病的鉱定ノ為秋田大林区署ヨリ送付シ来レル首木ヲ検セシニ前ト同

ク其ノ技(枝)実上ニ多グノ蘭侠ヲ認メタル事ヨリ考察セノ、木菌ノ発生セル区域ノ、比較的大ナルカ如シー…f

q丙徴本病害八一般ニ混潤ナル季節ニ於テ苗圃ニ発生スルモノナレドモ東北地方ノ如グ冬期首画ノ表

面積雪ヲ以テ覆ノ、ルニ於テハ其下ノ、比較的混暖ニテ且日光/投射不充分ナル上充分ナル湿気ヲ保有スルヲ

以テ木病害ノ発生甚キコトアリ"

“本病菌ノ被害ハ主トシテ一年乃至二年生苗木ニ多タ三， I周年以上ノモノニハ未タ其ノ被害ヲ認メス

発病ノ、概ネ若キ枝条若ノ\幹ノ先端叉ノ、一部ニ之ヲ見其ノ部分緑色ヲ失ヒテ乾燥スノレト共ニ被害昔日ハ漸次拡

大スレト:モ被害ノ特ニ甚キ場合ヲ除クノ外ハ苗木ノ全枝条カ其ノ被害ヲ受クノレハ稀ニシテ概ネ其ノ局部ニ

限定サノ'"，レカ如キ傾向ニ有ス 而シテ本菌ノ寄生ヲ受ケタノL杉ノ枝条ハ普通他ノ原因ニテ枯死セシ場合ノ

如グ決シテ赤色ヲ呈セスシテ寧灰白色ヲ呈シ甚シキ時ノ、殆ト白色ヲ呈シテ其ノ重量著シク軽減セリ 之レ
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本病害カ共ノ病1数他極的害ト粉異ナル点ナリトス"

“病原菌ノ形態本病原菌ノ、大小二種ノ分生胞子ヲ構成シテ蔓延スル外……菌核ト称スル一種特別ナル

生殖器官ヲ構成スノレ特性ヲ有ス IHJ菌核病ナル名称ノlÍlリテ来タル所以也ぺついで“担子梗" (目的，“大型

分生胞子 普通被害苗木ニ見ラルルハ此ノ大型分生胞子ニシテ……"と形態を記紋， “小型分生胞子"で

は“此ノ分生胞子ノ、人工培養基上ニハ常ニ認レトモ被害苗木ニテハ充分之ヲ認ムルコト能ノ、サリキ"とし

てその形状，大きさを記し， “菌核"の形態を述ぺたのち“……人工培養基上ニ於テ……多グノ菌核ヲ構

成ス 此ノ菌核ノ、一般ニ杉ノ枝葉上ニ形成サルルモノヨリ形大ナリ"と記している。

“本商ノ学名"について "......Tubeuf 氏ノ、 Ps巴udotsuga Douglasii ニ寄生セシ菌ヲ研究シテ Botrytis

Douglasii Tubeuf ナル学名ヲ与へテ之ヲ発表セリ 而シテ本邦産杉苗木ヲ枯死セシムル菌核病菌ノ、一般

ニ本薗ニ相当スルモノナリト信セラルルモ親タ杉ノ蘭核病菌ノ各種生殖器官ノ形態ヲ調査シ旦培養上ノ性

質ヲ探究シテ Tubeuf 氏カ発表セル原報告ヲ比較スルニ担子梗ノ形態，菌核ノ太サ*1 及培養上ノ性質等ニ

於テ異ナル点有ルノミナラスーハ Pseudotsuga ニ寄生シ他ノ、杉苗木ニ寄生スルカ如ク其ノ寄主ヲモ異ニ

スルヲ以テ前者ニ寄生スルモノトノ、自ラ別種トシテ取扱フヲ至当ナリト信シ主主ニ Botrytis cryptomeriae 

Kitashima ナル新学名ヲ与へムト欲ス"といっている。

その翌年北島 (1919)2山(大 8) は「杉苗木の菌核病に就きて」で“一・…本病害ニ関しては嚢に笠井農

学土の詳細なる記述ありたるを以て袈説するの要なしと雑尚分生胞子の形態、及其の他の事項に就きて多少

実験する事を得たるを以て蛇足を顧ず……記述"するとして同氏前年(1918)蜘}の報文の概要を述ぺ，

なお“駆除予防法"にもふれている。

北島 (1918)208) の報文は著者自ら行なったわが国における針葉樹苗雪腐病に関する最初の調査研究報

告とみなしてよいであろう。

ここで，笠井 (1917)163) が紹介している，宮音rn長次(1914) (大 3) の Botrytis 菌に関する卒業論文

についてふれておく。笠井(1. c.) はその論文名を“Die vergleichende Versuche �er die 3 Botrytisｭ

arten ; B. cinerea Pers. , B. Douglasii Tubeuf und B. Paeoniae Oud." としている。そして出国軍庁

(1926) (大 15) í続日本植物病理学(下)J p. 1057 の参考文献中には 蓜ie vergleichende Versuche 

�er 3. Botrytisarten: B. Cinerea Pers. , B. Douglasii Tub. und B. Pa巴oniae Oud.J となってお

り，また原 (1927)判(昭 2) í実験樹木病害篇」にも，“未発表，出田氏による"としてこれを参考文献の

ーとしてかかげている。 ところで最近筆者はこれを親しく閲覧する機会を得， その論文名は 侔erglei-

chender Versuch �er 3 Botrytis-Arten, B. cinerea Pers. , B. Paeoniae Oud. , und B. Douglasii 

Tub.J が正しいことを知った。

宮部は菌の形態，培養試験および接種試験結果から，これら 3 菌の比較を行なったもので当時までの内

外文献を猟捗，きわめて周到に記述している。針葉樹に関しては青森県で採集されたスギ首およびアカマ

ツ苔の Botηtis jjきについて実験を行なっている。そして， これらの Botrytis 菌と Botrytis cinerea を

*1 “大きさ"ではなく“太さm である。後年筆者は北島氏のもとで氏の論文の校正を手伝わされ，“菌

糸の太さヘ“胞子の太さ"とあるので，“菌糸の太さ"はよいとして， “胞子の太さ"を“胞子の大

きさ"と訂正すると， 氏はこれが気に入らないとみえて， 必ず再び“胞子の太さ"ともとにもどし

ていた。そしてこれは終生変ることがなかった。思うにこれは氏の郷里宮崎県延岡市地方の方言で

あったかも知れない。

*2 原摂祐:実験樹木病害篇.東京， p. 73 (1927). 



- 90- 林業試験場研究報告第 181 ぢー

比較，分生胞子・の大きさ，分生子梗の太さおよびその他におし、て若|ーの差がみとめられるとして，これを

Botrytis douglasii TUBEUF と|司定してし、る。もっとも氏は当時すでに海外におかて Botrytis cinerea と

Botrytis douglasii は|百jー筒だとする見解のあることを知っていた。本論文には美麗なスギおよびアカマ

ツ被害苗着色凶 2 葉のほか分生胞子，向可糸，分生子梗，蘭核等をしめす|立] 5 ，計 7[刈版がついている。

本論女は実験の進め方，考察，とりまとめのいずれのJたからみても当時としては非常に立派なもので，

また海外の文献もよく参照してその所論も穏当である。 Botrytis cinerea PERS. とよばれる簡はいわゆる

集 fT障とすべきだとし、う概念が未だ十分広まっていなかった当時にオ;1;、て γ Botrytis cinerea と B. douｭ

glasii を一応別種としたことは娯りではない。それにしても，どうしてこの論文を印刷にふして公表しな

かったかはなはだ惜しまれる。その当時すくなくとも樹病学分野におけるこの種的'，~:の研究は海外におし、

ても 1可部の論文以上のものはなし、とし、ってよく，し、わんやわが国ではこの後にやっと初の報告を見たに過

ぎない。もしも宮部のこれが公表されていたならば， 笠井 (1917)168) および北島 (1918)加8) の報告に与

えた影響は少なからぬものがあったにちがいない。何故ならば宵部論文の内符は以上両氏のそれよりもは

るかに充実していたからである。

大正，昭和年代におし、て針葉樹首が積雪下でムレて雪腐れをおこして大害を与えることは林業技術者の

問によく知られていたのであるが，その後永し、問これに関する調査研究は皆無の状態、で，昭和時代も中期

にし、たってようやくこの問題が再登場した。すなわち伊藤(一)・保坂 (1951)判(附 26) はスギ苗のし、わ

ゆる雪腐病の病原にっし、て研究を行なレ，この主なものは Botrytis cinerea PERS. による灰色カ hび病と，

新悼として記載された Sιlerotinia kitajimana K. ho et HOSAKA による的核病で，これら両簡の間には

[rrJ恨関係はなく各々別稲で，なお北島 (1918)208) が新傾とした Bofryfis cryptomeriae KITA lIMA は B.

cinerea. PERS. と同一であるとした。

その後佐藤(邦)ら (1959)*2 (1960)判によって針葉樹首雪腐病に関する詳細な研究が行なわれ， 病

原，発病機構の全貌が明らカ通にされ，また防除対策も確~\i..されたのであるが，これらについては後でくわ

しく述べるはずである。

アリスタテ‘ィプロディア菌によるマツ苗の葉枯性病害

i<H1:I大学 (1919)249) (大 8) íスフエリオイダ科の一新属に属する赤松苗の新病脊菌に就て」には次の

ように述べられている。 “大 11二七年晩夏より秋に豆りて山形県飽海郡西遊{，lr:村なる|司j県々設苗圃に於て一

年生赤松に一種の病害を窓起し樹首はために黄褐色に変じ漸次枯死し蔓延の綴級ありと， )直々林学博土

諸戸北郎先生の山形県海岸砂防地に 1['，張の途次，同苗圃を悦察し被害樹前十数本を得て帰京せられ，，ttの

一宮[1を余に交付して該病の研究を勧められたり……更らに……襟品の送付を依頼一…西遊佐村役場より該

被害苗を多数送付し来れり……九“病i数は被害樹苗を検するに下部の針葉より黄褐色に変じ或るものは上

音[1針業(g)ほ緑色を保てるに拘はらず枯死せるものあり……黄褐色に変色せる針葉 Hこは黒色の小点の散在

せるを見る 之れを検鏡するに本菌の柄子殻なり 本尚一の外に針葉にはペスタロチア存Î (Pestalozzia) 及

*1 f，弄総-tft ・保坂義行:スギ苗の灰色徴的及び的核病 し、わゆる雪!的J~l-. 林試研報 51， pp. 1~27 

(1951). 

キ2 佐藤邦彦・庄司次男・太1'11 争い童 [，1ìi'i結 I 首の雪腐病Jこ関する研究ー1.灰色かび1，')および蘭核病.同

上 110 ， pp. 1~153 (1959). 

*3 ・一一一一一:同.f:-ll. 11音色雪腐病.同上 124， pp. 21~100 (1960). 
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びフイロスチグタ (Phyllosticta) 菌を認めた・…-J' 次に“病原繭"については“……柄子穀は球形乃至

楕円形にして初め埋没し後に僅かに頭を出す高さ八Oμ 乃至一三Oμ直符ーごOμ 乃至二00μ……乳

頭様の口昔日を有す……。分生胞子は長楕円体にして初め単細胞にして無色なるも成熟すれば中央に横隔を

生じその色淡撤寓色を長す 長さ-0μ 乃至一二 μ にして幅三 μ 乃至五μ あり 一端に糸毛を有す通常三

本なり 長さ-0μ 乃至二0 ，.幅一 μ あり"と記載，次に“分瀬上の位置反命名"では“……本商に該当

する種 (species) を見ず，之れを恩師白井県学博士に約りしに博士は未だ記載なき同 (genus) に属すぺ

き一新種なるを鉦せられ次の学名を与へられたり。 Aristadiplodia pini sp. nov." とし，この新属の英

語による記相交をカの・げている。

ところで，この種の病i教を伴うマツの病'斉を基I対するものとしては Diþlodia ρinea (DESM.) KICKX. 

があるが，この閣の胞子はi何回の菌にくらべて大きさは 2 倍以上でしかも繊毛を有することはなか。 iM岡

崎にきわめて近似で、針葉樹に時々認められるものとして Robillarda sp. があるが，この胞子ーは無色であ

る。われわれは沼田繭を今日まで・見たことがなく， AINSWORTH and Bls町、 (1961)判 iDictionary of the 

fungÌjには“Aristadiplodia Shirai,? Sphaeropsidales" となってし、る。沼回閣はまことに珍妙なもの

で，氏がかかげた病徴は直接この蘭によって起こされたものではなく，他の原因によって枯死あるいはひ

どく哀弱した針葉に着生しておったものではあるまいか。

ヒノキの葉ふるい病

北島 (1926)393) (大 15) は「落葉松ノ腐心病ノ iTC体及扇柏葉フルヒ病蘭ニ就子」で次のように述べて

し、る。

“大正十三年七月， 著者ノ、， 当時東京営林局在勤/外山林学士カラ，君11山営林署部内ノ属柏/病害襟本

ヲ得タノデアルガ，当時被害紫ニハ，全グ病原菌ノ結実体ヲ見ルコトガ出来ナカツタ為ん病原菌ノ形態

ヤ，名称ヲ知ルヲ得ナカ、y タ/デアルガ， :)t ノ 11， /九 11 時分ニ，再ピ{辱タ実験材料ニ就キ，検鏡シタ所

ガ，幸ニモ，完全ナル結実体ヲ，実見シタ次第デ71~ ， Nf ガ本年八月下句ニ，岐車県庁カラ|可県下ノ……

扇柏林ニ，発生シタト称シテ tt ノ病原査定ノ為メ……送付シテ来タ被害樹ヲ見ルト，全グ昨年郡山営林

軒郎内ニ発生シタモノト， I訂l一病害デアツテ，斯ノ如1キ被害ノ、外/地方ニモ，発生シテノ、ヰマイカト推察

サルルノデアノレ"。

“事長寄ヲ見タル扇柏ノ、，両日時所共，十年生i立デアヅテ， 下方ノ枝葉カラ変色枯死シ始メ， 漸次上方ニ波

及シi蓋ニ頂部ニ僅少ノ生葉ヲ留ムルニ主 I~状態ノ、，丁度杉苗ノ亦枯病ノ被脊状態ニ，誠ニ似タノLモノデア

ル。八月ノ末カラ，九月ノ上旬ニナルト，被害葉/表皮ヲ被(破)ツテ，紡錘形ヲナス黒色小体ガ発生シ

テ米ノレ。此ノ物ガ，コノ病原蘭デアツテ，学名ヲ， Lophodermium chamaecyparisii (SHIRAI et HARA)*7; 

ト称スル針葉樹ノ業フルヒ病菌ノ一種デ……。元来此/病菌パ，二種ノ胞子型ヲ形成スルモノデ，今述ベ

タモノハ，外界ノ影響ニ.Xfシテ，比較的抵抗力/大ナル子嚢型デ，コノ外ニ尚ホ分生胞子ト称スル胞子ーヲ

作ルモノデ.アルガ，コレハ通常，子嚢胞子ノ形成前ニ認ムル形デアル。コノ病菌ノ、，晩夏カラ初秋ニカケ

テ，新タナル寄生ヲ始ムルガ如久思ハルノL ……f

*1 AINSWORTH , G. C.: AINSWORTH & BISBY'S Dictionary of the fungi (Fifth edition). Kew, 

Surrey, p. 26 (1961). 

*2 白井光太郎・原摂祐: Some new parasitic fungi of Japan. 植物学雑 25 (290) , pp. 69~73. 

(1911). 
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ヒノキには落葉を伴う附評がしばしば認められるもので\このような場合し、とも簡単に禁ふるレ病にし

てしまう傾向がある。しかし本病はそうしばしば発生するものではなく，また古い時代に考えられていた

ほど激烈な疾病でもない。

カラマツのすす病

新島・宮部 (1924)354) (大 13) r室蘭附近並に噴火湾方面に於ける杉及び孫葉松の被害調査」中の“洛

葉松被害調脊報告"の項には次のよ iうに記されている。

“一.被害調査林の位問、面積，樹齢等"には有珠郡伊達村および室蘭ïlJの樹齢 15~20 年， 被害面積

計約 2ha だとある。

'二.病状 H ・ H・何れの被帯林にありても樹幹枝条の表面には煤状の細粉を認めざるはなく，其甚しき

P)y. …に於ては主幹より枝梢に至るまで黒色組槌の被覆を生じ，累々として凝着するを見る。此は見鏡に

よれば煤病菌の一種 (Limacinia .sp.) の菌糸及子実体の附着堆積せるものにして，細長円筒形の柄子器

と球形の子襲殻は簡単なる廓大鏡に依るも認め得ベし。 1M してかかる樹木を伐採して内部を調査するに全

く枯死するか……叉は僅かに生活せるに……過ぎざるが如し。尚ほ被害木の殆んど全部は其樹皮上及皮下

にカラマツオホアプラムシ (Lachnus laricis Walk.) の成虫並に卵を発見し，旦つ被害林を通して多少

のエゾアカヤマアリー・を而して第四林にありては特に多数の蟻塚を発見したり…・・。

二三病原以上の病状より判断すれば被害の第一原因は……カラマツオホアブラムシに帰することを

得。何となれば何れの被宵樹七にも前記煤病菌の繭糸並に子実体を見，此に 111 りて生ぜる黒色の被覆は一

見宛かも被~I!;:直接の原l主|なるが~Ilきも，本 l量lは元来純粋死物寄生性にして ， 'm.に或種の見虫の分泌する蜜

露に寄生するを要し，決して独立に樹体内により養分を得て生活し得るものにあらず。是に反してカラマツ

オホアブラムシは各自共円吻を樹体内に持入し，直接に樹i夜を吸収しi斬次樹木を枯死に導くを以てなり J

“|ル1. 被寄出大の径路" (時)に次ぎ“五.結論"では“以上要するに今同法葉松が其樹幹黒色を呈し，

衰弱枯死に及びたるは蹄虫の直後に樹械を吸収せるに由るものにして， IWJほ其繁殖を補け之を利用する蟻

の存するあり，叉其分泌せる蜜露に寄生して樹体の表面に被覆する煤術商ありて間援に樹勢を衰退せしめ

Tこるものとす-J' としてし、る。

本病病原繭名として Phragmoca.ρnias lm.icis TOCHINAI et Y AMAMOTO とし、う学名が活字になった最初

は山本光 (1948)叫 (1111 23) r森林保護学」で，これに従って伊藤(一) (1952)*2 (昭 27) は「樹病」でそ

のままこの学名を用し、た。

筆者は学名 Ph印'gmoca.ρnias laricis TOCHINAI et Y AMAMOTO の出典を知りたくていろいろ調ベたが不

明のため，すす病 l積分安!の専門家山本和l太郎博土ーに生前聞い合わせたところ，氏の命名したものではなし、

との回答をし、ただいた。

その後亀井 (1956)判(昭 31) は「カラマツの病害と腐朽」でこれをとりあげ，本菌の学名を Phra­

g削ocapniω laricis TOCHINAI et K. Y AMAMOTO とし， この出典は北海道大学農学部の卒業論文だと氏が

キ1 山本 た:森林保護学.東京， p. 199 (1948). 

判伊藤一雄:樹病.東京， p. 25 (1952). 

なお *1*2 には Phragmocapinias となってし、る。

判亀井専次:カラマツの病害と腐朽〔樹病・木材腐朽J. 北方林業叢書 6，カラマヅ保護編. pp. 22~ 

23 (1956). 
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生ilíjfiiJかのついでに筆者に語ったことを記憶している。最近北大農学部で閲覧する機会を{せたのである

が，これはUJ本吉之助:“からまつノ煤病ト蹄虫ノ関係" (1926 年 3 月 25 日)と題する林学科学生の卒

業論文で，病原閣の学名を“Phragmocapnias Laricis , Tochinai et Yamamoto" とし， またカラマツ

ノオオアブラムシの学名は“Lachnus Laricis, Koch" となっている。

Phragmoca，仰ias laricis を最初に活字にしたのが山本光， その命名者の一人が山本吉之助， そしてす

すがi 菊分類学者山本和太郎と，これに関連する山本が三人おり，そのためにはなはだややっこしいことに

なったわけである。それはとも角として ， Phragmoca戸nias laricis TOCHINAI et (K.) YAMAMOTO という，

学名は卒業論文上のもので学外不出となっており，いうまでもなくこれは未公表のものであるから，少な

くとも今後はこの学名を抹殺し，新島・官部 (1924)854) にかえって Limacinia sp. を復活，その種名の

決定は今後の研究報告にまつべきであろう。

なお， Phragmoca，ρnias laricis TOCHINAI et YAMAMOTO を最初に活字にした山本光氏に最近その出典を

ただしたところ，長谷川孝三博士の講習用テキスト(謄写刷)によったとの回答に接した。

ヒノキの徳利病

北島 (1926)392) (Ilß元)は「扇柏樹の新病害に就て(予報)J で次のように述べている。

"大正十五年十一月，東京営林局の依嘱により，同局管内大子，棚倉両営林署音11内に於ける属柏林の被

害状況を調査したるに，共の区域比較的広く且林地によりては被害甚しき個所あるを認めたり，暴に大正

七年頃之と同一病害が熊本県下にて発見されたることあり，又大正十三年宮崎県下に於ても同様の病害あ

るの報告ありたるを以て之が実地調査を為したることあり，日Hち彼此之を考察するに本病害の本邦内に於

ける分布は広大なるぺきを以て……。"とし， u病名"では， u本病害は病理学上未だ記載なき新病害にし

て其の名称も亦確定的のものなし……現在東京営林局管内に於て称せられつつある「根太り病」なる名称

は敢て不可なきにあらざるも，本病の特徴とする肥大部は主として樹幹にして其の被害の進みたる場合に

根株の一部に及ぶに過ぎざるものなるを以て，根太り病の名は梢当を得ざるところあり，殊に共の被害の

甚しきものにありては樹幹の形状が徳利現をなすを通常とするを以て，業外観に因みて徳利病と称せむと

欲すJ' と病名徳利病の [h来を記してし、る。

吋í:H~" の記載があって，次に“被害!京肉及病原位入の経路"には，“……各地……に於ける調査の結果

より判断するときは， 被害原因は或る穐のl若輩の寄生に因るものにして……其の腐朽状態は Trametes

pini (1サルノコシカケ」の一陣)に因るえぞまつ心材の腐朽及 Fomes annosus (1サルノコシカケ」のl

一律)に因るからまつ心付の腐朽の主Jlく，完全なる Pocket-Rot......を倦成するものにはあらざるも， 現

在の腐朽は之れに近き状態にて……本病菌も亦「サルノコシカケ」に属する一陣なるが如し……。次に病

原菌は如何なる経路によりて侵入するものなりや……被害樹肥大部の横断面を検するときは其の部分には

多数の枯枝，腐朽枝は皮叩きのまま数年巻き込まれ完全なる死節を構成し且つ其の部分より材の変色又は

腐朽の進展せるを認めたり。・…・・樹幹の下方に枯枝を生ずる時代巳に此の部分より病菌侵入して……病害

を発生せるものなるぺしJ' そして“本病害の予防及現在被吉林地に対する処置"で本報交は終わってい

る。

同氏 (1933)判(昭 8) の「樹病学及木材腐朽論」 によると， この病名は“本病の被害大なるものは，

何れも地際部附近から目通り附近の聞が異常に肥大成長するもので，林学博士白沢保美氏は之を徳利病と

担北島君三:樹病学及木材腐朽論.東京， p. 89 (1933). 



第 181 Jij 休業試験場研究報告94 ー

命名された"となっている。

(1926)392) は最初jサルノコシカケ類によるものこの病}J試を ~t島~Ifkjは現 (1:関東以!+l に 11; く分イjiする。

j霊i間HEiÆなと考えたが，後で 1'01 氏 (1933)*1 は病問未定としている。この病因はし、まだ切!らかでないが，

な林地に多発し，林縁本によくみられ，また成長の良好なものが被害をうけやすし、といわれている判*九

これをある陣的頬の刺激による組織の肥大橋生とみる人制もないではないお患部の解剖学的所見から，

種子の産地と造林木の成長不良

の問題

北島 (1923)326) (大 12) は f'高]二山

麓あかまっiS林不成績ノ原因ニ就テ」

と題する械女で次のように述べてい

る。

大疋九年七月山梨県庁“一.緒言

斉藤技師当林業試験場ニ来タリ富士山

J鐙東部及北部ニ於ケル横栽後七乃五十

二年生ノあかまっヵ紘(広)大ナル而

償ニ立リIií'今漸次生長衰へ且枯稿シ成

林ノ見込ナグ且Jt ノ不成績面積ノ、j斬次

路大シ行グヲ以テ県当局ノ、之カ原因/

探究及造林地ニ対スル所置ニ腐心シツ

ッァ，'"コト及其ノ徴候トシテ多数ノ墾

果ヲ結ヒテ枯死スルモノ或ハ格別ナル

徴候モ笠スルコトナグシテ自然ニ枯死

スルモノ父ノ、其ノ枝条湾曲シテ崎形ヲ

;呈スルモノ等アノレコトヲ述へラレタル

ヲ以テ不取敢|司技師ニ依頼シテ其ノ枝
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ヰヒ

asclepiadeum (あかまっノ済胞病菌)

超へノ寄生ヲ受ケタルカ如キ痕跡ヲ認メタル外被害ノ原因 ßl ルカ如キ特別ナル l菊類ヲ認ムルコト能ハス

テ大正十年ヨリ十一年ニ於テ前後四回ニ豆リ富士山麓ニ於ケル不成績地ノ実地調査ヲ行フト共ニ長野，山

梨両県下ニ於テ…一あかまっ林ヲ比較調査セル結果ニヨリ大体ニ於テ其ノ原因ヲ推定シ得タリト信スル・・

" 。

*1 北島君三:樹病学及木材腐朽諭.東京， p. 89 (1933). 

*2 遠藤 昭・渡瀬 彰:ヒノキのトッグリ病と土壌の理化学性. 69回目林誠 pp. 360~361 (1959). 
材一一一・一一一一:ヒノキのトッグリ病と土壌の理化学性一特に玉里学性について. 70 回目林講
pp. 355~357 (1960). 

*4 1.恵重陽山:徳利病にかかったヒノキの解剖観察.林試研報 134， pp. 21~31 (1961). 
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“二;宣林地ノ来l荏及不成績面積 山梨県南都留郡内……五筒村ニ立ノレ広大ナノL あかまっ;主林地…・・ノ、，

明治 I'LJ 十三年・…一造林ニ諸手セルモノ十リ……之ニ要セシあかまっ傾チ及苗木ノ、.…・愛知県・・・下策県…

… Ilr.JLLJ 県……等ヨリ購入シテ県設苗圃ニ於テ之ヲ宵生シテ……希望おニ之ヲ下附セリ……数年前ヨリ父ノ

造林木ヘ勢力衰弱シj斬;欠陥色ヲ帯ヒ来リ最近ニ宝リ J~ ノ被'芹益々甚シク現{!:被'r~f大ニシテ到l定!或林ノ見込

ナキモノ父ヘ被害特徴ナノレモ比ノ程度i斬次増大ス，~カ/，(11 /，1認メラルルモノノ惣定i而積 f汗|千rLl"Fi三イ・町歩

ニ i圭スルニ査レリ……J

“三.楠栽あかまっノ生育状況 陥栽あかまっヵ被害ノ i数候ヲ呈シ来ルハ梢栽地/筒所ニヨリ千一定ス

ノレコト能ハサルモ……怖栽後両三年間 "j~ ノ造林地内天然生首木ニ比シテ成長良好ナヰモ 1lL1，五年頃ヨリ

j斬次之ニ劣リ而シテ六年前後ニハ其/生育ノ旺盛期ニ達スルモ之ヲ天然生ノモノニ比スレパ甚シグ劣ルニ

至リ且夫レヨリ ì'断次衰弱シ来リ十年前後ニシテ共/上長成長ノ、全列苧止スルカ叉ハ箸シグ微々トナリ天然

生あかまっノ成長状態ニ比較セハ甚シキ懸隔アリ……而シチ被害樹ノ枝条ノ、徒長シチ異常ノ轡1<<1成長ヲナ

スモノ叉ハ枝条ノ先端カ主納ノ頂点ニ達スルモノ等アリテ一見雨傘ヲ開キタルカ如lキ樹形ヲナスモノ多グ

叉針葉ハ小形ト十リテ主主緑色ヲ呈ス 然レトモ新芽/伸長セル八，九月ノ候ニ於テノ、針葉/緑色積i栄キヲ

加へ箸色上樹勢侠復シ来ルカ虫Jlキ外観ヲ呈スルモ冬季ヲ経過シタル後ニ於テノ、針葉ノ色縫セ其ノ先端ハ枯

死シ甚シキハrr;葉スルモノ等アリテ著シク寂参 I rtl!ヲ呈シ来リ被害樹ハ連年生珂l的不良状態ヲ繰り返シテ

遂ニ枯死スルニ杢ルモノナリ 被害樹ノ多タハ前述セル如1キ徴候ヲ豆:スルモ其ノ他枝条ノ、特異ノ成長ヲナ

サスシテ針葉自然ニ萎縮シテ後落葉シ枯死スルモノ叉ハ多数ノ盆果ヲ著生スルモノ;等モ決シテ齢カラス

次ニ被害樹ノ恨脅11 ヲ検スルニ直恨ノ発育甚不良ナルヲ認ム・

“問.不成績造林地各ftlll 状況"では山梨，長野両県下lli問所の各々にっし、て調査結果を記し"・...前

述セル……;き林地ノ実査ノ結果ヲ綜合スルニ造林J也ト時子及首木生産地/甚シキ異変カ斯ノ:虫11キ結果ヲ生

シタルモノノ kJlシ・・・・・・。"としている。

“五 . J菱地ヲ異ニセノL.-Ê1古木ニ依ル造林木生育ニ l共i スノレ既往ノ併究"では， H. MAYER (1909) ほか欧州お

よび日本の造林学者によるこれについての論文の概要を述ペてから“以上記述セシカ如キ既往ノ造林学

者ノ述フル所ヲ通覧スルニ種子ノ産地ト其ノ種子ヨリ育生セル苗木値栽地ノ地理的位置ノ大ナル相違ノ、林

木ノ生長ニ甚シキ不良ナノL結果ヲ来スモノナルコトノ、過去ニ於ケル経験， .1lÉニ実験上明ナルコトナルモ其

ノ原因ニ就キテノ、何等記述ナキカ叉ノ、林木其ノモノ/個性ニ因ルモノナリト云ヒ符ノ、季候上ノ変化ニ基ク

モノナリト称スルモノナリ J としている。

ザf・不成績ノ!京困"では，“本造林地不成績ノ原因ニ就テハ未タ之ヲ断定スルコト能ノ、サルモ……富士

山麓造林地中ノ天然生あかまっノ生育状態又ハ富士山麓ニテ採集セル種子ニヨリ 7f生セルあかまっト他地

方産あかまっトノ被害関係並ニ同シグ茨城産苗木ト称スルモ楠栽地ノ異ノレニ従ヒ宮士山後ニ被害アリテ海

抜低キ他ノ地方ニ於テハ被害ナキコト及種子産地ノ異同カ林木ノ生長ニ及ホス既往ノ学者ノ研究ノ結果ヨ

リ考察シテ富士山麓あかまっ造林地不成績ノ主原因ハ低地平野地方ノ温和ナル季候ニ劇作所謂一種/季候

的変種ヲナセルあかまっ，、富士山麓ノ如キ海抜三， 000尺乃至三，五00尺ノ高サニ在リテ加カモ冬季

積雪少クシテ北風強烈ナル地方ニ於テハ其ノ地方/季候ニ馴和スノレコト能ハスシテ漸次其ノ樹勢衰弱シテ

遂ニ現在ノ如キ結果ヲ生セシモノナリト思惟ス"といっている。

これはいわゆる林木の郷土問題 (Provenienzfrage) をとりあげたもので，北島は全く方面ちがいの農

学から林学の世界に織を得てわずか数年でこれにとりくんでいる。おそらく非常に苦労したことと思われ
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るが，何人が行なってもこれ以上の調査成紡は得られなかったであろう。もとよりこれは実地調査を主体

としたものであるが，その調査のたんねんさ，データの整理のよさ，推論から結論を導く経緯に無理のな

いこと等，異色の報文であるとともに氏の研究生活前半における労作といってよいであろう。

その他の病害

以上拘げた文献以外の縄文にとりあげられた針葉樹の病害を次に記す。病原菌名に疑問なものも少なか

らずあるが，ここでは深くせんさくしないことにする。

樹首の立枯病 Phytophthora cactorum (LEBERT et COHN) SCHROET. 原 (1915)70)

イチョウの葉枯病 Pestalozzia (Pestalotia) ginkgo HORl 南部 (1915)86)

イチョウの紫紋羽病 Sち'Pinella ρurρurea (TUL.) SCHROET. CHelicobasidium momρa TANAKAJ 南部

(1915)86) ，南部 (1917)176)

コウヤマキのすす病 Dimerina padocaゆが SYD. 原(1915)70)

スギのこぶ病 Myriangium tuberformis SHIRAl et HARA? , Nectria galligena BRES. ? CNitschkia 

tuberculifera KUSANOJ 原 (1915)70)

スギの楽MWI CペスタロチアlI~jJ Pestalozzia CPestalotiaJ shiraiana P. HENN. 南部 (1915)86)

ヒノキのカピフルヒ病〔葉ふるい病J Lo，ρhodermium chamaecyparisii SHIRAl et HARA 原 (1915)70>

ヒノキのすす病 Asterina chamaecyparisii SHIRAl et HARA 原 (1915)70に Apiosporium ρiniρhilum

FUCKL. 南部(1920)278)

ヒノキのぺスタグロヂヤ病〔ぺスタロチア病J Pestalozzia CPestalotiaJ funerea DEsM. 南部(1920)278)

グロマツの校曲り病〔皮目枝枯病J Cenangium めietis RHEM. var. ja，ρonicum P. HENN. (Cenangium 

ferruginos抑n FR. ex FR. J 原 (1915)70)

マツのカピフルヒ病〔葉ふるい病J Lophodermium pinastri (SCHRAD.) CHEV. 原 (1915)70) , 南部

(1915)86) , (1917)176) , (1920)別}

マツの鋳病， マツ棄の鋳病〔葉さび病J Coleos.ρorium pini・asteris ORlSHlMO (Coleos.戸orium asterum 

(DIET.) SYD.J 北島 (1916)120)，南部(1920)278)

アカマツの炭痘病 Gloeosporium sp. 北島(1918)208)

マツ市の立1'~í病，松類首の腐敗病〔首立村(r，:jJ Fuso例。 CFusariumJ ρarasitica TUL. , Pestalozzia 

CPestalotiaJ funerea DEsM. 南部 (1917)176) ， (1920)278) 

マツの楽村病 Cercospora ρini・densiflorae HORl et NAMBU r羽部 (1917)176)

ヒパのてんぐ巣病(あすなろひじき) Caeoma deformans (BERK. et BR.) TUBEUF 南部 (1920)278り

(1921)8附

カラマツの斑点病 5Jうhaerella laricina HARTIG 南部 (1916)180)

モミのがんしゅ病 Dasyscyρha abieticola P. HENN. et SHIRAl 原 (1915)70)

モミのカピフルヒ病〔葉ふるい病J LoPhodermium nervisequim RHEM. 原 (1915)70)

モミの垂葉病 Acanthostigma ρarasitica (HART.) SACC. (Trichos.ρhaeria ρarasitica HART.) 原

(1916)108) 

モミ苦'l'íの班点病 Phoma abietina HARTIG 南部(1915)86)

モミのてんぐ巣病 Melamρsorella caryoρhyllacearum SCHROET. 南部 (1920)278九 (1921)808)
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トウヒのがんしゅ病 Nectria cinnabarina FR. 原 (1915)70)

ピャグシンの斑奨病 Coryneum berkeleyi COOKE 南部 (1916)130)

ピャグシンの赤渋病〔さび病J Gymnosρorangium ja，ρoniωm SYD・ 南部 (1918)216】

広葉樹の病害

マサキのとうぞう病(穿孔病，褐色円星病)

堀 (1913)引(大 2) は「マサキの褐色円星(トピイロマルポシ)病ー名穿孔病」で次のように記してい

る。

"・..千葉県松戸町で或病害に侵されて非度く競い状になって居る「マサキ」を発見したから調ぺて見

ると未だ記載されたことのない，新病害であることが判った……ona病名 木病害は新病害であるから病

名を撰定するの必要が起った。……褐色円星病と命名し，叉病斑部は後に脱落して円孔を生ずるから一名

穿孔病と称することにした"とし，次に“病徴"を述ペ，“病原"では“……病原菌は未だ記載されたこ

とのない新種類であるから種名を……Fusicladium Euonymi-japonici, HORI sp. nov. と命じた'二な

おとの報文には“病原菌の種属名の解説"および“予防法"も述ペられている。

後年黒沢・香月 (1956)*1 は本病病原菌を SPhaceloma euonymi-japonici KUROSAWA et KATSUKI , sp. 

nov. とし，さらにその後香月 (1957)判は本菌の完全時代の発見によってとれは Elsinoë euonymi.japo-

nici J ENKlNS et BlT ANCOURT と改められたことを報じている。

クリの斑点病(斑紋病)

原 (1914)32) (大 3) の「栗の斑紋病」と題する一文には次のように述ペられている。

“……我国の栗樹の病害としては紋羽病，うどんこ病……，鋳病……の外あまり知られて居ないのみな

らずこれ等の病害も紋羽病を除けば秋期に於て葉に発生する位で農家の注意を惹く程には至らない 予が

絞に発表するものは夏期土用前から甚だしく棄に発生して棄を枯ちし樹を非常・に衰弱せしむるもので栽培

者たるものは最も注意すペき一新病害である 予が本病を初めて発見したのは明治四十年九月で岐阜県農

事試験所(場)で採集し，叉同年十一月群馬埼玉県地方に旅行して本病を見た 東京駒場にては農科大学

内の栗樹や構外の野生のものに年々発生して居ることを知った 然して本病は野生のものよりも栽培のも

のに多いのである 特に苗木に発生して各地に伝播するから栽培者は一層注意を払はなければならなv''' ，

とし，“病徴ヘついで“病原"では“病原は一種の寄生菌である 其形態甚だ異様であるから種々参考書

を参照して見たがこれに該当するものを見ないのみならず其所属する属名さへ見出し兼ねたからこれを独

逸の「ズイドウ」氏に送った 然るに氏も亦fこ非常に珍らしい菌類を見られたと見へて再びこれを伊太利

の……「サツカルドウ」氏の所へ送った 「サツカルドウ」判氏はこれを研究して新属新種の珍種として

Actinopelte Japonica Sacc. nov. gen. spec. と命名し・…"として形態の記載を行ない<<以上

の如く本病菌は本邦新検出の病害なるは勿論叉其原因するところの菌類は世界的珍種であるのだ 予は今

*1 黒沢良一・香月繁孝: Miscellaneous notes on Myriangiales from Japan. 日植病報 21 (1), 

pp. 13~16 (1956). 

*2 香月繁孝:数種の癒腕病に関する来歴と学名.植物防疫 11 (9) , pp. 397~398 (1957). 

料品CCARDO， P. A. : Notae mycologica Series. XVI. 1. Fungi Japonici, Philippinenses et 

Boreali-Americani. Ann. Mycリ 11， pp.312~320 (1913). 
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本病に命ずるに栗葉のI;lf紋病の名を命じた……"とし，なお“駆除予防法"も述ぺている。

さらに同氏 (1914)2引は「蘭類管見」で本菌による疾病を“斑点病'としたのであるが，これが今日広

く採用されている病名である。

クリの葉枯病

鶴岡(1917)1師) (大 6) は「栗樹の葉枯病」で次のように記している。

e……主主に記述せんとする葉枯病は我が県(注 静岡県)は勿論本JISに於ても一新病として将来注目す

ベきものなるを以て左にこれを記述し・…・。"とし，“名称 栗樹の葉枯病(仮称) 本病名としては未だ

一定の名称なきを以て余は絃に便宜上本病状より観察し仮りに栗樹の葉枯病と称呼す。"“来日室"では外国

の状況を略記，次に u……余は偶大正三年十月静岡県周知郡気多村……に於て本病を初めて発見せり…・

大正四年夏札幌農科大学……逸見武雄氏を煩せしに同氏の厚意を以て・一…菅原氏にこれが研究を依頼せら

れし処漸く号iJ記菌類の寄生による病害なる事判明……逸見氏より教示せられたり。"としている。“病徴ぺ

.，誘因"ついで“病原"では，“本病は……Monochaetia pachyspora, Bubak 菌の寄生により起る処の病

害なり om なお病原菌の形態の記載を行ない，“分布"および“予防法"も記されている。

北島 (1925)制) (大 14) もまた「くりノ葉枯病ニ就テ」で本病の研究結果を公表してし、る。 この縄文

には“一.緒言ぺ“ニ.かし及くり葉ニ寄生スル「モノカエチヤJ i笥ニ関スル既往ノ研究"，“三.病徴"

とつづき"四.病原蔚ノ形態及分類上ノ位置並病名"では BUBAK ， í鶴田， 南部および著者の調査結果

を比較，本菌を Monochaetia ρachys，ρora BUBAK と同定している。“五.本菌ノ分離及生理試験"では各

種寒天培養基上の菌叢の特徴を記し，高温度，低温度に対する抵抗力および薬剤に対する抵抗力も調ペて

いる。

後年西門義一ら(1951*1, 1953*2) は本病に関する報文を公にしてし、るが，この菌の学名として Mono・

chaetia desmazierii SACC. を使用している。

本病は広く分布し，病斑が大きいことからよく目につくものであるが，病状が顕著になるのは普通秋で

あることもあって，実際上はあまり問題にされない。

タイサンボクの斑点病

村田 (1916)128) (大 5) の「泰山木の斑点病」には次のように記されている。 “……本邦に於て……本

種の患害にして評記せられたるものは，邦書にありては・…・・介殻虫及び之れが誘引をなす煤病あるのみ。

然るに葉に一種の病害発生するものあるを以て，次に之れが記載をなし・…--J'

“病名及病原体本病は是れを班点病と称し， 泰山木の葉に発生して帯藍黒色の斑点を成し，後自音痴状

に変じ……。本病々原体は一種の徽菌にして・…・・C釘npsotrichum 属に隷す。同属には本邦に産するもの

唯一種ありて之れを泰山木斑点病菌と称し，学名 Campsotrichum circinatum Berk. et Curt. と云ふ.

…安田篤氏は其著植物学各論判に本病を泰山木斑点病として名称のみ記されたるも…・。

“分布本病の分布に就きては正確に之れを知る能はざるも余が実見せしは東京府……埼玉県……及神

*1 西門義一・渡辺清志:グリの葉枯病に就いて.農学研究 40 (1), pp. 1~6 (1951). 

純一一一一一・一一一一ー: The large leaf-spot of chestnut. Berich. d. Ohara Inst. f. landwirtsch. 

Forsch. 10 (1), pp. 9~16 (1953). 

本S 安田篤:植物学各論隠花部.東京， p. 565 (1911). 

本書では斑葉病菌となっている。
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奈川 ~r~" .…等なるが， J七他各地に蔓延せるものなるべし・・ 1

つL 、で“病{数"および“病l京蘭の形状"をくわしく述べ，なお“防l徐i)，施行 kのi主意"で終って u、る。

ツバキの菌核病

原 (1919)229) (大 8) ;主 fLIJ 茶の!鞠核病」でi欠のように述べている。 “…… 11I 茶は…...其病害に至りで

は白井博士の餅病……の研究あり， 予の枝枯病 (Cryptovalsa Camelliae Syd. et Hara) 其他燦病等数

慢あるに過ぎざるが虫IIL ，子;主絃に山茶の的一核病を報特し……J

“予が犀後に一本の古f き入.fi:咲の白山茶(源氏?)ありしが近年;こ至り毎年花期に於て花は霜害に椎り

たるが如き状を呈し早く f会下し大1こ其美観を損せり，本的は恐らく蘭核病なるべきとは怨!象したるも多く

の関核病に於けるが如l き「モニリヤ」胞子堆の形成も無く...一。然るに大正六年夏期より該山茶は葉枯死し

て溶下し初め同七年春季に至り全く枯死する;二五れり， 1而して|司年|司期日Ilち四月に至り其樹下附近に「き

つねのちゃわ人J 二似たる蘭茸の発生するを実見し之を丁寧に掘り取り倹したるにこれは意外にも年来疑

問を有しつつありし， L1 1 茶の花腐病の菌核より生ぜし子褒盤なりし，己主山茶の嘗叉は花中に蘭核を生じ

之より発生したることは前年の花曹が尚ほ残存せる事実に徴して敢て疑をw.るる余地なかりしなり。"

勺，Í<j徴"につづし、て“病原菌"ではまずその形態の記載を行なってから，“……本病菌は薗核病菌属中子

嚢胞子古 (1吐)代のみま見出し分生胞子tlt代を欠くものに属す，然して本病I鞠に最も近似するものは Sclero­

tinia Libertiana Fuckel=S. Sclerotiorum De Bary なり，……余が蘭;立……|司ー穐と認定し能はず，

又 Sclerotinia tuberosa Fuckel に穎すれども……同一ならずと考ふ， 般に新種と認定し之れに S.

-camelliae Hara, nov. sp. と命名せり。"とし，“防除ìl，n も記している。なお|訂l年氏 (1919)228) (大 8)

ば「山茶(椿)の的核病に就て」と題して上とほとんど同一内容を述べている。

近年ヅノヌキの栽t告が北米で盛んになるに及び，本病の存在は彼の地からも報じられてし、る制*2。

サクラの穿孔褐斑病(穿孔性褐斑病)

三宅忠一 (1923)829) (大 12) は「桜の穿孔性褐斑病」と題する論文を必iこしてレ、る。

まず“1 緒言"では“数年前より当大原農業研究所構内並樹及び桜桃樹の葉に年々一種の穿干し病発生

し，被害激甚にして，被害集は落葉期に先立ちてj各業す。斯の如く本病は不時の落葉を惹起するを以て樹

の成育を阻害 L，惹し、ては枯死せしむるに至る……。……余は大正九年夏より……西門義一氏指導の下に

之が研究を始め， 共病原を確かむるを得たるを以て…・・。本病は Mycosphaerella cerasella, Aderhold . 

.( =Cercosρora cerasella Sacc.) 菌によるものにして……。 当地方に於ては悔めて普通の病害にして培養

するやえざくら……，やまざくら……，しだれざくら……，ひがんざくら……及桜桃……等を害するもの

にて，恐らく之等の種類の存住する各地に於て多少の被害ありしならんも.未だ惨害を報ぜるを聞かざる

所以のものは，本病の外観並に其病原因(菌)の分生胞子の形態 Cercospora circumscissa, Sacc. 菌に

工りて起る穿孔病に類似せる為めならんと察せらるる。本邦に於て之が名称は未だ記載されたるものなき

を以て，余は本病を桜の穿孔性褐斑病と命名し， Cercospora circumscissa, Sacc. 菌による桜桃の穿孔

病と区別せんとすJ と研究着手の動機を述べている。

*1 HANSEN, H. N. , and H. E. THOMAS: Flower blight of Camellias. Phytopa仕1・， 30, pp. 166~ 

170 (1940). 

ネ2 THOMAS , H. E. , and H. N. HANSEN: Camellia flower blight. Phytopath. , 36, pp. 380~381 

(1946). 
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九1

第 37 図三宅忠一 (1923)

「桜の穿孔性褐斑病」のタイトル・ページ

“ 2 病徴"では，きわめて詳細な観

察結果を記し，本病の徴候をあますと

ころなくったえている。

"3 病原菌の形態"の項には，“A.

分生胞子世代"“ B. 子襲世代"の各

々について，“担子梗"“分生胞子"，

u子座" tt子嚢殻へ“子襲"および“子

嚢胞子"のそれぞれの形態，測定値を

あ fjてし、る。

1 培養的性質"には. Cercosρora 

菌の分生胞子および落葉上に形成され

た A今cosphaerella の子襲胞子の各々

がら分離し，種々の培養基上に培養し，

e …・以上数種の純粋培養の結果によ

れば，何れの場合も殆んど其形態に於

て特筆すぺき差異を認め得ざりき，従

って之等五系は同一種なりと認めて誤

りなきものの如し"としている。

“ 5 接種試験"では純粋培養した 1

系統によってヤエザグラ，桜桃，ヤマ

ザグラ，シダレザグラ等に接種して陽

性の結果をt尋ている。

“ 6 分類上の位置並に名称"の項に

おいては"上述せる処により，本菌

は……Mycosphaerella 属に属するも

のにして. Cercospora Jlj~の分生11包子を有するものなること明かなり J' とし， 従来 Prunus 屑に寄生す

るものとして知られている種々の MycosPhaerella fiî と比較検討を加え， “……以上記載したる処により

て本商は 11今cosPhaerella cerasf!lla, Aderh. なりと決定せんとすJ と結び，なお本論文には病原商の

Cercospora 時代および MycosPhaerella 時代の関および病葉の写真をふくむ図版がついている。

この論文は Cercos戸ora とその完全時代品今cosPhaerella の同根関係を立証したもので，分離培養の比

較的回総なこの際i宥類を耳支援かったにもかかわらず，その観察は詳細をきわめ，また当時としては実に手

際よくとりまとめていることには感心させられる。

その他の病害

著書を除く諸税の報交に散見される広葉樹の病害を次にひろいあげてみる。これらをみると病原菌およ

びその学名に疑わしいものが非常に多い。できるだけ吟味はしてみたが，標本をいちいち当るならばいざ

知らず，記載だけからでは何とも判断の下しょうがないものが少なくない。今となっては調べようがない

ので諸著者の記述そのままをあげざるを得ないものも多数ある。
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コリヤナギの思枯病 Bacillus harai HORI et MIYAKE (Er卸inia harai (HORI et MIYAKE) OKABE et 

M. GOTOJ 南部 (1921)801)

ヤナギ類のすす病 Aρiosρorium salicinum (PERS.) KZE.=Ca"ρnodium salicinum MONT. 原 (1915)70九

南部 (1915)86)

ヤナギの黒紋病〔黒ゃに病J Rhyti・'sma salicinum (PERS.) FUCKL. 原 (1915)70)

ヤナギ類のうどんこ病 Uncinula salicis (DC.) WINT. 原 (1915)70)

ヤナギの葉さび病 (さび病) Melamρ'sora alberlensis ARTH. ( ? Jキ1， Melanψsora salicinia 

WINT.(?J*l 南部 (1915)86) ， (1921)301) 

ヤナギの炭痘病 Gloeosporium tremulae LIB. 南部 (1921)301)

ヤナギ(葉)の斑点病 Seρloria capreae WESTD. 南部 (1921)802)

ヤマナラシの鋳(菌〉病 Melampsora pinitorque ROSTR. (? J*l 南部 (1918)216)

クルミ葉のE斑在，!山ki

ノ、ン/キ類のうどんこ病 Unci仇n包旬慨ul，山lμ'a m~か'yaめbei SYD. et SACαC. (U. m~かyaωbei (SL川M.) SACC. 巴et仁. SYD.J*2, 

Mi凶4必ïcぴ?γ仰削，噌明oωsψρhaera alωni (WALL.) SALM. (? J*2 原 (1915)70) 

ハシパミの赤さび病〔さび病J Uredo sp. CPucciniastrum coryli KOMAR. ( ? J*l 石坂 (1914)釦

グリのすす病 Asterina caslaneae HORI 鶴岡 (1917)186)

グリの黒枯病 Guignardia sp. 鶴岡 (1916)188)

クリの白渋病(うどんこ病) Microsphaera alni (W ALLR.) SALM. 鶴田 (1917)1861

グリの赤渋病(葉の誘菌病)(さび病J Pucciniastrum castaneae DIET. 鶴田 (1917)186)，南部 (1922)818)

グリの斑紋病(斑点病) Actino"ρelte ja"戸onica SACC. et SYD. 原 (1915)70】

クリの葉枯病 Monochaet僘 pachysρora BUBAK 南部 (1920)277)

アラカシのチストセカ病(うどんこ病， 紫かび病) Cystotheca wright劦 BERK. et BR. (BERK. 巴t

CURT.J判南部 (1921)300)

アラカシのうどんこ病 Erysiphe martii LEV. (E. heraclei DC.J*2 南部 (1921)800)

ナラの白渋病〔うどんこ病J Microsρhaera alni (WALLR.J*2 SALM. ? 南部 (1917)176)

アラカシの白紋羽病 Rosellinia quercina HART. (R. necatrix (HARTIG) BERL.J 南部 (1921)800)

カシ・ナラの葉隠病 Taρhrína coerulescens (MONT. et DESM.) TUL. (T. caerulescens (DESM.) TUL.J 

涼 (1915)70)

コナラの裏白ijR病〔裏うどんこ病J Tyρhulochaeta jaρonica S. 1 TO et HARA , n. gen. 巴t sp. 原

(1915)70) 

アラカシのさび病 Aecidium dachili P. HENN. (Cronartium quercuum MIYABE?] 南部 (1921)300)

カシのてんぐ巣病 Microstroma album SACC. var. ja"ρonicum P. HENN. 南部 (1914)制

シイノキのすす病 Asterina passaniae P. HENN. 原 (1915)70)

ニレのうどんこ病 Uncinula clandestina (BIV.) SCHROET. 原 (1915)70】

ケヤキのうどんこ病 Uncinula clintonii PECK (Uncinula zelkowae P. HENN.J判原 (1915)70)

*1 伊藤誠哉:日本菌類誌 n (2) , (1938). 

*2 本間ヤス: Erysiphaceae of ]apan. 北大農紀要 38 (3) , (1937). 
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ケヤキの白班点病〔例以Ei，泊*1 Cercosρora zelkowae HORI 南部 (1921)302)

ムクノキのうどんニがj Uncinula ρolychaeta (BERK. 巴t CURT.) ELLIS CU. clintom� PECK]*2 原

(1915)70) 

エノキのうどんこ病 Uncinula clintonii PECK , U. ρolychaeta (BERK. et CURT.) ELLIS 原 (1915)70)

コウゾの斑紋病 Phyllosticta broussonetiae HORI , Sp. nov. 鶴田 (1915)91>

コブシの白渋病〔うどんこ病J Phyllactinia corylea (PERS.) KARST. CPhyllactinia fraxini (DC.) 

HOMMAJ*2 南部 (1914)39)

マグノリアの斑点病 Phyllosticta cookei SACC. 南部 (1916)130)

グス矧のすす病 Asterina sゆulta BERK. et CURT. 原 (1915)70)

クスの大粒白絹病〔くもの巣病〕 均φochnus sasakii SHIRAI CPellicularia sasakii (SHIRAI) S. hoJ特

沢田 (1914)叫

グスの小粒白絹病 Hyρochm同 cinnamomi SAWADA i尺問 (1914) 44)

グスの(丸)白絹糸l 時'pochnus centrzfugus (LEV.) TUL. CCorticiurn centrifugum (LEV.) BRES. J*8: 

j尺 Hl (1914)品〉

グスの黒斑病〔炭痘病J Glomerella cinnamo明i YOSHINO CGlomerella cingulata (STONEM.) SPAUL. et 

v. SCHRENKJ制沢田 (1914) 44>

クスの膏薬病 ? CSeptobasidium albidum PAT.?J i尺問 (1914) 44)

グスの斑紋病 Leρtosρhaeria cinnamomi SHIRAI 巴t HARA 南部 (1920)278)

トベラの斑点病 Septoria pittosρori P. BRUN. 南部(1915)86)

プラタナス(スズカケノキ)の炭痕病 Gno抑制ia veneta (SACC. et SPEG.) KLEB. CGloeosporium・

nerviseqt叫m (SACC.) KLEB. C(Fuck.) Sacc.J 南部 (1916)1剖)， (1917)178) , (1921)302) 

プラタナス(スズカケノキ)の褐政|病 Pestalozzia (Pestalotia) fu柑erea DESM. C? J 石坂 (1914)35)

サクラめがんしゅ約 Nectria ditissima TUL. 南部 (1920)278)

サクラ類のうどんこが'，j Podosρhaera oxyacanthe DEBARY var. tridacかla (WALL.) SALM. CPodoｭ

sρhaera tridacかla (WALLR.) DEBARyJ*2 原 (1915)70)

サクラのてんく@巣掃、J TaPhrina cerasi (FUCKEL) SADEB., Taphrina ρseudo.cera沼i SHIRAI CTaρhri・na:

wiesneri (RATH.) MIXJ*5 原 (1915)70九市部 (1920)278)

イヌザクラのさび病 Puccinia ρruni PERS. CTranzschelia ρruni.sPinωae (PERS.) DlET. ア6 南部

(1914)39) 

キ1 伊藤一雄・陳野好之:広葉樹の斑点性病害に|共lする研究ーV. ケヤキの褐斑病.林試研報 134, pp. 

33~47 (1961). 

判本間ヤス: Erysiphaceae of ]apan. 北大農紀要 38 (3) , (1937). 

判伊藤誠哉: 1:1本菌類詑 n (4) , (1955). 

相伊藤一雄・林忠子:樹木炭痘病の研究ーVI. クスノキの炭痘病蘭(祭政E病蘭).林試研報 135， pp. 

1~13 (1962). 

判 MIX ， A. ]. : Additional and emendations to a monograph of the genus Taρhrina・ Trans.

Kansas Acad. Sci., 57 (1) , pp. 55~65 (1954). 

判伊藤誠哉:日本菌類誌 n (3) , (1950). 
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サクラの腐朽がì Poly戸orus igniari・'us FR. (Phellinω igni・'arius (L. ex FR.) QUEL. キコプダケ)*1

南部 (1915)86)

サクラの穿孔がj Cercosρora circumscissa SACC. 南部 (1917)176)

ウワミズザグラの紅点病 Polystigma ochraceum (W ALL.) SACC. 原 (1915)70)

ウメのこうやく病 Septobasidium pedicellatum PAT. (Se，ρtobasidium bogori・'ense PAT.) 尚部 (1920)278)

ウシコロシのさび病 Aecidium ρourthiaceae Syd. ( ? ) 南部 (1921)剖由

ネムノキの鋳菌病(傘形鋳菌病) (さび病) Ravenelia japonica DlET. (et SYD.) (8.ゆ1m・avenelia

japonica (DlET. et SYD.) SYD.)*2 南部 (1920)277) ， (1921)801) 

ジャケツイパラの裏白渋病〔うどんこ病) Phyllactinia corylea KARST. C?) 南部 (1921)801>

エンジュのがんしゅ病(功、渋病，さび病) Uromyces truncicola P. HENN. et SHIRAI 南部 (1914)39) , 

(1920)278), (1921)801> 

フジのこぶ病(がんし ~11;_ì) Bacterium montemartinii PAV. (Erwinia milletiae (KAWAKAMI 巴t

Y OSHIDA) MAGROU) 南部 (1916)180)

ハリエングュ(ニセアカシア)の芽枯病 Gibberella moricola SACC. (Gibberella lateritium (NEES.) 

SNYD. et HANS.) 南部 (1921)加1>

ハギのさび病 Uromyces les，ρedezae-procumbentis LAGH. ((SCHW.) CURT.) 南部 (1914)89) ， (1921)801) 

キハダの鈴蘭病〈さび病J Coleosρorium Phellodendri DIET. 南部 (1922)313)

ウルシの紫紋羽病 Styρinella mompa (TANAKA) LIND・ (Helicobasidium momρa TANAKA) 南音E

(1919)247> 

ハゼ実の白粉病〔うどんと病) Uncinula vernicぴerae P. HENN・ 南部 (1914)89九 (1919)247)

モチノキの黒紋病(黒ゃに病) Rhytisma illicis・latifolia P_ HENN_ 南部 (1914)89)

マサキのうどんと病(白渋病) Oidium euonymi-japonicae (ARC.) SACC. 南部 (1914)39)

カエデ子首の立枯病 Phytophthora omnivorus DEBARY 南部 (1917)179)

カエデ類の白紋羽病 Demato戸hora necatrix HARTIG (Rosellinia necatrix (HARTIG) BERL.) 南部

(1914)89) 

カエデのがんしゅ病 Nectria ditissima TUL ・ 南部 (1917)179)

カエデ類の黒紋病〔黒ゃに病J Rhytisma acerinum (PERS.) FR. 原 (1915)70>， 南部 (1914)39)

(1917)179 >, (1920)2叩

カエデ類のうどんこ病 Sawadaea aceris (DC.) MIYABE 原 (1915)70)

カエデ苗の斑点病 Cercospora acerina HARTIG 南部 (1917)179)

カエデの炭痘病 Gloeosρorium apocryktum ELL. et Ev. 南部 (1914)39)

カエデの葉枯病 Pestalozzia (Pestalotia) aceris P. HENN・ 南部 (1914)89)

ツタのさび病 Phakopsora vitis SYD. (Phakoρsora am戸elo戸sidis DIET. et SYD.)*2 南部 (1915)86)

アオギリの褐斑病 Alternaria sp. 南部 (1921)302)

ツパキの黒癒病 Coccochorina jap仰ica HARA, ll_ sp. 原 (1921)287) ， (1921)288) 

*1 伊藤誠哉:日本菌類誌 n (4) , (1955). 

純一一一一:同 上 n (3) , (1950). 
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ツパキの褐色葉枯病〔ペスタロチア病)*1 Pestalozzia (Pestalotia) gueρini DESM. 南部 (1914)39)

サザングヮの餅病 Exobasidium camelliae SHIRAI var. gracilis SHIRAI (Exobasidium gracile (SHIRAI) 

SYD.)*2 南部 (1915)86) ， (1920)278) 

ヒサカキの褐紋病 Aulogra.ρhum euryae SYD. 原(1915)70)

サカキの白藻病(斑葉病) Ce，ρhaleuros virescens KUNZE (KARST.) 南部 (1914)39)

ミツマタの斑点病 Cercosρora sp. (Cercospora edgewm幼iae HORI) 原 (1919)236九 (1925)363)

サルスベリのうどんこ病(表白渋病) Uncinula australiana McALPINE 南部 (1915)86に原 (1915)70)

タラノキの斑葉病 Cercospora araliae P. HENN. 南部 (1922)813)

ハリギリの褐斑病 Phyllosticta acanthopanacis SYD・ 石坂 (1914)船

アオキの白星病 Sphaerulina aucubae SHIRAI et HARA 南部 (1914)39】

シャグナゲのさび病 Chrysomyxa rhododendri (DC.) DEBARY 南部 (1920)278)

ヤマツツジの黒ゃに病(黒紋病) Rhytisma ρunctatum (PERS.) FR. (Rhytisma shiraiana (P. HENN. 

et SHIRAI) HEMMI et KURATA)*3 南部(1920)別〉

ハタウンボグのうどんこ病 Uncinula geniculata GERARD 原(1915)70)

トネリコの灰斑病 Macroρhoma sp. 石坂(1914)35)

ネズきモチの斑点病 Cercospora ligustri ROUM. 南部 (1921)303)

キリの褐点病 A今cosρhaerella ρaulou明iae SHIRAI et HARA 南部 (1914)39)

キリの斑点病 Cercospora paulowniae HORI 南部(1914)89)

キリのてんぐ巣病(萎縮病) (炭痘病) Gloeosρorium kawakamii MIYABE 南部 (1914)ω ， (1920)278) 

キササゲ(カタルノりの葉枯病(てんぐ巣病) (炭痘病) Colletotrichum sp. 南部 (1920)278)

キササゲ(カタルノ号)の褐色斑紋病 Macrosporium catalPae E. et M. 南部 (1921)302)

クチナシの褐斑病 A今cosρhaerella gardeniae HORI 南部 (1914)39)

キナのフィロスチグタ病 Phyllosticta cinchonae PAT. 山田(済) (1924)曲目

サンシュユのモニリア病〔灰色かび病) Sclerotinia cinerea(Botryti・'s cinerea PERS.) 朝鮮林試(1925)382)

樹木の赤枯病〔広葉樹の紅粒がんしゅ病) Nectria cinnabarina FR. 原 (1915)70)

樹木のがんしゅ病 Nectria ditissima TUL. 原 (1915)附

病原菌の分類・同定

Coccoidiaceae およびその近縁菌類

原 (1913)1) (大 2) は「菌類盛語(其二)J の "Coccoidiaceae ノ更正"で次のように記している。

Coccoidiopsis arundinariae HARA (syn. Coccoidiella arundinariae HARA) (タケ類の裏黒点、病菌)

，最初予ガ記載セシモノハコノ半位ノ大サナリ 且ツ胞子三細胞ナリトセリ コレ全グ誤リナリ・…..基

本標本ニテ・・…隔膜ト見タルモノハ大ナル油球ガ三個アリテ恰モ隔膜状ヲナセリ……依テ今主主ニ前説制

*1 伊藤一雄・千葉 修・小野馨・保坂義行:ツパキのペスタロチア病.林試研報 70， pp. 103~ 124 
(1954). 

判 SYDOW ， H. 巴t E. ]. BUTLER: Fungi Indiae orientalis. Ann. Myc., 10, pp. 223~280 (1912). 
判逸見武雄・倉田静子: Notes on three diseases of Azaleas. 植物病害研究 1 ， pp. 1~12 (1931). 
判原摂祐:女竹ニ寄生スル新属ノ菌類ニ就テ.植物学雑 25 (293) , pp. 222~225 (1911). 
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ヲ更Eス 終ニ属名ナリ 胞子ニ色アリー細胞ノモノ Coccodiscus アリ コノ属ニハ胞子ニ乳頭突起ヲ有

スルト云フヲ以テ異ル 且予ハ既ニ三O五号制ニ於テ Coccoidea ノ異名トシテ取扱ヒタレパ Coccöidiella

ヲ用フベキナリ 然レ rモ Coccoidella ナル属アリテ甚ダ紛ハシキヲ以テ Coccoidiopsis ト改名ス。"

Yoshinagaia quercωP. HENN. (syn. Yoshinag疥yces (P. HENN.) HARA*l) (カシ類の表黒点病菌)

“本菌ハ吉永氏ノ注意ニヨリ不完全菌ニ属セザルコトヲ知リタレパ Yoshinagaia ヲ復活シ又 Yoshinaga­

myces ヲ新属新種トナス。'

Yashinagamyces quercus HARA gen. et Sp. nov. 

ところで原 (1925)868】は Coccoidioρ'sis arundinariae HARA をまたもとの Coccoidiella arundinari臚 

HARA にもどしている。

原 (1914)27) (大 3) は「菌類ノ再検記」で次のように記している。

"Coc:coìdella 属"“予ガ本誌27巻 1 月号ニ於テ Coccoidella? トセシモノハ Monoloculia quercus Hara 

(コハ胞子完全ナラザルニョリ仮ニ呼ぜタル名ナリ)ニシテ Coccoidella ナルモノハ北米産ノ Dothidella

Scutula (B. et C.) Sacc. ヲ再検シテ v. Höhnel 氏ガ命名サレタルモノナリ 予ハ同氏ノ……基本標本

ヲ検査スルヲ得タリ 然ルニ同菌ノ胞子ノ、長卵形ニテ二細胞ヨリ成リ……Coccoidea ニ最モ相近シ叉別種

ナルコトハ明カナレドモ属マデ新ニスル必要アリヤ 予ハ寧ロ Coccoidea トスル方適当ナルベシト考フ。"

“ ]aponia quercus v. H�nel>> “本菌ハ P. Hennings 氏ノ Yoshinagaia ノ基本標本中ヨリ見出シ

v. Höhnel 氏ガ記載サレタルモノナリ 予ハ吉永氏送付ノ基本標本ヲ再検シ……其形態ハ予ガ先ニ発表シ

タル Yoshinagamyces Quercus Hara ト子座・…・・全グ同一ナリ……予ハ思、フニ恐グハ }aponia ハ

ìroshinagamyces ノ若キモノニヨリ記載セシモノナランカ判……最初予カ Yoshinagamyces ヲ記載スル際

吉永氏ノ基本標本中ニテ同形ノモノヲ見タルハ今ヨリ考フレパ偶然 }aponia ノミヲ見テ他ヲ洩セシナリ J'

“ Yoshinagaia quercus P. Henn." “ P. Hennings 氏ノ Yoshinagaia quercus ヲ v. Höhnel 氏論

ジテ日グコハ甚シグ異リタル三種ノ菌類ヨリ成立ツモノニシテ P. Hennings 氏ノ説ハ成立セズト 然ル

ニ吉永氏ハ Yoshinagaia ト Y oshinagella トハ同一物ニシテ尚ホ Microperella 類似ノモノヲ認ムルモ

]aponica ニ相当スルモノヲ見得ザリシト 予ハ吉永氏ノ注意ニヨリ頃日再ピ調査シ v. Höhnel 氏ノ報文

ト比較セル結果 v. Hö加lel 氏ノ所見正当ニシテ予等ガ研究ノ精誤レル点ヲ発見セリ・・・…依テ考フルニ

P. Hennings 氏ノ Yoshinagaia ハ所謂 v. Höhnel 氏ノ Microperella ト Discomycetes ニ属スル不

熟ノ菌類ヲ混同シテ記載セラレタルニ似タリ 叉予ガ研究ニヨレパMicroperella quercus ハ Yoshina­

gella japonica ノ分生胞子世代ニ相当スルガ如シ・…・・依テ予ハMicroperella ト Yoshinagella トハ相互

ニ向根的関係アリト思惟ス 若シ予ガ実験ニシテ真ナリセパ先ニ記載サレタノレ M. quercus 即チ分生胞

子世代ノ名ニヨリ次ノ:如グ更正スルノ必要アリト考フ

Yoshinagella quercus (v. H�nel) Hara 

=Yoshinagella japonica v. H�nel 

=Microperella quercus v. H�nel" 

Coccoidiace抗菌類に関する原 (1911~1914) の報文をみると， これらに現われる属名は Coccoidea，

*1 原摂祐: Coccoidiaceae ニ就テ.植物学雑 26 (305) , pp. 137~159 (1912). 

制後年，原は日本害菌学 p. 126 (1936) で J~ρonz・'a quercus HﾖHNEL (Yosh�agamyces quercus HARA) 

としている。
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Coccoidis叫ん Coccoidiella， Coccoidio.ρsis， Yoshinagaia, Yoshinagamyces, Japonia とまことにまぎらわ

しい名称であるばかりか，消えては現われ，訂正されてはまた元にもどり実に目まぐるしい。一度や二度

これらの報交を読んでもとうてい理解できないのは筆者の頭が悪いばかりではないようである。たしかに

このグループ.の菌類の分類は難物にはちがいなかろうが，これではし、たずらに混迷におとし入れるばかりl

で何のための分類学なのか。この整理のためには各時季別に採集した標本によって菌の生活史を調べ，形

態の変遷を追跡，できうれば胞子ーの単個格養法あるいは健衛試験によって根本からやり直さなし、限り，思

いつきでとった材料を顕微鏡一台で諦lぺて，胞子に色があるとか無いとか，胞子は 2 細胞だとか 3 細胞だ

とか，子座の発達がどうだとかし、っても解決できる問題ではないであろう。いうまでもなく，分類学とは

混乱させるものであってはならなし、系統だてて整理すべきもので，そのようなものでなければ分類学的

研究は功よりもむしろ罪が多いといわなければならない。

これらだけでも沢山であるのに，常緑Quercus 属植物に寄生する近縁の菌矧として Yoshinagella， Mono 

loculia, Uleomyces , Kusanoa, Dothidella, Coccochora, Coccochorella 等の諸属が続々と登場するに L 、

たってはうんざりである。

とにかく，これらについては属の概念から再検討しなし、かぎり，とりあつかっている人以外には現解で

きない，しペ:.)Jm用しない分類を行なったとて無駄であり，むしろ有害だといってもよいであろう。

原 (1914) (大 3) í円燦蘭の寄生に原因する特種植物の病害j29> ， í円鍛閣の寄生に悶て起る病害(其

二)j30> および|百j氏 (1915)69> (大 4) í円盤菌の寄生に因て起る病害(三)j*l の概要を次に記す。

“第一章 緒a 円強I謝料 (Coccoideaceae) に就ては予は……記述する所ありたれども其当時標本及び

参考書に不備の点あり……嘗て吉永氏送付の基本標本を再検し Höhn巴l 氏の論文を見たる結果と病玉県学

的観察も加へて報告すぺし。……従来複雑なりし本科も各種明瞭となるに至れり 故に本科全般に汎れる

「モノグラフ」を作り種尉を判明ならしむるは予が責任なりと考へ…・・。

"第二章 形態、 菌糸・…一。子座…・・・。子嚢室......。子襲......。子襲胞子……。分生胞子 分生胞子は

Y oshinagel1a に発見せらるるが如くにして他のものに未だ発見し得ず……J'

“第三章分類l上の位置従来の考察……。他科との関係…--J

“第四章分布 円盤菌科所属のものは日本産菌類のみなるが虫11 き観ありたり Coccoidea, Coccoidio-

psis , Y oshinagel1a 等皆円本特有のものにして未だ他邦には其発生を見ざるが如ければなり 然るに v.

Höhnel 氏が北米産の Coccoidella を記}段したる結果分布区域の頗る広大せられたるを覚ゆるなり…

我国分布の状態を見るに左表の如し

穫属名 九州 [ILI 怪l 中国 中古1; 奥平l

Coccoidiopsis 

Coccoidea 

X ﾗ 。
，.
9
r
・

ﾗ X 

X ﾗ X 

Y oshinagella X 

“第五章利害関係" (目的

*1 これらはいうまでもなく同ーシリーズであるが論文の標題がおのおのちがっている。原氏にはこの

ようなものがほかにもある。 沢田兼吉氏は生前筆者に「原君はそそっかしくて困る……」と語った

ことがあったが，論文の内容もさることながら，人でいえば顔の部分に相当する標題にさえ， この

ように無頓着だったことからも沢田氏の言は一面の事実を物語るものであろう。
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“第六車各論"

“分矧法 本科の l宥類を分つには胞子の形状隔膜の有無によるHI1ち

11包子単胞楕円形にて黄色なり Coccoidiopsis arundinariae Hara 

胞子二細胞にて黄色卵形なり Coccoidea quercicola P. Henn. et Shirai 

同 長卵形なり Coccoidea scutula (B. et C.) Hara 

胞子多細胞にて紡銭形なり Yoshinagella quercus (H�nel) Hara" 

次に Coccoidioþsis HARA, Coccoidea P. HENN. , Coccoidella v. HÖHNEL および Yoshinagella v. HﾖHNEL-

各属の特徴を述ぺ，それら各々に所属する蘭類を記載している。すなわち

"Coccoidiopsis Arundinariae Hara" マダケ，ノ、チタ，グマザサ，チマキザサ，ススダケ，メダケ

“ Coccoidea quercicola P. Henn. et Shirai" ウラジロガシ，シリフカガシ，アヲヵシ，アカガシ，シ

イ

"Coccoidea scutula (Berk. et Curtふ Hara" (syn. Coccoidella scutula (B. et C.) v. H�nel) 

“木閣は Höhnel 氏の新属なれども Coccoidea 属と異る点齢きを以て同属に移す九

“ Yoshinagella quercus (v. H�nel) Hara" (syn. Yoshinagaia quercus P. Henn.) アラカシ

・・予が按ずるに P. Hennings 氏の Yoshinagaia は v. Höhnel 氏の Microperella Quercus と

予が Monoloculia Quercus のニ積を混同して記載されたものの如l し。 V. HÖHNEL 氏も Yoshinagaia のI

基本係木を再検し I"J属は著しく異れる三種の菌~はり成立するものなれば Hennings 氏の説は成立せずと

結論されたり 次で予が Yoshinagamyces を発表するに及び吉永氏は意見を異にせらるるを以て直接

v. Höhnel 氏に様本を送付して其意見を叩かれしに Yoshinagella japonica なる新属新種とすべき由通

知せられたりと云う 然るにこの l苅は氏が前に Microper巴lIa quercus と命名.せられたるものの子襲胞

子 l世代に相当するものの如し……。故に予は前記の如く改名せり J

"子J恋混在して疑はしき|保j" として次のものをあげてし、る。

“ Japonia Quercus v. H�nel" アラカシ “この菌は予が Yoshinagamyces Quercus Hara として

発表せし・…・・ものに怒l似す。……“Yoshinagamyces Quercus H訂正P アラカシ “本閣は Japonia と類

似せることは既に述ぺたる所なり……Coccoidea quercicola と混生することあり J'

原 (1916)104) (大 5) r樫葉ノ汚点病」中，その病原菌について次のように記してし、る。

“(1'1原ハ・・…高尾山ニ於テ-…-草野俊助先生ガあらかし築上ニ於テ発見…・・" P. Hennings にその種

!扇をただされた結果，“Dothidella 属ノモノト認メ D. Kusanoi P. Henn. ノ種名ヲ考定シ……発表セラ

レタリ J 次で……V. HÖHNEL 氏は Dothidella Kusanoi を Coccochora 属に移して Coccochora Kusanoi 

(P. HENN.) V. HÖHNEL とした。

原が自ら調ペた菌の形態を述べてから“……ままニ於テ本種/学名ヲ確定スルノ要アリ 勿論 P. Hennｭ

ings 氏ノ……Dothidella ヲ用ユルコト能ノ、ザノLハ既ニ v. Höhnel 氏ガ論ゼラレ(シ)所ナリ 叉同氏

ノ Coccochora ヲ用ヒンカ胞子ノ、無色ニシテ子嚢室ノ、一倍叉ハ僅少トアリテ本種ヲ移スベカラズ然ノレニ

同氏ノ新属 Coccochorella ノ、胞子二細胞ヨリ成リ上部細胞大ニシテ着色シ下部ノ細胞ノ、小ニシテ無色トア

リ汚点病菌ヲ移スニ甚ダ適当ナレドモ只異ル点ハ下部細胞無色ナル点ニアリ 故ニ本属範囲ヲ少シグ拡ゲ

テ下部細胞モ着色スルカ叉ノ、無色ナリトナシ以テ本病原菌ヲコノ Coccochorella (v. H.) Hara 属ニ移

サントスJ すなわち以上を整瑚すると次のようになる。
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Coccochorella kusanoi (P. HEEN.) HARA (syn. Dothidella kusanoi P. HENN. , Coccochora kusanoi 

(P. HENN.) V. HﾖHNEL) 

なお“土佐国ニ発生セルあらかしノー病菌"について原の所論は次のとおりである。

Coccochorella quercicola (P. HENN.) V. HﾖHNEL (syn. Auerswaldia quercicola P. HENN. , COCCO・

chora quercicola (P. HENN.) V. HﾕHNEL) 

吉永 (1918)225) (大 7) は「あらかし葉上ニ寄生スル菌類ニ就テ」で次のように記している。 “H ・H・­

九一四年ノ;初日. Sydow 氏ノ、予ニ両回手紙ヲ寄セ氏ガ当時 Dothideaceae ノ根本的研究ヲ為シツツアル

ヲ告ゲ其必要上従来争点トナリシ Yoshinagaia 属ニ就キテー属精細ニ比較研究ヲナシ之ガ解結ヲ与ヘン

トスルニ方リ予ガ従来所蔵セル一切ノ関係標品ヲ見ンコトヲ求メ且ツ其結果ノ報告ニノ、約半年ノ日子ヲ仮

サンコトヲ約シタリキ 予直ニ之ニ応ジ所要ノ標品ヲ取揃へテ同氏ニ送付シタルニ不幸ニモ数月ナラズシ

テ戦苦L勃発交通杜絶シ爾来全ク其消息、ヲ得ザリキ 然ルニ大正五年ニ至リ宮部博士ノ好意ニヨリ東北農科

大学ニ着シタル Annales Myco!ogici*l 上ニ表ノ、レタル Sydow 氏ノ論文アノレヲ特ニ逸見農学士ト共ニ

親ラ写シテ送付セラレタニヨリ始メテ其纏リタル意見ヲ知ルヲ得タリ 戦乱久シキニ豆リ交通不便ノ為メ

欧洲ヨリ雑誌ヲ得ノレノ憾メテ困難ニシテ且ツ稀レナルヲ以テ未ダ此等論文ニ緩セラレザル斯学者ニ対シテ

参考ノ一助トモナラシコトヲ慮リ且ツ宮部逸見両氏ノ好意ニ酬イン為メ本誌ノ:余白ヲ借リテ其全女ヲ該ニ

時去戟スルコトトセリ J'

原 (1921)288) (大 10) は「新属に原因する植物の病害数積」で次の菌類!をあげている。

1. “ Coccochorina Hottai Hara" “茶の幹に寄生し静岡県及三重県に産す 予は此の菌を最初 Lepto・

sphaeria? Hottai と称び堀 III雅三氏は茶樹の黒癒病の和名を附せられたり 然るにその後の研究によれ

ば Höhne! 氏の Coccochora 属に近縁なるととを知り Coccochorina Hara なる所属を創設せり…・・。

2. “ Coccochorina japonica Hara" "ツパキの幹に生じm.癒病を起すf

3. “Coccochor巴lla quercico!a (P. Henn.) v. H�ne!" シリフカカ'シ，アラカシ

4. "Coccochora Kusanoi (P. Henn.) v. H�ne!" アラカシ

"此菌の成熟して子褒室を出づる場合には着色するを以て予は大日本山林会賊四百二号に於し、て Cocco・

chorella とせしが之は極めて末期にして現出する現象なるを以て今 Hõhne! 氏に従ひ Coccochora を用

ゆることとすぺし 此菌が現はすところの飴色の斑炎(点?)と茶の黒臆病及つばきの黒癌病の現出する

斑点と相努霧たり UH--。"とし，氏 (1916)10~) の前説をひるがえして Coccochorella kusanoi (P. HENN.) 

HARA という学名を自ら抹殺して Coccochora kusanoi (P. HENN.) V. HÖHNEL にもどしてし、る。

後年逸見 (1934)*2 (昭 9) は íCoccochora 属菌と Coccochorella 属菌に就きて」で次のように述べて

v、る。

...Hõhnel 氏は Coccochora なる新属を創定したが，当時氏は非常な間違に気付かなかったのであ

る。即ち Dothidella Kusanoi P. Henn. に相当する材料を研究したにも拘はらずP それを Auerswa!dia

quercico!a P. Henn. と同定したから，上記新属に Coccochora quercico!a (P. Henn.) v. Hõhn. な

る菌を隷属せしめたのである。 Auerswa!dia quercico!a P. Henn. は土佐国に於て吉永氏がシリフカガ

*1 THEISSEN, F., S. J., und H. SYDOW:: Die Dothideales. Ann. Myc., 13, pp. 146~430 (1915). 

判逸見武雄: Coccochora 属菌と Coccochorella 属菌に就きて.植物及動物 2 (4) , pp. 661~670 

(1934). 
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シ莱上に採集せし標本を検して……P. Hennings 氏が命名せしものである。該菌はその後アラガシ葉上

にも発見せられたが P. Hennings 氏が Dothidella Kusanoi P. Henn. と命名せし菌とは全く似て非

なるものである。従って Coccochora quercicola (P. Henn.) v. Hõhn. は“nomen nudum" として学

界から抹殺せらる可きものであるから， Hõhnel 氏は自己の誤を翌 1910 年に自ら訂正して属の記載を補

足した。……氏は Hennings 氏の不完全な記載に誤たれて本菌を夫と同定し， Coccochora quercicola 

(P. Henn.) v. Hõhn. と改名したのであって.これは更に Coccochora Kusanoi (P. Henn.) v. 

Hõhn. と改められなければならぬと見倣して居る。……Coccochorella 属は……Coccochora 属の創設者

Franz v. Hõhnel 氏が創設したもので， Coccochorella quercicola (P. Henn.) v. Hõhn. がこれに属

している。これは前述の如く……Auerswaldia quercicola P. Henn. と命名せられしもので……。 1909

年 Höhnel 氏は誤りて新属 Coccochora に移入したるも， 翌 1910 年誤を正すと共に木菌のために Co­

ccochorella なる新属を創定し Coccochorella quercicola (P. Henn.) v. Hõhn. と改名したJ'

次に Coccochora kusanoi (P. HENN.) v. HÖHN. について， “H ・ H・原氏は『樫葉の汚点病』と題し，

木菌に関する記事を発表して居るが，氏は Höhnel 氏の 1910 年の論文に基きて学名に関する考察を行

った。氏は原論文の意味を誤解せられたものの如く，不当な主張をなして居るが……。 氏は Coccochora

の属徴…・・から本菌を隷属せしめ得ないと見倣した。而して Coccochorella の属徴を見るに……本菌を隷

属するのに最も適すると論じている。従って氏は本菌を Coccochorella Kusanoi (P. Henn) Hara と改

名した。併し筆者が原論文を見ると……。従って本菌の学名は CoccochorellaKusanoi (P. Henn.) Hara 

ではなくて Coccochora Kusanoi (P. Henn.) v. Hõhn. であらねばならぬのであるが，最近でも尚学

名として前者を使用して居る人がある。けれども原氏自身は自ら前記論文に於ける立論の間違に気付かれ

たものらしく，氏がその後出版せられし各著書に於ては何れも後者を採用して居られるノ

後年原 (1936)*1 (昭 11) は「日本害菌学」において次のように分類している。

第 8 目 黒虫生菌族 (Myriangiales)

第1.黒虫生菌革、1. (Myriangiaceae) 

A. Myriangium MONTAGNE et BERKELY 

B. Uleomyces P. HENNINGS 

C. Kusanoa P. HENNINGS 

K. ja.ρonica P. HENN. (アラカシ，シロカシ)

第 2. Dothioraceae 

A. Yoshinagaia P. HENNINGS 

Y. quercus P. HENN. 

B. Monoloculia HARA (Yoshinagaia P. HE悶.の一部?)

M. quercus HARA (カシ類の裏黒点病菌)

分生胞子時代は Japonia quercus HﾕHNEL (Yoshi加gamyces quercus HARA) 

第11目黒躍〔腫?J 病菌族 (Dothideaceales)

第1.外生黒握〔腫 ?J 病菌科 (Dothídeaceae)

円盤菌亜科 (Coccoideae)

*1 原摂祐:日本害菌学.東京， pp. 123~124; 168~175 (1936). 



一一 110 ー 林業試験場研究報告第 181 号

A. Coccoidiella Hara 

C. arundinariae HARA (Coccoidio_ρsis arundi:即riae HARA) (タケの黒点、病菌)

B. Coccoidea (P. HENNINGS) HARA (Coccodiscus P. HENNINGS) ~~ 

C. quercicofa (P. HENN. et SHlRAI) HARA (Coccodisc附 quercicola P. HENN.) (カシ類の裏

黒点病蘭)

C. Coccoidella v. HﾖHNEL 

C. s戸inulosa (P. HENN.) HARA (C. tsurudai HARA , Coccoidea tsurudai HARA, D幼lodia?

。inufosae P. HE附.) (リシポクの黒点病菌)

C. kawagoii HARA (Polystomella kawagoii HARA) (ノてクチノキの黒点、病菌)

D. Yoshinagella v. HﾖHNEL 

Y. japonica HﾖHNEL (アラカシの表黒点病菌の 1 積)

第 2. 内生黒随病商科 (PhylIachoraceae) 

Trabutiineae 

A. Trabutiella THEISS. et SYDOW 

B. Coccochora v. HﾖHNEL 

C. kusanoi (P. HENN.) V. HﾖHNEL (Dothidella kusanoi P. HENN.) (カシ類の汚点病菌)

Scirrhiineae 

A. Catacauma THEISS. et SYDOW 

B.. Scirrhia NKE. 

C. Apiosporella SYDOW 

A. bambusae SYD. (Scirrhia bambusae TRUCONI, Munkiella shiraiana MIYAKE et HARA)剖

(ごま竹)

Phyllachorineae 

A. Phyllachora NKE. (黒腫病菌属)

B. Coccochorella v. HﾖHNEL 

C. quercicola (P. HENN.) V. HﾖHNEL (Auerswaldia q明。cicola P. HENN.) 

C. COC官官'chorina HARA (黒躍病菌属)

C. hoftai HARA (Lψtosρ必aeria hoftai HARA) (チャの黒癒病繭)

C. japonica HARA (ツパキの黒搭病菌)

うどんこ病菌

沢田 (1914)仙(大 3) r分生胞子時代ヨリ観タル粉病菌科」から，樹病上重要な点を次に摘記する。

“粉病菌科ニ就テハ今日ニ至リテ殆ント精細ナル研究アリト難モ多グハ子嚢時代ニヨル研究ニシテ若シ

分生胞子時代ノミヲ有シ又ハ子襲殺ノ未タ成熟セザル標本ヲ鑑定スルニ当リ之レヲ決定スルコト頗/レ困難

ニシテ・-…・斯ル時代ニ於テ余ノ、分生胞子時代ヨリ種属ノ鑑定ヲナシ且ツ分生胞子時代ヨリ観タル粉病菌科

ノ系統分類等ノ、既知ノ:事実ニ一致スルヤ否ヤノ問題ニ対シ......其解決ヲ得ルコトノ徒事ナラサルヲ知リ"

この研究に着手した。 そして多数の資料を調査した結果， へ・・…其所属ノ如何ニ拘ハラス相似ノモノハ之

判これについては!7ケ・ササ類の菌類の項 (pp. 115~116) 参照。



日本における樹術学発達の展望 (II) (伊藤) -111 ー

ヲ集メ形態ノ異リタルモノハ之ヲ分離シテ......左ノ f-群ニ分ツコトヲ得タリ ー. Erysiphe 群…・一二.

Erysiphe graminis.. ・…三. Erysiphe Polygoni…… ULI. Microsphaera 群…・・・五. Oidiopsis taurica・

…六. Phyllactinia 群……七. Podosphaera 群・…一八. Sphaerotheca 群…一九. Uncinula 群・…・・-0.

Uncinula aceris...... 0"  

“斯ク以上十群ヲ検出シテ之レヲ考フルニ大体ニ於テ Salmon 氏ノ子襲時代ヨリ観タル粉病的科ノ分類

ニ一致スルモ他ニ符合セサル三種目Hチ Erysiphe graminis , E. Polyg，叩i 及 Uncinula aceris ノ存在ス

ルアリ 更ニ既知1 ノ属ニ適合セサル是等三種ニ就テ更ニ深キ観察ヲ試ムヘシ"

一三. Uncinula aceris 本種ハ今日迄 Uncinula 属ニ納メラレタルモノニシテ其附属器ノ叉状ニ分

岐スルト子嚢殻ノ上位ニ無数ニ生スルトニヨリテ此属ノ他ノ種類ト箸シグ異リタル性状ヲ有スルモノトセ

ラレタリ 本種ノ、……二種ノ分生胞子時代ヲ有ス 而シテ其ーハ頗/~小形ニシテ他ノ、他属ニ普通ニ見ル如

キ大サヲ有スト雌モ両者大体ニ於テ相類似セリ 絃ニ真正分生胞子時代即チ大形分生胞子時代ニ就テ述へ

γニ担子梗ハ表生I有糸ヨリ分岐シ普通ー乃至二箇ノ隔膜ヲ有シ分岐点ニ於ケル菌糸ノ部分ハ膨大スル傾向

ヲ有ス 叉其分岐点ニ於ケル担子積ノ隔膜ハ他属ノ種類ニ見ルト差(違)シ分岐点ヨリ檎々上方ニ位シテ存

ス叉分生胞子ハ常ニ連鎖状ニ形成セラレ顕著ナル fibrosin 体ヲ含有シ猶透明折光ノ原形質ニ富ム 是等ノ

点ヨリ之レヲ観ル時ノ、本種ノ、 Uncinula属ノ通性即チ分生胞子ハ決シチ連鎖状ニ形成セラレス叉 fibrosin

体ヲ含有スルコトナグシテ穎粒ヲ多量ニ含ムト全ク差違シ却ツテ Podosph田ra 属ノ特徴ニ最モ近シ 更

ニ子嚢時代ヲ観察スノレニ其附属器ハ先端鈎状ヲナスコト 子嚢ハ一子嚢殻中ニ数多含有セラルルコト 子

嚢殻ハ属円状ヲナス等ノ諸点ハ全グ Uncinula 属ニ近シト難モ附属器ハ子嚢数ノ上方ニ位シテ生シ両叉分

岐スルコト及子喪中ニ含マルル子嚢胞子ハ常ニ八箇ナルコト等ハ Podosphaera 属ニ近シ 此等ノ事実ヲ

知ルニ於テノ、本積ヲ Uncinula 属ニノミ属セシメ得サノレハ明カニシテ全グ Podosphaera ト Uncinula 属

トノ中間ニ位スルモノナルヲ矢口ルヘシ 宮部博士ノ、之レニ当ツルニ研究者タル余ノ姓ヲ以テシ新ニ Sawa-

daia ナル新属ヲ創定セラレタリ ，1m チ此種ノ学名ノ、 Sawadaia aceris (DC.) トナスヘキモノナリ 以

上陳述セシ所ニヨリ…・・粉病菌科ニハ次ノ八属ヲ含ムヲ知レリ 1. Erysiphe, 2. Microsphaera, 

3. Oidiopsis, 4. Phyllactinia, 5. Podosphaera, 6. Sawadaia, 7. Sphaerotheca, 8. 

Uncinula" 

これがウドンコ菌科 Sawadaea 属新設の由来である。そして“Sawadaia aceris (DC.)" はのちに

S郎官由ω bicornis (WALLR_) MIYABE (ミツパカエデ)と改められ，なお本属に属すぺき菌類として， S. 

tulas判ei (FUCK.) HOMMA (ウリカエデ， イタヤカエデその他)および S. negundinis HOMMA (トネリコ

パノカエデ)が追加された判。

アカガシ，グロガシに寄生する Cystotheca wrightii BERK. et CURT. とクヌギ，コナラ， タロガシの

sρhaerotheca lanesfris HARK. について検討した沢田 (1915)89) (大 4) は rCystotheca 属は存立せしむ

へきや否や」で次のように結論している。“Cyst冶theca の分生胞子時代は Oidium 形にして，被子襲商

科 (Perisporiaceae) の分生胞子時代と差あるは勿論，分生胞子内に Erysiphac巴ae に特有なるフ牛プロ

シン体を含み又菌糸層は後に至りて暗褐色となるは粉病菌科中にも屡々存在する所にして，又子襲殻内援

細胞を有するは粉病菌科に普通の現象なり。叉子嚢殺の基部に附属器を有し又一子嚢八胞子を含む等は全

く被子嚢菌科よりは寧ろ粉病菌科に納めざるぺからざる特徴なり。叉分生胞子内?とフヰプロシン体を含有

料本間ヤス: Erysiphaceae of Japan. 北次農紀要 38 (3) , pp. 370~376 (1田7).
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せると，子嚢穀の附属器は基部に存在して菌糸状なると，及単子嚢単胞八胞子なるは Sphaerotheca 属の

特徴なるを以て，当然 Cystotheca(Berkeley et Curtis, 1862) 属は Sphaerotheca (Léveillé, 1851) 

の異名となすべきものなり。即ち Cystotheca 属は被子襲菌科より分離し粉病菌科に納むべきものにし

て，且つ Sphaerotheca 属の異名となすべきものなり J

現在。stotheca および Sphaerotheca 両属はともに Erysiphacea巴に含まれ， なお Sρhaerotheca

lanesfris HARKN・は転属されて Cystotheca lanestris (HARKN.) MIYABE という名でよばれている制。
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第 38 図伊藤誠哉 (1915).
rOn Typhulochaeta , a new genus of ErysiphaceaeJ 
(うどんこ病菌新属 Typhulochaeta)のタイトル・ページ

*1 本間ヤス: Erysiphaceae of ]apan. 北大農紀要 38 (3) , pp. 289~295 (1937). 
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性質を具ふるものたりとす"と。

同年伊藤(誠) (1915)聞はI"On Typhulochaeta, a new genus of ErysiphaceaeJ と題する論文を

発表したが，この内容は上とほとんど同一で，これには被害葉および菌体をしめす付図 1葉がついてい

る。そして乃IPhulochaeta S. 1 TO et H叫ん g. n. および T. japonica S. lTo et H叫ん sp. n. とし，

これら新属，新種の記載を英語で行なっている。

原 (1915)66) (大 4) 1"樹木を犯す新ウドンコ病」に次の 4 種を述べている。

Eー.コナラの裏ウドンコ病 この菌は昨年予が「コナラ」の築上に発見し未だ記載せられざる珍種と

思惟しこれを札幌農科大学教授伊藤誠哉氏に送付したるに氏も其未記載穫と認定され協議の結果氏と共同

署名を以て属に Typhulochaeta Ito et Hara の名を命じたり 蓋し該属名たるや其冠毛の状態担子嚢菌

の Typhula 属の生殖体に相似たるによれり 種名も亦 T. japonica Ito et Hara と選べり 伊藤氏の

論文は既に樋物学雑誌に発表されたり……"とし，病徴および菌の形態を述ぺている。

Z二.プナのウドンコ病 病徴および菌の形態を記述したのち Uncinula septata との比較を行ない“以

上の如き差異顕著なるを以て Uncinula septata の変種と認め Uncinula septata "ar. curvispora Hara, 

n. var. と命名せり"としたが，のちに氏みずからこれを独立種に昇格させて Uncinula curvispora HARA 

とした(原 1923)321) 0 

“三.シデのウドシコ病" 病徴および菌の形態を記述し， “この菌は最も Uncinula geniculata Ger. 

に類似すれども…-これを Uncinula geniculata Ger. var. carpinicola Hara n. var. と命名…・・"

したが，後に氏はこれを Uncinula caゆinicola HARA と改めた(原 1923)321)。

“四.マタタピ類のウドンコ病" 病徴，菌の形態、記載ののち， u……マタタピ， ミヤママタタピ等に寄

生す此菌は……「サルモン」氏が本邦より前記の寄主に生ずるものを得て葡萄のウドンコ病菌 Uncinula

necator と鑑定し同時に欧米にて大害をなす葡萄のウドンコ病は日本が原産地なりと称せられたるなり然

れども……予は全然同一種と認むること能はざるを以て変種と認識し Uncinula necator Burr. var~ 

Actinidiae Hara n. var. [Uncinula actinidifJe MIYABE)*l となせり……"と結んでいる。

沢田 (1916)188) (大 5) は「台湾菌額資料(第七)J で，“新属 Uncinulopsis" について次のように記し

ている。

“余は大正三年……出版……分生胞子時代より観たる粉病菌科と題して……記せしか主主内台湾より得た

るエノキの葉上に寄生する Phyllactinia 菌は担子梗の基部螺旋状をなして Salmon 氏の P. corylea 

var. subspiralis と符合するものなれども P. corylea 菌とは著しく其赴(趣)を異にするを以て其変種

とするよりは寧ろーの種として独立せしむるの優れるを主張し変種名を種類名に採用し P. subspiralis な

る新名を以て呼ぺり。余が記述せし当時は分生胞子待代のみ発見したりしを以て子嚢胞子時代は如何なる

形態をなすものなるや明かならざりき，……数年を通じて之れが子嚢穀を得んとせしも遂に其目的を達し

得ざりしが大正三年十二月藤里与三郎氏は只二葉の上に十数個の子嚢穀の形成せられたるを発見せり，之

れを検せしに Uncinula 属の特徴を有する子嚢殻なりしに驚かされたり。"

"分生胞子時代に於ては内生菌糸を生ずることによりて亜科 Phyllactineae に納むぺきものにして子嚢

胞子時代は疑なき亜科 Erysipheae に属する Uncínula 属の特徴を有せり 現今の分類法に従へば之れ

を納むペき場所に苦しむ……J として分生胞子時代および子襲胞子時代の各々について詳細な観察結果

組本間ヤス: Erysiphaceae of Japan. 北大農紀要 38 (3) , pp. 363~364; pp. 353~355 (1937). 
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第 39 図沢田兼吉 (1916).
「台湾菌類資料(第七)J 中のうどんこ病菌新属 Uncinulopsis
記載ページ

を述ぺ， “……本菌の付属器は

l明かに Uncinula 属に納めざる

べからざる特徴を有するも Un­

cinula属の分生胞子時代は我菌

のそれとは全く異なり常に表生

菌糸のみを有してそれより直接

に表皮細胞内に吸器を穿入し且

つ大部分の種類の担子梗は表生

菌糸の側方より分出せられ垂直

に位置を保たるるを以て担子梗

の基部は膝曲するを常とす即

ち我菌は子嚢胞子時代に於ては

Uncinula の特徴を有するとは

いへ Uncinula とは全く異れる

分生胞子時代を有し Uncinula

属より勿論之れを含む亜科

Erysipheae より分離し亜科

Phyllactineae に納めんとすJ，

“以上述ぶる如く我習を亜科

Phyllactineae に納むる場合に

於ては此亜科内には之れを隷せ

しむべき属なし 乃ち余は之れ

に Uncinula の形態を有する意

あり七 Uncinulopsis なる属名

を創定し種名としては Salmon

氏が分生胞子時代に与へたる

subspiralis を採用して Uncinulopsis subspiralis (Salm.) Sawada と命名せんとす"とし， Phyllaｭ

ctinia cOrylea (PERS.) KARST. var. subsPiralis SALMON, Phyllactinia subspiralis (SALM.) SAWADA をそ

の synonym をとしてし、る。

なお沢田 (1919)251) (大 8) は「台湾菌類調査報告第一編」中に Erysiρhe cinnamomi SAWADA, sp. 

nov. (グスノキダマシの粉病菌)を記載している。

原 (1920)261) (大 9) は「エノキのウドンコ病に就て」で， 本菌は1899年草野俊助が東京小石川で採集

したものに対して最初 P. HENNINGS によって Uncinula shiraiana P. HENN., sp. nov. と命名されたが，

SA，LMON がこれよーり以前に Uncinula ρolychaeta と同定したものと同じであると述べ，また沢田 (1916)138】

がその子嚢時代を発見して Uncinuloρ'sis 属を新設 Uncinulopsis subsρiralis (SALM.) SAWADA とした

いきさつを紹介，“沢田氏の新属 Uricinuloþsis を採用するを至当なりと予は信ずるなり"とし，氏が調査

しだ本菌の形態を記している。なおその後原 (1923)821> (大 12) は「樹病学各論」で，本病名を“ゑのき
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ノ裏白渋病"，病原簡を Uncinulopsis shiraiana (P. HENN.) HARA としている.

村岡 (1924)858) (大 13) ["桑裏白渋病に就て」に“桑裏白渋病は叉桑ウドンコ病，桐の白渋病等の名

あり……Phyllactinia Corylea (Pers.) Karst. の寄生に依りて起る"と記している。しかしキリのうどん

こ病菌はのちに Phyllactinia imperialis MIYABE と改められた*1.

沢悶 (1914)仰が“粉病商科ニ就テハ今日ニ至リテ殆ント精細ナル研究アリ……"と述ペている大正年

代に ， Sawadaea, Typhulochaeta および Uncinulopsis の 3 新属が本科につけ加えられたことは注目すペ

き業綴といわなければならない。日本におけるうどんこ病菌の分類学的研究はその後本間 (1937)判によ

って大成されたが，上記 3 属はすくなくともわが国では一般に認められている。

タケ・ササ類の菌類

明治時代にひきつづきタケ・ササ類の菌類の分類が行なわれた。そしてその大部分は原の研究にかかる

もので，氏 (1913)幻は「我国ニ於ケル竹類ノ菌類ノ研究第二(予報)J のほか種々の報文で発表している。

Amρ'hisρhaeria ρhyllostachydis HARA , n. sp. マタ.ケの死稗原 (1918)202)

Anthostomella sasae HARA, n. sp. マダケ原 (1913)2)

Astrocystis mirabilis BERK. et BROOM. マダケ原 (α19位25)戸s回

Astr仰osψρhaeri，必él，助fω'a fiルitsisゆρor何a SYD. n. g酔en. et s叩p. マダケの稗原 (1913)お， (1925)868) 

Capnodium elongatum BERK. f.ρhyllostachydis SACC. ハチク原 (1913)2)

Calonectγia sasae HARA , n. sp. グマザサ原 (1913)2九 (1925)868)

Claviceρsρuゆurea TUL. (ネマガリダケの麦角病菌) 原 (1913)2) ， (1925)363>

Coccoidiella arundinari・ae HARA (syn. Coccoidiopsis arundinariae HARA) (タケ類の裏黒点病菌)

原(1913)1) ， (1913)矢 (1925)868)

Diaporthe take HARA , n. sp. マダケ原 (1913)2)

Didymella phyllostachydis HARA, n. sp. マダケの枝原 (1918)202)

Dimerium sasae HARA, n. sp. ササ原 (1913)2)

Dimerosρorium sasae HARA (ササのすす病菌) 原 (1925)868)

Epichloe bambusae PAT. 原 (1913)2)

Epichloe sasae HARA (スズタケのてんぐ巣病菌) 原 (1922)808ヘ (1925)868)

Eutypa kusanoi P. HENN. マダケ原 (1913)幻

Gibberella saubinetii (MONT.) SACC. マダケ原 (1913)2)

Haraea jゆonica SAα. 巴t SYD. チマキザサの生存原 (1913)3) 原 (1914)28) (大 3) は“一種ノ斑

紋竹ナレパ予ハコレヲ黒斑竹(グロフタケ)ノ和名ヲ命ゼリ……本菌ノ、岐阜県恵那郡川上村ニテ採集シ所

属不明ナリシカパ之ヲ三主主主氏ニ鑑定ヲ求メタルニ氏ノ、サツ=カルドウ氏ト共ニ新属新種トシテ記載発表

セラレタリ吋2 といっている。なお，氏 (1925)868) はこれを熊斑病菌とした。

時'poderma shiraiana MIYAKE et HARA (syn. Munkiella shiraiana MIYAKE et HARA) マダケの「ご

*1 本間ヤス: Erysiphaceae of Jap阻.北大農紀要 38 (3) , pp. 183~461 (1937). 

判 SACCARDO， P. A. : Notae mycologicae. Series XV1. 1. F).mgi JaIJonici, Philippinenses et 
Boreali-Americani. Ann. Mycリ 11， pp. 312~340 (1913). 
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ま」 原 (1914)28) は“嘗テ Munkiella 属ノモノト認メタル際， Melanconium shira礼num SYD. ノ子裏

世代トセシ*1 ハ全グ誤リナリシヲ以テ前記ノ如ク訂正ス"としている。(原 1925)863) 

なお原(1926)883) (大 15) は「胡麻竹に就て」でこの菌は最初 Munkiella shiraiana MIY AKE et HARA 

と命名されたのを後年自ら (1913)2) 局，poderma shiraiana MIYAKE et HARA としたことについて， 明

菌は Engler の植物自然分科書によるとDothideals の Munkiella 所属として差支えない様である。

叉自分は Hypoderma としたのは主に分生胞子の形態から観た結果で，之は穏当でない。……Sydow 及

び Teissen 両氏の分類に従ふたならば Eu・Scirrhiineae !ffi科に属するもので同氏等が改訂した属の特徴

から諭すると Scirrhia に属せしむることは不当であり， 又 Munkiella も穏当を欠くものと信ずる そ

して最も近いものに Apiospora があるが……一致しない点が多くある故に自分はままに学名の考定は少し

く後日に譲りたいと思ふ。尚ほ胡麻竹は一種の菌類のみでなく Cylindrosporium Bambusae Miyake et 

Hara,……Eutypa Kusanoi P. Henn... ・ H・其他……一，二のものがある……"と述べている。

ごく近年原 (1954)判(昭 29) は「日本菌類目録」でゴマタケ菌を Apiospora shi・raz・'ana (MIYAKE et 

HARA) HARA, n. nom. とし ， Munkiella shiraiana MIYAKE et HARA，時ρoderma shiraiana MIYAKE et 

HARA , Aρiosρora bambusae SYD. その他を異名としている。

局Ipoxylon fuscoþur仰reum (SCHW.) BERK. マダケその他の稗原 (1913)1) ， (1913)2) , (1925)363) 

Konenia bambusae HARA, n. gen. et sp. マダケ，モウソウチグの稗原 (1913)2に (1925)368)

Leptosρhaerella bambusae MIYAKE 巴t HARA (syn. PhaeosPhaeria bambusae MIYAKE et HARA) 原

(1913)2) , (1917)149) 

Leptos，ρhaerella (Phaeosphaeria) sωae HARA , n. sp. チマキザサの枯葉原 (1918)202)

Lψtosρhaeria (Metasρhaeria) ρhyllostachydis HARA, n. sp. マダケ原 (1913)2)

LeρtosPhaeria 捌inoensis HARA, n. sp. マダケ原 (1913)2)

Leptos，ρhaeria sasae HARA, n. sp. チマキザサの枯葉原 (1918)202)

Leρ't05ρhaeria sasacola HARA , n. sp. チマキザサの枯葉原 (1918)202)

LeρtosPhaeria phyllostachydis HARA , n. sp. マダケの枯死葉原 (1918)202)

Meliola (Limacinia) stomata HARA, n. sp. (Meliolina stomata HARAJ*3 (マダケのすす病菌) 原

(1917)出)， (1925)363) 

MycosPhaerella bambusifolia MIYAKE et HARA (syn. S.ρhaerella bambusina LYD. et BUTL.?) (マダケ

・ハチグの斑点病菌) 原 (1913)2'. (1925)863) 

11今cosphearella phyllostachydis HARA (syn. MycosPhaerella bam伽sae PAT. var.ρhyllostachydis 

HARA, n. var.) マダケ原 (1913)2) ， (1925)868) 

Mycos戸haerella shibataea MIYAKE et HARA nov. nOID. (syn. Guignardia bambusaea MIYAKE et 

HARA) (ブンゴザサの葉先枯病菌)原 (1925)368)

Myria臼gium bambusae HARA, n. sp. (11勾wiangium haraeanum TAI et WEI)判原 (1913)2)

*1 三宅市郎・原摂祐:我国ニ於ケル竹類ノ菌類ノ研究(其ー).植物学雑 24 (286) , pp. 331~340' 
(1910). 

柏原摂祐:日本菌類目録. p. 19 (1954). 

判一一一一:日本害菌学. p. 142 (1936). 

料日野厳: lcones fungorum bambusicolorum japonicorum (1961). 
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Nectria ρ'hyllostachydis HARA, n. Sp. マタ・ヶ 原 (1913)2)

Neopeckia ja.ρonica SYD. et HARA ネマガリタケの得原(1925)363】

OPhiobolus porPhyrogonus (TOD.) SACC. マダケ原 (1925)868)
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Phaeospora bambusae MIYAKE et HARA (syn. Phaeosρhaeria bambusae MIYAKE et HARA) (メダケ

頬の褐斑病菌) 原 (1925)3附

Phragmocaゆella ja.戸onica HARA, n. sp. マダケの葉原 (1925)363)

Phyllachora phyllostachydis HARA , n. sp. (マダケの黒麗病菌) (黒点病商) 原 (1913)剖， (1916)108) , 

((925)868) 

Phyllachora shiraiana SYD. (メダケの類の黒腫病菌) 原 (1913戸， (1917)149人 (1925)863)

Polystigma haraeanz仰 SACC. n. sp. マダケの幼稗原 (1913) 1)， (1913)引， (1925)868) 

Shiraiella ρhyllostachydis (MIYAKE et HARA) HARA (syn. 時'pocreopsis ρhyllostachydis MIYAKE et 

HARA) Shiraiella HARA , nov gen. (ハチクの小団子病菌) 原 (1914)28)

Sphaerulina take HARA マダケの笥原 (1925)868】

Sphaerulina sasae HARA, n. sp. スズタケの生葉原 (1918)202)

Telimena arundinariae HARA , n. sp. メダケの葉原 (1925)868)

Trichosρ'haeria bambusifolia HARA , n. sp. マダケの葉原 (1918)202う(1925)368)

Vialaea bambusae HARA , n. sp. マダケの得原 (1913)ベ (1925)868)

あIlaria take H叫ん n. sp. マダケの得原 (1921) 287) ， (1925)368) 

時'pochnus centrifugus (LEV.) TUL. (Corticium centrifugus (LEV.) BRES. J マチグ藤黒 (1918)即〉

Puccinia inflexa (S. lTo) HORI (syn. Uredo inflexa S. lTo) 原 (1925)363)

Puccinia sasaecola HARA スズF ケ原(1925)868)

的tilaginoidea phyllostachydis SYD. 三宅・原 (1910)*1 はこれを正初ocreopsis ρhyllostachydis (SYD.) 

MIYAKE et HARA と改名したのであるが， その後原 (1914)28) によると“疑問百出ヘ 吉永氏の標本を検

査したところ Ustilago shiraiana P. HENN. の若いものらしかったが， “H ・ H・予ハズイドウ氏ノ基本標本

ヲ見ザレパ……故ニ予ハズイドウ氏ノ U. ρhyllostachydis ヲ目シテ不明ノ菌類トナシ置カンノミ"として

いる。

Ascochyta arundinariae F. TASSI マダケの葉原 (1913)釦， (1925)863) 

Chaeto�eltiopsis sasae HARA n. sp. チマキザサの葉原 (1913)ベ (1925)醐〉

・Cladosporium hervarum (PERS.) LINK マダケ，ササの枯死葉原 (1913)2)

.Coniosþorium ρulvinatum A. L. SMITH? マダケ原 (1913)2】

、Coniosporium punctiforme SACC. 原 (1913)2)

Coniothyrium bam向sae MIYAKE et HARA (メダケ・ハチクの円斑病菌) 原 (1917)149) ， (1925)363) 

Coniothyrium ρunctatum SACC. メダケ原(1917)1掛

Coryneospora tsurudai HARA n. sp. ヤダケの葉原 (1913)2九 (1925)363)

Cystos�orella bambusae HARA, n. sp. マダケの得原 (1913)2)

*1 三宅市郎・原 摂祐:我国ニ於ケル竹類ノ菌類ノ研究(其ー).植物学雑 24 (286) , pp. 331~340 
(1910). 
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Dinemasporium graminum LEV. f. bambusae ROLL;? ササ類原 (1913)2)

DiPlodia maczelans MIYAKE et HARA , (ハチクの円斑病菌) 原 (1925)363)

Epiccocum negrectum DESM. 原 (1913)2)

Fusarium bambusicola H叫ん ll. Sp. マダケの葉原 (1913)尺 (1925)363)

Gloesporium sphaeroslうorum HARA, ll. Sp. マダケ原 (1913)2)

Hi・問dinaria arundinariae HARA , ll. , Sp. 原 (1913)2) 

Leρtòthyrium japonicum HARA , ll. Sp. マダケの葉原 (1913)2に (1925)363)

Melanconium shiraianum SYD. 原 (1914)27) は“......Coniosρorium 属ノ特徴ニ吻合スルガ如キ状ヲ

現ハス，故ニ土二三三之氏ガ C. 属ニ移シタノLモ故ナキニアラス 又予ガ C.μlt;inattlm SMITH? トセ

シモノハ本菌ノ末期ノミヲ見テ考定セシ種名ニ過ギザルガ如シ，故ニ主主ニ訂正ス"と述べている。

Melasmia Phyllostachydis HARA , ll. Sp. 原 (1913)2)

Neotiospora take HARA , ll. Sp. マダケの菜、原 (1925)368)

Phoma arzmdinacea (BERK.) SACC. f. bambusae SACC. マダケ原 (1913)幻

Phyllosticta basillariformae HARA , ll. ', Sp, マダケの葉原 (1925)363)

Phyllosticta take MIYAKE 巴t HARA (マダケ葉の縁枯病菌) 原 (1925)363)

Rhabdosρora arundinariae HARA, ll., Sp. カンザンチグ 原 (1925)363)

Stagonospora ρhyllostachydis HARA, ll. Sp. (=Metas，ρhaeria ρhyllostachydis HARA?) マダケの葉

原 (1925)363)

Stag，仰ospora sl!，ρtorioides HARA, ll. Sp. ハチクの葉原 (1913)2)， (1925)363) 

Trichothecium roseum LINK. タケ類の枯葉原 (1913)2)

Ve1・micularia straminis BERK. et HORK. ササ原 (1913)2)

針葉樹の菌類

Asterina chmnaecyρarisii SHIRAI et HARA ヒノキ原 (1915)70)

ChaetoamPhisPhaeria japonica HARA, ll. gell. et Sp. ヒノキの幹原 (1918)200) ， (1918)202) 

Dimerina ρodocarpii SYD. コウヤマキの葉原 (1913)υ ， (1915)附

Laestadia cePhalotaxi SYD. 巴t HARA, ll. sp. イヌガヤの葉原 (1913) 1)

Lasiosphaeria chamaecyparisii HARA , ll. sp. ヒノキの木質部原 (1918)200) ， (1918)202) 

Loρhodermium Pinastri (SCHRAD,) CHEV. グロマツ原 (1917)149)

11今cosρhaerella (Sphaerella) cryptomeriae SHIRAI et HARA, ll. sp. スギの葉原(1918)200) ， (1918)拙〉

本菌はのちに灰色葉枯病菌と名づけられ， くわしい研究がなされた*帥20

AのICOSρhaerella (Sphaerella) ρodocaゆi COOKE コウヤマキの葉原 (1913) 1)

Nectria galligena BRES. スギのこぶ原 (1913)1)

Pestalozzia (Pestalotia) shiraiana P. HENN. スギ原 (1917)1叫

Physalosρora cryρtomeriae HARA, ll. sp. スギの葉原 (1918)200) ， (1918)202) 本菌はのちに褐色葉

*1 沢田兼吉:東北地方に於ける針葉樹の菌類ー1.スギの菌類.林試研報 45 ， pp. 27-':53 (1950). 

判伊藤一雄・渋川浩三・小林享夫:スギの赤枯病に関する病原学的並に病理学的研究( 1). 赤枯症状

部に認められる菌類の形態及び病原性.林試研報 52， pp. 79~152 (1952). 
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村病菌とされた*1。

Sordaria minor HARA, n. Sp. マキの枝原 (1919)237)

Teicosβora chamaecy，ρarisii HARA, n. Sp. ヒノキの幹原 (1918)200). (1918)202) 

TrematosPhaeria chamaecyρarisii HARA , n. sp. ヒノキの幹原 (1918)200】， (1918)202) 

Valsa cryptomeriae HARA, n. sp. (干匂lsa cryptomeriae KITAJIMA, Valsa cryptomeriaecola HARA) 

スギの枝原(1818)200>，北島 (1919)2山，原 (1925)363)

Valsa sugifolia HARA, n. sp. 原 (1918)200)

なお Valsa cry'ρtomeriae および V. sugifolia にっし、ては 49 ページ参照。

Valsa chmnaecy.ρarisii HARA, n. sp. ヒノキの枝原 (1918)200)

Gymnosρorangium haraeanum SYD. n. sp. ピャグシンの葉原 (1913)1】

Gymnos，ρorangium idetae YAMADA, n. sp. (Gymnosporangium amelanchieris FISCHERJ*2 ムローザ

イフリボグ原 (1921)287)

Gymnos，ρorangiunz tremelloides HART. (GyrmlOsporangium amelanchieris FISCHERJ判ムロの校原

(1913)1) 

同Ipochnus centrifugus (LEV.) TUL. (Corticium centrifugus (LEV.) BRES.J*3 スギ藤黒 (1914)26}

Cercospora cry'戸tomeriae SHIRAI スギ 『泰黒 (1918)197)

Fusoma (Fusarillm) ρarasiticum TUB. スギ穣黒 (1914)26)

Macrolうhoma sugi HARA , n. sp. スギ原 (1923)321)本菌はのちに Guignardia cryptomeriae 

SAWADA*1 と同根関係のあることが立証され， なおこれによる暗色枝枯病は時として大きな被害を与える

ことが報告された判。

Stagonosρora Pini.ρlI milae TOGASHI , n. sp. ペイマツ 富樫 (1924)356)

広葉樹の菌類

Plasmoρara viticola (BERK. et CURT.) BERL. et. DE TONI ノブドウ原 (1917)149)

Synchytrium puerariae MIYABE (Synchytrium minutum (PAT.) GÄUM.J*5 グズ藤黒(1914)26)，原

(1917)149) 

Actinoρelte jaρonica SACC. n. gen. et sp. グリの葉(斑点病菌) 原 (1913)ω. (1914)28) 本属は

最初子嚢菌として記載されたものであるが，近年これを不完全菌とする意見が強し沖6。

Ameromassaria jaρonica HARA, n. gen. et sp. アキグミの枯枝原 (1918)202)

Astrocystis affinis (SACC.) HARA (Rosellinia affinis SACC.) シロモジの枝原(Hl14)28)

Bagnisiella rhoina SYD. et HARA, n. sp. ヤマウルシの枝原 (1913) 1)

Bulgaria ρrunicola SYD. , n. sp. ヤマザクラ原 (1913) 1)

Calosρhaeria imρeriales HARA, n. sp. キリの枯枝原 (1918)202)

*1 沢田兼吉:東北地方に於ける針葉樹の菌類ー1.スギの菌類.林試研報 45， pp. 27~53 (1950). 
判伊藤誠哉:日本菌類誌 II (3) , (1950). 

判一一ー一一:向 上 II (4) , (1955). 

制ノj、林享夫:スギの暗色枝枯病に関する研究.林試研報 96 ， pp. 17~36 (1957). 

材伊藤誠哉:日本菌類誌 1. p. 38 (1936). 

*6 BARNETT, H. L. : Illustrated genera of imperfect fungi. Minneapolis, pp. 172~173_.(1956). 
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Ceratostoma ρauloωnz・'ae HARA, n. Sp. キリの枯枝原 (1918)202)

Cryptovalsa camelliae SYD. et HARA, n. Sp. ツパキの枝原 (1913)1)

Cystotheca wrightii BERK. et CUln. アラカシ沢町 (1914)品う原(1917)1船

Daldinia concentrica (BOLT.) CES. et DE NOT. 原 (1913)1)

Daldinia vernicosa (SCHW.) CES. et DE NOT: 原 (1913)υ

Dematea cerasi (PERS.) DE NOT. コナラの枝安田 (1919)2附

Diatrype falcata (SACC.) HARTIG Lindera sp. 原 (1914)28)

Diatrype japonica SACC. Lindera sp. 原 (1914)28)

Diatrype microstroma SYD. et HARA , n. Sp. キリ，エゴノキの枝原 (1913)口， (1914)28) 

Diatryρe minor (SACC.) HARA (D. microstroma SYD. et HARA var. minor SACC.) Prunus, ホオノキ

の枝原 (1914)28)

Diatryρe stigma (HOFFM.) FR. アカシデ，コノミノトネリコの校 安田 (1919)却肘

Didymella euonymi.ja，ρonicae SHIRAI et HARA, n. Sp. マサキの生葉原 (1918)202)

Dothidea μlccinioides (DC.) FR. ウツギ，サンショウ，ツルウメモドキ 安田 (1923)制〉

Dothidea sambuci (PERS.) FR. コウゾ， ミツマタ，ナンテンの茎原 (1913)1)

Erysiphe cichoracearum DC. (? J アカメガシワ 藤黒 (1914)26)

Erys~ρhe cinnamomi SAWADA, n. Sp. クスノキダマシ 沢田 (1919)250)

Eutypa falcata SYDリ n. Sp. ツパキの枝原 (1913)1)

Glo押~erella cinnamomi YOSHINO (Glomerella cingulata (STONEM.) SPAUL. et v. SCHRENKJ判タスノ

キ藤黒 (1914)26九沢 111 (1916)133) 

Gnomonia setacea (PERS.) CES. et Do NOT. コナラ，クヌギ原 (1913)1)

Guignardia (Laestadia) asebii HARA, n. Sp. アセビの枯枝原 (1918)202)

Guignardia cinnamomi (YOSHINO) HARA= S'，ρha官rognomo仰 cinnamomi(Y OSHINO) HARA C Glo仰rella

cingulata (STONEM.) SPAUL. et v. SCHRENKJ*1 原 (1913)D ， (1914)M) 

Guignardia (Laestadia) hoveniae HARA , n. Sp. ケンポナシの葉原 (1918)20山

Guignardia (Laestadia) salicina HARA, n. Sp. コリヤナギの生枝原 (1918)202) なおこれについ

ては 61 ぺージ参照。

Guignardi・'a shikimii HARA , n. Sp. シキミの枯枝原 (1018)202)

Hypoxyloゅ~ annulatum (SCHW.) MONT. コナラ，グリの樹皮の木部原 (1913)1)

時'poxyl，仰 nectrioides SPEG. キリの幹原 (1913)1)

Kusanoa 必ponica P. HENN. et SHIRAI “本菌ハ Coccoidea quercicola ニ寄生スルト難モ菌類ニ・

寄生スルニ非シテ直接かし類ノ葉ニ寄生スルモノノ;如シJ 原 (1913)1)

Leμosρhaeria (Metasp必aeria) kerri・ae SYD. et HARA ヤマブキの枝原 (1913)1)

Loρhoder仰ium hyste1匂ides (PE回.) SAα. ツパキの葉原 (1913)1)

lW:elogramma va，μns DE NOT. (M. bulliardi TUL.) シデの校原 (1913)1)

相伊藤一雄・林弘子:樹木炭痘病の研究ーVI. クスノキの炭痘病菌(黒斑病菌).林試研報 135， pp. 

1~13 (1962). 
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MetasPhaerina spincola (FR.) HARA (Metasρhaeria seρincola (FR.? FUCK.) SACC.) グマイチゴの

枝原 (1913)1)

Mollisia albido明aculans SYD. , n. Sp. ツバキの枝原 (1913)1)

Microsρhaera ρolygoni (DC.) SAWADA (Erysiphe ρisi DC. J制 ヌスビトハギ，ナンパンコマツナギ

藤黒 (1914)26)，原 (1917)1蜘

Mycω:Phaerella (~ρhaerella) casiozumi HARA, n. Sp. カシオズミ(ネジキ)の枯葉原 (1918)202)

AゐIcosPhaerella (~ρha哩'rella) clethrae HARA , n. Sp. リヨウプ原 (1918)蹴}

Mycosρhaerella (~ρhaerella) d，ゆかûp必:ylli SYD. et HARA, n. Sp. ヒメユズリハの葉原 (1913)1)

Mycωρhaerella (~ρhaerella) hydrangiae HARA , n. Sp. コアジサイの落葉原 (1918)20町

Mycωρhaerella (S，ρha邸宅lla) idesiae HARA, n. Sp. イイギリの落葉原 (1918)2臨

Mycos，ρhaerella maculiformis (PERS.) AWD・ クリその他の落葉原(1913) 1>

Mycos，ρhaerella (Sphaerella) n~仲onica HARA, n. Sp. ハナズオウ，アケピ原 (1918)加)

Nectria boめophylli P. HENN. コウゾの枝原 (1913)1)

Nectriella carρinii HARA, n. Sp. コシデの茎原 (1919)却〉

Nitschkia cupularis (PERS.) KARST. ネムノキ安田 (1917)国〉

Oidium euonymi-japonicae SALM. マサキの葉原 (1921)2釦本病病原菌の原産地は日本で， 1900年

にイタリアのリポルノで始めて記載され， 1899 年にはフロレンスで採集された。英国では 1903 年に発

生， またオーストリアとイタリ 7のパヅアにも同年発生。 ナポリおよびフランスのパリその他にも 1伺4

年に本菌が深集されている。日本から欧洲へは苗木およびさし穂で輸入されたものである胸、

Phyllach�a fici-wightiana SAWADA, n. Sp. アコウの葉沢田 (1916)別〉

Phyllactinia corylea (PERS.) KARST. (Phyllactinia fraxini (DC.) HOMMAJ*1 タイワンノ、ンノキ

藤黒 (1914)釦

Physalos，ρora japo叫ca TOGASHI , n. Sp. ツパキ富樫 (1926)897>

Physal岬ora simρlocicola HARA, n. Sp. サワフタギの枝原 (1918)202)

Pleosρora mansaku H叫ん n. sp. マンサグの枝原 (1918)2叫

Polystomella 加問goii H叫ん n. sp. (Cocωidella kawagoii HARAJ*2 パタチノキの葉原(1915)65)

Rhytisma illici-Iatifolia P. HENN. ネズミモチ原 (1917)1掛

Rhytisma salicinum (PERS.) FR. カエデ類 富樫(1924)出ベ富樫・平塚 (1924)出町

Rosell仇ia aquila (FR.) DE NOT. 原 (1913)1)

Sclerotinia liberti，仰a FUCK. (Sclerotinia sclerotiorum (LIS.) MASSEEJ ナタルコマツナギ 藤黒

{1914)加〉

Sρhaeruli・na euμeleae HARA, n. Sp. フサザタラの葉原 (1918)202)

Sphaerulina βtji HARA, n. Sp. ムラサキフヅの葉原(1918)202)

sρhaerulina magnoliae-kobusii HARA コブシの葉原 (1918)2山

s'ordaria rubii HARA, n. Sp. フシノキの幹原 (1919)237)

制本間ヤス: Erysipha由民 of Jap岨・北大農紀要 38 (3) , pp. 321~322 (1937). 
判原摂祐:日本害菌学.東京， p. 16θ(19明).
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Stilbum cinnabarinum フジの校原 (1913)1)

Uncinula australina McALP. サルスベリの葉原 (1921)287)

目的問ula clintonii PECK エノキ沢田 (1915)90)，藤黒 (1918)197)

防lsa ambiens (PERS.) FR. ヤナギの 1 種富樫・平塚 (1924)857)

Valsa ceratoρhora TUL. マユミ 安田 (1924)360)

Valsa rhodode持政i HARA , n. Sp. ヤマツツジの枝原 (1919)237)

Vibrissea anuncorm (ALB. et SCHW~) FR. グリの幹原 (1913)1)

ゐlaria camelliae HARA, n. Sp. ツパキの落葉原 (1919)237)

Aecidium fatsiae SYD. ヤミヤツデ藤黒 (1914)26)

Aecidium machili P. HENN. ニオイタプ沢田 (1919)250)

Anthracoidea onumae SHIRAl [Ustilago onu仰e (SHIRAl) S. lTO)*l ヤプニッケイの新芽 原

(1921)287) 

Coleosporium clerodendri DlET. グサギ原 (1917)149)

Corticium zimmermanni SACC. 巴t SYD. [Corticium salmonicolor BERK. et BR.)*2 ソウシジュ，ナ

タルコマツナギ藤黒 (1918)197)

Cronartium ribicola FlSCH. [DE WALDH. )*3 トガスグリ 富樫 (1924)856)

Exobasidium formosanum SAWADA, n. Sp. キンモウツツジ沢田 (1921)30~)

Exobasidium machili SAWADA, n. Sp. アオグスモドキ沢閏 (1919)250)

Exobasidium monosρorum SAWADA, n. Sp. タイワシツバキ 沢田 (1921)30白

Helicobasidium [Se.ρtobωidium) cinereum SAWADA, n. Sp. タイワンツパキ 沢田 (1914)山

めρochnus centrifugus (LEV.) TUL. [Cortieium centrifugus (LEV.)BRES. )*2 モウリングヮ，グス

ノキ‘ナタルコマツナギ膝黒 (1914)2引

Hypochnus cinnamomi SA W ADA クスノキ藤黒 (1914)26)

Hypochnus sasakii SHIRAl [Pellicularia sasakii (SHlRAl) S. lTO)*2 グズ，グスノキ藤黒 (1914)26)

Melamρsora larici-caρaracearum l(LEB. ノξ ッコヤナギ富樫・平塚 (1924)357>

Melamρsora larici-opaca MIYABE et MATSUMOTO [M. larici-ゆitae l(LEB.)判ナガパヤナギ富樫・

平塚 (1924)357)

Phragmidium japo判icum DIET. ノイノ守ラ 原 (1917)149)

Puccinia ferruginea LEV. サルトリイパラ 富樫 (1926)897)

Puccinia pruni-spinosa沼 PAT. (P. pruni PERS.) [Tranzschelia prunf-spinosae (PERS.) DIET.)*生

サクラ(?)の葉原 (1921)287)

Septobωidium acaciae SAWADA ソウシジュ，センダン等藤黒 (19:l4)26】，沢田 (1914)掛

Septobasidium albidum PAT. グスノキ藤黒 (1914)26)

*1 伊藤誠哉:日本菌類誌 II (1) , (1936). 
判一一一一一:同 上 II (4) , (1955). 

判一一一一一:向 上 II (2) , (1940); 
判同 上 II (3) , (1950). 
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Uredo castaneae P. HENN. [Cronartium quercuum MIYABE?J アベマキ藤黒 (1914)26)

Uromyces lespedezae.，ρ'rocumbentis (SCHW.) CURT. ハギ富樫 (1926)397)

Uromyces klugkistianum DIET. [Pileolaria klugkistiana DIET.J*1 [タイワン〕フシノキ 藤黒(1914)26)

Alternaria euonymi HORI, ll. sp. マサキ堀 (1913)9)

Ascochyta morifolia SAWADA, ll. sp. グワ沢田 (1917)182)

Ascochyta tobera HARA, ll. sp. トベラの葉原 (1917)149)

Botrytis cinerea PERS. ナタルコマツナギ藤黒 (1914)26)

Cercospora clerodendri MIYAKE グサギ富樫 (1926)397>

Cercospora gotoana TOGASHI , ll. sp. エゾノホザキナナカマド 富樫 (1924)856)

Cercospora leucostica E. et E. センダン藤黒 (1918)197>

Cercospora ρrunicola ELL. et Ev. (サクラの斑点病菌) 原 (1920)264)

Colletotricliωn sorauerianωn (ALLESCH.) HORI グロトンノキ 沢田 (1917)182)

Coryneum katsura HARA, ll. sp. (カツラの枝枯病菌) 原 (1913) 1)

Cytosρora chr.ysωþerma (PERS.) FR. セイヨウノ、コヤナギ富樫 (1924)856】

Gloeosρoriulll glochidionis SAWADA, ll. sp. ホンコンカンコノキの葉沢田 (1916)133)

Gloeosρorium kawakamii MIYABE キリ原 (1917)1掛

Glomerula打・'a cimzamomi SAWADA, ll. sp. グスノキダマシ 沢田 (1914)品】，藤黒(1918)197)

Helminthosρorium ρolyρhragmium SYD. , ll. sp. ツパキの枝原 (1913)1)

Macrophoma ,camelliaicola HARA, ll. sp. サザングヮの葉原 (1920)264)

Macrophoma haraeana SYD. , ll. sp. モミジの校原 (1913)1)

Marsonia krogerina BRES. コリヤナギ福井 (1918)198)

Microthyriulll nigro.ρゅillatum SA W ADA, ll. sp. シパハギの葉沢田 (1919)250)

Pestalozzia (Pestalotia) euonymi HORI , ll. 'sp. マサキ堀 (1913)9)

Pestalozzia (Pestalotia) ρalmarum COOKE ヤシ，チャ沢田 (1914)胡〉

Phyllosticta glochidionis SAWADA, ll. sp. カンコノキ類沢田 (1918)218)

Phyllosticta ρlatanoides SACC. イタヤカエデその他富樫 (1924)蜘人富樫・平塚 (1924)357)

Phoma jasmini.sambactis SAWADA, ll. sp. モウリングヮの枝沢田 (1914)船，藤黒 (1918)197)

Phomoρsis imperialis SACC. et ROUM. キリの枝 原 (1913)1) SACCARDO によるこの菌の記載は見い

出されず， Phoma illφeriales SACC. et ROUM. という種が記載され，この菌は Diaρorthe の不完全時代

であるとのただし書がついている *2。

後年この Phomoρsis 菌の子嚢時代が発見され，その同根関係が立証され， Dia，ρorthe eres N ITSCHKE と

同定された判。

Septogloeum niisimae HEMMI , ll. sp. カシワの葉逸見 (1916)111)

*1 伊藤誠哉:日本菌類誌 II (3) , (1950). 

*2 SACCARDO; P. : Sylloge Fungorum 3, p. 92 (1884). 

判小林享夫・伊藤一雄: Phomopsis alld its perfect stage of Dia.ρorthe causing a die.back of the 

Paul，側mia tree. 林試研報 103 ， pp. 57~68 (1957). 
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$Phaeronema japonica SYD. , n. sp. クルミの茎原 (1913)1)

材質腐朽菌(木材腐朽菌)

安田は rEine .neue Art von Po!ystictusj (1916)~'0) ， rEine neue Art von Itpexj (1917)190) , 

rEine neue Art von Po!yporUSj (1917)191り rEine neue Art von Trametesj (1918)223) , rZwei 

neue Arten von Po!yporUSj (1919)256), r~ine neue Art von Coniophoraj (1919)257) , rZwei neue 

第 40 図安田篤 (1916).

rEine neue Art von Polystictusj (カワラタケ属の一新種」

のタイトル・ページ

安田 (1923)蜘}

Arten von Irpexj (1919)258) , 

rN eue Arten von Stereum 

und 局Imenochaetej(1923)33" , 

rEine neue Art von H.ゆ0・

xylonJ (1923)335) , rZwei neue 

Arten von Trametesj(1923)386) 

および rVier neue Arten der 

Basidiomycetenj (1923)337) で

次の菌類を新種として記載し

た。

Hypoxylon viride Y ASUDA , 

Sp. nov. (オオコブタケ) 安

田 (1923)335)

Conioρhora 押wtsuzawae YAｭ

SUDA, sp. nov. (ヤスリタケ)

安田 (1919)問〉

めImenochaete boninensis 

YASUDA, sp. nov. (syn. Ste-

reum (l珍menochaete) bonineｭ

nse YASUDA) (シマウロコタ

ケ) C Lloydella boni担割Isis (YAｭ

SUDA) S. ITOJ*1 安閑 (1923)334)

Stereum jaρonicum Y ASUDA, 

sp. nov. (ヤマトウロコタケ)

C Veluticeps medicum (CURREY) 

COOKE グスリウロコタケJ*1

Stereum roseum YASUDA , sp. nov. (ウスベニウロコタケ) CLloydella rosea (YASUDA) S. lToJ判

安閏 (1923)837)

Daedalea dickinsii YASUDA, sp. nov. (ミダレホウロクタケ) C Trametes dickinsii BERK. ホウ

*1 伊藤誠哉:日本菌類誌 II (4) , (1955). 
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ログタケ〕判安田 (1923)387>

lrpex iyoensis YASUDA, Sp. nov. (エヒメウスパタケ) (時dnochaete ravenelii (BERK.) PAT.J判

安田 (1917)190)

lrpex 仰rpureus Y ASUDA (ムラサキウスノミタケ) (Hirschioρorus ρurpureus (YASUDA) IMAZEKIJ*1 安

田 (1919)258)

lrpex tabacinoides Y A叫ん sp. nov. (コガネウスパタケ) (時dnochaete tabacinoides (YASUDA} 

IMAiEKIJ割安田(1919)258)

Polyporus komatsuzakii YASUDA, Sp. nov. (ガマタケ ) (Fomitoρsis komatsuzakii (Y ASUDA)' 

IMAZEKIJ*1 安日(1917)191>

Polyρorus (Amaurodermus) sendaiensis YASUDA, Sp. nov. (ツヤナシマンネンタケ) C乃IYrhoderma

sendaiense (Y ASUDA) IMAZEKIJ割安田 (1923)387> 

Polyporus tsunodae YASUDA, Sp. nov. (エピイロタケ) (Trachyderma tsunodae (Y ASUDA) IMAZEKI 

エピタケJ*1 安田(1919)蜘〉

Polystictus ni，仲onicus Y ASUDA, Sp. nov. (アカギタケ) (Micro，ρorus nか'ponicus (YASUDA) IMAZEKIJ*l 

安田 (1916)140)

Trametes sendaiensis YASUDA, Sp. nov. (ヒメヘピアミタケ) 安田 (1923)88日

Trametes symρloci YASUDA, Sp. nov. (syn. Trametes minutissima YASUDA) (サワフタギタケ〉

(? J*1 安田 (1923)836)

Trametes ungulata YASUDA, Sp. nov. (ハスタケ ) (Gloeo，ρhyllum ungulatum (LLOYD) IMAZEKI 

ミダレハスタケ〕判安田 (1918)2船

同氏 (1917)188) rThelephoraceae, Hydnaceae und Polyporaceae von ]apan (V�l舫fige Mitteiｭ

lung)J では多数の腐朽薗目録をかかげており，それらのうち次のものを新種としている。

Stereum albidum LLOYD, sp. nov. , Thelephora japonica YASUDA, sp. nov吋時dnochaete japoniclI 

LLOYü, sp. nov. , J.ゆex iyoensis YASUDA, sp. nov. , Merulius castaneus LLOYD, sp. nov. , Poria xylina 

LLOYD, sp. nov. , Polyρorus sambuc雌S LLOYD, sp. nov" Polyporus versis，ρorus YAS.UDA, sp. nov.少

Polyporus ρubertatis YASUDA, sp. nov. , Polyporus mikadoi UMEMURA, Sp. nov. ,. f'olyρorus dispansus 

YASUDA , sp. nov" Polyporus mikawai LLOYD, sp. nov. , Polyρorus yoshinagai LLOYD, sp. nov. , Polyｭ

porus scaurus LLOYD , sp. nov. , Polyporus orientalis UMEMURA, sp. nov" Polyporus cantharellus 

LLOYD, sp. nov. , Polyρorus yasudai LLOYD, sp. nov. , Polystictus glabratus YASUDA, sp. nov. , Polyｭ

stictus niPponicus YASUDA, sp. nov. , Polystictus subaffinis LLOYD, sp. nov., Polystictus subpictω 

LLOYD, sp. nov. , Trametes confragosa LLOYD, sp. novリ Daedalea ungulata LLOYD, sp. nov. 

なお同氏は明治 41 年 (1908) の第 1 回にはじまり大正 13 年 (1924) の第 147 回に終わるきわめて長

年月にわたり「菌類雑記」と題して多数の菌類の記載を行なっている。これには主としていわゆるキノコ

が述べられており，また多くの種類の材質腐朽菌がとりあげられている。

すでに掲げた菌類と重複するものもあり，また必ずしもすぺてが材質腐朽菌(木材腐朽菌)の範ちゅうl

に入るとは限らなし、が，樹皮あるいは材部に生ずる菌類という見地から次に拾いあげてみる。なお少数な

*1 伊藤誠哉:日本菌類誌 II (4) , (1955). 
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カ1ら安田以外の人によって記されたものもこれらと一緒にならべることにする。

Bisρora monilioides CORDA (ブナノクロコ一新称) 笠井 (1917)162)

Bulgaria 戸olymoゆha (OEDER.) W ETTST. =B. inquinans (PERS.) FR. (グロキグラヂ，ゴムタケ)

安田 (1918)2仙

め少ocrea citrina (PERS.) FR. (キボタンタケ一新称〉 安田 (1919)256)

功'pocrea ja，ρonica YASUDA, Sp. nov. (イプキタケ一新称) 安田 (1920)281)

(司'pocrea lel山 (TODE) BERK. et BR.) 均少ocr・ea contorta. (S印W.) BERK. et CURT. (ボタンタケ)

くグロボタンタケ) 安田 (1923)338)

同Ipocrea mesenterica BRES. (オオボタンタケ一新称〕 安田 (1917)192)

正lypocrea rufa (PERS.) FR. (アカボタンタケ一新称) 安田 (1923)888)

め'poxylo叩 annulatum (SCHW.) MONT. (クロコプタケ一新称) 安田 (1915)97)

fかβoxylon coccineum BULL. (アカコプタケ) 笠井 (1917)192)

正lypoxylon cohaerens (PERS.) FR. (チャガマコプタケ一新称) 安田 (1921)305)

正lypoxylon durissimum (SCHW.) SACC. (サピコブタケ一新称) 安田 (1916)142)

Hyρoxylon e.万usum NITSCH. (イタコプタケ一新称) 安田 (1921)305)

正lypoxyl，側 fusco・purρureum (SCHW.) BERK. (タイシャコ .7' 51 ヶ) 安田(1922)318)

Eかρoxylon 戸tlcherrimum v. HﾖHNEL (ヒメアカコプタケ一新称) 安田 (1923)338)

正かρoxylon viride YASUDA, Sp. nov. (アオコプタケ一新称) 安田 (1918)22白

Leptospora spermoides (HOFFM.) FUCK. (シイノミタケ一新称) 安田 (1920)281)

Rhizina inflata (SCHAEF.) SAcc.=Rh. undulata FR. (ツチクラゲ一新称) 安田 (1913)18)

Ustulina maxima (HALLER.) SCHROET.=U. VU佐'aris TUL. (オオミコプタケ一新称) 安田 (1918)224)

勾Ilaria aniso仲uron MONT・ (ヒメツグシタケ一新称) 安田 (1916)1掛

おIlaria carboPhila (PERS.) FR. (ホソヅグシタケ一新称) 安田(1919)動

Xylaria hyρoxylon (L.) GREV. (グロサイワイタケ) 安田 (1915)97)

おIlaria obovata BERK. (コノミタケ一新称) 安田 (1919)蜘〉

Xylaria polymorpha (PERS.) GREV. (マメザヤタケ) 安田 (1918)22'>

勾laria tabacina (KICKX) BERK. (ハマキタケ一新称) 安田 (1923)338)

Auricularia mesenterica (DICKS.) FR. (ヒダキクラゲ一新称) 安田 (1921)30剖

Auricularia pa，ρ'yracea YASUDA, Sp. nov. (カミキクラゲ一新称) CAuricularia ρaρ'yracea Y ASUDA 

et LLOYD)*l 安田 (1918)224)

Dacrymyces aurant� SCHW. (アカキグラゲ一新称) CDacrymyces aurantius (SCHW.) FARLOWJ*l 

安田 (1918)蜘

Exidia glandul，ωa (BuiL.) FR. (ヒメキグラゲ一新称) 安田 (1915)97)

Exi・dia jゆonica YASUDA, Sp. nov. (ツプキクラゲ一新称) CE加idia j.ゆ0吸lica LLOYD]割 安田

(1917)192) 

E'xidia uva-passa LLOYD , Sp. noV・ (タマキクラゲ一新称) 安田 (1921)305)

組伊藤誠哉:日本菌類誌 II (4) , (1955). 
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Sebacina incrustans (PERS.) TUL. (戸ウタケ一新称) 安田 (1920)2811

Tr仰zella fagina BRITZ (ブナノニカワタケ一新称) 笠井 (1917)162)

Tremella jaρonica (LLoyo)=Naematelia japonica LLOYO, sp. nov. (ニカワタケ一新称) [Nae-

加。telia encePhala (PERS.) FR.J割安田 (1915)97)

Tremella viscosa (SCHUM. (ex FR.J*l) BERK. (ネパリニカワタケ一新称) 安田 (1919)2制

Tremellodon gelatinosus (ScoP.) SCHROET. (ニカワハリタケ一新称) 安日 (1913)山

Aleurodiscus ja，ρonicus YASUOA, Sp. nov. (ニグコウヤグタケ 新称) 安田 (1919)259)

Aleurodiscus orientalis YASUOA, Sp. nov. (アズマコウヤグタケ) (Alellrodiscus orientalis LLOYOJ*l 

安田 (1920)281)

Aleurodiscus 1ザ'lexus YASUOA, Sp. nov. (シッグイコウヤグタケ一新称) 安田 (1921)305)

最近 LEMKE (1964)判は Licrostroma 属を新設， Licrostroma subgiganteum (BERK.) LEMKE, comb. 

nov. 

=Aleurodiscus orientalis LLOYO 

ニAlellrodiscus reflexus Y ASUOA 

としてし、る。

Aleurodiscus stereoides YASUOA, sp. nov. (ウロコタケモドキ一新称) 安田 (1921)30日

Aleurodiscus s叫crllentatus (BERK. et CURT.) BURT. (チョウグタケ一新称) 安田 (1921)加〉

Aleurodiscus tsugae YASUOA, sp. nov. (ツガコウヤグタケー新称) 安田 (1921)305)

C01巾'phora arida (FR.) COOKE (カベタケ一新称) 安田 (1919)259)

Conioβhora 押zatsuzawae YASUOA, sp. nov. (ヤスリタケ一新称) 安田 (1919)259)

Coniophora ρuteana (SCHUM.) FR.=C. cerebella ALB. 巴t SCHW. (イドタケ一新称) (Coni・ophora

puteana (SCHUM. 巴X FR.) KARST.J*l 安田 (1918)22引

Corticium alutaceum (SCHRAO.) BRES. (ナメシコウヤグタケ 新称) (Gloeocystidium abenus 

(BURT.) S. lTo ナメシネパリコウヤグタケ〕判安田 (1920)2811

Corticium caeruleum. (SCHRAO.) FR. (アイコウヤグタケ一新称) 安田 (1919)259)

Corticillm chrysocreas BE則E・ et CURT. (コガネコウヤグタケ一新称) (Gloeocystidium chrysocreas 

(BERK. et CURT.) T. hoJ*l 安田 (1923)388)

Corticルm galactinω何 (FR.) BURT. (チチイロコウヤグタケ一新称) 安田 (1923)838)

Corticium ρortentosum BERK. et CURT. (ヤケイロコウヤグタケ一新称) 安田 (1923)蜘)

Corticium roseum PERS. (ウスベニコウヤクタケ一新称) (Aleurodiscus rωeω(PERS.) v. HÖHN・

et LITSCH.J*l 安田 (1920)281)

Corticium sciゆinum (THﾜM.) WINTER (カミコウヤクタケ一新称) (Epithele かρhae (PERS.) 

PAT.J*l 安田 (1923)838)

Cyclomyces んscus KUNZE (ワヒダタケ) (Cyclomyces fuscus KUNZE ap. FR.] 安田(1913)]8) , 

*1 伊藤誠哉:日本菌類誌 II (4) , (1955). 

判 LEMKE， P. A.: The genus Aleurodiscus (sensu lato) in North America. Canad. J. Bot. , 42, 
pp. 723~768 (1964). 
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梅村 (1914)回〉

Cyρhella ρendula (SCHW.) FR.-CYPhella digitata (ALB. et SCHW.)ー (コブシタケ一新称) 安田

(1916)1蜘， (1919)259) 

Daedalea dickinsii YASUDA, Sp. nov. (ミダレホウログタケ一新称) (Trametes dickinsii BERK. ホ

ウログタケ)*1 安田 (1922)818)

Daedalea kusa抑oi MURRILL (オオミダレアミタケ一新称) (Trametes kusanoana IMAZEKI)判安田

(1914)57) 

Daedalea unicolor (BULL.) FR. (ミダレアミタケ一新称) (Coriolus unicolor (BULL. ex FR.) PAT.)*1 

安田 (1913)18)

Fistulina hepatica (HADS.) FR. (カンゾウタケ一新称) (Fistulina hepatica (SCHAEFF.) FR.)判

安田(1917)192】

Fomes angulus LLOYD (チズガタサルノコシカケ一新称) (Veluticeps medicum (CURREY) COOKE 

タスリウロコタケア1 梅村 (1914)日》

Fomes annosus FR. (マツノネグチタケ) (Fomitopsis annosa (FR.) KARST.)*1 安田 (1914)57)

Fomes conchatus (PERS.) FR. (エゾサルノコシカケ一新称) (Phellinus baumii PILAT エゾキコ

プタケ)*1 安回 (1924)860)

Fomes connatus FR. (シロサルノコシカケ 新称) (Oxyporus Pop四li:抑制S (SCHUM. ex FR.) DONK)判

安日 (1913)18)

Fomes endotheius BERK. (タカサゴサルノコシカケ一新称)安田 (1924)860)

Fomes fastuosus LEV. (マツノサルノコシカケ一新称) (Cryρtoden仰 /ωtuosum (LEV.) IMAZEKI 

センダンサルノコシカケ】*1 安田 (1921) 805)

Fomes igniarius (L.) FR. (ニセホグチタケ一新称) (Phellinus igniarius (L. ex FR.) QUEL. 

キコプタケ〕判安田(1920)281)

Fomes lamaensis MURRIILL (シマサルノコシカケ一新称) (Cryρtoderma lamaense (MURR.) IMAZEKI)剖

安田 (1916)142)

Fomes leucophaeus MONT. (キウラサルノコシカケ) (Elfvingia aPPlanata (PERS.) KARST. コフ

キタケ)*1 梅村(1914)駒

Fomes lucidus (LEYs.) FR. (マンネンタケ，サイワイタケ) (Ganoderma lucidum (LEYSS. ex 

FR.) KARST. マンネンタケ)*1 安田 (1913)18)

Fomes melanoporus MONT. (グロサルノコシカケ一新称) (Fomitopsis castanea IMAZEKI)*1 安田

(1913)18) 

Fomes nigro・laccatus COOKE (ヤニサルノコシカケ一新称) (Elfvingia a，ρρlanata (PERS.) KARST. 

コフキタケ? )*1 安田 (1913)18)，梅村 (1914)53)

Fomes olivaceus Y ASUDA, Sp. nov. (シイサルノコシカケ一新称) (Fomito.ρsis olivacea (LLOYD) 

IMAZEKI et AOSHIMA)*1 安田 (1917)1叫

Fomes pachyphloeus PAT. (Cryptoderma pachyphloettm (PAT.) IMAZEKI グロスジサルノコシカケ)*1

*1 伊藤誠哉:日本菌類誌 n (4) , (1955). 
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梅村 (1914)出〉

Fomes ρinicola Fr. (ツガタケ ) (Fomitoρsis pinicola (SWARTZ ex FR.) KARST. ツガサルノコシ

カケJ*l 梅村 (1914)附

Fomes pomaceus PERS. (サグラノサルノコシカケ一新称) (Phellinus pomaceus (PERS.) QUEL.J*l 

安田 (1923)838)

Fomes pusillus LLOYD (ヒメヒズメタケ一新称) (Cryρtoderma μlsillum (MURR.) IMAZEKIJ*l 安

田 (1914)57)

Fomes robustus KARST. (モミサルノコシカケ一新称) (Phellinus robustus (KARST.) BOURD. コl

プサルノコシカケ7割安田 (1913)18)

Fomes roseus (ALB. et SCHW.) FR. (パライロサルノコシカケ一新称) (Fomitoρsis rosea (ALB. 

et SCHW. ex FR.) KARST.J*l 安田 (1921)805)

Fomes scaurus LLOYD (シャグシタケ一新称) (Om向 scaurus (LLOYD) IMAzEKIJ判安田 (1913)18)

Fomes torulosus PERS. (コルグタケ一新称) (Phellinus torulosus (PERS.) BOURD. 巴t GALZ.J判

安田 (1913)18)

(Hexagonia bi叩lvis PERS.) Hexagonia tenuis HOOKE (フルイタケ一新称) CDaedaleoρsis tenuis 

(HOOKE ex FR.) IMAZEKIJ*l 安田 (1913)18) ， (1922)318>

めdnochaete jゆnica LLOYD, sp. nov. (サメガワタケ一新称) 安田 (1916)142)

めdnum adustum SCHW. (チャウラノ、リタケ一新称) CSteccherinum adustum (SCHW.) BANKER]判

安田 (1914)57)

Hydnum albidum PECK (ヒメハリタケ一新称) 安田 (1915)97>

めdnum blackfordae PECK (オリープハリタケ一新称) CSarcodon blackfiω伽 (PECK) S. hOJ*l 

安田 (1918)制〉

めdnum chrysellum BERK. et CURT. (キハリタケ一新称) Co.刷仰が'a chrysella (BERK. et CURT.) 

S. ITo キコハリタケ]*1 安田 (1921)305)

めd仰m coρelandii PAT. (サガリハリタケ一新粉;) COxydo叫a cψ'elandii (PAT.) S. lTo円安

田 (1920)281)

同Idnum coralloides ScoP. (サンゴハリタケ一新称) (Hericium coralloides (ScoP. ex FR.) PERS. 

巴x S. F. GRAY サンゴ山リタケモドキJ*l 安田 (1920)281人笠井 (1917)162)

めIdnum discolor FR. (7 ツミハリタケ一新称) CSteccherinum 抑lcherrimum (BERK. et CURT.) 

BANKER アセハリタケ ?J割安田 (1917)1叫

Hydnum erinaceus BULL. (ヤマプシタケ) CHericium erinaceus (BULL. ex FR.) PERS.] 安田

(1915)肝〉

的d仰m helvolum LEV. (オオギハリタケ一新称) CSteccherinum helvolum (LEV.) S. lToJ判安

田 (1916)142)

め'dnum ochraceum GMEL. (ニグハリタケ一新称) (Steccherinum ochraceum (GMEL. ex FR.) 

S. F. GRAyJ割安田 (1913)18)

制伊藤誠哉:日本菌類誌 II (4) , (1955). 
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同Idnum pergameneum YASUDA, Sp. nov. (カミノ、リタケ一新称) (Steccherinum ρergamelleum 

(YASUDA) S. lTO)*l 安田 (1919)269)

同Idllum septentrionale FR. (エゾハリタケ一新称) (Steccherinum se.ρtentrionale (FR.) BANKER 

ノ、リヒラタケ)*1 安田 (1922)318)

局Idnum violascens ALB. et SCHW. (スミレノ、リタケ一新称) (Sarcodon violascens (ALB. 巴t SCHW. 

ex FR.) QUEL.) 安田 (1919)259)

め'menochaete vibrans BERK. (サピウロコタケ一新称) (Stereum vibrans BERK. et CURT.)判安

田 (1914)57)

lrpex iyoensis YASUDA, Sp. nov. (エヒメウスパタケ一新称) (均dnochaete ravenelii (BERK.) PAT.J判

安田 (1917)192)

Iゅex japonicus MURRILL (ウスパタケモドキ一新称) (Coriolus conso附S (BERK.) IMAZEKI ニク

ウスパタケ)*1 安田 (1913)18)

lrpex lacfeus Fr. (ウスパタケ一新称) 安田 (1913)18)

Iゅex obliquus (SCHRAD.) FR. (ナガパタケ一新称) (? )*1 安田 (1916)142)

Irpex pachylon PERS. (オオナガパタケ一新称) (? )*1 安田 (1920)281)

lrpex 戸ar仰lus YASUDA, Sp. nov. (コゴメウスパタケ一新称) 安田 (1921) 30町

lrρex pur.がtreus YASUDA, Sp. nov. (ムラサキウスパタケ一新称) (Hirschioporus ρuゆureus (YA-

SUDA) IMAZEKI)*l 安田 (1918)224)

lrρex tabacinoides YASUDA, Sp. nov. (コガネウスパタケ一新称) (均Idnochaete tabacinoides (YA-

SUDA) IMAZEKI)判安田 (1920)281)

Iゅici砂orus tanakae MURRILL (アミウスパタケ一新称) (Trametes albida (FR.) BOURD. et GALZ. 

ヒメシロアミタケ)*1 安田 (1914) 67)

Lenzites berkeleyi・ LEV. (テンカイガラタケ一新称) (Lenzites betulina (L.) FR. カイガラタケア1

安田 (1921)305)

Lenzites betulina (L.) FR. (カイガラタケ) 梅村 (1914)58)

Lenzites betulina (L.) FR. f. daedaloides YASUDA (アミカイガラタケ一新称) (Lenzites betulina 

(L.) FR. カイガラタケア1 安田 (1914)57)

Lellzites earlei MURRILL (オオチリメシタケ一新称) (Trametes. gibbosa (PERS. ex FR.) FR.J*l 

安田 (1914) ð7l

Lenzites subferruginea BERK. (ヒロハノキカイガラタケ一新称) (GloeoPhyllum subferrugineum 

(BERK.) BOND. et SlNG.)*l 安田 (1916)142)

Lenzites trabea (PERS.) FR. (キチリメンタケ一新称) (Gloeoρ>hyllum trabeum (PERS. ex FR.) 

MURR.J*l 安田 (1922)318)

Lenzites variegata FR. (カイガラタケ) (Lenzites betulina (L.) FR.?J 笠井 (1917)162)

Merulius aureus FR. (キシワタケ一新称) 安田(1922)818)

Merulius castaneus LLOYD, Sp. nov. (オオシワタケ一新称) 安田 (1916)国}

判伊藤誠哉:日本菌類誌 II (4) , (1955). 
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Merulius lacrymans (W ULF) SCHUM. (ナモダタケ) CGyrop加na lacrymans (WULF ex FR.) PAT.}*l 

安田 (1917)192)

Merulius molluscus FR. (ヒメシワタケ一新称) 安田(1917)192)

Odontia wrightii (BERK. et CURT.) PAT. (キコメパタケ一新称) C? )*1 安田 (1920)281)

Peniophora allescheri BRES. (シラチャカワタケ 事庁称) C Gloeocystid羽m mutatu例 (PECK) S. 

lTO シロチャカワタケJ*1 安田 (1920)281)

Penioρhora gigantea (FR.) COOKE (カミカワタケー新称) CPeniophora gigantea (FR.) MASS.)担

安田 (1921)305)

PenioPhora glebulosa (FR.) BRES. (ナメシカワタケ一新称) CPenioPhora glebulosa (FR.) SACC. 

<et SYD.)*1 安回 (1923)338)

Penioρhora quercina (PERS.) COOKE (カワタケ一新称) 安田 (1918)224)

PenioPhora versicolor BRES. (サピカワタケ一新称) CPeniophora versicolor (BRES.) SACC. et 

SYD.J*l 安田 (1920)281)

Phlebia aUI協同tiaca (SOW.) SCHROET.=Ph. radiata FR. (ニグシワウロコタケ一新称) CPhlebia 

radiata FR. コガネシワウロコタケ〕割安田 (1918)224)

Phlebia strigoso・zonatum (SCHw.)=Ph. rubi・'ginosa BERK. et RAV.=Ph. ρileata PECK (シワウロコ

タケ一新称) CPhlebia strigoso・zonata (SCHW.) LLOYD ケシワウ戸コタケ)*1 安田 (1913)18)

Polyporus adustus (WILLD.) FR. (ヤケイロタケ) CBjerkandera adusta (WILLD. ex FR.) KARST.)*1 

梅村 (1916)142)

Polyporus albellus PECK (オシロイタケ一新称) C乃'Yomyces lacteus (FR.) MURR.) 安田 (1913)18)

Polyporus anebus BERK. (ヒメベッコウタケ一新称) CTrametes aneba (BERK.) lMAZEKI)制安田

(1914)57) 

Polyporus arcularius FR. (アミスギタケ) CFavolus arcularius (BATSCH. ex FR.) AMES.)判梅

村 (1916)142)

Pol)φorus aurantiacus BERK. (カボチャタケ一新称) CHゆaloρilus βbrillosus (KARST.) BOND. et 

:SING.) 安田 (1922)318)

Po~ゆorus betulinus (BULL.) FR. (カンパタケ一新称) CPiρtoρorus betulinus (BULL. 'ex FR.) 

KARST.J*1 安田 (1914)57)

Polyporus bicolor JUNGH. (アカヒメベッコウタケ一新称) C?J割安田 (1924)360】

Polyρorus brumalis FR. (サカズキタケ一新称一梅村)， (オツネンタケモドキ一新称一安田〉

CPolyρorel/us brumalis (PERS. ex FR.) KARST. オツネンタケモドキJ*l 梅村(19Ì6)139九安田 (1922)318)

Polyρorus caesius (SCHRAD.) FR. (アオゾメタケ一新称) C乃lYomyces caesius (SCHRAD. ex FI¥.) 

MURR.J*1 安田 (1920)281)

Polyporus caryoρ'hylleus COOKE (チョウジタケ一新称) CCry，ρtoderma sanford� (LLOYD) IMAZEKIJ*l 

安田 (1916)142)

Polyρorus caudicinus (SCHAEFF.) SCHROET.=Polyporus su~ρhω'eus FR. (アイカワタケ，‘マスタケ)

*1 伊藤誠哉:日本菌類誌 n (4) , (1955). 
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(Laetiporus sulphureus (BULL. ex FR.) BOND. et SING. アイカワタケア1 安田 (1914)57)

Polyporus dryadeus (PERS.) FR. (マクラタケ一新称) (Inonotus dryadeus (PERS.) MURR.J*l 安

田(1922)318)

Poly，ρorus fissilis BERK. et CURT. (アメタケ一新称) (Tyromyces fissilis (BERK. et CURT.) DONK 

シミタケJ*l 安田 (1922)318)

Polyporus floriformis BRES. (レンゲタケ一新称) (Tyromyces floriformis (BRES.) BOND. et 

SING.)*l 安田 (1920)281)

Poかρorus foedatus BERK. (モグサタケ一新称) (? )*1 安田 (1913)18)

Polyporus f.γagilis Fr. (シミタケ一新称) (Tyromyces fissilis (BERK. et CURT.) DONKJ*l 安田

(1922)318) 

Polyρorus gilvus SCHW. (ネンドタケ) (Phellinus gilωS (SCHW. ex FR.) PAT.J*l 梅村 (1914)53)

Polyρorus guilfoylei BERK. (スジウチワタケ一新称) (Favolus grammocψhalus (BERK.) IMAZEKI)*l 

安田 (1916)1山

Polyporus illicicola P. HENN. (ダイダイタケ一新称) (Cryptoderma citrinum IMAZEKI.J*l 安田

(1913)18) 

Polyporus kanehirae YASUDA, Sp. nov. (ユラタケ一新称) (Cryρtoderma kanehirae (YASUDA) 

IMAZEKIJ*l 安田 (1921)305)

Polypprus ko仰tsuzakii YASUDA, Sp. nov. (ガマタケ一新称) (Fomitopsis komatsuzakii (YASUDA) 

IMAZEKIJ*l 安田 (1917)192)

Polyporus lacteus FR. (オオオシロイタケ一新称) (Tyromyces lacteus (FR.) MURR. オシロイダ

ケ〕相安田 (1914)57)

Polyρorus mikadoi LLOYD (カワオソタケ一新称) (lnonotus cuticularis (BULL. ex FR.) KARST. 

カワウソタケ〕割安田 (1913)18入梅村 (1914)臨

Polyρorus mikawai LLOYD (ミカワタケ一新称) (Favolus mikawai (LLOYD) IMAZEKI)*l 安田

(1915)97> 

Polyporus musashiensis P. HENN. (ムサシタケ一新称) (Pyrrhoderma musashiense (P. HENN.) 

IMAZEKIJ*l 安田 (1924)360))，梅村 (1914)53)

Polyporus ochroleucus BERK. (ウズラタケ) (Truncos，ρora ochroleuca (BERK.) PILATJ 梅付

(1916)139) 

Polyρorus ochro・tincfus BERK. 巴t CURT. (ピスケヮトタケ一新称) (Microporus vernic(ρes (BERK.) 

IMAZEKI ワニスタケ?J*l 安閑 (1917)1叫

Polyporus officinalis (VILL.) FR. (エプリコ ) (Fomitopsis officinalis (VILI;,. et FR.) BOND. et 

SING.J*l 安田 (1918)224)

Polyporus oregonensis MURRILL (マンネンタケモドキ一新称) (Ganoderma t抑:gae MURR. ツガ

ノマンネンタケ〕剖安田 (1915)97)

polyρorus orientalis LLOYD (アズマダケ一新称ー梅村，安田) (Onnia ori・'entalis(LLOYD)IMAZEKI) *1 

*1 伊藤誠哉:日本菌類誌 11 (4) , (1955). 
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梅村 (1914)53)，安田 (1916)142)

Polypo,'us ostreiformis BERK. (カキガラタケ一新称) 安田 (1913)18)

Polyporus patouillardii RICK (オニカワオソタケ 新称) [Inonotus ρatouillardii (RICK) IMAZEKl 

オニカワウソタケJ*l 安田 (1923)回目

Polyporus ρrofissilis Y ASUDA, Sp. nov. (イロヅキタケ一新称) (Tyromyces profisslis (LLOYD) 

lMAZEKlJ*l 安田 (1920)281)

Polyporus pubertatis YASUDA (ホウネシタケ一新称) (Fomitoρsis ρubertatis (LLOYD) IMAZEKIJ*l 

安田 (1916)142)

Polyporus ρubesce河5 (SCHUM.) FR. (ヤキフタケ一新称) (Tyromyces pubescens (SCHUM. ex FR.) 

lMAZEKlJ*l 安田 (1913)18)

Polyporus radiatus (SOW.) FR. (ミヤマウラギンタケ一新称) (Inonotus radiatus (SOW. ex FR.) 

KARST.J*l 安田 (1918)224)

Polyρorus ,'avidus FR. (ザイモクタケ一新称、) (Oxyporus ravidus (FR.) BOND. et SlNG.J制安

田 (1916)1山

Polyporus rhiρidium BERK. var. pusillus (PERS.) LLOYD=Polyporus ρusillus PERS. (スズメタケ一

新称) CFavolus rhiρidium (BERK.) COOKE var. pusillus (LEV.) IMAZEKIJ*l 安田 (1920)281)

Polyporus rutilans (PERS.) FR. (アカゾメタケ一新称) CHapaloρillls nidulans (FR.) KARST.J*l 

安 ~LI (1918)224) 

POか'porus sambllceus LLOYD (シロカイメンタケ一新称) (乃γomyces sambuceus (LLOYD) IMAZEKIJ剖

安田 (1915)97)

Polyporus scru戸osus FR. (キメンタケ一新称) 安田 (1916)142)

Polyρorus sendaiensis YASUDA, sp. nov. (ツヤナシマンネンタケ一新称) CPyrrhoderma sendaiense 

(YASUDA) IMAZEKIJ*l 安田 (1923)338)

Polyporus spumeus (Sow.) FR. (ヒツジタケ一新称) C乃l1'omyces s.ρumeus (Sow. ex FR.) 

IMAZEKIJ*l 安 l百 (1924)860)

Polyporus squamosus (HUDS.) FR. (チャウチワタケ一新称) CPolyporellus squamosus (HUDS. ex 

FR.) KARST. アミヒラタケJ*l 安田 (1913)18)，悔村(1916)189)

Polyporus sulPhureus FR. CLaetiporus sulPhureus (BULL. ex FR.) BOND. et SING. アイカワタケJ*l

.fÍfj村 (1916)目的

POかρorus tsunodae Y ASUDA, sp. nov. (エピイロタケ 新称) (Trachyderma tsunodae (YASUDA) 

lMAZEKl エピタケJ*l 安田 (1919)蜘)

Polyρorus valesiacus BOUD. (オオマンネンタケ一新称) CGanoderma sessile MURR.J*l 安田 (1915)97)

Polyporus versisρorus LLOYD (オオウズラタケ新称) (Laet伊orus versisρorus (LLOYD) IMAZEKIJ*l 

安田 (1915)97)

Polyρorus volvatus PEcK=Cry.ρtopus volvatus (PECK) SHEAR (ヒトクチタケ) CCryρtoρorus volvatus 

(PECK) SHEAR]判安田 (1914)57)

*1 伊藤誠哉:日本菌類誌 II (4) , (1955). 
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PolYlうorus yoshinagai LLOYD (ヨゴグラタケ一新称) [Rigidoρorus zonalis (BERK.) IMAZEKl スノレ

メタケ? )*1 安田 (1915)97)

Polyporus zonali BERK. (スルメタケ一新称) [Rigidoρorus zonalis (BERK.) IMAZEKl)*1 安田

(1914)57) 

Polystictus abietinus FR. (シハイタケ一新称) [Hirschioρorus abietinus (DlcK. ex FR.) DONK)虹

安田 (1913)18)

Polystictus affinis NEES v. ESENBECK (ツヤウチワタケ一新称) [Micro.ρorus affinis (BLUM. et 

NEES ex FR.) KUNTZ.)*1 安田 (1915)97)

Polystictus biformis KLOTZSCH. (ミノタケ一新称) [Cori・'olus bぴormis (KLOTZ. ex FR.) PAT.)*L 

安田 (1913)18)

POかstictus caesio・glaucus COOKE [ハゲカワラタケ一新称) [? )*1 安田 (1923)338)

PO加tictus caperatus BERK. (チャプ(ピ?)ロウドタケ 新称) [? )*1 梅村 (1914)附

Polystictus carn沼0・niger BERK.=P. microlo明a LEV.=P. αlebicus [P. HENN.)*1 (グロウチワタケ一

新称) [Micァoporus flabelliformis (KLOTZ. ex FR.) KUNTZE ウチワタケ)*1 安田 (1921)305)

Polystictus cinnamom四5 ]ACQ. [Coltricia cinnamomea (JACQ. ex FR.) MURR. ニグケイタケ〕判栴一

村 (1914)回〉

fもかstictus c抑制15 ELLlS (シロヒメカイメンタケ一新称) [Hapalo.ρilus cuneatus (MURR.) IMAZEKR 

ヒメシロカイメンタケコ*1 安田 (1921)3附

f司'olystictus dependens BERK. et CURT. (ヒメカイメンタケ一新称) [Coltricia d，ψendens (BERK. 

et CURT.) CUNN.)*1 安田 (1915)97)

Polystictus elongatus BERK. (シロノ、ヵワラタケ一新称) [Coriolus elongaれ15 (BERK.) PAT.)*1 安

田 (1914)町】

Polystictus formosae Y ASUDA, Sp. nov. (シマレングヮタケ一新称) 安田 (1917)192)

Polystictus glabratus YASUDA, Sp. nov. (シロオオギタケ一新称) [? )*1 安田 (1917)192)

Polystictus gypseus YASUDA, Sp. nov. (シッグイタケ一新称) [Hapalo.ρilus gyρsells (Y AS UDA)・

IMAZEKl)*1 安田 (1918)224)

Polystictω hirsutlls (SCHRAD.) FR. (アラゲカワラタケ一新称) [Cori・ollls hirsutlls (V凬 ULF ex. 

FR.) QUEL.)*1 安田 (1915)町

(Polystictus iodinlls MONT.) Polystictus tabacinus MONT. (キヌハダタケ一新称) (Cyclomyces: 

tabacinlls (MONT.) PAT.)組安田 (1913)18)，梅村 (1914)附，安田 (1924)師0)

Polystictus luteo.olivaceus BERK. et BR. var. fllsCUS LLOYD (センベイタケ一新称) (Daedaleopsis 

luteo・ olivacea (BERK. et BR.) IMAZEKl)割安田 (1913)18)

Polystictus lutescens (PERS.) FR. (キカワラタケ一新称一安問， レンジャグタケ一新称ー梅村)

[Coriolus lutescens (PERS.) QUEL・ レンジャグタケユ*1 安田 (1914)町九梅村 (1914)53)

POかstictus luteus BLUM. et NEES (シマウチワタケ一新称) [Micro.ρorus luteus (BLUM. et NEES) 

KUNZ.)制安田 (1916)142)

*1 伊藤誠哉:日本菌類誌 n (4) , (1955). 
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Polystictus meleagris BERK.=P. gallO，ρavonis BERK. (カラグンタケ一新称) 安田 (1916)1叫

Polystictus nigro-marginat制 SCHW. (へリトリタケ一新称) (Coriolus hirsutus (WULF. ex FR.) 

QUEL. アラゲカワラタケア1 安田 (1914)57)

Polystictus ni.ρ，ponicus Y ASUDA, Sp. nov. (アカギタケ一新称) (Microporus niPponicω(YASUDA) 

IMAZEKIJ*l 安田 (1916)142)

Polystictus orientalis YASUDA, Sp. nov. (クジラタケ一新称) (Trametes orientalis (YASUDA) 

IMAZEKI)*l 安田 (1918)224)

Polystictus phaeus LEV. (セイパンタケ一新称) 安田 (1917)192)

Polystictus polyzonus PERS. (キツネカワラタケ一新称) (Coriolus polyzonus (PERS.) IMAzEKI)純

安田 (1921)805)

Polystictus pterygodes FR. (ツパサタケ一新称) (? )*1 安田 (1913)18)

(Polystictus radiatus (SOW.) FR.) Polystictus neaniscus BERK. (ウラギンタケ一新称) (Coriolus 

neaniscus (BERK.) IMAZEKI)判安田 (1913)18)， (1918)224) 

Polystictus sanguineus L. (シュタケ) (Trametes sanguinea (L. ex FR.) LLOYD ヒイロタケJ*1

梅村 (1914)日)，笠井 (1917)162)

Polystictus scopulosus YASUDA, Sp. nov. (ウロコウチワタケ一新称) 安田 (1919)蜘》

Polysti・"ctus velutinus (PERS.) FR. f. glaber LLOYD (ゾウゲタケ) (Tyromyccs ρubescens (SCHUM. 

ex FR.) IMAZEKI ヤキフタケ)*1 安田 (1915)97)

(Polystictω ve伽losus }UNGH.) Polyρorus zonatulus YASUDA, Sp. nov. (アワピタケ一新称) (Tyroｭ

myces zonatulus (LLOYD) IMAZEKI)判安田 (1918)組九 (1921)805)

Polystictus versicolor FR. (カワラタケ) (Coriolω versicolor(L. ex FR.)QUEL.)紅梅村 (1914)53) , 

笠井(1917)162)

Polystictus vernic厓es BERK. (ワニスタケ一新称) (MicrO，ρorus vernicipes (BERK.) IMAZEKI)*l 安

田 (1913)18)

Polystictus xanthoρus FR. (ツヤジョウゴタケ一新称) (Microporus xan幼oρus (FR.) PAT.)*l 安岡

(1919)捌》

Poria aurantia-tingens ELLIS (キゾメタケ新称) (Poria ψimiltina (BERK. et BR.) LLOYDJ判

安田 (1916)1掛

Poria callosa FR. (カタアナタケ一新称) 安悶 (1917)192)

Pori・a fati・sce河S BERK. et RAV. (コアナタケ新称) (?J制安田 (1921)305)

Poria ferruginosa (SCHRAD.) FR. (サピアナタケ一新称) (丹前oporia ferrugin明。 (SCHRAD.)

MURR.J*l 安田 (1918)224】

Poria or仰ta PECK. (ニグアナタケ一新称) (?)割安田 (1921)80的

Poria pulchella SCHW. (ウスキアナタケ一新称) (Poria medulla-panis (JACQ. ex FR.) COOKEJ*l 

安田 (1920)281)

f>oria tuliPiferae SCHW. (ウスパアナタケ一新称) (? J*l 安田 (1924)360)

制伊藤誠哉:日本菌類誌 II (4) , (1955). 
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Poria vaporaria PERS. (ワタグサレタケ一新称) CPoria vaρoraria (FR. non PERS.) COOKE ワタ

ダサレキン〕割安田 (1915)97)

PO門ia viticola SCHW. (オオサピアナタケ一新称) CFuscoporia viticola (SCHW.) MURR.)*l 安田

(1919)問的

Poria xylina LLOYD, Sp. nov. (オオアナタケ一新称) 安岡 (1917)192)

Radulum molariforme (PERS.)=R. molare FR. (オタパタケ一新称) CRadulum molare FR.)*1 

安回 (1915)97)

Stereum albidum LLOYD (サギウロコタケ一新称) CPodoscyρha albida (LLOYD) S. lTO)*l 安田

(1916)142) 

Stereum boninense YASUDA=局Imenochaete boninensis Y ASUDA, Sp. nov. (シマウロコタケ一新称)

<Lloydella boninensis (YASUDA) S. lTO)*l 安田 (1919)259)

Stereum caperatum B. et BURT (アラゲウロコタケ一新称) C Cladoderris caρerata (BERK. et 

MONT.) PAT.)*l 安田 (1919)蜘〉

Stereum co押ψlicatum FR. (ミヤマチャウロコタケ一新称) CStereum rameale (SCHW.) BURT.)*1 

安田 (1916)142)

Stereum elegans MEYER (タチウロコタケ一新称) CPodoscypha elegans (MEYER) PAT.)*l 安岡

(1914)町〉

Stereum fasciatum SCHW. (チャウロコタケ) CStereum fasciatum (SCHW.) FR.)*l 悔村 (1914) 57)

Stereum frustulosum (PERS.) FR. (カタウ戸コタケ一新称) 安田 (1915)97)

Stereum hamamelidis YASUDA. Sp. nov. (マンサグウロコタケ一新称) CLloydella hamamelidis 

(YASUDA) S. lTO)*l 安閑 (1924)360)

Stereum hirsutum (WILLD.) PERS. (キウ戸コタケ一新称) 安田 (1914)57)

Stereum illudense BERK. (エゾウロコタケ一新称) Cアズマウロコタケ戸1 安田 (1920)281)

Stereum induratum BERK. (ミ iヤマウ戸コタケ一新称) CLloydella subpileata (BERK. 巴t CURT.) V. 

HﾖHN. et LITSCH. コカサウロコタケ)*1 安田(1916)1姐}

Stereum jaρonicum YASUDA, Sp. nov. (ヤマトウロコタケ一新称) CLloydella iaρonz・'ca (YASUDA) 

S. ho et IMAI)*l 安田 (1919)2制

Stereum kurilense YASUDA, Sp. nov. (チシマウロコ F ケ一新称) 安田 (1924)360)

Stereum membranaceum FR.=S.ρaρ'yrz・'num MONT. (カミウロコタケ一新称) CLloydella umbrina 

(BERK. et CURT.) S. hOJ*1 安田 (1913)18)

Stereum mougeotii (FR.) COOKE=劫Imenochaete mougeotii (FR.) COOKE (アカウロコタケ一新称)

〔均Imenochaete mougeotii (FR.) COOKE)*1 安田 (1917)192)

Stereum odoratum FR. (ニオイウロコタケ一新称) 安田 (1916)142)

Stereum prince，戸S JUNGH.ニS. contrarium BERK. (オオウロコタケ一新称) CStereum ρrincψs 

(JUNGH.) LEV.J*1 安田 (1915)97)

Stereum purpureum PERS. (ex FR'J*1 (ムラサキウロコタケ) 笠井 (1917)162)

*1 伊藤誠哉:日本菌類誌 n (4) , (1955) . 
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Stereum rjmosum BERK. (アメウロコタケ一新称) 安田 (1919)259)

Stereum roseum YASUDA, Sp. nov. (ウスベニウロコタケ一新称) (Lloydella rosea (YASUDA) S. 

hOJ*1 安田 (1922)318)

Stereum rubiginosum FR.=均Imenochaete rllbiginosa (DICKS.) LEV. (エピウロコタケ一新称)

〔同Imenochaete rubiginosa (DICKS. ex FR.) LEV.J*1 安田 (1915)97>

Stereum sendaiense YASUDA, Sp. nov. (スミレウロコタケ一新称) (Stereum roseo・carneum (SCHW.) 

FR.J*1 安田 (1917)192)

Stereum spadiceum FR. (チウロコタケ一新称) (Sterellm gausapatum FR.J*1 安田 (1913)18)

Stereum spectabilis KLOTZ. (モミジウロコタケ一新称) 安田 (1914)57)

Stereum slllcatum BURT・ (カサウロコタケ一新称) (Lloydella sulcata (BURT.) LLOYDJ*1 安田

(1917)192) 

Stereum tenuissimum BERK.=均menochaete tenllissima (BERK.) (コガネウロコタケ一新称) (均-

menochaete sallei BERK. et CURT.J*1 安田 (1915)97)

Stereum versiforme BERK. et CURT. (ヒメサピウロコタケ一新称) (Lloydella versiformis (BERK. 

et CURT.) S. hOJ*1 安田 (1918)224)

Theleρhora ja.ρo明ica Y ASUDA, Sp. nov. (イボタケ一新称) 安田 (1916)142)

Thelφhora ρapillosa LLOYD (ツプイボタケ一新称) 安田 (1915)97>

Theleρhora sρiculosa FR. (グマデタケ一新称) 安田 (1913)18)

Trametes bulliardi FR. (チャアミタケ一新称) (Daedaleo.ρsis rubescens (ALB. et SCHW. ex FR.) 

IMAZEKIJ*1 安田 (1913)18)

Trametes carnea N EES (ニグアミタケ一新称) (Fomito.ρsis carnea (NEES. ex FR.) IMAZEKI)*1 

安田 (1922)318)

Trametes crenulata BERK. (キザミアミタケ一新称) (?J判安田 (1923)338)

Tra附etes dickinsii BERK. (ホウログタケ) 梅村 (1914) 57)

Trametes heteroρora MONT. (シマアミタケ一新称) 安田 (1917)192)

Trametes jaρonica Y ASUDA, Sp. nov. (ウズラアミタケ一新称) (Fomitoρ'sis sensitiva (LLOYD) 

IMAZEKI アカゾメミアミタケ?J*1 安田 (1918)捌}

Trametes lactinea BERK.ー (チチイロアミタケ一新称) (?J割安田 (1922)318)

Trametes minutissima YASUDA, Sp. nov. (ヒメアミタケ一新称) (?J判安田 (1920)281)

Trametes mollis (SOMM.) FR.=Polyρorus cervinzωPERS. (シカタケ一新称) (Antrodia mollis 

(SOMMERF.) KARST.J*1 安田 (1913)18】

Trametes muelleri BERK. (カワラケタケ 新称) 安田 (1914)町〉

Trametes odorata W ULF (ニオイアミタケ一新称) (Gloeo.ρhyllum odoratum (WULF ex FR.) 

IMAZEKIJ*1 梅村 (1915)93)

Trametes pini (BROT.) FR. (マツの廃疾菌) [Cryρtoderma ρini (THORE ex FR.) IMAZEKI マツ

ノカタワタケJ*1 安田 (1915)97)

*1 伊藤誠哉:日本菌類誌 II (4) , (1955). 
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Trametes protracta FR. (キアミタケ一新称) (GloeoPhyllum trabeum (PERS. ex FR.) MURR. キ

チリメシタケJ*1 安田 (1923)888)

Trametes puゆurea COOKE (ヒメホウログタケ一新称) 安田 (1922)818)

Tramefes sendaiensis YASUDA, Sp. nov. (ヒメヘピアミタケ一新称) 安田 (1922)818)

Trametes sensitivus Y ASUDA, Sp. nov. (アカゾメアミタケ一新称) (Fomito.ρ'sis sensitiva (LLOYD) 

IMAZEKIJ*1 安田 (1918)224)

Trametes sepium BERK. (アセアミタケ一新称) (Trametes albida (FR.) BOURD. et GALZ. ヒメ

シロアミタケ ?J 安田 (1921)805)

Trametes serialis FR. (ダンアミタケ一新称) 安田 (1920)281)

Trametes serpens FR. (ヘピアミタケ一新称) 安田 (1918)224)

Trametes Slωveolens (L.) FR. (シロアミタケ一新称) 安田 (1919)259)

Trametes truncatosρora YASUDA, Sp. nov. (ヒメウズラアミタケ一新称) (Truncosρora truncato-

spora (LLOYD) S. hOJ*1 安田 (1919)2伺)

Trametes ungulata Y ASUDA, Sp. nov. (ハスタケ-;f.Jr称) (Gloeoρhyllum ungulatum (LLOYD)' 

IMAZEKIJ*1 安田 (1917)192)

Trametes vittata (BERK.) LLOYD=Polystictus vittatus BERK. (モシパタケ一新称) (Trametes 

orientalis (YASUDA) IMAzEKI クジラタケJ*1 安田 (1913)18)

Agaricus japonicus KAwAM.=Pleurotus japonicum KAWAMURA (ツキヨタケ) (Lampteromyces 

jaρonicus (KAWAMURA) SING.J*2 安田 (1914)57)

川村 (1915)78) (大 4) は rStudies on the luminous fungus. Pleurotus japonicus sp. nov.J と題

する論文で，ツキヨタケについてまずこれを新種とみとめてラテン文で記載，本菌の発光現象についてく

わしい実験報告を行ない，なおこの人体に有害なことも附録でふれている。すでに氏 (1910)判(明 43)

は和文で本菌およびその発光現象について詳細に報ずるところがあった。

Agaricus nidulans PERs.=Pleurotus nidulans FR. (キヒラタケ一新称) (Phyllotopsis nidulans 

(PERS. 巴X FR.) SING.J*2 安田 (1915)97)

Agaricus ostreatus ]AcQ.=Pleurotus ostreatω (JACQ.) Acc. (ヒラタケ ) (Pleurotus ostreatω (JACQ. 

ex FR.) QUEL. J柑安田 (1914)町〉

Collybia velut妙es CURT. (エノキタケ) (Flammulina velut伊es (CURT. ex FR.) SING.J*2 梅村

(1914)闘に安田 (1921)805)

Lentinus revelatus BERK. (シロコカワキタケ一新称) (?J柑安田 (1914)町〉

Lentinus rudis (FR.) P. HENN.=PanUs rudis FR. (アラゲカワキタケ一新称) (Panus rudis 

FR.J*2 安田 (1913)加

Lentinus subnundus BERK. (シロカワキタケ一新称) (? J*2 安田 (1914)和

相伊藤誠哉:日本菌類誌 II (4) , (1955). 

将一一一一:日本菌類誌 II (5) , (1959). 

*3 川村清一:月夜茸及ピ其発光現象ニ就テ(一)， (二)， (三)， (四).植物学雑 24 (281) , pp. 165~ 

177; 24 (282) , pp. 203~213; 24 (283) , pp. 249~260; 24 (284) , pp. 275~281 (1910). 
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Marasmius candidus (BoLT.) FR. (シロホウライタケ一新称) (Marasmiellus albus.corticis (SPEG.) 

SING.J*1 安田 (1914)67)

Pan附 carneo.tomentosus BATSCH=PanUS torulosus (PERS.) FR.=Lentinus carneo.tomentosus (BATSCH) 

SCHROET. (カワキタケ一新称) [Panus conchatus (BULL. ex FR.) FR.)*1 安田 (1922)拙〉

Panus japonicus YASUDA, Sp. nov. (アシプトカワキタケ一新称〕 安田 (1921)305)

Paxillus atrotomentosus (BATSCH.) FR. (ニワタケ ) (Paxill;ω atromentosus (BATSCH. ex FR.) 

FR.J*1 安田 (1922)318)

Paxillus curtisi i BERK. (サケパタケ一新称) 安田 (1916)1山

Paxillus panuoides FR. [ex FR.)*1 (イチョウタケ一新称) 安田 (1916)142)

Pholiota adi戸osa ((FR.) QUELJ*1 (ヌメリスギタケ) 笠井 (1917)162)

Pleurotus griseus PECK二Agaricus griseus PECK (ツメタケ一新称) C?J判安田 (1917)19引

Pleurotus limpidus FR.=Agaricus limPidus FR. (ヒメヒラタケ一新称) C? J*1 安田 (1922)318}

Schizophyllum commzme FR. (スエヒロタケ) 笠井 (1917)162)

Ozonium auricomum LINK (キワタタケ一新称) 安田 (1913)18)

安田はもとより純粋に植物学の立場から菌類の研究を行なったものであろうが，これが応用菌学，われ

われからすれば樹li~~"':に大きな遺産を残してくれた。それは，従来日本ではほとんど全く手がつけられて

いなかった材質腐朽菌の分類学をはじめて本格的にとりあげ，正確な記述を行なったことである。

C. G. LLOYD ほか外国の研究者の協力を得たとはいえ，よくも独力でこれだけゃれたものでただただ敬

服のほかはない。氏によって本邦における材質腐朽菌の分類・同定の基礎が作られたと同時に，その全貌

もほとんど明らカ為にされたといってよい。氏以後に勃興したいわゆる革新派分類学者によって，分類大系

に大きな変革がもたらされたため，属名が変えられたものも多数あるが，このことによって氏の功績がい

ささかも傷つけられるものではない。それらの和名にいたっては，今日なおわれわれが親しんで採用して

いるもののほとんど大部分が氏の命名にかかるものである。

これらのうちで特に重要なサルノコシカケ目(ヒダナシタケ目) (Polyporales, Aphyllophorales) の

分類学的研究は，昭和年代にいたり今関六也判によってひきつがれた。

台湾および中華民国の菌類

沢田 (1919)251) ， (1922)815) (大 8， 11) 1"台湾産菌類調査報告第壱編， 第二編」中に納められている樹

病病原菌をつぎにまとめておく。

Erysiphe cinnamomi SAWADA, n. Sp. クスノキダマシ

Glomerella cinnamomi Y OSHINO C Glomerella cingulata (STONEM.) SPAUL. et v. SCHRENK)*8 クスノキ

Phyllachora fici.wi旨htianae SAWADA アコウ

Phyllactinia corylea (PERS.) KARST. (Phyllactinia fraxini (DC.) HOMMAJ判クワ， '1イワンノ、ン r

*1 伊藤誠哉:日本菌類誌 II (5) , (1959). 

*2 今関六也:日本産サルノコシカケ科の諸属.科学博物館研報 6， pp. 1~111 (1943). 

判伊藤-t1f・林 弘子:樹木炭痘病の研究-VI.クスノキの炭痘病菌(黒斑病菌).林試研報 135， pp. 
1~13 (1962) 

制本間ヤス: Erysiphaceae of ]apan. 北大農紀要 38 (3) , (1937). 
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キその他

sρhaerotheca lanestris HARKN. (Cystotheca lanestris (HARKN.) MIYABEJ*1 アラガシ

Uncinula australiana 'McALPINE シマサルスベリ

Uncinulopsis subsjうiralis (SALM.) SAWADA エノキ

Aecidium clerodendri P. HENN. マキノぞグサギ，ヤエザキクサギ

Aecidiul押 machili P. HENN. タプ，ニオイタプ

Coleosporium paederiae DIET. ヘタソカズラ

Coleosporium xanthoxyli DIET. et SYD. カラスザンショウ

Corticium zimmermanii SACC. et SYD. (Corticium salmonicolor BERK. et BR.J*2 ソウシジュ， グチ

ナシ，シマグワその他

Exobasidium foY1刊osanum SAWADA, n. Sp. キシモウツツジ

Exob灣idium ma鑄ili SAWADA, n. Sp. アオグスモドキ

Exobasidium monosρorum SAWADA, n. Sp. タイワンツノ fキ

Exobasidium sawadae Y AMADA (? J (syn. Glomerularia cinnamomi SAWADA) グスノキ

Helicobasidium CSe，ρtobasidiumJ cinereum SAWADA !l イワンツノξキ

Helicobasidium mom戸a TANAKA クワ

Helicobasidium tanakae MIYABE ($ρtobasidium tanakae (MIYABE) BOED. et STEINM.: クワ，サクラ，

キリその他

Hypochnus centrifugus (LEV.) TUL. (Corticium centrifugus (LEV.) BRES.J判 グス，クワその他

正{ypochnus cinnm刊omi SAWADA グス

Hypochnus sasakii SHlRAI (Pellicularia sasakii (SHIRAI) S. ITOJ*2 クス，グワその他

Schroeteriaster ehretiae (HIRATS.) SYD. et BUTL. CBubakia ehretiae (HIRATSUKA) S. ITOJ判チシ γ

ノキ

Schroeteriaster glochidii SYD. (Bubakia glochidii DIET.J判 セイロンカンコノキ

Seρtobasidium acaciae SAWADA ソウシヅュ，タイワンヤナギ，センダンその他

Septobasidium albidum PAT. タス

Sejうtobasidium ρedicellatum (SCHW.) PAT. CSè，ρtobasidium bogoriense PAT.J グげ，カジノキその他

Sphaero，ρhragmium acaciae (COOKE) MAGN・ ピルマネムノキ

Uredo ehretiae BARCL. マノLノミチシャノキ

Uromyces hyalosporus SAWADA (Poliotelium hyalosρora (SAWADA) MAINSJ判ソウシジュ

Uromyces toxicodendri BERK. et RAV. CPileolaria toxicodendri (BERK. et RAV.) ARTHURJ判 ヌノレ

デ(?)

Earliella corrugata (PERS.) MURRILL 

*1 本間ヤス: Erysiphaceae of }apan. 北大農紀要 38 (3) , (1937). 

判伊藤誠哉:日本菌類誌 n (4) , (1955). 

判一一一一:日本菌類誌 n (2) , (1938). 

判一一一一:日本菌類誌 n (3) , (1950). 

¥ 
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Eぴvingia tornafa (PERS.) MURRILL (Elfvingia aρρlanata (PERS.) KERST. コフキタケ J*l

Favolus tenuis (HOOK) MURRILL (Favolus tenuis (HOOK ex FR.) IMAZEKI フルイタケJ*l

Fomes melanoρorus MONT. (Fomitopsis castanea IMAZEKI グロサルノコシカケJ*l

Fomes nigro-laccatus COOKE (Elfvingia a良少lanata (PERS.) KARST. コフキタケ?J*l 

Lenzites striata SWARTZ (Gloeoρhyllum striatum (SWARTZ) MURR. ヒメキカイガラタケア1

Polyρorus lucidus (LEYs.) FR. (Ganoderma lucidum (LEYss. ex FR.) KARST. マ γ ネシタケ1杭

PolYlうorus ostreiformis BERK. 

Pol)少orus ρerula (BEAUV.) FR. 

Polyporus sanguineus (L.) MURRILL (Tramefes sanguinea (L. ex FR.) LLOYD ヒイロタケ)組

Polystictus formosae Y ASUDA 

Polystictus persoonii FR. (Fomitopsis insularis (MURR.) IMAZEKI レングヮタケJ*l

Polystictus PhaeωLEV. 

Polystictus ρolyzonus PERS. (Coriolus ρolyzonω(PERS.) IMAZEKI キツネカワラタケJ*l

Poria xylina YASUDA 

乃ropolyporus fastuosus (LEV). MURRILL (Cryptoderma fastuosum (LEV.) IMAZEKI センダンサルノ

コシカケ〕判

Schizoρhyllum alneum (L.) SHROET. (Schizophyllum commune FR. スエヒロタケ〕

Trametes dickinsii BERK. 

Trametes heterosρora MONT. (Trametes heteromorPha (FR.) LLOYD ミヤマシロアミタケJ*l

Tr即時etes muelleri BERK. 

Botrytis cinerea PERS. グワその他

Cercosρora evodiae SYD. ノ、マセンダン

Cercospora glochidionis SAWADA カキノてカンコノキ

Colletotrichum sorauerianum (ALLESCH.) HORI グロトンノキ

Phoma jasmini-sambactis SAWADA モウリングヮ

Phyllosticta glochidionis SAWADA カキノξ カンコノキ，ヒラミカンコノキ

Tubercularia phylloρhile Syd. ヌルデ

三宅 (1913)14) (大 2) rStudien �er chinesische PilzeJ および同氏 (1914)88) rUeber chinesische 

PilzeJ には次の中華民国産菌類が記されている。

Asterina sepulta BERK. et CURT. テシダイウヤグ

BotryosPhaeria berengeriana DE NOT. クワ

Cystotheca lanestris (HARKN.) MIYABE Quercus sp. 

Erysi戸he ρolygoni DC. (Microsphaera grossu伽iae (WALLR.) LEV. ?)*2 Sa例bucussp.

Meliola camelliae (CATT.) SACC. サザングワ

Metas戸haeria apiculata (WALLR.) SACC. Salix sp. 

キ1 伊藤誠哉:日本菌類誌 II (4) , (1955). 

材木間ヤス: Erysiphaceae of Japan. 北大農紀要 38 (3) , (1937). 
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MicrosPhaera alni (WALLR.) SALM. (M. coryli HOMMA ?)*1 Coryl:ω rostrata 

MicrosPhaera alni (WALLR.) SALM. (M. a~ρhitoi冶S GRIFF. et MAUBL. ?)*1 Quercus Sp. 

AめIcosPhaerella araliae C. et HARKN. Acanthopanax divar兤atum 

11めIcosPhaerella corylina KARST. Corylus rostrata 

Nectria c匤nabarina (TOD.) FR. Lespedeza bicolor (ェゾヤマハギ)

Phyllactinia corylea (PERS.) KARST. (Phyllpctinia moricola (P. HENN.) HOMMAJ*l グワ

Pleospora les戸edezae M lYAKE, n. Sp. ハギ

Polystigma ochraceum (WAHLBG.) SACC. Prunus Sp. 

Polystig:脚 rubrum (PE比) DC. Prunωsp. 

Rehmiella ulmicola MIYAKE, n. Sp. Ulmus sp. 

Rhytisma lonicericola P. HENN. Lo四icera sp. 

Uncinula aceris (DC.) SACC. var. tulasnei (FUCK.) SALM. (Sawadaea tulasnei (FUCK.) HOMMA)*l Acer 

tul，包snei

Uncinula fraxini MIYABE Fraxinus sp. 

Uucinula koelreuteriae lV!IYAKE, n. Sp. Koelreuteria bipinnata 

Valsa subclypeata C. et PECK Rhododendron sp. 

Aecidium ~即ri BARCL. コウゾ，グワ

Aecidium sambuci SCHWEIN. Sambucus race押ωsa

Coleosporium clerodendri DIET. グサギ

Cronartium quercuum MIYABE Quercus Sp. 

Exobasidium japonicum SHIRAl Rhododendron sp. 

,Gymnosporangium japonicum SYD. ナシ

Gymnosporangium yamadae MIYABE イプキ

Phragmidium yoshinagai DIET. (Phrag隅idium griseum DlET.)*2 Rubus morifolium 

Uromyces lespedezae (SCHW.) PECK (Uromyces lesρedezae少rocumbentis (SCHW.) CURT.)*2 Lespedeza 

sp. 

Uromyces shiraianus DlET. et SYD. (Pileolaria shiraiana (DlET. et SYD.) S. hOJ*2 Rhus sp. 

Cercosρora clerodendri MIYAKE, n. Sp. Clerodendron sp. 

Cercospora evonymi ERIKS. Euonymus sp. 

Clasterosρorium amygdalearUl旬 (PASS.) SACC. Prunus Sp. 

Coniothyrium fuscidulum SACC. グワ

C仰iothyrium tiliae MIYAKE, n. Sp. Tilia cordata 

Cytos，ρora microspora (CORDA) RABH. Quercus Sp. 

Diρlodia soρhorae SPEG. et SACC. Soρhora jaρonica (エンジュ)

Discula microsperma (B. et BR.) SACC. Saliτsp. 

*1 本間ヤス: Erysiphaceae of Japan. 北大農紀要 38 (3) , (1937). 

判伊藤誠哉:日本菌類誌 n (3) , (1950): 
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Gloeosporium betularum ELL. et. MART. Betula sp. 

Gloeosporium betulinum WESTD. Betula alba 

Gloeosρorium theae-sinensis MIYAKE サザンクヮ

Marsonia juglandis (LIB.) SACC. Juglans sp. 

Marsonia martini SACC. et ELL. Quercus Sp. 

Melasmia ulmicola B. et C. (Rhytisma ulmi FR.) Ulmus sp. 

Microstroma album (DESM.) SACC. var. japonicum P. HENN. Quercωsp. 

NaPicladium brunaudii SACC. Prunus Sp. 

PhyUosticta ailanthi SACC. Ailanthus glandulosa 

Phyllosticta fraτ仇i ELL. et MART. Fraxinus sp. 

Phyllosticta persicae SACC. Prunus Sp. 

-143 ー

米国滞在中 Bureau of Plant Industry に席をおき，田中(長)は íNew Japanese fungi. Notes and 

translationJ (1917~1922) と題して Mycologia 誌上に 12 回にわたり，主として邦文で書かれた日本人

の論文中，新しく記載された菌類を紹介した.これらのうち氏によって英文で記述された樹病関係の菌類

は次のとおりである。

Valsa (Euvalsa) ρauloωniae MIYABE et HEMMI , Sp. nov. 田中 (1917)185) ， (1918)222) 

Sψtobasidium acaciae SAWADA, sp. nov. 田中 (1918)222)

Cercospora Pini-densiflorae HORI et NAMBU, sp. nov. 問中(1918)222)

民licobasidium tanakae MIYABE 田中 (1918)盟町

Uncinula curvispora H叫ん sp. nov. 回中 (1919)254】

Uncinula geniculata GERARD var. caゆinicola HARA, var. nov. 田中(1919)2叫}

Helicobasidium mompa T ANAKA f. 附acrosporum HARA, f. nov. 回中 (1919)254)

Polyporus pubertatis YASUDA, sp. nov. 田中 (1919)254)

Glomerella cinnm珂omi YOSHINO, sp. nov. 田中 (1922)317)

Mycosρhaerella bambωifolia MIYAKE et HARA, sp. nov. 田中 (1922)317)

PhaeosPhaeria bambusae MIYAKE et HARA, sp. nov. 田中 (1922)817)

Gymnosporangium asiaticun MIYABE 回中 (1922)317>

Gymnos.ρorangium yamadae MIYABE 田中 (1922)317)

Gymnosporanginm idetae Y AMADA et HARA 田中 (1922)817>

Gymnosporangium hemisPhaericum HARA, sp. nov. 田中 (1922)317)

Gym日明Isporaπ:gium shiraianum HARA, sp. nov. 田中 (1922)317>

なお上記菌類のうち，その後学名の変更をみたものもあるがここではふれな L 、。

材質腐朽および変色の研究

針葉樹生立木の材質腐朽性病害

宮部 (1917)172) (大 6) íえぞまつ及とどまっの心材腐蝕に就て」には次のように述べられてし、る。“本

道に産するえぞまつ及とどまっの立木にして，其心材が寄生菌の為に腐蝕し，材としての価値を失ふのみ
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ならず，又或場合に於ては，それが為に直媛間接に立枯を惹き起す場合少くないことを知った為に，現在

本道に於て其存在の明かなる腐蝕病原菌，及びそれが為に起る所の腐蝕の状態に就て， ~現lか述ベょうと思

ふ。既に知られたるものに五種ある。其内えぞまつに寄生するもの四種，とどまっに寄生するもの三種，と

どまっ及えぞまつの両種に寄生するもの二種とす。……第一，えぞまつの幹の傷康より侵入して，其心材

を腐蝕せしむるものは，とらめてす.びにい (Trametes Pini) (Cry，ρtoderma ρini (THORE ex FR.) 

IMAZEKI マツノカタワタケJ*l である。第二，えぞまつの枯煩木，若くは其活力の衰へたるものを侵して，

其辺材及心材を腐蝕せしむるものは， ふをーめす. びにこら (Fomes pinicola) (Fomitoþsis ρini・'cola

(SWARTZ ex FR.) KARST. ツガサルノコシカケJ*l である。第三，とどまっの幹の傷痩より侵入して，其

皮音11，形成層，辺材，及心材を順次に侵して腐蝕せしめ，遂に之をして枯死せしむるものは，ふをーめす.

はるちぎい (Fomes Hartigii) (Phellinus hartigii (ALLESCH. et SCHNABL) IMAZEKI モミサルノコシカ

ケJ*l である。第四，えぞまつ及とどまっの根部より侵入して，先づ其心材を侵し，遂には幹の心材及時

としては辺材をも腐蝕せしむるは， 11. りぽるす. しゅぱいにちい (Polyporus Schweinitzii) (Phaeolus 

schweinitzii (FR.) PAT. カイメンタケJ*l である。第五，とどまっ及えぞまつの両種の根部より侵入し

て，之を枯死せしめ，遂には全植物の枯死を来す所のものは，あるみらりあ.めれあ (Armillaria mellea) 

〔ナラタケ〕である on

次に“-…Trametes Pini (Brot.) Fries (えぞまつの心材腐朽病菌)・…・・， Fomes Pinicola (Fr.) 

Cooke つがたけ"の順にくわしく説明している。

新島 (1918)217) (大 7) は「木道に於ける針葉樹立枯れの原因に就て」と題する報文を公にし，北海道

において，エゾマツ， トドマツの立枯の原因となる寄生菌として次のものをあげている。

ペィ) ならだけ Armillaria mellea Quel. 

(ロ) とどまっ腐朽菌 Fomes Hartigii Alles. 

(ハ) えぞまつ腐朽菌 Trametes Pini 

(ニ) 針葉樹心腐菌 Polyporus Schweinitzii Fr. 

…以上四種の寄生菌は何れも針葉樹の枯死を来すこ主 lあるも群状立枯の原因を生ずると考ふペきは唯針

葉樹心腐菌のみなり，殊にとどまっの枯死木に多くして……択伐林にては全枯死木中の八一%原生林にて

は九0%に及ぺり 然れどもとどまつは群状立枯をなすことなきを以て多数に発生せる立枯の原因が主と

して之に基く云ふ能はざるなり J としているが，上記菌は宮部(1. c.) に従ったものである。

原 (1917)158) (大 6) は「針葉樹の立枯病に就て」で<<近年岐阜長野両県地方に於て槍羅漢柏に一

種の病害発生し枯死頻々たり。其被害林を一目せんか恰も火事後の林の如く，赤色に変じ遂に立枯を呈し

其惨状実に甚し。予頃日来より本病の研究に従事し幸に其病源をも知ることを得たれば該に記述し以て植

林家の参考に供せんとす。"とし“病徴"を述べ，次に“病i原プの項では“予は枯死若しくは枯死に頻せん

とせる樹根幹及枝に膏薬状を為して現出する一種の菌類即ち Poria vaporaria (Pers.) Sacc. を其主因と

誘(議)定せり"とし，本菌の分類学的所属，学名，土木建築用材腐朽の状況等を文献によって紹介，さ

らに“我国に於ては本菌が生活植物を害することを記述せるものなきが如しと離も明治二十七年……白井

光太郎材先生の報告唐崎の松の病原ありとれ恐らく本病菌を指したるものなるベレ…・-f としている。

判伊藤誠哉:日本菌類誌 n (4) , (1955). 

*2 白井光太郎:唐崎ノ松ノ病源.植物学雑 8 (91) , pp. 376~377 (1894). 
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Poria vaρoraria ( ワタグサレタケ〉は主として用材にはなはだしし、腐朽を起すもので，生立木を侵す

ことも無しとしないが，しかし原が調査した岐車県，長野県はもちろん他の地方においても，その後，ヒ

ノキおよびヒパ(アスナロ)生立木を侵害し，なおこれを枯死した例などは聞いたことも見たこともない。

他の原因によって頻死の状態におちいった後に本菌が寄生したか，あるいは原の同定に誤りがなかったカL

はなはだ疑問である。

ナラタケ病(根朽病)

ナラタケ (Armillariella (VAHL. ex FR.) KARST.)*1 によるグワの病害についてはすでに野村 (1903)*宮

(明 36) によってくわしく報告

されている。また林木について

は宮部 (1917)172) がトドマツお

よびエゾマツを侵すことを報じ

ている。

北島は「赤松ニ寄生スルなら

たけニ就テJ (1918)21ll (大 7) ，

「赤松に寄生するならたけに就

きてJ (1918)212) および「あか

まっニ寄生スルならたけニ就

テJ (1920)276) (大 9) とたてつ

づけに，同一標題，しかも内容

もほとんど同ーの報文を公にし

ているが，ここでは上記最後の

もの276】によってその概要を紹

介する。

"ー.緒言大正五年十月下，

匂・・・・・・東京大林区署管内へ出張

中長野県岩村田小林区署部内…

…国有林ニ生育シツツアル七ー年

生あかまっ近時枯色ヲ帯ヒ遂ニ

枯死スルモノ多キヲ加ェ其ノ被

害漸次蔓延ノ徴アルコトヲ聞キ

タルカ故ニ直ニ被害地ノ実地調

査ヲ行ヒ之カ原因トモ認ムヘキ

41 図北島君三 (1920).

「あかまっニ寄生スルならたけニ就テ」のタイトル・ページ

一種/帽菌類ヲ得其ノ形態並ニ着色等ヨリシテ略ならfこけナルコトヲ推定セルモ当時巳ニ季節遅タシテ檎

腐敗ヲ来セルモノ等アリテ充分ノ調査ヲ行フ音色、サリシヲ以テ翌大正六年十月上旬……標本ノ送付ヲ仰キ

明ニ被害原因ハならなけノ寄生ニ因ルコトヲ確メタリ・H…又同年……寺崎渡氏カ東北地方ニ出張中沼宮内

相伊藤誠哉:日本菌類誌 n (5) , (1959). 

柿野村彦太郎:神奈川県下ニ於ケル桑樹根朽病.東京蚕業講習所蚕事報告 19， pp. 443~461 (190的.
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小林区署部内ノ岩手山麓からまつ林ニ於テ採集セラレタル…・・被害標本ヲ検セルニ被害樹根並ニ地面ニ近

キ幹部ニ於テ形成層ノ存在スル部分全面ニ豆リ一見革皮ヲ帖布セルカ如キ外観ヲナセル菌糸層ヲ認メ旦所

々ヨリ著シグ樹脂ヲ分泌シ其ノ被害ノ徴候ヨリシテならたけノ寄生ニ因ルモノナルカ如グ認メタルモ其ノ

商ノ結実体ヲ見サレハ何種ニ因ルモノナリヤ不明ナリシヲ以テ翌大正七年十月……発生菌輩ヲ寂寄セント

セシカ不幸ニシテ本菌ヲ得ル能ハサリシモ……本邦ニ於テ針葉樹類カ本菌ノ被害ヲ見ルコトヨリ之ヲ察セ

ノ、木菌ノ、林業上軽視スヘキモノニアラスト信スルヲ以テままニ本菌ニ関スノレ研究結果ヲ公表スノレコトトセ

リ……"

“二.ならたけニ関スル既往ノ研究" (略)

'三.病徴 (イ) 被害部ノ外部ノ徴候" (目的，“(ロ) 被害部ノ内部/徴候" (1略)についてくわしく記して

v、る。

“四.本菌ノ分類上ノ位置及形態" (目的

“五.木菌ニ依ル被害あかまっカ枯死スルニ至ル迄ノ期間 被害あかまっヵならたけノ寄生ヲ受ケテ枯

死スノレニ至ル期間ヲ定メシト欲セハ精密ナル接種試験ノ結果ヲ待ツヲ最安全確実ナル方法ナリトスルモ不

幸ニシテ今日迄行へル接種試験ノ、消極的ノ結果ヲ来セルヲ以テ己ムナグ長野県岩村田小林区署部内……ニ

於テ本菌ノ為メニ枯死セルあかまっノ地際昔[1樹幹横断面ニ現ハレタル年輪ノ広狭ヨリシテ之ヲ推定スルコ

トトセリ 蓋シ多グノ;場合ニ於テ一樹ニ於ケル成長ノ良否ハ直ニ其ノ年輪ノ柄ニ影響スルヲ以テ本菌ノ被

害ニ依リ枯死セル樹幹ノ横断面ヲ検シ年輪ノ狭小ヲ来セル年代ノ、己ニ本菌寄生ノ為其ノ成長ヲ阻害サレツ

ツアリシモノナレハ被害ヲ受ケタルノ、夫レヨリ稀以前ナリトシテ大過ナシト認メ六本ノ被害樹ニ就キ其ノ

年輪/発育状況ヲ検シタノレH ・ H・"結果<<・H・六乃至七年生ノあかまっヵ本菌ノ寄生ヲ受ケテ其ノ成長ヲ

阻碍サレ枯死スルニ至ル迄ニハ少グトモ約二箇年叉ノ、夫レ以上ニ豆ルモノノ如シ"とし，なお“六.被害

樹根及被害地ニ対スル処置"で終わっている。

北島(1. c.)別的のこの論文は林木，特に針葉樹のナラタケ病についてくわしく記述した本邦初の報告と

いってよいであろう。本病の林木病害としての重要性はその後ますます大となり，昭和年代にいたり人工

造林面積が拡大するにおよび，カラマツ， トドマツ，ヒノキその他マツ類にも本病が少なからぬ被害を与

えることが知られるようになった。

なかでもカラマツ新植造林木の被害がはなはだしく，との樹種の重要病害の一つに数えられるに至っ

た*1*帥S。そして本病の発生と環境条件，なかでも土壌の理学性との関連が明らかにされている判制判。こ

れらについてはいずれ統報でくわしく述べることになるであろう。

カラマツの贋心病病原菌

カラマツの腐心病についてはすでに白沢 (1904)判(明 37) によってくわしく報告されたのであるが，

*1 魚住正・小野馨:ナラタケ (Armillaria 押xellea) による針葉樹の根腐病について(予報). 68 回
日林諸 pp. 249~250 (1958). 

*2 小野馨:北海道における造林地のナラタケ病←地形および土壌環境と発病.林試研報 179， pp. 1 
~62 (1965). 

判伊藤一雄:カラマツ造林木の重要病害. 73回目林誘 pp. 27~36 (1962). 
判今関六也・小林享夫:カラマツのナラタケ病.森林防疫ニュース 5 (8) , pp. 194~197 (1956). 
'1<5 河回 弘・鷹見守兄・浜武人:カラマツのナラタケ病について一発生におよぼす土壌条件の影響
および野外観察の知見一林試研報 143， pp. 39~98 (1962). 

キ6 白沢保美:落葉松ノ腐心病.林試報 1， pp. 48~56 (1904). 
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之の病原菌は長い間不明であった。北島 (1926)898> (大 15) は「落葉松ノ腐心病ノ正体及扇柏葉フルヒ

病菌ニ就テ」で，腐心病病原菌は Polyporus schweinitzii (Phaeolus schweinitzii (FR.) PAT.)*2 (カイメ

γタケ)である ζ とを明らかにした。これについては同氏 (1928)剖(昭 3) rからまつ腐心病/病原菌ニ

同就テ」にくわしいので，続報に詳述する。

用材の腐朽

すでに明治末期に笠井 (1911)*3 (明 44) は鉄道枕木の腐朽および建築材の家菌について解説的記事を

d公表しているが，その中にはみずから行なった観察結果も若干述べている。枕木の腐朽に関しては“……

最も多数の枕木に認めたるはポ

ジポルス，ヴエルシコロル (PO・

lyporus versicolor (L.) Fr. 

てCoriolus versicolor (L. ex 

:FR.) QUEL. カワラタケ)*2， ダ

エダレア，グエルシナ (Daeda­

lea quercina Pers.) (Trametes 

..kusanoana IMAZEKI オオミダレ

アミタケ)*2 の二種なり……ポ

リポルス ヴエルシコロルは…

…-諸種の材の枕木・…-に発生…

...恐らくは枕木の七割乃至八割

を害するものは本菌なるべし…

…ダエダレア グエルシナ・・・・・・

Jは屡々ナラ類の枕木に見出さ

るJ' としてし、る。

次に家菌については“メルリ

ウス，ラグリマンス菌が建築用

材の腐蝕を醸し大害を与ふるこ

とは欧米の著書に見る所なる

カミ本邦に於ては該菌の加害に

つき記述せられたるを聞かず，

然るに余は札幌…・ ..Wk科大学附

i 属植物園温室に於て該菌の発生

頻りにして……用材甚しく腐朽

し其の蔓延繁殖の有様憂うべき

ものあることを恩師……宮部教

第 42 図川村清一 (1916).

「我国ニ於ケル木造洋風家屋ト其ノ腐朽」のタイトル・ページ

*1 北島君三:からまっ腐心病ノ病原菌ニ就テ.林試報 28， pp. 75~94 (1928). 

柑伊藤誠哉:日本菌類誌 II (4) , (1955). 

*3 笠井幹夫: r枕木の廃朽」及「家菌」に就きて・ー北海道鉄道管理局， pp. 31 .(1911). 
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授より開きしを以て豊富なる研究材料を得，之が研究に耽り梢々同菌の性質を知得するに至れり……'

“余が札幌に於て見たるものはトドマツ材なりき"と。

日 l村 (1916)119) (大 5) [""我国ニ於ケル木造洋風家屋ト其ノ腐朽」の概要を次にしるす。 これは復命書ご

の形をとっており，

“近来洋風木造家屋ノ腐朽スノレコト紗シク損害大ナルニ依リ数年前ヨリ其ノ原因にツキ研究致候処現今

/洋風家屋ハ其ノ構造我邦ノ気候ニ適セス木材ノ使用其ノ宜シキヲ得サルモノ多キカ為主トシテ菌害ヲ受ー

ケテ腐朽シ叉時ニハ白蟻/疫蝕スル所トナル等総テ本邦在来ノ筈菌，害虫カ其/害ヲ蓬タスル所以ヲ明カ

ニシ…・爾来今日ニ至ル迄研究ヲ重ネ候処学理並ニ実験ニ徴シ愈々卑説ノ確実ナルコトヲ証スルヲ得ままニー

調査ヲ遂ケ申候ニ付此段及報告候也

大正四年十月六日

元農商務技師川村清一

農商務大臣河野広中殿"

との巻頭の辞がある。

“前篇 木造洋風家屋ト其ノ菌害 ……過去三十年来我国ニ勃興セル木造洋風建築物ノ、……建築後早キ

ノ、十年ヲ出デズ(盛岡高等農林学校ノ如キハ其ノ一例ナリ)遅キモ二，三十年ニシテ既ニ改築ヲ要スルモ

ノ又ハ全部改築ニアラズト難モ建物ノ殆ンド各部ニ渉リテ腐朽/個所ヲ生ゼルガ故ニ之レガ修繕ニハ驚グ

ベキ経費ヲ要スルモノ続出スル有様ナリ"として具体的な例をあげてその改築修理費を示し， “H・ H・各省、.

及広グ各府県系ニ渉リテ調査スル待ノ、現時ノ洋風家屋ハ石造或ノ、煉瓦造ノ完全ナルモノ少数ヲ除グ外大多数

ノ:木造洋風家屋ハ日ニ月ニ甚シグ腐朽シツツアルヲ知ルベグ今ヤ洋風家屋ガ我チ[í全土ニ普及シ且、y 皆比較

的宏大ニシテ其ノ建築ニハ多グノ経費ヲ要スノレモノタルニ於テハ之レガ為国家ノ蒙レル損失実ニ多大ナリ

卜謂フベシ"

“是ニ於テ予ハ其ノ j腐朽迅速ナノレ所以ヲ闇明セシメント欲シ数年来籾カ研究セシ結果現時ノ洋風家屋ハ・

夏季気候乾燥セル欧米ノ様式ヲ模シテ夏季非常ニ湿潤ナル我国ニ伝へ剰へ粗略ニ建造セラルルモノ多キニ

原因シ用材ハ主トシテ涙菌並ニ他ノ木材腐朽菌類ノ侵ス所トナリ…・・欧米諸国ニ見ルコト少キ被害ヲシテー

我邦ニアリテハ猛烈ニ之ヲ惹起セシムルモノナルコトヲ知レリ……家屋ノ用材ニアリテハ常ニ雨水ニ湿フ

コトナク叉地面ト絶縁シテ地中/湿気ヲ受ケシメザル様為シ害菌ノ生長ヲ妨ゲ置カパ防腐剤ヲ要スル迄モ

ナグ菌害ヲ免レ永久完全ニ保存シ得ベシ 故ニ総テ木造家屋ハ屋根，床下及外部ノ壁等/構造ニ最モ周iU

ナル注意ヲ要スルモノナリ……仏寺ノ建築ノ如キ昔時支那ニ倣ヒテ建テシモ其ノ後ニ於テ木材ノ保全上我

国ノ気候ニ適スル様特に注意ヲ加へ様式構造ニ改良ヲ施シタルモノ勘カラザルニ反シ近時我邦ニ流行スル

木造洋風家屋ニハ用材ノ菌害防止ニ対スノレ注意ヲ欠ケルモノ多キヲ認ム 其ノ主ナル点ノ、壁，糖，床下/

不備ナル構造及ピ煉瓦「セメント J I 類ヲ湿気ヲ受ケ易キ状態ノ許ニ木材ト緩触混用セシメタル構造等ナ

リトス"

"和i羊両建築物乾湿ノ;差異" (略)

“涙菌木造家屋ノ用材ニ寄着シテ之ヲ腐朽セシムル菌類ヲ総括シテ独逸話ニテ「ハウスシュワム」

(Hausschwamm) ト称シ之ヲ邦語ニ訳シテ家菌ト云ヒ家菌中害ノ:最猛烈ナルモノヲ学名「メルリユス・テ

グリマンスJ (Merulius lacrymans Fr.) CGy1ψhana lacrymans (WULF ex FR.) PAT. ナミダタケJ*l ト

*1 伊藤誠哉:日本菌類誌 II (4) , p. 207 (1955). 
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九ン和名ヲ i戻閑ト呼ピテ建築家ノ最モ恐ルル所ノモノナリ…・-本病菌ハ従来本邦ノ気候其ノ生長ニ適切ナル

モノアルニモ拘ラズ不思議ニモ家屋ヲ侵スモ多グハ其ノ結実体ヲ造ル迄ニ発育スルコト甚ダ稀ナリキ 植

物学者中ニモ我ヵヲEニ於ケルi戻菌ノ、独逸ニ於ケル真正ノ涙菌ト果シテ一致セルモノナルヤ否ヤ……疑問ヲ

イ褒ケノレ人サへアリキ H ・ H・然ルニ其ノ後或ル所ニ於テ温室内ニ涙菌繁殖シテ見事ニ結実体ヲ造リシト聞キシ

カパ其ノ温室ノ構造ト独逸ニ於ケル害ヲ被リ易キ家屋ノ構造トヲ比較シテ1Ù\々本邦ニ於テモ家屋ノ構造ノ

如何ニ依リ涙菌ノ被害ヲ見ルモノナリト思ヒシガ其ノ後内地各地方ニテ……木造西洋風家屋ニ続々涙蘭ヲ

日始メ一般家l笥ノ惨害ヲ見莫大ナノレ経費ヲ修繕ニ要スルモノ多夕現ノ、ルルニ至レリ…

“家屋菌害ノ:実例"では各地の被害例そあげ，ぺ戻I笥/形態'~， (I?戻菌ノ繁殖ニ適当ナル温度" "'1戻菌ト世界

各地ノ気候"と述ペてから“……我邦ハ各地ヲ通ヅテ一般ニ初夏ヨリ秋ニ i歩リ湿気多キヲ以テ初夏ノ候

ト秋ノ候トハ温度湿気共ニ涙菌ノ生長ニ最モ能タ適セルノきナラズ盛夏ノ候ト雌モ地下室，床下ノ如キ比

車史的温度ノ低キ場所ノ、同ジタ涙菌ノ生育ニ適当ナル状態ニアルヲ以テ不幸ニモ我邦ハ冬季ヲ除グ外山気候

!自ラ涙菌ノ生育ニ最モ能グ適セリト謂フベタ……f白林，巴里， 11命敦等/各地ノ、冬季以外ハ空気乾燥セルヲ

以テ温度如何ニ涙菌ノ生長ニ適スルモノアルモ湿気多キ地下室或ハ煉瓦「モルタル」等ヲ以テ固さ常ニ密

閣シアリテ通気不良ナル場所以外ハ菌害ヲ被ルコト少シト鋭モ我邦ハ各地共外気ノ平均湿度八十「ペルセ

ント」ヲ超過スノレ時季長キヲ以テ西洋風木造家屋ノ構造ヲ其ノ健模シテ我手1I ニ建ツルトキノ、用材ハ常ニ湿

潤ナル状態ニ在リテ菌害ヲ被リ易キヲ知ルベシ……我邦ニ充分ノ経験ナキ洋風建築物ヲ造ル場合多ク世人

一般モ亦隠レタル部分ノ構造ニハ深タ留意セズ外観ノ美ナルヲ欣プガ為防湿耐腐ノ構造ニ於子大ニ欠グル

所アル結果現今続々其ノ:被害ノ現ノ、ルルニ至リタルモノナリ……今日ニ於テ之レガ非ヲ惰リ大ニ構造/改

良ヲ施スニ非ズンパ其ノ害愈々多キヲ加ヘン"と警告している。なお本報告書には，ナきダタケによる腐

朽状態および本菌の子実体を示めす写真数葉がつかている。

また，川村 (1920)270) (大 9) は「建築物と菌害及害虫」で次のように述ぺている。<<我邦は温度が菌

類の生育に適する時季が永く続き，……木材の害菌は実に豊富にして今日迄知れたるもの其数二百に下ら

ざる有様であります。……菌害と建築用木材との関係は我建築界に於て最も注意を要する事柄であって，

其:菌類は如何に害菌の木材を浸(侵)害する経路や作用は如何に其駆除法は如何に等と攻究すぺき数多の

h問題を有するのであります。……貌近西洋より入り来った洋風建築に於て西洋風其優の建築構造に依り木

材を使用する方法は余程考慮を要する事と思ふ。殊に木材の菌害を受け易き構造の許に使用して其外部を

ー煉瓦，モルタル，タイルの如き不燃物質にて包み準永久的建物として可成りの費用を投じて造り上げられた

るものに内部の骨組となれる木材がiきかに腐朽して如何に外部が耐火構造であると安心して居ても何の役

Jこも立たず十数年を出でずして改築の急に迫り危険に瀕する場合を早く招くに至るものが決して働くなし、

のであります。"とし，次に“一.誤られた構造の実例"として“ままに実例として東京市の北部に昨年新建

せられた町役場でありますが……其構造が内部に彩しく使用してある木材をして速かに乾腐を受け易き状

ー態にあらしめ殊に床下の通気孔なるものが全く無きが為に床組材は土台，大引，束も申す迄もなく根太床

板掬は柱迄も腐朽し易く夫れが日本建築でなし、だけに其修繕は容易でなく……私は此建築の健全な聞は先

~づ十年位の物で二十年もすると床はぷかぷかになり…・・其耐久力の弱きを深き自信を持って予想して居る

のであります……"と述べている。 e二.主なる害菌の種"では木材腐朽菌類の主要属名をあげてから“・

…此中で最も普通なる乾腐(ドライロット)菌はレンチテス (Lenzites) 属で乾腐菌中其害最も激しいも

のはメルリユス (Merulius) 属であります。然して此属中の代表者はメルリユス・ラクリマンス Merulius
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lacrymans (Gyro�hana lacrymans (WULF ex FR.) PAT.J*l と称し和名を涙菌と申します・…・・近似の種類

にメルリウス・ツレメロサス Merulius tremellosus (SCHRAD. ex FR. シワタケ〕判と云ふのがあります

が是等メルリウス属の菌は古来日本では其大害を見なかったのでありますが近年誤られたる構造の建造物'

に発生して惨害を醸す実例が沢山現はれて日本に於ける其害の程度も古来此菌を恐れて居る独逸国に於け

る者に比して決して劣らざることも判明したのであります……"と述ぺ，腐朽材の所見を説明してから，

“レンチヌス (Lentinus) 属中木材に附くものは主としてレンチヌス・レピヂウス Lentinus lepideus. 

(FR. マツオオジ〕と称する種類で之れは……松樹の朽ちた物や松材の腐朽せるものに生へるのを「まつ

わうじ」と称して古来日本では食用菌のー……として居る。・…・・曾て東京築地本願寺の床下に菌害があっ目

て実地に検査した事がありましたが其時の害菌は即ち此菌で……"とし，なお“三.寄菌の生育と気候"

との関係をくわしく解説したのち，木材の防腐法にもふれてかる。

欧州，特にドイツでは C. MEZ (1908) 蓜er HausschwammJ. A. MﾖLLER (1907~1927) 棈ausｭ

schwammforschungen 1 ~IXJ 等の著書でも知られるように建築材の腐朽菌の研究はくわしく行なわ

れていたのであるが，わが国では川村によってこの分野のくわしし、報文が公にされた。川村が指摘してい

るように木骨モルタル塗りの西洋風建築物は外見如何にも堅固にみえるがきわめて腐朽しやすいもので，

このような警告が発せられたにもかかわらず，その後も依然としてこの種の家屋が建造された。大正 12 年

(1923) の関東大震災によって倒壊した建築物の調査によっても，西洋風家屋の外に現われない内部の材

がはなはだしく腐朽して，その保存年限がし、ちじるしく短縮されている事実がさらに明らかにされた。こ

れについては次の報告にくわしい。

北島 (1923)抑) (大 12) は「震害後観察セル木造洋風家屋ノ腐朽並焼死樹ニ発生セル澄黄色菌ニ就テ」

の前半で次のように述ペている。

“木造洋風家屋ノ腐朽類廃ノ、比較的迅速ナノレモノナルカ今回ノ大地震ノ襲来ニヨリ図ラスモ此等洋風家

屋ニ就キ遺憾ナク其ノ内部ノ実況ヲ観察シ得ルノ機会ニ遭遇シタルヲ以テ当時数回ニ豆リ市内各所ニ於テ

倒壊若ノ、破損セル此等建築物ノ腐朽状態ヲ視察シ得タリ 依テ是等腐朽家屋ノ実例ニ拠リ其ノ腐状朽態並

腐朽ノ理由ヲ記シ次ニ木造建築物ニ最普通ニシテ旦腐朽カノ強大ナノレ家菌 (Hausschwamm J.l IJ名涙菌)

ノ性状ヲモ述へ……J

“一，木造洋風家屋ノ腐朽実況及其ノ理由 地震後市内外各所ニ倒築若ハ破損セシ木造洋風建築物ヲ観

察スルニ其ノ l腐朽ノ迅速且程度ノ大ナルハ実ニ想像以上ノモノアリ 而シテ建築物ノ新旧及其ノ他ノ関係ー

ニヨリテ腐朽程度ニ多少ノ;差別アルハ勿論ナルモ此等ノ建築物ニシテ化粧煉瓦叉ノ、「セメント」ノ如キモ

ノニテ包マレタル内部ノ小舞横，柱，根太，殊ニ窓橿ノ下部等ノ如キ個所ノ、何レモ其ノ腐朽甚シク赤褐J

色，黒褐色，又ノ、黒色ヲ呈シテ亀裂ヲ生シ著シグ脆グナリ其ノ商ニハ白色，又ハ微褐色ノ菌糸甚シグ蔓延

スルト共ニ其ノ内部組織中ニモ菌糸ノ侵入甚シキヲ認メタリ 当時観察セルモノ中ヨリー，ニノ実例ヲ挙

グレパ某建築物ハ三階建ノ木造洋風家屋ニシテ各室ノ内外両側ハ小舞ニテ張リ外側ノ一部ハ「セメント」

他ハ全部白色ノ化粧煉瓦ニテ張リ外観上誠ニ健固美麗ナル建築物ナリ 然ルニ地震ノ為此等化粧煉瓦ノ大

部分及「セメント」カ破損シテ内部ノ小舞横ヲ露出セル部分ヲ綴ノレニ室内ニ面セノレ側ノ、完全ナルモ外側殊

ニ化粧煉瓦ヲ用ヒタル側ハ何レモ甚シグ腐朽シ殊ニ柱ノ両側及窓下ノ部分カ其ノ被害程度大ナリシヲ認メ

タり 本建築ノ如タ建築後僅ニ一両年ヲ経過セルノミナルニ己ニ斯グノ;如グ用材ノ腐朽ヲ来セル実例ノア

判伊藤誠哉:日本菌類誌 11 (4) , p. 204, p. 205 (1955). 
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ルコトハ木造洋風家屋建設ニ際シ特ニ注意ヲ要スル点ナリト信ス……以上記述セル如ク木造洋風家屋ノ腐

朽カ比較的速ナノレハ事実上否定スルコト能ハサルコトニシテ其ノ理由ハ建築上大ニ考フヘキコトナリ"

“元来此ノ種ノ建築ハ採光其ノ他ノ関係上賄ヲ甚シク短縮セル為メ外部ヨリ直接ニ受グル雨水ノ、壁面ヨ

叉此ノ部分ニ侵入シ来ル湿気ハ直接外部ヨリ受グル湿気ノミニリ i諮問シテ内部ノ小舞横ヲ湿ヲスニ至ル

プラスシテ建築上ノ不工合叉ノ、暴風間 1:場合ニハ屋根裏ヨリ柱ヲ伝ヒテ雨水ノ侵入スルコトモ有リ得へキ

コトニシテ斯グノ如キ湿気ノ、小舞横ヲ湿潤ナラシムル結果トシテ壁間内/空気ノ、甚シグ湿潤ナルト共ニー

方室内ヨリ受クル温熱並外部ヨリハ日光ノ i直射ヲ受グル為メ壁間内ハ比較的高温度トナルニ至ル・…・上述

セシカ如キ湿気，温度ノ関係ヲ考フレハ一箇年中ノ或ル季節ニ於テハ壁間内ノ:各種ノ:条件ノ、木材腐朽菌類

斯グシテ木材腐朽菌ハ発育シテ木材ノ腐朽ヲ速ナノ発育ニ最適切ナル状態ニ在ルハ想像スルニ難カラス

ラシムルモノト思L惟ス"

"前述セル木造建築物ノ腐朽ノ原因ノ、凡テi戻菌ナルヤ否ヤハ不明ナルモ涙菌ノ、家屋ニ発生スル腐朽

菌中被害最大ナルノミナラス今回調査セシ腐朽セル小舞ノ中ニハ本菌ノ古キ胞子サへ認メタル程ナルヲ以

テ涙菌ニ関スル概括的ノ記載ヲ試ミルモ敢テ徒爾ナラスト信シ……"この性状を述べてし、る。
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笠井 (1917)162) (大 6) の「木材腐

朽概念並に掬枕木の害菌に就きての研

究」はその前半は木材腐朽現象に関す

る一般的な解説で，後半lこは自らの調

査結果を述べてし、る。

句者言"では先ず海外における用材

腐朽に関する女献のごく簡単な紹介の

後L “…・・・本報告は先づ一般木材腐

朽の概念を説明し次ぎて素材掬枕木の

廃預現象に就き研究の結果を掲げて参

考に資する所あらんとす"としてし、つ

凡て有機物は畢

ている。

“木材腐朽の原因

覚腐敗すべき運命を免る能はず若し仮

に腐敗てふ現象なくんば地球表面には

動植物の屍体重積し厄介至極なるべき

が故に腐敗の原因を為す細菌若くは菌

輩は此意味に於て人類の恩者なりとは

菌学者の唱ふ所にして木材亦遂に腐朽

すべきは自然の数と謂はざるべから

ず"という書き出しに初まり，
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ままに木材使用途より観て腐朽し易き状

態に置かれざるベからざる木材中枕木

は其最たるものにして彼の半ば礎石に
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埋没し乾湿に曝露し加ふるに多大の荷重の負担に耐えざるべからざる枕木の腐朽し易きは当然の理なり…

…・・今1反りに北米産の掬と本邦産の其れとの耐久年限を比するに前者の七年に比し後者は僅々二年半

なるに過ぎず素より風土，樹木の品質の差異により然るならんも……九これはわが国の高温多湿な気候が

しからしめるものだとしている。そして“......木材々質の変化は或は風化叉は酸化等の結果たる場合無き

に非ざれども其腐朽の原因は専ら有害なる菌軍にあり就中間菌族と呼ばるる一群は寧ろ其主なるものにし

て彼の腐朽木材に菌撃の発生し居るは平素吾人の目撃する処例へば枕木電柱杭木等に此者あるは勿論…・・・，

然るに世間往々木末を願倒し木材は自然的即ち他の生物に因らずして腐朽し後偶々其腐朽に乗じままに菌叢

を偶発せるものと倣す……"誤りを指摘してし、る。それから菌輩の生活史，発育の諸条件，結実体の形成，

木材腐朽菌の静素，感染伝播等を述ぺ，衛生上重要な貯木場の清潔についても箇条書に説明してし、る。

次に本論交のオリジナルな部分である勺菊枕木の害菌"では，“大正五年……山田技師報告掬素材枕木

の山積方法に関する試験の供試たりし八四O挺の該枕木に就き大正四年……以来専ら其害菌の発生或は腐

朽の経過を観察したる結果今や普通に目撃する腐朽菌並に廃類の概念を得るに至りたるに依り絃に其要領

を録することと為せり，而して左記の菌種は凡て研究所に於て親しく掬枕木上に目撃し得たるもののみに

止め置くぺし"といって，次の菌類について形態，腐朽材の状態等を述べてし、る。

1. ムラサキウロコタケ，紫鱗輩 (Stereum purpureum Pers. (白ex FR.) 

.2. アカコプタケ，赤癌叢 (Hypoxylon coccineum Bull.) 

'3. プナノグロコ(新称)，掬の黒粉 (Bispora monilioides Corda) 

4. プナノニカワタケ(新称)，掬の鯵茸 (Tremella fagina Britz.) 

.5. スエヒロタケ，末広輩 (Schizophyllum commune Fr.) 

6. カワラタケ，瓦茸 (Polystictus versicolor Fr. ) (Coriolus versicolor(L. ex FR.) QUEL.)*l 

7. ヒイロタケ，緋色茸 (Polystictus sanguineus Fr.) (Trametes sanguinea (L. ex FR.) LLOYDJ*l 

8. カイガラタケの一種 (Lenzites variegata Fr.) (Lenzites betulina (L.) FR. ?J*l 

“以上は研究所に於ける供試掬枕木に観察したる害菌の主な数種を列記したるものなるが尚此の外偶々

発生せる菌種なきにあらず例へば Hydnum coralloides (Hericium coralloides (ScoP. ex FR.) PERS. 

喧x S. F. GRAY サンコう、リタケモドキ J*l， Pholiota adiposa ((FR.) QUEL. ヌメリスギタケ〕の如き

は是なるが其発生の稀有なりしに依りままには省略することと為したり"といってし、る。

なお本報文には“挟枕木の腐朽現象"および“素材枕木の取扱"についても述べられている。

木材の耐朽性に関する試験

山岡・笠井 (1915)94) (大 4) は「畑害梼材の強弱並腐朽試験報告」で次のように述べている。

‘…・姻害によりて枯死せる樹木の材としての物理的性質及耐朽性即ち畑害材の実用的価値に関しては

殆ど其研鎮せる実例を聞かざるなり。……鉄道院の車柄及長枕木用材として購入せる青森県下北半島国有

林に産する梼材は同半島川内村……安部城鉱山の……此処両三年多数畑害に擢れるものあり……。"この

煙害材の耐朽性を調べたわけであるが，その試験法は，供試材の鋸屑に水を注加して浸出液を作り，これ

をP過しそのìP ì夜に寒天を加えて培養基とし， その一半は空中に曝露， 他の一半は直接腐敗性細菌を接

種，各種培養基の腐敗程度を比較することによって耐朽性の差を知ろうとした。この結果，“……畑害材に

*1 伊藤誠哉:日本菌類誌 II (4) , (1955). 
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…特に認むべき欠点及不成績を発見せず"としている。

この試験方法を見ると材を鋸屑とし，その浸出液を寒天で固めて， “腐敗性細菌"を媛種して耐朽性を

察知しようとしている。このような方法で材の腐朽に対する抵抗力を知ろうとすることはどうかと思われ

るが，ともかくもこの報交で木材の“耐朽性"という用語が初めて使用されたもののようで，また耐朽性

を実験室内で，短期間内に明らかにしようと努力した点にこの試験の意義を認めるべきであろう。

ヒパ材の耐朽性北島 (1917)168) (大 6) í青森産羅漢柏材ノ耐朽原因ニ於テ」および同氏 (1918)213)

〈大 7)í青森産ひば材ノ耐朽原因ニ就テ」の 2 報女に試験成績が述べられているが，ここでは後者(1918)21め

によってその大要を記す。

.，・ H・青森産ひば材ハ頗ノレ耐朽性ニ富ミ建築其ノ他ノ用材トシテ重要視サレツツアノレモ其ノ耐朽ノ原因

ニ就テハ未タ実験的ノ定説ナク唯一般ニ材中ニ含有サルル一種強烈ナル香気ヲ有スル揮発油ノ然ラシムル

所ナラムト想像セラルルニ過キス……該油カ木材腐朽菌ニ対シテ如何ナル作用アルヤニ就テハ更ニ攻究ス

ルノ必要ヲ感シタレハ過般来之ヵ研究ニ従事シ"た。

'…・ひば油ハ腐触菌ニ対シテ或特種ノ作用アルカ如グ想像セラレシヲ以テ……鋸屑ヲ作リ之ヨリ水蒸

気蒸溜法ニ依テ油ヲ採リ……腐蝕菌ノ発育ニ如何ナル作用アルヤヲ探究セムカ為……濃度ヲ異ニシテ…・

1由ヲ添加セル寒天斜面培養基ヲ作リテ腐触萄ノ培養ヲ行ヒタリ……本試験ニ用ヒタル腐蝕菌ノ、 Poria

vaporaria ((FR. non PERS.) COOKE ワタグサレタケ〕ニシテ……J 試験結果の結論として，“青森産ひ

ば材ノ i耐朽性アルハ其ノ材ニ一種強烈ナル香気ヲ有シE沸騰点高キ揮発油ヲ多量ニ含有シ該油カ腐蝕菌ノ

発育上原ル有害ナルニ原因スルモノノ如シ"とし、っている。

なおヒパ材の耐朽性に関してはさらに昭和年代にも試験研究が行なわれた判判。

ブナの伐採季節と耐朽性 河村牧司 (1915)77) (大 4) í鍛冶谷沢木工所ニ於ケル潤葉樹利用及製材並木

工作業ニ関スル試験」中，“五 ぶな材腐朽試験"の項に“秋伐ノモノハ春伐ノモノヨリ腐朽遅グ叉伐期

周一ノモノハ材質ノ優劣ニヨリ腐朽ニ遅速アリ"という記事がみられる。

高橋・小玉 (1925)制) (大 14) は「ぶなノ伐採季節ト腐朽トノ関係」で次のように述ペている。

'一試験ノ目的秋季伐採セルぶな材ハ春季伐係セルモノニ比シテ腐朽シ難シトノ実験ノ、林業試験場

報告第十三号制ニ記スルトコロニシテぶなノ伐採季節ハ秋季叉ハ冬季ヲ以テ最良トスヘキモ事業ノ都合

其ノ他ノ事情ニ依リ他ノ季節ニ於テモ伐採ヲ欲スル場合ナキニアラサルヘキヲ以テ斯ル場合ノ伐採木パ如

何ナル程度ニ腐朽スルモノナルヤヲ明ニスノレ必要アリト認メタノレカ故ニ……伐季ヲ異ニセル各丸太ニ就キ

時日ノ経過ニヨル其ノ腐朽程度ヲ調査スノレヲ主目的トシテ……"この試験は行なわれた。

'二 試験ノ方法……伐木季節ハ五月下旬(初夏)七月上旬(夏土用前)八月下旬(晩夏)・…・・翌年三

月中旬……十本宛伐倒シ長サ十二尺ニ玉切リ……林内ノ適当ナル箇所ニ併列シ……各約一箇年ヲ経タル後

其ノ腐朽程度ヲ調査スルコトトシ"た。

‘三試験結果……未タ腐朽セサル部分ノ、三月中旬伐採セルモノ:最大ニシテ其ノ f也ノ季節ニ伐採セルモ

ノハ是ヨリ劣レリト難モ其ノ差ハ著シカラス且其ノ各ニ就テモ多少ノ差アレトモ大同小異ナリ 依是観之

ぶなノ伐採季節ハ秋季落葉後ヨリ翌春新芽関寄前即生長休止期ヲ以テ最良トスヘキハ勿論ナルモ本試験/

*1 北島君三:ひば揮発油ノ;殺菌性ニ就テ.林試報 30 ， pp. 91-98 (1930). 

柑一一一一:各種ヒパ材の耐朽力試験.林試糞 46， pp. 11-20 (1938). 

*3 前掲河村 (1915).
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結果ニ見ル~nグ夫レ以外/季節ニ伐採セノレモノト其/腐朽程度ノ;差ハ著シカラサルヲ以テ必要止ムヲ得サ

ル場合ノ、生一長休止期以外ニ於テ伐採スノレモ其ノ後ノ:処理宜敷ヲ得ハ特ニ著シグ腐朽シ易キニアラサルヲ知

リ得ヘグ生長休止期ニ伐採セルモノト難腐朽菌ニ対スル抵抗力ハ亦甚弱キヲ推知スルニ難カラス……"と

している。

海外においては GÄUMANN (1938)*1 はオオシュウフ.ナについて冬季に伐採した材は 1 年間林内に放置し

でも大きな腐朽は示さないが， 5 月以降伐採したものではかなり腐朽し， 7 , 8 月に伐採したものではは

なはだしく腐朽するとした。なお氏は伐採時季を異にする材の耐朽性を室内実験で検討した結果，この場

合には明瞭な差が認められなかったといっている。

後年，わが国で永井ら (1955)相(昭 30) は約 1 か年聞にわたり毎月伐採したプナ材について人工接種

法による室内実験を行なった結果，伐採季節と耐朽性の聞には差がみられなかったと報告している。

針葉樹材の耐朽性 北島 (1924)350) (大 13) í 日米針葉樹材ノ耐朽比較試験」の要点を次に記す。

“調査ノ方法"本邦産針葉樹としてスギ，ヒノキ，ヒパ，アカマツ，モミ，ツガ， カラマツ， エゾマツ

およびトドマツの 9 種を，また米国産として Thuja ρlicata (Western red cedar 米杉)， Chama官cyparis

lawsoniana (Port Orford cedar 米槍)， Chamaecyparis nootkatensis (Alaska cedar 米ひば)，

Pseudotsuga douglasii (Douglas fir 米松)， Abies concolor (White fir 米機)および Tsuga hetero 

Phylla (Western hemlock 米栂)の 6 種について行なった。“試験材トセルハ前記各種ノ・…・・気乾状態

ニアル心材ニシテ……一寸角ノモノヲ長サ四寸ニ切リ之ヲ……林業試験場内穴庫ニ於テ涙菌 (M巴rulius

lacrymans) ノ為腐朽セル材上ニ併置セリ。"“試験着手後満一年七箇月ヲ経過セル……試験材ヲ取出シ...

H ソノ重量ヲ試験前ノ重量……ヨリ滅シタル差ト試験前ノ重量トノ比率ヲ求メ其ノ減少率ノ大ナルモノヲ

耐朽性ニ乏シキ樹種トセリ…

“試験ノ結果…・・「アメリカ」ひのきハ本邦産ひのきニ此シテ其ノ耐朽性劣ノレト錐其ノ他ノモノニ在リ

テハ「アメリカ」産ノモノ何レモ本邦産ニ比シテ其ノ耐朽性優ルモノト認ムヘシ 而シテ「アメリカ」つ

が Iアメリカ」もみ Iアメリカ」ひのき並本邦産つが，あかまっ，えぞまつ，とどまっ等ノ如キハ何

レモ甚シグ腐朽シ易グ「アメリカ」すぎ íアメリカ」まつハ之等ノ樹種ニ比シテ梢腐朽シ難キカ如シ

而シテ最大ナノレ耐朽性ヲ有スノレモノハ本邦産ひば，からまっ及「アメリカ」ひばノ三種ナリト認ム"とし

ている。

これは重量減少率によって木材の耐朽性すなわち腐朽に対する比較抵抗性を表示したおそらく本邦最初

の報告であろう。海外においてはこれより数年前すでにいわゆるフラスコ法 (flask test) によって耐朽

性を比較的短期間に調ぺることが行なわれていたが内北島(1. c.)呂田3 のこの試験ではいまだこれは採用

されず，昭和年代になってようやく ζの試験法がとりし、れられた。

針葉樹材の耐朽性に関する試験研究は昭和年代においてひきつづき多くのものについて実施され

ヲトフー *4ネ5*6
ι 。

*1 GÄUMANN, E.: Der Einfluss der F舁lungszeit auf die Dauerhaftigkeit der Fichten-, Tannenｭ
und Buchenholzes. Schweiz. Zeﾏtsch. f. Forstw. 89 (7, 8) , pp. 175~197 (1938). 

*2 永井行夫・青島清雄・林 康夫:伐期を異にしたプナ材の耐朽性.林試研報 77， pp. 21~23(1955). 
判 HUMPHREY， C. J. : Laboratory tests on the durability of American woods-1. Flask tests on 
conifers. Mycologia 8 (2) , pp. 80~92 (1916). 

判北島君三:日本産針葉樹材の耐朽性に就て.日植病報 2 (5) , pp. 485~487 (1932). 
材一一一:建築用針葉樹材の耐朽性に関する研究.林試報 33 ， pp. 49~102 (1934). 
判一一←一一:本邦産木材耐朽比較試験.林試報 38， pp. 53~61 (1942). 
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なお北島 (1925)375) (大 14) は「柿渋塗布材ノ耐朽原因ニ就テ」という報文で九…村i渋塗布材カ耐

朽性ヲ有スル所以ノモノハ柿渋ノ殺菌性ニ因ルト云フヨリモ其ノ揮発性酸/逸散ニヨリテ木材内ノ間隙及

木質細胞内ニ不溶解性ナル皮胞ヲ生シ之レカ為腐朽菌ノ繁殖ヲ未然ニ防グニ因ルモノナルヘシ"としてい

る。

木材の変色

本邦における木材変色菌の研究は笠井 (1917)161) (大 6) の「木材を青変する慈姑徽に関する研究」を
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…・・・絃に本報告を提出せんとす……ノ

“木材変色現象の研究史"

外におけるこの方面の研究の概要を紹介

したのち， eL ・ h・本邦に於ける木材変色

菌の研究は未だ斧銭を容れざるの状態に

予の研究は専ら用

の名称を掲げあるものを見ずJ として

ありて我国の菌類書冊中セラトストメラ

いる。

“立木の宥変現象

材の育変に関し立木の該現象に就きては

乍併本問題に留意す

るに至りて以来途上往々松丸太材の青変

せるを目撃せることありて其立木時代に

見聞せるもの齢し

於て既に然りしことを確認せること一再

第 44 図笠井幹夫 (1917).

「木材を青変する慈姑徴に関する研究」のタイトル・
ページ

に止らず。"と述べてから外国の報交に

よって立木の青変と甲虫穿孔虫との関係

を論じ，“……予の観察したる丸太材の

断面は其辺材部分は全体青灰色に変じ居りたるに拘らず心材部は何等の変色なく両者の境界極めて判然た

るものあり J と言己している。

“変色材の強弱"についで“変色材の耐久問題"では，“言式験の結果に鑑るに青変材の耐久性は甚だ劣等

なり，予大正五年七月二様の状態の下に松材を処理しおきたり，其一群は松材には慈姑徴を接種し……f也

の一群の松材は暗室穴庫内なる多湿……土壌中に埋立し置き約九ヶ月後の今日に及び成績を比較せるに吉江

者は著しく慈姑徽の侵害を受け其色濃灰黒となり他・の菌類……パクテリア……の共雑せるを認め材質脆弱
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となれるに反し，後者は比較的其色淡辺、なるに止まり材質未だ脆弱なるに至らず。"と e

“慈姑徽の肉眼的形態 青変木材の表面を見る時は黒色短毛状の物体の密生林立するを認むる事例へば

五厘刈の毛髪若くは鳥の羽毛を搾り取りたる跡、に残る黒色短毛に似通へるを見る， I官l仔細に注意するとき

は一個の短毛状物体は主主姑若くは細顕徳利乃至フラスコに類し木材に接着せる部分は球形を為し球の上端

より木材面に垂直の方向に顎状噴吻部の仲立せるを検し得るなり……而して叉嶋吻部の先端には屡々露i商

を宿せるをも総むベし・…-・"と青変蘭を慈姑(クワイ)徽と名づけたゆえんを説明しているが，その詩棄

の豊富な，また表現の巧みなことは心にくし、ばかりである。

“慈姑徽の顕微鏡的形態"を記載してから“…・・次ぎに進んで本商の培去を試験による子嚢胞子の発芽よ

り菌糸の成育及分生胞子の形成並に此等の顕微鏡的形態"を記し，さらに， “……陪養基面上に子襲胞子

ーを蒔付けて……"本菌の培養を得た。

"本 l笥の名称本邦に於ける背変木村の原因を為す徽閣の形態性情は既に持j記せる所の如くなるが然ら

ぱ斯る種類の徽菌は学術上如何なる名称を附せられ居るやへ海外の文献と照合の結果、“……予は本邦産

の種類中立去に取扱ひたるー障は正しく Ceratostomella pilifera (Fr.) Winter なりと断定したり 市し

て本種は欧米に於ける普通種に外ならざるも本邦に於ける本種の存庄は未だ本邦の学術家の報告を経ざる

所にして勢ひ和名なきを以て本被告中予は慈姑徽なる新称を与へ置きたり。"

“青変の理由"につぎ“培養試験成績"では<<慈姑徽の培養は甚だ容易にして其発育経過を観察するに

至便なり，本菌の分生胞子叉は子嚢胞子を針頭にて採取し松材辺材を煎じて得たる汁液に適量の寒天を加

へて固化せしめて作れる培養基に納付くるときは容易に発芽生育し菌糸を生じ……分生胞子及子嚢殻を形

成し生活史はままに循環するに至るなり，今叉松材の表面に直接に子褒胞子を塗付くる場合亦人工的に青変

材たらしめ得るなり"とし，また各関材に人工陸路した紡果，“……本歯は格檎栂棒等にも接着し得るこ

とを知る 併し此等材聞は普通の場合本菌の害を受くることは未だ親しく目撃せざる所なり 而して……

人工的接種の場合にありても絵材は最も本菌の好んで接着する処の~II く其変色の程度最も甚し 檎之に亜

ぎ栂棒には子襲殻の叢生を認むる割合に変色少なし 格檎に至つては辺材部に子襲殺を疎立するに過ぎ

ーず。"と述ぺている。

“予防試験成結"では数種の薬剤jの青変防止効果を試験し，その結果“……昇宗iま毒性あると共に金属

を隊化し易き批維なしとせざるを以て畢覚木材育変現象の防除には弗化曹遠の応用を穏当となす。"と結

，んでし、る。

なお“弗{ヒ I~)童の性質"および“予防措置"を以てこれは終わっている。

すでに述ぺたように，笠井のこの論文はわが国における最初の木材育変に関するものであるが，それに

しては各項目にわたって詳細な記述が行なわれ，かつ自ら実施した観察，実験成績をずい処に織り込み充

実した報女になっている。大正年代に公にされた木材変色に関する報交はこれただ 1 編のみで‘あるが，越

えて昭和年代にはこの分野の試験研究が活発に行なわれ，すぐれた論文が発表された相判。 もっとも笠井

*1 西門義一・山内巳酉: Contributions to the knowledge of the sap stains of wood in Japan. 

1. Studies on Cerafosfomella ips RUMBOLD, the cause of a blue stain of pine trees in Western 

Japan. Ber. Ohara Inst. f. Landw. Forsch., 5 (3~4) ， pp. 501~538 (1933). 

キ2 一一 一・一一一一一: Do. n. Studies on Cerafostomella pini MÜNCH , the cause of a blue 

stains of pine trees. 向上 6 (3) , pp. 467~490 (1934). 
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(1917)164) は「木材を育変する慈姑徽(グワイカピ) (新称)の研究」と題する一文を出しているが，こ

れは上掲論文の概要を解説したものであり，また問中勝吉 (1926)396) (大 15) の「木材の育変病に就い

て」というのは外国交献による解説的記事である。

焼死樹上の撞黄色菌

大正 12 年 (1923) 10 月発行，病虫害雑誌 10 (9~10) ， p. 530840 ) に次の記事がみられる。“焼失樹

木と薗類焼失樹木の内部には一面に一両日にして燈黄色の蘭類発生し甚だ鮮かなりし 叉路傍に放棄せ

る握飯等にも一面に蕃殖せり 如何なる種類の菌類なるやは調査未了なるともー奇現象なりし"と， 9 月.

1 日の東京大震災後に発生した菌のことを述ぺてし、る。

北烏 (1923)827) (大 12) は「震害後観察セル木造洋風家屋ノ腐朽並焼死木ニ発生セノレ燈黄色菌ニ就テ」・

の中で“……今回/大地震ニヨリ……大火災ニヨリ焼死シタル市内各種ノー樹木ニ火災後幾何モナラスシテ

移シグ発生セル蜜類ニ関シテ概説ヲ試ミムト欲ス…・・・"とし，“二，焼死樹ニ発生セル燈黄色菌 jl!!般ノ

大火災ニ因リ枯死セル東京市ノ各種ノ樹木ノ外面ニ火災後四，五日ニシテ美麗ナル燈黄色徽状物ノ移シグ

附着セルヲ認メタリ 此ノ物ハ外観上野生酵母ノ如キモ其ノ一部分ヲ寄主ノ組織ト共ニ顕微鏡下ニ検セハ・

醇母トハ全グ異ナノL一種ノ不完全菌ナルコトヲ認メタリ……分生胞子ノ形態ヨリ観レハ Monilia 菌ナルカ

如タニシテ……Monilia aurea Gmel.菌ニ該当スルモノナルカ如シ……"と記シ，形態および培養上の特

徴につし、て述べている。

なお氏は「大正十二年九月東京大火災ノ直後発生セル燈黄色菌ノ形態及分類上ノ位置j (1924)制》およ

び iOn the fungus luxuriantry grown on the bark of the trees injured by th巴 great fire oﾍ 

Tokyo on September 1, 1923j (1925)871)で上記 Monilia aurea GMEL. と同定した菌の子震時代を見

い出し，これは Anthostomella 属の 1 種であるとしている。

徳川・江本 (1923)田町(大 12) も「大火災後発生セルアル糸状菌ニ就テ(予報)j で， これを培養し，

"既述セル材料ヨリ得タル糸状菌ヲ検スルニ，次ノ如キ形態、ヲ有シ， 之ニヨリテ此菌ハモニリア， ア

ウレア [Monilia aurea (LINK.) GMEL. J叉ハモニリア，アウレオ，フルヴ (M. aureo・fulva C. et E.) ニ

近キモノト考へラル"とし，本菌の菌糸，分生胞子，菌核の形態ヲ記シ，なお生理的性質として耐熱試験

の結果および色素につし、て述ぺてし、る。翌年同氏ら (1924)制) (大 13) は iUber einen kurz nach der 

letzten Feuersbrunst pl�zlich entwickelten Schimmelpilzj でこの菌を Moni・lia sito�hila (MONT.} 

SACC. と同定している。

樹病の著書

樹病を専門に述べた著書は大正中期~後期になってようやく現われた。 まず 1921 年(大 10) には，

出回新編「樹病学教科書」が， 2 年後の 1923 年(大 12) には原摂祐編「樹病学各論j，つづいて同年，

原摂祐著「樹病学提要」と 3 年のうちに 3 冊も出版され，樹病学という名が一般的に通じるようになう

た。

もっとも，原慎祐著「実験樹木病害篇J (1927，昭 2) の84ページに参考文献として“原摂祐 樹病学

岐阜県農会報 27の 6 大正 4年 6 月'とある。これは本邦において「樹病学」という名のもとに活字と

なった最初の記述となるものであるから上の文献を調ぺたが該当する「樹病学J という文字は見い出され

ない。それで原氏に生前問い合わせたところ， aお問合せの樹病学は出しませんでした. [岐阜県〕農会
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手院に書いたものをりIJ刷として樹病学として出す考でしたが，読者が無いのでやめました。内容は勿論あれ

でした"との回答をかただいた。

出回新編:樹病学教科書 (1921) (大 10)

編者の“自序"に“余先年来樹病学教科書ノ編纂ヲ諸農林学校ノ該科担任教師諸賢ヨリ勧誘セラノレノレコ

ート嚢ナリシモ……。然ルニ本年余ハ我校(注 山口県立農学校)林科生徒ニ樹病学ヲ教授スノレコトトナリ

「ンニーモ教科書ヲ得ズ。乃チ止ヲ得ズ勿卒筆ヲ執リテ稿ヲ起シ……"とあるように，本書は中等農林学校

(旧制)生徒を対象として書かれたもので，また「例言」に“余ハ樹病学ノ専門家ニテアラズ且ツ此種ノ

教科書ノ、本邦ニ於テ最初ノ試ナレパ…"と明記しているように，当時の内外植物病理学書によって執筆

されたものである。

本書の目次および記述の概要は次のとおりである。

第 45 図出回新 (1921).
「樹病学教科書」の扉ページ

第一章隠花植物ニ原因スル樹病

第一節針葉樹ノ病害

第一編総 論

第一章樹病学ノ定義

“樹病学ハ森林保護学ノ一部ニシテ森林樹木

ノ病害ノ原因ヲ研究シ其ノ防除法ヲ講ズルヲ目

的トス J'

第三章寄生ノ種類

句直物ニ寄生スル隠花植物ニ二種アリ。

活物寄生ト称シ生活セル植物ニ寄生ス。樹木ノ

病害ヲ惹キ起スモノハ皆是レナリ。ーハ死物寄

生ト称シ植物ノ死体例へパ伐採後ノ用材ニ寄生

ス。 ・・・・"

第三章寄生菌(目的

第四章樹病ノ予防駆除法

第一節一般ノ防除法

第二節殺菌剤

第三節殺菌剤ノ使用法

第四節樹病ノ内科療法

第二編各 論

“杉ノ赤枯病，杉ノ癌腫病，松ノ癌病，松ノかびふるひ病，松首ノ腐敗病， 松杉類ノ紫紋羽病，松類ノ

輪層病，羅漢柏ノ天狗巣病，機ノ天狗巣病，びゃくしんノ銭病n

第二節調葉樹ノ病害

“はんのきノ裏白渋病，ぶな首ノ立枯病，ぶなノ白腐病，栗ノ胴枯病，偉ノ黒斑病，億ノ大粒白絹病，

樟ノ小粒白絹病，桐ノ天狗巣病，桜ノ天狗巣病，桜ノ膏薬病，櫨ノ白粉病，もみぢノ黒脂病"

第三節竹ノ病害

4竹ノ自然枯病，苦竹/天狗巣病，女竹ノ竹馨病，竹ノ黒穂病"
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第二章 顕花植物ノ寄生ニ原因スル樹病

“やどりき類，つくばね"

なお，本書には着色図，スギの赤枯病が口絵になっているがこれは北島君三の原図である。

本書はすで・にふれたように，中等農林学校生徒の教科書として編述されたものであるが，許されるペー

ジ数の中で，当時までに知られていた主要樹病を要領よくまとめ，なお学問的な体系にもいささか心をく

4まっている点は敬服にfこえない。

原摂祐編:樹病学各論(1923) (大 12)

本書の「九例」に次のように述ぺている。

“一本書ハ樹病学各論ト称スルモ実ノ、樹木ニ寄生スル菌類ノ記載ヲ主トシ之レニ病学的記事ヲ配シタ

リ 故ニ之レヲ森林菌学ト云フベキヲ可トスベキ

モ尚現今ノ病理学ト称スルモ菌学ヲ主トスルモノ

多ケレパ敢テ題名ヲ改メザルモ可ナリト信ジタリ

一本書ハ疾病ニ関シ一般ヲ論ズル汎論ヲ欠キ

タリト雄モ之ハ追刊ノ樹病学提要ニ譲リタリ

一本書ノ、所詰病徴即チ病菌ノ寄生状態、及病菌

ノ形述ニツキ記述シ病学的記事ヲ欠ケリ 之レ編

者ノ不学ノ結果ニヨルモノニ外ナラズ

(中略)

ー疾病排卵jハ通常樹木別ニナセパ便利ナレド

モ本書ニテハ菌類ノ分類11頃トナシタリ 然レドモ

分類学的ノ記事ノ、即チ科属ノ特徴ノ如キハ之ヲ遊

ケタリ"

上の“凡例"から内容のおおよそはうかがし、知

られるが，本書は次の 4 編と付録からなっている。

“第一編真菌類ノ寄生ニ!原因スル疾病"

藻菌類，子嚢菌類，担子菌類および不完全菌類

の配列順序で 195 種の病名をあげている。そして

この編だけで7ド書の 909百をしめている。

“第二編細菌類ノ寄生ニ原因スル疾病"

第 46 図原摂祐 (1923).

「樹病学各論」の第一ページ

“栗ノ根頭癌腫病"，“みつまたノ立枯性細菌病"および“藤ノ痩療病"を収めている。

“第三編顕花植物/寄生ニ原因スル疾病"

“やどりぎ科ぺ"檀香科ぺ“蛇菰科ヘ“旋花科ぺ“やっこさう科九“列当科九“玄参科"および“霞科"

の寄生性顕花植物をあげている。

“第四編生理的疾病"

“竹ノ自然枯病ぺ“苦竹ノ水枯病"および“帯化病"を述ペている。

“附録薬剤"

~石灰ボルドウ液" <<銅石齢液ヘ“フォルマリンペ“硫酸錦液ぺ“硫酸鉄液ぺ“硫化加里液ぺ“昇宋液ぺ
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“硫黄"， u石灰硫黄合斉1]". “コンクリート" "アスフアルド， “コールターノレ n Ittj妾蝋"等をあげその処

方および使用法を述ベてし、る。

本書にはスズタケてんぐ巣病の写真および著者自らの手になる病原菌 Epichloe sasae HARA の精微な図

が口絵として飾られている。

卜蔵 (1924)341) (大 13) はその主宰する病虫害雑誌に本書を次のように紹介している。“原氏樹病各論

従来本邦に於て樹病に関する参考ー書なく不便齢からざりしが今般原氏は之を遺憾とし樹病学各論を著述し

記する処樹病全般に互り詳述せらる 而して此の種の著書は何れも読者少なく営利を主とする書店は引受

けざる為め発表せんとせば自費出版の外なし 余は一般斯学の参考書として購読を勧むるの外斯学に関係

ある諸氏は著者の労に酬ゆる為又著者の自弁を少からしめ其の出版費の一部を負担するの意味に於て是非

一本を購読せられん事を切望するものなり九

本書には誤憶が多く，また病原菌の分類学的位置に従って述べられ，しかも樹種別索引を欠u 、ているのi

で一般読者にははなはだ見づらく，一方記事の出典および引用あるいは参考文献があげられていなし、の・

で，後輩の研究者にとっても決して便利な書とはいえず，また誤謬も少なくない。しかし卜蔵の紹介女に

もあるように，惰別豊かでもなかった著者が自費出版によって，とにもかくにも当時知られていた樹病を

ひととおり網羅した情熱と努力にはただただ頭が下がるばかりである。

原摂祐著:樹病学提要 (1923) (大 12)

本書は“理学博士白井光太郎校関原摂祐著"となっており，幅 9.5cmx長さ 17cm. 74 ページ

第 47 図原摂祐 (1923).

「樹病学提要」の扉ページ

の小冊子であるが，との内容は次のとおりである。

第一編各 論

第一章寄生菌ノ寄生ニ原因スルモ/

第一節針葉樹ノ疾病

これには“杉ノ赤枯病ぺ“杉ノ癌腫病"〆杉ノ菌核病"

u松ノかびふるひ病ぺ“縦ノかびふるひ病ぺ “属柏/か

びふるひ病" "松ノ腐朽病" “松ノ癌病" "松苗ノ腐敗

病ぺ“松/葉枯病ぺ“赤松首立枯病"“縦ノ天狗巣病"，

u縦ノ!粟粒癌腫病"，“機ノ癌腫病"， u唐槍ノ癌腫病..“羅

漢柏ノ天狗巣病ヘ“檎柏ノ i傷病(おほずみノ赤星病)" , 

“権ノ i傷病(うらじろのき，あづきなし赤星病)"が述べ

られている。

第二節調葉樹ノ疾病

これには“樹苗ノ疫病" <<桐ノ裏白渋病ぺ“摘ノ白渋一

病"，“榎ノ白渋病"明P ノ煤病ぺ “潤葉樹/癌腫病"

“栗ノ胴枯病ぺ“桐ノ胴枯病" "桜ノ癌腫病"，“密ノ黒政E

病"， u繊ノ黒斑病"“山茶ノ菌核病"，“償ノ大粒白絹病"，

u樹木/根朽病"，“ぶなノ白腐病'，“主主ノ天狗巣病'γe白

紋羽病"“紫紋羽病"，“根頭痛腫病"， es藤ノ痩癒病"，“し

だれやなぎノ鋳病ぺ “山茶/餅病ヘ“桐ノ天狗巣病ヘ
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“栗ノ炭痘病"， a漆樹ノ炭痘病"，“紀柳ノ炭痘病"その他が含まれている。

第三節竹類ノ疾病

"lí ノ天狗巣がiぺ“竹尊病'七<<竹ノ果、穂、病"，ヘE竹ノ斑点病"，“淡竹ノ雲紋病" tt苦竹ノ黒腫病ぺ“女

竹ノ黒腫病ヘ "ì:炎竹ノ小団子病ヘ“赤団子孫九“竹ノ自然枯病"，“竹ノ 7J(枯病"が述ぺられている。

第二章 顕花植物ノ寄生ニ原因スルモ/

"やどりきヘ“ひのきばやどりぎ"ほか 9 fi重の寄生植物をあげている。

第二編総 論

第一章樹病~:

“樹病学ト山森林保護学ノ一分科ニシテ樹木/疾病状態ヲ審ニ記載シ其経過ヲ確知シ且ツ病原ヲ探究シ

テ治療予防及駆除ノ方法守案出スルモノトス"と定義している。

第二章疾病(略)

第三章病原

“樹木ノ生育ヲ阻害スノL疾病ノ原因ハ種々アリ之ヲ大別スレパ (ー〕人為ノ害 (二)動物ノ害 (三)植

物ノ害 (四)気象上ノ害 (五)天然非常ノ災害等トス 之等ハ森林保護学ニ於テ諭スルヲ以テ通常樹病学

ニ於テハ植物ノ害特ニ菌類ノ寄生ニ原因スル疾病ヲ論ズルコト多シ……f

第四章菌類-rn

これには菌類の生活法(栄養摂取法)，形態および専門用語等について簡単な説明が行なわれているつ

第五章容主撲択ト寄主輪廻

“単種寄生性" (限定性)，“多種寄生性" c多犯性〕の説明を行ない，なおさび菌の寄主輪廻等を述ぺて

し、る。

第六章 寄生商ノ寄生ニヨル寄主/影響(目的

第七章抵抗性(略)

第八章樹病ノ治療法

内科療法および外科療法の概要を説明しているe

第九章樹病ノ予防駆除法

“樹病ノ、未ダ発生セザルニ当リ予防法ヲ行フ事緊要ナリト難モ徹底的ニ行ヒ得ルハ苦闘ナリトス 然レ

トモ左ニ一般/防除法ヲ述ベン"といい，衛生，環境調整，検疫および造林的処置を述べている。

第十章病害防|徐薬剤(略)

第十一章薬剤ji\~布器(略)

本書は小冊子ながら「樹病学」としての体系づけに苦心のあとがうかがわれる。

原摂祐著:訂正増補樹病学各論 (1925) (大 14)

“凡例"に“1. 本書期年ナラズシテ第一版品切トナリタル故ニ前版ノ誤リヲ正シ且ツ多数ノ増補ヲナ

シ第二版ヲ出スコトトナシタリト量産モ尚ホ意ニi詣タザル点多シ…

1. 本書前版ニ比シ増補スノレトコロ多シ 野鼠駆除法ノ如キ著者カ。年来従事セル所ナルヲ以テ袷詳細ニ

記シ以テ実地家ニ使セリ 尚ホ樹病ノ予防及治療/一章ヲモ新ニ加ヘタリ 之レ近来樹病ノ治療法精観ノレ

モノアルニ至レノL ヲ以テナリ"

と記しているように，木書再版ノ特徴i土これらにあり，また横組みとなっていることもこの特色であそ。
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著者の“F'f" 文に“樹病学ガ欧米ヨリ本邦ニ伝リ既ニ明治ノ初年東京高等農林学校(東京帝国大学農学

部ノ前身)及札幌農学校(北海道帝国大学農学部ノ前身)ニ於テ之レカ議授ヲ為サルルト同時ニ，同校教

授白井，宮部両博士ハ幾多樹病ニ関スル業績ヲ発表セラレタリ。後明治/末年ニ及ピ竹/天狗巣病，自然

枯病及杉ノ:赤粘病等発生蔓延シテ被害甚大ナリシ為メ，遂ニ民間ヨリ政府ニ向ヴテソ/病原研究ヲ建議ス

ノレモノ出ヅルニ至レリ。是ヲ以テ農商務省ノ、農事試験場並林業試験場ニ命ジテ之レガ研究ヲ為サシメタル

モノノ Jmシ。農事試験場ニテノ、場〔正太郎〕博士竹ノ開花病ノ研究。林業試験場ニテハ )11村〔清一〕博士

ノ〔竹ノ〕自然枯病並杉ノ赤枯病/研究アリ。竹/天狗巣病ニツキテハ〔東京〕帝国大学ニ於テ三宅〔市郎〕学

士及著者ノ病原発見トナリ，尚ホ著者等ノ、竹ノ寄生菌ニツキ調査スルトコロアリタリ，其後林業ノ発達ト庭

園樹木ノ愛護ニカムルモノ多キ結果樹病ノ研究ノ、長足ノ進歩ヲナセリ，就中草野〔俊Jt)J). 山田〔玄太郎J.

沢田〔兼吉).西田〔藤次)，笠井〔幹夫)，伊藤〔誠哉). 卜蔵〔梅之ïfi). 北島〔君三〕諸氏ノ研究ノ、益

々 ì~甚ヲ傾ムルニ至レリ"と明治，大正時代における樹病研究小史を述べ，さらに吋11斯其ノ研究調査盛

大ニ担キシト雛モ木邦未ダ樹病学ノ成書ナシ 著者無学端才敢テ撤ラズト路モ従来調査セルトコロヲ基M!

トシ樹病学一編ヲ箸シ以テ一般林学ニ心ザス学生及林業関係者ノ参考ニ供セン白トス・ー・・"としてし、るp

本書の内容を簡単にかかげれば次のとおりである。

第一章藻菌群ノ寄生ニ原因スル疾病

“子tZ ノ立枯病"“樹首ノ疫病ぺ“ゑのきノベと病"

第二章子襲菌群ノ寄生ニ原因スル疾病

.，かしノ紫徽病"“松ノかびふるひ病ぺ“杉首ノ癌腫約"等 103 種の疾病を述べてし、る。

第三章担子菌群ノ寄生ニ原因スル疾病

.，唐櫓ノ鋳病ヘ“松ノ木痩病" “樹績"，“つつじ

ノ餅病"等 59 種の疾病をあげている。

第四章不完全菌ノ寄生ニ原因スル疾病

吋長ノ赤枯病ぺ “赤松苗ノ立枯病". "fl同ノ天狗巣

病"，“杉ノ菌核病"等 39 種の疾病があげられてい

る。

第五章細菌ノ寄生ニ原因スル疾病

“栗ノ根頭痛腫病"，“みつまたノ立枯性細菌病ヘ

マ泰ノ痩溜病"

第六章寄生顕花植物

“やどりぎ科ヘ“檀香科'ほか

第七章生理的疾病

.，竹自然枯病ぺ“竹ノ水枯病"“帯化病"

第八章 野鼠駆除法(目的

第九章樹病ノ治療及防除法

第 1 節内科療法第2節外科療法第 3 節

樹病ノ予防駆除法第4節薬剤l防除薬剤第5 節

薬剤撒布器

第 4必8 図 RA釧NK引1肌 W. H_ (α19但18ω).
「印Manu回1組a叫1 0ぱf t甘re閃e d逝is詑eおe白SJ (樹病提

要)の扉ぺ一三グ7 '/ 
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なお本書の口絵としてスズタケのてんぐ巣病，白紋羽病，赤衣病および赤星病の写真がかかげられている。

大正年代において欧米諸国で新たに出版された樹病の著書をあげれば次のとおりである。

RANKIN , W. H. (1918)*1. 仡anual of tree diseasesJ は北米合衆国で出版ーされたもので著者は New

Y ork State College of Agriculture at Cornell University の助教授となってし、る。本書の内容は

-Seedling diseases and injuriesヘ“Leaf diseases and injuries" , "Body and branch diseases and 

injuries" , "Root diseases 回d injuriesぺ“Alder diseases" ・…ー“Chestnut diseases" , “ Elm 

.diseases"ヘ "Fir diseasesヘ-…一“Hemlock diseasesぺ“Hickory diseases七“}uniper diseases二“Larch

.diseasesへ……“Pine diseases", 

'''Poplar diseasesぺ“Spruce diseases" 

…..というように各樹種をアルファベ

ト順にならぺ，主な病害にっし、て簡単

な説明を行なし、，“Common names of 

trees", “Synonymy of polypor巴

names" および "Glossary" を付録と

している。

HILEY, ¥V. E. (1919)判. 侊he 

fungal diseases of the corr立rrorr

larchJ は英国で出版されたもので著者

HILEY V立 School of Forestry, Oxford 

の教授(?)でとりたててすぐれた研

究論文を発表しているわけではない

が，この著書によってその名が広く知

られている。

本書に収められているカラマツの病

容は， (1) がんしゅ病 Dasyscypha 

.talycil叩 (Trichoscy会hella willkommii 

くHARTIG) NANNF.) , (2) Fomes anno-

sus (Fomitoρsis annosa (FR.) KARST.) 

(マツノネグチタケ〉による心材腐朽，

'(3) Polゆorus sch:叩einitzii [Phaeolus 

schweinitzii (FR.) PAT.) (カイメソタ

ケ)， Tγ白慨'fes 抑i (Cηptoder1l隅

THf~' PITXJJAL , llI:SEAS 

第 49 図 HILEY ， W. E. (1919). 
侊he fungal diseases of the commorr larchJ 

(カラマツの菌類病)のタイトル・ページ

pini (THORE ex FR.) IMAZEKI) (マツノカタワタケ)その他による心材腐朽， (4) ナラタケ病 Armillaria 

mellea (V AHL.) SACC. [Armi・llariella mellea (VAHL. ex FR.) KARST) , (5) 葉の病害および苗木の病害，

である。そしてがんしゅ病とマツノネグチタケに関する記述が木書の 1/2 以上を占め，中でもがんしゅ病

*1 RANKIN, W. H. : Manual of tree diseases. New York, xx+398 (1918). 

ネ2 HILEY, W. E. : The furrgal diseases of the common larch. Oxford, xi+204 (1919). 
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第 50 図 NEGER ， F. W. (1919). 
iDie Krankheite nunserer Waldbäum巴 undwichtig. 

sten Gartengeh�zeJ (林木および庭園樹の病害)の扉

ぺーン

についてはきわめて詳細に述べられp

多数の図および写真とともに今日でも，

有用な内容をもっている。なおがんし

ゅ病樹幹横断面の写真が木書の巻頭を

飾っている。

NEGER, F. W.(1919)キ1. iDie Krank. 

heiten unserer Waldb舫me undl 

wichtigsten GartengehölzeJ はドイ

ツで叫版され，内容は第一部非寄生性

病害 (Nichtparasit五re Krankheiten, 
der Waldbäum巴)および第二部寄生性

病害(Die durch parasitisch lebende: 

Pflanzen verursachten Baumkrank.. 

heiten) からなっている。

著者は Tharandt の森林専門学校

(S臘hsischen Forstakademie zu 

Tharandt) の植物学教授であった。

第二部寄生性病害では， A. 寄生性

病害概論， B. 細菌病， c. 病原菌類，

D. 有害地衣 E. 病原顕花植物がと

りあげられている。本書の特徴は約 80'

ページの多きにわたって非寄生性疾病，

をくわしく述べていること，寄生者の

生活様式(栄養摂取法)，寄生者一容

主関係および抵抗性の概説を行なって

いること，ならび病原菌ー類を本書の車ヲj

1{2 にあたる 140 余ページにわたって詳述していることである。病原菌類は系統分類に従って藻菌類，子

嚢菌類および担子菌類の順序にあげ，それぞれ病原菌名をあげては，これによる疾病を説明している。そー

して多数の病原菌図および病徴図をかかげていることも本書の特徴といえよう。付録として樹種ごとの各

疾病の簡単な検索表をつけている。なおこの書は著者によって森林官 (Oberforstmeister) H. KRUTZSCHi 

氏に献呈されている。

日本植物病理学会報および病虫害雑誌の発刊

日本植物病理学会報

“大正 5 年 (1916) 12 月 2 日に東京市神田区……で開かれた在京の植物病理学者の懇親会の席上で，堀

*1 NEGER, F. W.: Die Krankheiten unserer Waldb舫me und wichtigsten Gartengeh�z�. Eirn 
Kurzgefasstes Lehrbuch f� Forstleute und Studierende der Forstwissenschaft. Stuttgart,. 
viii+286 (1919). 
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第 51 図 大正時代における植物病理学者のつどい(学士会館において)
1. 野村彦太郎 2. 岡村金太郎 3. 堀 正太郎 4. 宮部金吾 5. 白井光太郎
6. 上回栄次郎 7. 南部 信方 8. 山田玄太郎 9. 鍬塚喜久治 10. 111上孝一郎
11. 末松直次 12. 三宅駿一 13. 草野俊助 14. ト蔵梅之盈 15. 秋山忠次郎
16. 北島君三

一諸学者の年輩からみて大正 8 年ごろの撮影ではあるまいか。あるいは官部金吾の砂:米
出張(大正 8 年)後の歓迎会ではなし、かと考えられるが，確かではない一

正太郎は学会(注 1:1 本植物病理学会)の設立を提唱し満堂の賛成を得たので，事務所を西ケ原のま事試

l験場(注現農業技術研究所)病理部に置き，幹事に宮部金吾・白井光太郎・抑;正太郎・上旧栄次郎・革

野俊助・出田新・三宅市郎・笠井幹夫，常務委員に末松直次・卜蔵梅之亙の選任を見，翌 6 年 1 月に会員り

を定め，役員を改選したが，当時の会員数は 111 名で，百~i議員は石渡繁胤・伊藤誠哉・出回新・石山信一

・半沢泊・西凶藤次・堀jE太郎・笠井幹夫. I可越重紀・中 EB'立五郎・ k田栄次郎・山田玄太郎・桜井基・

草野俊助・宮部金吾・三'ち勉・三浦道哉・白井光太郎・野村彦太郎…・・，幹事は末松直次・逸見武雄・卜

職栴之豆…・・，会長は大 JE6 年には置し、てなかった。大正 7 年に至って白井光太郎を推薦した。・・…会械

は大正 7 年 (1918) 1 月に第 l 巻，第 1 号を発刊したが爾後第 3 巻までは 1 ヶ年 1 回 6 冊で 1 巻とした。

昭和 9 年 (1934) 4 月第 4 巻から 4 回発行となったー…吋1。

木会報第 1 巻第 1 号には逸見武雄 (1918): rVorl舫fige Mitteilung �er eine neu巴 Anthraknose

von Evonymus jaρonicaJ ， 第 4 号には福士貞吉 (1921): r A willow-canker disease caused by Phy-

*1 日野 巌: j直物病学発達史.東京， pp. 236~237 (1949). 
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salospora 1I1iyabeana and its conidial form Gloeosporiumj ， 第 5 号には三宅忠一 (1923): r桜の穿孔

性褐斑州j，そして第 6 号には北島君三 (1925): rOn the fungus luxuriantry grown on the bark or 

the trees injured by the great fire of Tokyo on September 1, 1923j 等，その発刊当初から樹病関i

係の研究論文が本会報の紙面を飾っている。

第二次世界大戦の末期にいたり，印刷出版事情が極度に悪化，“昭和 19 年度 4 月 9 日に総会及講演会

を開催の予定であったが各種の事情により中止し……。会報第 13 巻 1~4 号を組版し殆ど校了したが昭，

和 20 年 2 月戦災で焼失した。川L 戦後昭和 23 年になって会~Ilはようやく復刊の運びとなり第 13 巻第 1

• 2 号が，同 24 年には第 13 巻第 3 ・ 4 号が，そして同 25 年には第 14 巻第 1 ・ 2 号，第 3 ・ 4 号お

よび第 15 巻第 1 号が発行された。昭和 27 年，第 16 巻にいたってやっと発行が正常になり， 昭和 32:

年第 22 巻からは 5 号をもって 1巻とすることになった。

昭和 40年 (1965) には本学会創立 50 周年記念号として第 31 巻が追加発行された。

病虫害雑誌

これは卜蔵悔之彊が主宰する植物愛護会から発刊された月刊雑誌で第 1 巻第 1 号は大正 3 年 (1914) 10' 

月に発行された。これについて後年卜蔵は当時の事情を次のように述ぺている*2。

'…勤務の余暇土曜・日曜を利用して大正二年十月，近親の坂田H ・H・，栗原……両氏の後援の下に

「日本値物愛護会」を創立したのである。会は初め附属植物病院を設け，名木，庭木，盆栽等の病害虫のa

請負防除を主とし，続いて大正三年に農作物病虫の防除の普及発達を計る為め，会報として月刊「病虫害ー

雑誌」を発行したJ'

本誌には樹病関係の記事が多数掲載されている。発刊当初からしばらくの間学界では本誌があまり重視喝

されなかったかもしれないが，後年になると 1 ページあるし、は 2 ページの小記事でも資料として非常に貴

重なものが少なくなく，その後の研究進展に寄与したところ大である。もっとも，本誌には特に欧文に誤，

t直が目立って多い号があるのでその判読には慎重でなければならなか。

北島君三氏は生前筆者に“購読料はいらなし、から時々投稿してくれとト j政さんにいわれてその気で過ご

しているうちに， v、つの聞にやら病虫害雑誌はこんなにたまってしまった"と諮ったことがある。 ト蔵氏

のこの熱心さと配慮が病虫害とし、う当時としては比較的せまい分野であったにもかかわらず，月刊誌発行ー

という困難な事業の遂行を可能にし，しかも数十年にわたってこれを継続させたー側面とみてよし、であろ

う。この一事だけでも常人にはなかなかできかねることである。

“爾来三十年間続刊せしも大東亜戦争の影響で用紙の配給窮屈となり，政府の雑誌統制の趣旨に賛し昭a

和十八年十二月第三十巻第十号を終干IJ とし，養賢堂発行の農業及園芸誌に統合廃刊した。吋S

日本植物愛護会

大正3年4月発行，大日本山林会報に「植物病院の設立 名木保護会の挙j60) と題する次の記事がみられ

る。 “天下の勝地として其の名の知られたるは悉く之れに植物美観を伴ひたるは云ふまでもなき事にて芝

公園古松，亀井戸の膝乃至飛鳥山の桜の如き何れも其の近き例証を見る可きものなれども所謂植物病医学

なるものが一般に普及せられざるため近来頻りに枯死するもの多く上野公園の名木籾ては亀井戸の藤の如1

ネ1 日本植物病理学会事[Ý. 13 (1 ・ 2) ， p. 72 (1948). 

柏 卜蔵梅之亙:ト蔵七十年の回顧 p. 98 (1963). 

*3 一一一一:同 上 p. 112 (1963). 
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き何れも病気(煤煙0)放のλ;こあらず)に確りて萎縮し徒らに東京名所の名のみ残すは泊に惜しき憾みなり

とて予ねて斯道に造詣政き西ケ原農閑勤務の植物病医学者山根重成氏は今回大限酒井(忠興)両1自を首め

恰付(理)，古 J JI(農)‘佐々仁(f型)，大工!泉(農)の清博士，阪谷男爵，大倉喜八郎，岩原謙三氏等朝野の学

者紳商華族約五十余名

の賛助を得て小石川原

町十二番地;二取り敢へ

ず「日本植物愛護会」

なるものを設立し箕専

門事業として病害虫に

関する植物の研究試験

を行ふ事とし昨今夫れ

夫れ之に着手したるが

伎の亀井戸天神境内の

古松の如き病害虫のた

め枯死せんとせしを山

根氏は幾多のJtf]手と J七

に|司地に出張して店主制

.陶』誠一...
‘ ゐ必r-・、ザ苛伊司胃r

看護 tj 
4・IL 'j，Jぃ
第 52 図 日本植物愛護会職員(大正 4 年)

前列左から，佐々木技手，山根技師， ト蔵幹事，南部子爵，早水技師，
鈴木助手

の幹部を始め大小の枝を泥海:二て包み其の全部士中に矧まれる態にして漸くに一命を止めたりとの事なる

が時節柄好箇の事業たる可 L3"

上の紹介記事からそかおおよそは察しられるが「日本植物愛護会也意書」制の後半には“……今楠物枯

損の原因を考察するに素より多種多様なるも病菌又は害虫の寄生によるもの其大部を占む ……而して之

等の病害虫;立忽ちにして他樹:二伝染するものなるが故に……常に注意して被害を未然に予防するのん‘法を

講ぜざるべからず 然れ共其診:r;u~主治療は多年植物病医学を研究したるものにあらざれば為し能はず依

て之が機関を設け予防救護に遺憾なからしむるは目下の急務たるベし即ち是に見るところあり斯の急務に

庇ぜんが為均本会を設立せ，) 若しそれ幸に諸賢の賛同を得て着々事業を進捗せしむるを得ば樹木の救護

せらるるもの夫れ甚7ご多かるべきを{言ず。"とある。

i )，:;こ「日本陥物愛護会要員リ」から二，三をひろいあげれば次のとおりである。

‘一，本会;計直物病院を設置して病害虫に関する研究試験を行ふ"

6一，本会i立毎月ー同病虫害雑誌を発刊するものとす"

“一，本会にな賛助会員J!常会員及講読会員を置く"

e一，賛助会員及通常会員の庭樹及盆栽は本会の技師をして月一回以上往診せしめ実費にて其が'1 ~守虫の

駆除，予防，肥培， 子入等を行はしむ"

“一，叉一般の依頼に応じ庭木盆栽類に発生せる病害虫の防除を行ふ"

・ー，会員は病害虫に関する諸般の質問をなすι とを得"

“一，本会心事務所及植物病院は小石川区原町十二番地に設置す"

なお職員とし次の諸氏の名があがっている。

キ1 病虫害雑誌 1 (1) , pp, 1~5 (1914) , 
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幹 事 卜 j蔵梅之E豆 嘱託子爵 南部信方

技 日市 山根重成 技師(洋行中)問中恒

技 師 早水正澄 技 手 佐々木 英

E力 手 鈴木勝平 助 手 矢島俗郎

助 手 山根幹人 助 手 西村 J成

E力 手 山崎隆吉

本会は多数の名圏内の樹木類および花升盆栽類の病害虫防除を行なったのであるが，その概要は機関誌

病虫害雑誌に掲載されている駒田〉船船舶 86) 95) 船舶 180) 144)。

大学および専門学校における樹病の講義

九州大学

農学部は大正 8 年 (1919) 2 月，農学，農芸化学および林学の 3 学科により設立。開講;主農学科大正

10年 4 月，農芸化学科と林学科は大正 11 年 4 月。

「樹病学及び同実験」は開設当初から学課目として組まれてし、たが，前宮崎大学農学部教授重松義則博

士(林学科 大 14 卒)によれば“当時樹病学は毎週 2 時間 1 年間で，前期は櫛物病理学概論を農学科学

生と一緒lこ.後期は樹病学各論を林学科単独に授業，樹病学実験は後期でした。私が中回教授の樹病学を

教えて Ei. ったのは大正 11 年 4 月 ~12 年 3 月まで( 1 年生)講義。同 12 年 4 月 ~10 月迄樹病学実験

(これは選択科目)と記憶してし、ます"とし、うことで，大正 11 年 (1922)，中田覚五郎担当によって開

企合された。

昭和 3 年 (1928) 以降は助教授吉井甫が担当，氏が教授に昇進後もひきつづきこれを受けもち，昭和 26

年 (1951) 新学1IJIJによってこの学課が消滅するまで担当した。

盛岡高等農林学校(盛岡農林専門学校，岩手大学農学部)

明治 36 年開校，同 37 年 (1904) すでに「森林植物及樹病」という学課があり， これは大正 10 年

(1921) までつづいている。明治 37~38 年の担当者は不明であるが，森林植物は山田玄太郎が，また森

林保護は淵野旭子が担当している。その後大正 8 年まで「森林植物及樹病」は山田玄太郎が詩義を行な

った(ただし大正元~4 年，山田海外留学中は小泉多三郎が担当)。大正 9~10 年は不明。 大正 11~14

年には学課目名は「森林植物学及樹病学」となり，松本棋担当。

単独の学課として「樹病学」の誇義が行なわれたのは大正 14 年 (1925) からで，大正 14~15 年;二;立

松本録が担当した。大正 15~昭和 3 年の担当者は不明であるが，富樫浩吾は大正 15 年から本校の名簿に

のっているから，氏が行なったのではあるまいか。昭和 4~21 年，富樫が担当したが，氏の外遊中(昭和

11~13年)は村山大記が講義を行なった。昭和 22~25 年永井政次，同 25~29 年高橋喜夫，つづいて津

山博之が担当。昭和 30 年 (1955) 以降は伊藤一雄が非常勤講師として講義を行なってし、る。

鹿児島高等農林学校(鹿児島農林専門学校，鹿児島大学農学部)

明治 42 年 (1909) ， 7 月 7 日付， 女部省令第四号「鹿児島高等農林学校規定」社 林学科学科目;二

「森林値物及樹病」があり，同年開校当時から河越重紀が担当，昭和 5 年まで継続した。昭和 5 ~15 年

には内藤喬が担当したが，この間北島君三も非常勤講師と L て講義を行なった。

*1 大日本山林会報 329， pp. 53~54 (1910) (明 43).
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昭和 16~24 年，権『泰道夫が樹病学を分担。同 19 年鹿児島農林専門学校と改称。

昭和 24 年(1949). 鹿児島大学農学部となり，同年「樹病学」を単独開講，権藤道夫が担当，現たに至る。

樹病研究者小伝

南部信方 (1858~1923)

安政 5 年 5 月，盛岡藩主利剛第三子として生る。明治 2 年 1 月，同族陸奥七戸藩主となる。 10.384 石

余。同 2 年版籍奉還，七戸藩知事に任じ，同 17 年子爵。旧盛岡藩主，伯爵南部利淳の叔父。これよりさ

き，同 9 年 2 月米国留学.11 年 12 月帰朝。同 17 年 7 月，浜，芝両離宮，吹上御苑勤番。同 19 年 2

月. ì兵，芝両離宮，吹上御苑勤番廃止。同 21 年 6 月福島県尋常中学校助教諭，同 22 年 6 月同校教諭心

得，同 22 年 12 月依願退職。同 28 年~30 年，農

商務省嘱託(水産調査事務)。同 30 年~31 年，向

上(東京大林区署森林技術上の事務取扱)。同 34~

:35 年，華族女学校欧諸課授業嘱託。同 36~38 年，

学習院教授任務嘱託。同 45 年 7 月，東京府立農事

試験場嘱託。大正 4 年，差是商務省嘱託，ついで雇，

山林周ついで林業試験場勤務。同 5~6年，林業試

験場助手。同 7 年 12 月~同 11 年 7 月，農商務省

嘱託(森林保護に関する調査)。同 12 年 5 月， 従

二位，同年 7 月逝去。

氏は初め自ら採集した植物寄生菌を P. HENNINGS 

に同定を仰ぎ， その結果を報じたが， のちには林

木，庭園樹，盆栽等の病原菌に関する多数の報交を

公にした。

氏に献名された樹木類の菌類としては Puccinia

.nanbuana P. HENN. (メダケ). Coleosporium nam幅

削bzωna P. HENN. (Ochroρsora nambuana(P. HENN.) 

DIET.J (アキグミ)および Ramularia nambuana 

P. HENN. (シパヤナギ)等があり，また氏と堀正太

第 53 凶南部信方

郎との共同命名になる Cercosρora ρini.densiflorae HORI et NAMBU (マツの葉枯病菌)は現在マツ類の

重要病原菌のーとなってし、る。

氏の経歴等について筆者が問い合せたところ， 卜蔵梅之E雲氏から次の回答がょせられた。 “南部子爵ニ

就テ詳シグ存ジ、マセンガ如何ナル動機で菌学ニ極味ガアツタノカ，標本ヲ採集シテ時々西ケ原農試(注現

農業技術研究所)堀技師(注:堀 正太郎)ヲ来訪セラレタ縁デ拙者経営ノ日本植物愛護会デ採集ノ観賞

植物標本ノ整理ヲ煩シ，其結果ハ病害虫雑誌ニ連載シテアリマス。"

信方氏の令孫南部信俊氏は筆者の申出に対して上記信方氏の経歴書とともに次の便りを寄せられ f二 3

6 …-私が養子として入りましたとき……祖母(注:信方氏夫人)主り信方のことについて少々うかがL 、ま

したが樹病研究をしました色々の資料，顕微鏡などは死去当時すべて林業試験場へ寄贈したとかで、何一つ
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残っていませんでした。祖母の話ではずい分，あちら，こちら日本中旅行したそうで，費用もかかることとて

育ー森七戸の山林 I，f~畑も次々と手ばなし金にかえてしまったとのことですf 樹病研究の動機について信俊

氏は“・・一明治 16 年 9 月より同 17 年 8 月まで内線新宿植物御苑内に居住していますので，このあたりで

樹木に接すること多く，樹病の研究へと進んだのではありますまいか"といい，さらに“……晩年林業試験

場で仕事をさせてもらったのが本人の一生でもっとも生きがし、のあるときではなかったで、しょうか。その

他は長続きのしなか仕事振りであったようで，標本作りのため旅をするせいであったのか，いわゆるお殿様

の仕事であて1 たのか、とにかく明治の終り頃までは小間切れのお勤めばかりです。しかし米国に留学して

英語がたん能にな ""， tこことが樹病研究の武器となり大いに役立つたのではないでしょうか"と結んでし、る。

林業試験場研究顧照・農業大学講師(元林業試験場防災部長)玉手三棄寿氏は“自分が林業試験場に勤

務した大正 10 年ごろ，南部さんは週1， 2 回試験場にみえていた。すでに相当なご老人で，当時 60 才

以上とお見うけした"といっているが，氏はその晩年まで林業試験場に足を運び，樹木類の病原菌への興

味を失わなかったことは上記令孫信俊氏の述懐を裏付けるものであろう。

安田篤 (1868~1924)

明治元年 9 月，旧幕旗本の子として東京に生る。同 17 年東京府中学校に入り，同 20 年第一高等学校に

入学。同 25 年"も:国大学理科大学に入札動植物学科を修め，第三学年において植物学科を専攻，同 28 年

第 54 関安田篤

7 月理科大学を卒業，さらに菌類生理学研究のため

大学院に入学，松村任三，三好学らの指導をうけた。

|司 30 年 5 月，第二高等学校(仙台)講師， 同年

10 月教授に任じられた。大正 13 年 5 月，脳溢血の

ため急逝制、

氏の業績については今関六也 (1936)*1 によれば

次のとおりである。“安田先生は……早くから下等

植物の生理及分類学的研究に従事され，本邦植物学

の草創時代に於ける開拓者の一人として邦内所産の

蘇苔類，地衣類，菌類の開明に心血を注がれたのであ

る。先生の研究は斯く広範囲に亘ってゐたが，

急逝される直前迄凡そ三十年間の努力は此の何れの

部門に在ってもー権威としての地歩を築かれ，今日

の発達に力強い基礎を建設されたのであった。中で

も菌類の研究は先生畢生の事業とされたものであっ

て殊に森林樹木・木材の病害・腐朽の原因たるイボ

タケ科・ハリタケ科・サルノコシカケ科等の分類学

的研究は今日も尚先生の研究より一歩も出ることな

く，唯一無二の指導となっている。先生がこの方面の研究結果を発表されたのは植物学雑誌第二十二巻

(明治四十一年)より同三十八巻(大正十三年)に至る迄一四七回にわたって掲載された菌類雑記及び独

担今関六也:安田先生の菌類標本についてー植物学部新着標本一.自然科学と博物館 81， pp. 12~ 13 

(1936) ー
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乙女を以て【;己軟されたる三十二の新種発表の論文を主とする。当時米国に [.'1学の大家C. G Lloyd 氏が唐

り，氏は全世界各地の研究家に依頼状を派して菌章標本の蒐集を行って居たが， 安田先生も亦Lloyd 氏

と親密なる交際を結;王れ先生のもとに集まる日本各地の標本を次々にLloyd 氏に送り知識及び標本の交一

換をされたのである。叉同じく米国の菌学者 E. A. Burt 氏或は J. R. Weir 氏等とも多数の標本交換を

行はれたので、あった。斯くしてはじめはLloyd 氏等の教示にまつ処が多かったので・あるが，大lE 5 年・・一

…発表されたアカギタケ (Polystictus nipponicus Yasuda) を最初として次々に新種を記載される様にな

った。新種は邦文記載のものを合してその数約五十余種に達してゐる。安問コレクシヨンの中に是等諸菌

の基本標本 (Typus) が含まれてゐることは勿論であり，更にLloyd 氏によって発表された幾多の新種

の準基本標本 (Co-typus) も残されて居り，叉前記Lloyd， Burt, Weir 等の三大歯学者を始め其他の外

国菌学者より送られた多数の欧米標本が蒐蔵されてゐる。......先生は晩年に近く文部省の科学奨励費を受

け「森林植物病害菌J ， í菌類の生理的研究」他，地衣類及び薬事苔類の分穎に関する論文を七回にj歩って提一

出された由であるが‘不幸にして大正十二年の震災に遇って烏有に帰したと云ふ・…-J'

氏は金銭iこ倍淡，無頓着，弊衣を苦にせず，世俗に超然としてその一生を研究一途にうち込み，古き良

き時代のまさに典型的な学者気質の人であったという。

岡山大学農学部教授安田 勲博士は氏の第二子である。令息勲氏が筆者に寄せられた手紙の一節を次に

引用させて、、ただ〈ジ，これは氏の経歴，お人柄をしのぶ好資料だと考えられるからであり，今となって

は公表してもさしっかいなし、と判断するからでもある。

If~:歴は市村先生Si5) のかかれた通りで，これは手許にある亡父の履歴書と照らして間違いありません。.

東京府中学とは後の府立ー中，現在の日比谷高校で'

す。これによると明治十七年頃は中学三年，高等学

校五年のようですが，いくら昔でも父が二十才で一

高に入学したことになり少し年をとりすぎていま

す。これには理由があり，父の父(大蔵省役人)は

父を実業家にでもするつもりで銀行(どこかわかり

ません)の見習にしたそうです。それが中学に上る

前で父は銀行員になるのがいやでたまらず，殺に内

緒で、中学を受け，合格したので親もあきらめたとき

いています。それで二高時代もソロパンはなかなか

達者でした。死亡月日:立大正十三年五月十二日が本

当ですが，位階を二階級あげて貰える手続上，文部

省へは十四日に死亡したことになっています。-

亡くなったのは現職中でしたから葬儀は校葬で私も

列席しました…

川村清一(l881~1946)

明治 14 年 5 月.岡山県津山市に生る。同 39 年

東京帝国大学理科大学植物学科を卒業。 同 40~45

年，東京学院(中学校)博物科および東京青山学院
第 55 [>;<1 川村清一
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中学部植物科教師。

同 42 年 1 月 ~45 年 3 Ji ，農商務省嘱託(林業試験に関する事務)。同 45 年 3 月，林務校師，山林局

キキ業試験場勤務。大正 2 年 6 月，山林技師兼農商務技師。同 3 年 4 月，千葉県技師，千葉県立高等園芸学

校教諭。同 5 年 6 月， r ツキヨタケの研究」によって理学博士。同 5 年 10 月，宮内省内匠寮嘱託。同 6

年 2 月，千葉県立高等協i芸学校教授。同 10 年 10 月，宮内技師兼任。同 12 年 4 月，学事視祭のため欧

.米各国へ出張，同 13 年 4 月帰朝。 l司年 6 月，兼官を免ず。同 15 年 7 月，千葉県地方技師。昭和 4 年 6

月，女部省移管千葉高等I~~芸学校と改称，千葉高等園芸学校教授。同 8 年 6 月~同 10 年 2 月，欧米およ

lびエジプトへ留学，この間欧州、|における副業および木材腐朽菌に関する調査を農林省より H属託せられる。

凋 16 年 4 月，依願免本官，講師。同 21 年 3 月死去。

氏は東京大学時代三好学に師事した。明治時代に斑竹，タケの開花病およびマダケの水枯Il~j等タケ類の

病害研究を行なったほか，キノコ類に関する多数の論文を公表している。斑竹の研究キ1 は氏の大学卒業

主命文であったという。氏は農商務省(農林省)林業試験場における最初の植物病理学者で，在職期聞は短

かかったが，その間スギの赤枯病に関する試験研究に従事し，なお千葉高等園芸学校に転じてからは木造

ー家屋の腐朽に関する報文もあるが，その主たる業績はキノコ類の研究で，キノコ諺lの多数の著書がある。

第 56 図三宅市良1I

三宅市郎 (1881~1964)

明治 14 年 3 月，岐阜県恵那郡串原村に生る。第

一高等学校を経て東京帝国大学農科大学に入学，明

治 39 年 7 月卒業。大学院を経て同 40 年 4 月助手

錠 に任ぜられた。同 43 年 9 月 i青国北京大学教授。清

国政変のため大正 3 年 9 月帰国。

大正 4 年 1 月，農商務省蚕糸試験場嘱託，同年 4

月東京農業大学識mlî，同 6 年 11 月農林省農事試験

場に米穀貯蔵と微生物学的研究を嘱託され， 同 14

年 8 月，東烹農業大学教授，植物病理学講座担当。

昭和 3 年 5 月，農林省米穀利用研究所嘱.'1:， 同 25

年 4 月，玉川大学教授，同 33 年 5 月，東京農業大

学名誉教授。

明治 42 年 8 月から 3 か月間南支那方面に，大正

4 年 3 J~ から 3 か月間フィリ γ ピン方面に植物病害

調査のため出張。昭和 21 年 5 月、東京帝国大学医

学部研究嘱託として，薬王里学教室において黄変米の

l箱学的研究に従事。阿部年 5 月， rカピ類代謝産

物の I'þl毒学的研究」により日本学士院賞受賞。昭和 39 年 2 月残す判。

氏の樹病方面の主な業績としては，明治，大正年間にはタケ類の菌類，タケてんぐ巣病菌，コリヤナギ

立枯細菌病，紫紋羽病等があり，昭和年代にはスギ亦枯病に関する報文がある。背~壮年時代における氏

*1 川村清一:斑竹ニ就テ.植物学雑 21 (250) , pp. 287~296 (1907). 
*2 向秀夫:三右市郎先生.日 HLi病限 29 (3) , pp. 101~102 (1964). 
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の研究には柏村内関係のものが多く，病原菌の分類学的研究2詐 なお紫紋羽病についてははじÌlÖ\

て本病病原菌の生理学的研究を行ない，その防除法の確立に努者ン且Fもこれは高く評価されてし、る。ー
持鞍手".，

伊藤誠哉 (1883~1962)

明治 16 年 E 月司新潟市に生る。新潟中学校，札幌農学校予修科を経て明治 41 年 7 月，東北帝国大学ー

農科大学製学科を卒業。同年 12 月同大学助手，翌 42 年 9 月助教授，、次正7 年 8 月北海道帝国大学教授

に任ぜられ，同 9 年 11 月北海道庁技師兼任。昭和 16 年 4 月同大学農学部長，同 20 年 11 月北海道帝国

大学総長，同 25 年 10 月退官， 同年 11 月北海道

大学名誉教授。

大正 8 年 6 月，北大総長推薦により農学博士の学

伎を受け，同 10 年 11 月から 2 か年，北米合衆国，

ドイツ，イギリス， フランス諸国に留学。昭和 10

年 4 月 r水稲主要病害第一次発生とその綜合防除

法」に対して日本農学会賞を授与され，同 25 年 10

月， 日本学こと院会員，同 34 年 11 月，文化功労者

として顕彰され，変化功労者年金が授けられた。昭

和 18 年および 19 年度，日本植物病理学会会長。

昭和 37 年 11 月逝去*1汽

氏は植物病理学および菌学に関する多数の論文著

書を公にして U、るが，なかでも氏の畢生の大著「日

本菌類誌」は世界的な業績とされている。研究生活

の前半におし、て，タケ，ササ類のさび病菌，赤星病

菌(Gymnosporangium) , Uromyces 属菌その他樹

木寄生さび菌の研究およびナラうどんこ病菌新属

Tyþhulochaeta の創定等主として病原菌の分額学的

分野において氏は樹病学にも大きな貢献をなした。

ト蔵梅之丞 (1887~ ) 

第 57 図伊藤誠哉

明治 20 年 12 月，島根県に生る。同 38 年 3 月，島根県立農林学校を卒業。同年 6 月，農商務省農事

試験場勤務，掘正太郎の指導をうけた。 “・…・当時参考書は邦文のものはー，二しかなく殆んど外国書で

語学の必要を痛感したので・・・・・・退勤後・・....聖学院英語学校夜間部・・・・・・続いて・・・・・・独逸協会的属独逸語専修

学校夜間部"に学ぶ。大正 9 年まで 15 年間農作物病害防除に関する試験研究に従事。同年 8 月，農商務:

省農務局嘱託，病虫害防除行政の主任者として縦横の才腕を振い，昭和 16 年 5 月退職。日本特殊農薬製一

造株式会社顧問，同農事試験場長。同 27 年 5 月， r日本農作物病害防除発達史」によって北海道大学よ

り農学博士の学位を授与された。岐阜高等農林学校および山口大学農学部各講師。

大正 2年 10 月，日本植物愛護会を創立，つづいて同 3 年，農作物病害虫防除の普及発達のため会報と

して月刊病虫害雑誌を発行， “一…・爾来三十年間続刊せしも大東亜戦争の影響で用紙の配給窮屈となり炉

叫平塚直秀:伊藤誠哉先生.日植病報 28 (2) , (1963). 

相日野巌:植物病学発達史.東京， p. 264 (1949). 
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第四図卜蔵梅之 ilß

政府の雑誌統制の紐旨に賛し昭和十八年十二月第三

十巻第十号を終刊とし……廃刊した"判。 氏はまた

日本植物病理学会の創立にも大いに努力し勺I有理学

の発達と普及を計り，且つ専門家の意志の疎通を計

るため大正五年……笠井(幹夫)，末松(直次)と学

会の創立にっし、て懇談・…-同年 12 月…・・在京専門

家の懇談会を開き，席上堀博士の提唱により本会を

創立することになった。吋1

氏の樹病関係の業績としてな「ミヴマ F の細菌性

立枯病」に関する研究 r根頭がλ しゅ病」の調査

および「スギの赤枯病」につU ‘ての撮女等がある。

なお，氏が筆者に寄せられた手紙A一節に“……小

生樹病ニ関係アリトセノミ，史樹名木/調査及保護-

・・樹木ノ内科療法硫酸鉄ノ注射-ぃ日本稿物愛護会

植物病院事業……"とあるように，この方面の功総

も忘れてはならない。

要約

明治 42~43 年 (1909~1910 年)に茨城県の一角

」こ突如とじて発生したスギの赤枯病はその後みるみるうちに蔓延し，大正中期にはほとんどわが国u、たる

ところに見られるようになった。これは誠に激烈悪質な疾病で一首畑で数十万~百万本以上に及ぶスギ首

が被害をうけて，これを焼却するの余儀なきにいたらしめた例は枚挙にいとまがなかった。まさに本邦の

林業がはじまつだ以来初めて経験する悪疫の到来というべきで，朝野をあげてこの防除対策に頭を悩まし

た。

まず本病病原の探究が行なわれたのであるが，これを Phyllosticta (Phoma) cryptomeriae KAWAMURA 

とする者あり ， Cercospora cryptomeriae SHIRAl を病原に加える者あり， あるいは Pestalotia shiraiana 

:P. HENN. を数えるものあり， また Phom頃菌と Cerωspora 菌を同種異型体だと唱える人あり，という

ように諸説紛々として帰一するところなく，この決定ははるか後年の昭和中期まで持ち越された。

ともあれ，防除法を求める声が巷に満ち満ちたため，急きょ育首法，施肥法および薬剤散布法等諸般の

'防除試験が施行され，ボルドー液散布が本病の予防に卓効を示すことが見い出され，これを主体とする一

応の防除法がたてられた。しかし薬剤散布を行なうなどとは考えてもいなかった当時の林業においては，

本法を実施させることは容易な業ではなく，ために本病によってスギ苗育成が危殆に瀕していた各府県で

iは強力な行政指導および行政措置を講じ，ょうやくにして本病の激発を抑えることに成功，その後昭和初

期まで小康を保ち得るにし、たった。これは本邦樹病史上特筆すべき事蹟で，本病の試験研究を行なった農

商務省林業試験場では}II村清一，今枝直規，北島君三，鉄道院総裁官房研究所の笠井幹夫および静岡県農

会の原摂祐らの努力は高く評価されなければならない。

相 ト蔵梅之丞:ト蔵七十年の回顧. pp. 172 (1963). 
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昭和中期lこいたりまたまた本病が全国的に大発生，明治末期から大正年代の惨害を再現したことが契械

となって，この限本的な研究が行なわれ，病原菌の決定，その生活史，生活閣の解明等基礎的研究と，こ

れらの基礎に立脚した|防除試験が実施され，っし、に環論的;こも実際上もほとんど完壁な防~fr対策の樹立を

みるのであるが，これは一朝にして成ったものではなく，明治，大正時代に行なわれた先業諸学者の業f:t1f

と、その後の学問の進歩がもたらしたものであることを銘記すべきであろう。

樹木寄生さび菌ではまず赤星病菌 (Gymnosρorangium) につし、て明治末期から本絡的研究に着手され，

大正年代にいたり詳細綿密な検討が行なわれた。その経過においては一部研究の組漏からいささか混乱を

おこしたこともなしとしないが，しかし本属菌類の分類および異穂寄生性はほとんどあますところなくと

りあげられたといってよく，後年新種として追加されたものおよび学名の変更をみたものが若干あるが，

大正年代の研究でほとんど出つくしたといってよいであろう。これらの異種寄生性および生態の解明によ

って防除の実際にも寄与したところ大である。 Uromyces 属菌類についても同様，明治時代から手がけら

れた本属菌類の分類学的研究は一応完結をみた.ともに世界に誇るに足る業績よ:、ってよし、であろう。ま

た樹病上重要なさび菌である Melamρsoridium 属，および明治時代にとりあげられて一時中止されていた

Melampsora 属菌類の分類および異種寄生性に関する研究もふたたび行なわれて見る戸くき成果があげられ

たが，これらは昭和年代にはいってさらに急速な発展が見られるようになる。

1904 年北米合衆国 New York に発生したクリの腕枯病はその後僚原の火の如1< 紘大，全米のグリを全

滅の危機におとしかれた。本病の発見当時， 日本グリがこれに強J底抗性を示す ζ とから病原菌:土日本から

渡来したものではあるまいかという仮説をたてた人があった一方，本菌の米国原産説も出て対立した。わ

が国の学者のなかには真正胴枯病菌は日本に存在せず，ただ近縁菌があるのみだと強硬に主張する者があ

り，一方中華民国で真正胴枯病菌が発見されて以来，日本にもこれは分布しているに相違なく，日本の学

者は知りつつもかくしているのだと邪推する向きもあって日米両国間の感情問題にまで発展，当時米国で

おこった日本人移民排斥運動と相まって一時険悪な空気が円米聞にただよった。しかし，わが国の学者の

協力もあって真正胴枯病菌 Endothia parasitica の日本存在が確認され本蘭の同定が困難なことがこのよ

うな事態におとし入れたもので日本の研究者に他意のないことが理解され，日米間の紛争もようやく解決

されたという。それにしても，米国における華々しい業績発表に圧倒されてか日本における本病の研究;主

ほとんどみるべきものなく大正時代を経過，昭和時代にいたってようやくやや充実した研究線告が発表さ

すもる。

格i病学独特の分野とし、ってよい針葉樹および広葉樹の枝枯性・胴枯性病害が多数とりあげられてそれぞ

れ研究の対象とされたのであるが，なかでも逸見武雄が行なったキリの腐らん病(立枯病)およびサクラ

のがんし事病に関する研究は，今日みても誠に立派なもので氏の青年時代における力作と u、ってよく，氏

が終生樹病に興味を持ち，この方面でも数々の業績を残すことになったそもそもの発端はこの時代にあっ

すこと見てよいであろう。

数々の炭痘病および近似病害もまた研究対象としてとりあげられたが，なかでも福士貞吉によるコリヤ

ナギの炭痘病は病原菌生活史の解明において間然するところがなく，本病はその後欧米にも存在すること

が判明，氏の命名にかかる本病病原菌は広く知られるようになった。未完成ながら辻良介のキリとうそう

病(黒痘病)の研究は，炭痘病との相違をよく把握して正確な記述を行なっている。本菌はのちに

.s�haceloma tsujii HARA と命名されて氏の功績を永くたたえることになった。早逝された氏の業績として



-176 ー 林業試験場研究報告第 181 号

は遺稿集ほかわずかなものしかないが，果樹を含めて樹病に特に興味を持っていたようにうかがわれ，そ

の早逝は惜しまれてならない。逸見は当時まで知られていた農作物，果樹および林木に寄生する多数の炭

痘病菌について比較形態学的および生理学的広汎な研究成果を発表，この方面の新たな分野を開拓した。

明治中期にわが国で発見記載された紫紋羽病菌の学名に関しては，その後いろいろな見解が表明された

がそれはそれとして，大五年代にはグワの本病被害が各地で発生，養蚕業上の憂うべき障害となり大きな

問題になった。本病の台湾における伝播状況をこくめいに明らかにした沢田兼吉の謁査は疾病伝潜を知る

好1聞の資料といってよいであろう。本病病原菌の生理学的研究を行なった三宅市郎の業績は精細をきわめ

ている。氏の努力にもかかわらず本菌の分離，純粋培養は不成功に終わったため，これは培養不能な菌と

一般に考えられるようになり，その後永い関本病研究の空白時代がつづき，昭和中期にいたりようやく本

菌の分離培養が可能となるに及び，ふたたび各方面で、本病の研究がとりあげられて著しい進展をみること

になるが，これは後日のことである。養蚕業界の切実な要望に答えるべく，主として三宅によって本病の

防除試験が行なわれ，防除薬剤としてはまず二硫化炭素が，ついでクロールピクリンが見い出された。特

にグロールピグリンによる土壌消毒は本病防除に卓効を示すことが明らかにされたのであるが，今日でも

本剤は紫紋羽病を含めて土壌伝染病防除の唯一の薬剤といってよく，三宅の残した功績ははなはだ大き

し、。

林業上の重要樹種であるスギ，マツ，ヒノキ，カラマツ等の種々の疾病がこの時代にとりあげられて，

それぞれある程度の成果がおさめられている。たとえそれらの研究が不十分なものであったにせよ、その

後の試験研究遂行上貴重な礎石となった点は何人も否定し得ないであろう。笠井幹夫，北島君三によって

注目されたスギ苗の菌核病は，昭和中期にかたり針葉樹首雪腐病の研究となって大成され，また南部信方

の発見，記載にかかるマツ苗の葉枯病はその後長い間忘れ去られていたが，これまた昭和中期に大発生，

今やマツ類の最も重要な疾病のーに数えられ，その薬剤防除法は一応できあがったが，本病に対する外国

種を含めて種々のマツ腐の耐病性は興味の中心になっている。たまたま本病病原菌 Cercosρora ρini­

densiflorae HORI et NAMBU は当時田中長三郎によって Mycologia 誌上に紹介され， これが CIlUPP ， C. 

(1953). A monograph of the fungus genus Cercospora. New York. に掲載されてし、ることもあって，

海外からも関心がょせられている。

明治時代にひきつづき，大正年代におし、ても病原菌の分類・同定が樹病研究の大きな部分を占めている

ことは，斯学の当時における状況から止むを得ないところであった。 Gymnosρorangium， Uromyces , 

Melampsoridium および Melamρsora 等さび菌についてはさきに述べたとおりである。 うどんこ病菌科

ではこの時代に Sawadaea MIYABE, Uncinulo.ρ>sis SAWADA および Tyρhulochaeta S. ho et HARA の 3 新

属が迫力日されたのて、あるが，これは実に篤くべきことで，古くからよく調ぺつくされていたと考えられて

いた本科菌類に，新属が登場しようとはおそらく何人も思い及ばなかったであろう。これらを創設した宮

部金吾，沢田兼吉，伊藤誠哉および原撰祐の観察眼のするどさにはただただ敬服のほかない。

タケ・ササ類の菌類もまた明治時代にひきつづきくわしく調べられて，新種が多数記載された。本邦特

産といってよい円盤菌類の分類も詳細にわたって行なわれたのであるが，属の採用，種の命名，変更，抹

殺，復活等変転きわまりなく，昭和初期にいたってもこのグル{プの菌類の分類は明確でない。これらは

菌学的にきわめて興味深い一群であるが，新たな観点に立って再検討を加えてすっきりした分類を完成す

るには本邦人をおいて他にないと考えられあ。今後この方面に興味を持ち，わが国に産する豊富新鮮な資



日本における樹病学発達の展望 (II) (伊藤) -177 一

料によって意欲的に取り組む研究者の出現を待望するものである。

材質腐朽菌(木材腐朽菌)の分類・同定は安田篤の明治から大正にわたる約 20 年間の努力によって，

ほぼその全貌が明らかにされた。その後し、わゆる革新派分類学の拾頭によって，氏が採用した属名には変

更をみたものも多数あるが，菌そのものはあくまでもそのもので，安田が残した足跡は誠に偉大で・ある合

氏につづく者として昭和年代iこ入り今関六也が登場する。

生立木の材質腐朽性病害としては，明治時代のカラマツ腐心病以来，若干の空隙があったが，大正年代

には，エゾマツ， トドマ、ソその他について報交が公にされ，また林木のナラタケ病に関する調査研究がよ

うやく行なわれ，これは後に昭和中期の一大飛躍の基礎となった。

用材の腐朽に関する試験研究が本格的にとりあげられたのも大正年代である。もっともその初期におい

ては，腐朽現象の何たるかの啓蒙につとめなければならないほど当時における一般知識水準の低さは否定

できない事実であった。まず笠井幹夫は主として鉄道枕木の腐朽について，ついで川|村清ーは当時全国的

に流行した木造西洋風家屋の腐朽調査を行なった。川村以後北島君三も，木骨モルタル塗洋風家屋が腐朽

によってその耐久年限が著しく短縮されることを指摘し，外見堅固に見えるこの種建築物はわが国のよう

な高温多湿な風土条件下では誠に好ましくないと警告を発している。しかし，との警告はほとんど全く無

祝されて， 現今なお簡易耐火建築の名のもとに， 素材木骨モルタノレ塗り家屋があいもかわらず建造され

て，木材の耐周年限を著しく短縮していることはよく見られるとおりである。

各種木材の耐朽性に関する調査研究も，ょうやく軌道に乗りはじめた。しかし大正年代には，本チlíでは

いまだフラスコ法 (flask test) を採用するまでにはいたらなかった。青森産ヒパ(ヒノキアスナロ)材

がきわめて腐朽しがたし、ことは古くからよく知られていたのであるが，その耐朽性の原因を明らかにする

努力が北島によって行なわれ，材中に含まれる揮発性i由がそれであるとされた。なおヒパ油の研究は昭和

年代にも行なわれ，これが基礎となって台湾ベニヒのヒノキチオールが見い出され，のちに野直11鉄男の七

環化合物発見にまで発展したという。

木材の青変菌に関する研究は本邦では笠井によって初めて行なわれ，初期研究としてはきわめて充実し

た業績が発表されたのは大1E 6 年のことである。氏は青変菌の分離培養を行ない接種試験によって青変現

象を再現し，菌の形態的および生理的性質を明らかにし，さらに防菌法にまでふれている。青変菌の同定

において正鵠を欠く点があったとしてもそれはせめられるペきではなく，むしろ氏の先見の明をこそfこた

えるべきであろう。大正年代にはこの方面で氏につづく者がなく，昭和年代にし、たって西門義一，北島君

三らによって精細な研究が行なわれる。

樹病専門の著書は，大正年代も中期にいたってようやくその出現をみた。すなわち出回新 (1921) 編樹

病学教科書，原摂祐 (1923) 編樹病学各論および同氏 (1923) 著樹病学援要がそれである。原のごときは，

出版しでもはたして買手があるかどうか危俣の念が持たれてこれを引きうける出版社がないため，自費出

版にせざるを得なかったという。まさに今昔の感ありというぺきである。

わが国におし、て，最く古く開設された農林専門学校である盛岡高等農林学校(現岩手大学農学部)では，

大正年代にようやく単独学課として樹病学の講義が行なわれ，今日でもこれが継続されている。一方九州

帝国大学農学部(現九州大学農学部)においては，関学当初から充実した樹病学講義が実施されてきたの

であるが，第二次世界大戦後の新制大学発足に伴いこれは消滅，現在全くやられていないという。旧帝国

大学農学部および旧高等農林学校では，ほとんどどこでも何等かの名称で樹病学が教えにれているという
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のに，ひとり九州大学のみがこれに全く無関心だというのは，われわれとして淋しいきわみである。

大正年代における樹病研究は，北海道大学では宮部金吾とその一門である伊藤誠哉，松本録，福士貞吉，

逸見武雄ら，農商務省農事試験場では堀正太郎， 卜 J蔵梅之返ら，静岡県農会の原摂祐，鉄道院総裁官房研

究所では笠井幹夫によって行なわれた。一方明治年聞に数々の重要業績をあげた東京大学では研究課題

が他の方面に移ったためか，大正年代にはほとんどみるペきものがなし、ことはわれわれにとって誠に淋

しい。蚕糸試験場における三宅市郎も紫紋羽病その他の研究によって，樹病上逸してはならない人であ

る。農商務省林業試験場では明治末期に川村清ーがこの部門を担当したが，わずか数年にして他に転出，

そのあとを北島君三が襲って活援な研究活動にはいり，また南部信方もここに席をおき樹病研究に従事し

た。

遠く眼を台湾に転ずるならば，沢田兼吉は主として病原菌の分類におし、て樹病研究上重要な貢献をなし

た

上掲各氏のうちにはつづく昭和時代においても樹病研究に活躍される方々が多数あり，それらにつかて

はのちにくわしく述ぺるはずである。

本稿を編述するにあたって，筆者は各方面からご教示とご協力をうけた。前山口大学農学部教授日野

巌博士，九州大学名誉教授吉井甫博士および前宮崎大学農学部教授重松義則博士には九州大学における

樹病学講義の変遷について，岩手大学農学部教授千葉宗男博士と鹿児島大学農学部権藤道夫教授にはそれ

ぞれ岩手大学(旧盛岡高等農林学校，盛岡農林専門学校)，鹿児島大学 (1日鹿児島高等農林学校，鹿児島農

林専門学校)における樹病の誘義についてご教示をいただいた。 ト蔵梅之墜博士(島根県仁多郡横田町竹

崎在住)には南部信方氏経歴，植物愛護会事蹟および写真についてお手数を煩わし， また南部信俊氏(故

信方氏令孫東京都練馬区上石神井 2 の 1069 在住)は南部信方氏のくわしい経歴書と，貴重な写真をご

貸与下さった。千葉大学園芸学部教授河村貞之助博士には川村清一氏の経歴調査と氏の写真入手に多大の

労苦を煩わした。岡山大学農学部教授安田 勲博士(故篤氏令息)は安田篤氏の経歴の詳細を教示せら

れ，なお氏の写真を貸与された。カラマツのすす病菌学名採択の由来については東京教育大学農学部山本

光教授のご教示をいただいた。前農林省農業技術研究所病理昆虫部長(現東京農業大学教授)向 秀夫博

士および東京農業大学池淵 純氏のご好意によって三宅市郎氏の写真を拝借することができ，伊藤誠哉博

士の写真は北海道学芸大学教授大谷吉雄博士(故伊藤誠哉博士女婿)が復写して下さったものであり，ま

た第51図写真は前農林省林業試験場保護部長今関六也氏から拝借した。ご多忙中にもかかわらず貴重な時

間をさいてど教示あるし、はど好意を賜わったこれらの方々に深く謝意を表する。

明治時代のそれほどではなかったが，関係文献の関覧は筆者の最も苦労したところで，これに関しては

次の方々のご支援を辱うした。北海道大学農学部教授村山大記博士には門外不出の卒業論文および同大学

所蔵図書の閲覧に多大の便宜を賜わり，東京大学農学部図書館，同総合図書館，同植物病理学教室および

同植物学教室の文献閲覧には東大農学部教授明日山秀文博士，同助教授与良 i青博士および森林植物学教

室大橋弘瑞氏のご配慮をいただいた。農林省農業技術研究所図書館所蔵文献については同所病理昆虫部梶

原敏宏博士のご援助を得，農林省蚕糸試験場所蔵文献については同場病理部石家達爾氏が復写の労をおと

り下さった。京都大学農学部教授赤井重恭博士，静岡大学農学部教授岡部徳夫博士および農林省園芸試験

場環境部長北島博博士にはそれぞ、れご所蔵の貴重な文献をところよく貸与され，また九州大学農学部教
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授日高 醇博士は同植物病理学教室所蔵文献の復写を許され，同教室岩田唯孝博士は復写の労をおとり下

さった。岡山県立農業試験場所蔵文献は同場のご好意によって閲覧することができた。これら各方面の方

々のご高配に対しては衷心からお礼を申しあげる。

なお資料整理，文献復写等は農林省林業試験場北海道支場横田俊一博士，同九州支場徳重陽山博士，同

場堂園安生氏，農林密林業試験場小林享夫氏， I司魚住正氏および同林 弘子夫人を煩わした。その労苦

有をねぎらい深く謝意を表す。

日本における樹病に関する文献

明治 38 年 (1905)

吉野毅一:九州随病短報.植物学雑 19 (222) , 167~168. 

明治 39 年 (1906)

吉野毅一:梨赤星病ニ就テノ訂正.植物学雑 20 (232) , 91. 

明治 44 年 (1911)

笠井幹夫: I枕木の廃朽」及「家菌」に就きて.北海道鉄道管理局 pp. 31. 

大正 2 年 (1913)

1) 原 渋祐:蘭類霊童話(其ノ二)， (其ノ三)， (其ノ凹)， (其ノ五)， (其ノ六).植物学雑 27 (313) , 

62~67; 27 (314) , 123~125; 27 (316) , 224~226; 27 (317) , 270~272; 27 (322) , 472~474. 

'2)原摂祐:我国ニ於ケル竹類ノ菌類ノ研究第二(予報).植物学雑 27 (317) , 245~256. 

3) 原摂祐:日本産菌類ノ新属.植物学雑 27 (321) , 422. 

4) 原摂祐: Gymnosporangium ニ就テ.植物学雑 27 (319) , 348~349; 

5) 原摂祐:再ピ Gymnosporangium ニ就テ.植物学雑 27 (321) , 421~422. 

'6) C本多静六J :竹林の被害.大日本山林会報 372, 44~46. 

7) C本多静六J: 杉苗被害に就て.大日本山林会報 373, 41~42. 

8)*1 堀正太郎: Iグロトシ」木の炭痘病.閑芸之友 9 (10) , 885~889. 

9)*1 堀正太郎: Iマサキ」の褐色円星病一名穿孔病.園芸之友 9 (12) , 1094~1097. 

10) 伊藤誠哉: Kleine Notizen �er parasitische Pilze ]apans. 植物学雑 27 (323) , 217~223. 

11) C川村清一J: 杉被害苗木ニ就テ.山林公報 1, 1~2. 

12) 川村清一:杉赤枯病害ニ就テ.山林公報 6, 173~176. 

13) 川村清一:杉苗赤枯病ノ研究.林試報 10, 91~107. 

14) 三宅市郎: Studien �er chinesishe Pilze. 植物学雑 27 (314) , 37~44; 27 (315) , 45~54. 

15) 沢田兼吉: Uromyces hyaloゆorus SAWADA, sp. nov. causing the dis聞記 to the shoots of 

Acacia confusa MERRILL.植物学雑 27 (313) , 16~20. 

16) 白沢保美:木材の損害と其防腐法の急務.農業世界 8 (4) , 76~82. 

*1 堀正太部:植物病害講話第二編 (1916) (大 5) に再録されている.
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17) 山根重成:庭園病樹療法.農業世界 8 (16) , 65~68. 

18) 安田 篤:菌類雑記 (十四)， (十五)， (十六)， (十七)， (十八)， (十九)， (二十)， (二十-)，

(二十二)， (二十三).随物学雑 27 (313) , 71~72; 27 (314) , 117~118; 27 (315) , 166~168; 

27 (316) , 223~224; 27 (318) , 305~307; 27 (319) , 339~340; 27 (320) , 386~388; 27 (322) ,. 

469~471; 27 (323) , 502~504; 27 (324) , 560~562. 

19) 吉永虎馬: Hemileia 属ノ発見.植物学雑 27 (313) , 67~68. 

20) 吉永虎馬:原氏研究ノ Yoshinagamyces ニ就テ.植物学雑 27 (313) ‘ 69-71. 

21) C ) :竹の開花予防法. 日本農業雑 9 (6) , 48-49. 

大正 3 年 (1914)

22) 安藤時雄:竹林政策に就て.大日本山林会報 375, 41-50. 

23) 卜蔵悔之亙:史樹及び名木の病害調査 (其のー)， (其の二)， (其の三).病虫害雑 1 (1) ‘ 126: 

-130; 1 (2) , 241-244; 1 (3) , 347-349. 

24) 卜蔵梅之Æ: 十一月の病害防除.病虫害雑 1 (2) , 225-229. 

25) 藤原康雄:三重県の杉赤枯病予防駆除.大日本山林会報 377, 74-75. 

26) 藤黒与三郎:台湾培養植物ノ寄生菌目録 (其ノー)， (其ノ二)， (其ノ三).縞物学雑 28 (333). 

391-396; 28 (334) , 423-426; 28 (335) , 481-486. 

27) 原慎佑:的類ノ:再検記.縞物学雑 28 (329) , 244-246. 

28) 原摂祐:菌類管見.植物学雑 28 (333) , 399~404. 

29) 原摂祐:円盤菌の寄生に原因する特殊植物の病害.病虫害雑 1 (1) , 44-48. 

30) 原摂祐:円盤菌の寄生に因て起る病害(其二).病虫害雑 1 (3) , 267~270. 

31) 原摂祐:檎の赤枯病.農業国 8 (8) , 24~26. 

32) 原慎祐:架の班紋病.農業国 8 (9) , 42~44. 

33) 早水正澄・矢島格郎:服部金太郎氏庭閤樹の治療.病虫害雑 1 (1) 司 132~133.

34) 今井四郎:栗の胴枯病.病虫害雑 1 (2) , 174~177. 

35) 石坂忠之:森林樹木の病害(虫)と其駆除法.病虫害雑 1 (1) , 90~91; 1 (2) , 189~191; 1 (3) , 

296-297. 

36) 笠井幹夫:鉄道防雪林杉首枯死のi原因調査報告.鉄道院総裁官房研究所業務研究資料 2 (7) , 553 

-578. 

37) 牧野富太郎:おほばやどりぎ，まつぐみ弁ニひのきばやどりぎ/寄主.植物学雑 28 (326) , 94~ 

95. 

38) 三宅市郎: Ueber chinesische Pilze. 植物学雑 28 (327) , 37-56. 

39) 南部信方:花弁盆栽の病害調査 (其のー)， (其の二).病虫筈雑 1 (2) , 239-241; 1 (3) , 345-

~347. 

40) C農商務省) :輸入病害虫の未た甚しく蔓延せさる種類.病虫害雑 1 (2) , 218-221. 

41) C岡山農試) :梨樹の赤星病に就て (一)~(六).果樹 133， 23~25; 134, 14-16; 135, 31~35~ 

136, 37-41; 137, 38-44; 138, 32-35. 
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42) C林業試験場J :杉亦枯病予防駆除試験.山林公報 17, 1189~1197. 

43) 沢田兼吉:分生胞子時代ヨリ観タノレ粉病歯科.台湾農試特報 9, 1~102. 

44) 沢田兼吉:台湾障害虫菌.台湾総督府専売局 1~61. 

45) 沢田兼吉:台湾菌類資料 (第一)， (第二)， (第三)， (第四). 台湾博物学会報 15, 1~5; 16, 

1~7; 17, 1~7; 19, 1~8. 

46) 白井光太郎:植物妖異考(上)， (下).東京， iv+175 , v+168. 

47) 白井光太郎:縞物愛護に関する隠れたる事蹟.病虫害雑 1 (1) , 17~20. 

48) (白井光太郎J :木材変性につき質問並応答.大日本山林会報 384, 55~56. 

49) C白井光太郎J :朴樹業病菌につき質問並応答.大日本山林会報 384, 56. 

50) 菅原太古:怯の鋳病と其予防.病虫害雑 1 (1) , 80~83. 

51) 田中恒三・矢島絡郎: ì奈川八幡宮境内樹木の治療.病虫害雑 1 (2) , 244~245. 

52) 鶴田章逸:茶の白藻病.病虫害雑 1 (2) , 162~166. 

53) 梅村甚太郎:菌類報知(-)， (二).植物学雑 28 (328) , 195~197; 28 (332) , 356~360. 

54) 山田彦一:並枕木耐久力試験報告(自試験計画至実地布設). 鉄道院総裁官房研究所業務研究資料

2 (6) , 1 ~103. 

55) 山根重成・Ll J崎隆吉:情物病院報告 芝公園樹木の治療.病虫害雑 1 (1) , 130~132. 

56) 山様重成・ lill崎降古:侯爵細川家庭樹の治療.病虫干与雑 1 (3) , 349~350. 

57) 安田 篤: I望1類雑記 (二十五)， (二十六)， (二十七)， (二十九)， (三十)， (三十一)， (三十二)，

(三十三)， (三十四)， (三十五).植物学雑 28 (326) , 91~92; 28 (327) , 150~152; 28 (328) , 

191~193; 28 (330) , 292~294; 28 (331) , 324~326; 28 (332) , 354~356; 28 (333) , 389~391; 

28 (334) , 416~418; 28 (335) , 476~477; 28 (336) , 520~522. 

58) C J :渋沢男爵邸庭木治療の状況.病虫害雑 1 (1)，口絵.

59) ( J :古河別邸庭木治療の状況.病虫害雑 1 (3)，口絵.

60) ( J :植物病院の設立.大日本山林会報 377, 81~82. 

61) ( J :千葉県下竹林被害ー菱自然枯病発生.大日本山林会報 382, 60. 

0(2) ( J :杉のペスタロチヤ病発生.大日本山林会報 385, 43. 

大正 4 年 (1915)

(3)*1 浅井東一:栄の冠痩病に就きて.果樹 142.

64) 卜蔵梅之亙:史樹及び名木の病害調査 (其の四).病虫害雑 2 (1) , 101~102. 

(5) 原摂祐: Polystomella 属ニ就テ.植物学雑 29 (338) , 51~54. 

(6) 原 隈祐:樹木を犯す新ウドンコ病.大日本山林会報 392. 60~64. 

(7) 原摂祐:桑の績病に就て.大日本蚕糸会報 296， 711~715. 

68) 原 摂祐:栗の胴枯病に就き米国植物病理学者に与ふ.病虫害雑 2 (3) , 242~245. 

69) 原 摂祐:円盤的の寄生に因て起る病害(三).病虫害雑 2 (3). 324~327. 

*1ζれは石山信一・向 秀夫:植物病原細菌誌東京， p. 480 (1941) に参考文献としてあげられてい

るものであるが，該当記事を見出すことができなかった.
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70) 原慎祐:森林庭凶制木の病害 (ー)， (二)， (三)， (四)， (五).岐阜県農会雑 27 (267) , 73~ 

76; 27 (268) , 63~65; 27 (269) , 43~46; 27 (270) , 71~72; 27 (271) , 55~56. 

71) 早田文蔵:やどりぎ科ノ一新属.植物学雑 29 (341) , 166~167. 

72) 石坂忠之:森林樹木の病害虫と其駆除法(其の四).病虫害雑 2 (3) , 225~227. 

73) 石坂忠之:森林樹木の病虫害と其予防法.病虫害雑 2 (8) , 702~703. 

74) 伊藤誠哉:ウドンコ菌科の一新属.札幌博物学会報 5 (3) , 198~203. 

75) 伊藤誠哉: On 乃'Phulochaeta， a new genus of Erysiphaceae. 栂物学雑 29 (338) , 15~22. 

76) 笠井幹夫:鉄道防雪林杉苗枯死の原因調査報告.大日本山林会報 388, 60~70. 

77) 河村牧司:鍛冶谷沢木工所ニ於ケル潤葉樹利用及製材並木工作業ニ関スル試験. 林試報 13, 141 

~210. 

78) 川村清一: Studies on the luminous fungus , Pleurotus japoni・cus sp. nov. 東京帝大理科大学紀

要 35 (3) , 1~29. 

79) 川村清一:鉄道院の杉赤枯病調査報告に就て.大日本山林会報 388, 70~71. 

80) 川村清一: The hydropsy of “Madak♂ (Phyllostachys bambusoides). 欧文林試報抄録 1, 127 

~130. 

81) 川村清一: The red plague of “Sugi" (Cryptomeria ja，ρonica). 欧文林試報抄録 1, 131~133. 

82) [北島君三J: 杉赤枯病原及予防並駆除法.山林公報 12，附録 1~4.

83) 北島君三:桐樹病害調査報告/要旨.山林公報 13, 898~900. 

84) 松本裁: Impfversuche mit Melamρsora auf Japanischen Weiden. 札幌博物学会報 6， 22~ 

37. 

85) 宮部金吾: On the relationship of Chrysomyxa expansa DlET. to Peγidermium Piceae-hondo・

ensis DlET. 植物学雑 29 (346) , 258~265. 

86) 南部信方:花弁盆栽類の病害調査 (三)， (四)， (五)， (七)， (八).病虫害雑 2 (1) , 98~101; 

2 (2) , 191~194; 2 (3) , 295~297; 2 (5) , 480~481; 2 (6) , 562~563; 2 (7) , 659~660; 2 

(8) , 742~743; 2 (10) , 922~923; 2 (12) , 1092~1093. 

87) 野津六兵衛:島根県下に於ける梨赤星病の中間寄主.病虫害雑 2 (7) , 605~607. 

88) [山林局J :杉赤枯病原及予防並駆除法.大日本山林会報 395, 58~59. 

89) 沢田兼吉: Cystotheca 属は存立せしむへきや否や.札幌博物学会報 5 (3) , 204~209. 

90) 沢田兼吉:台湾菌類資料 (第五).台湾博物学会報 20, 1~6. 

91) 鶴同輩逸:椿の斑紋病.病虫害雑 2 (12) , 1040~1042. 

92) 鶴田章逸:粟の冠痩病に就て.果樹 143, 42~45. 

93) 梅村甚太郎:菌類報知(三).植物学雑 29 (338) , 63~66. 

94) 山田彦一・笠井幹夫:!阻害梼材の強弱並腐朽試験報告.鉄道院総裁官房研究所業務資料 2 (7)ヘ

1~22. 

95) 山根重成・山崎隆吉:子爵岩倉家庭樹の治療.病虫害雑 2 (2) , 196~197. 

96) 山根重成:東京名所桜樹枯損の原因 (四).病虫害雑 2 (5) , 482~483. 

*1 筆者がみた日IJ刷には掲載誌名の記入はないが，これであろうと考えられる.
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97) 安田 篤: I重要Ji雑記 (三十六)， (三十八)， (三十九)， (四十)， (四十一)， (四十二)， (四十三)，

(四十四)， (四十五)， (四十六).植物学雑 29 (337) , 34~36; 29 (339) , 115~11; 29 (340) , 

168~170; 29 (341) , 192~193; 29 (342) , 207~208; 29 (343) , 235~237; 29 (344) , 262~264; 

29 (345) , 294~296; 29 (347) , 385~387; 29 (348) , 420~421. 

98) ( J :芝公園藤治療の実況.病虫害雑 2 (3)，口絵.

99) C ) :杉の奇病.大日本山林会報 394, 61. 

100) C ) :落葉松立枯病.大日本山林会報 395, 60. 

大iE 5 年 (1916)

101) 卜蔵梅之豆:園芸植物の恨頭癌腫病に就て.病虫害雑 3 (6) , 453~457. 

102) 卜蔵梅之亙:三極立枯性細菌病.病虫害雑 3 (10) , 794~797; 3 (11) , 874~878. 

103) 原渋祐:森林庭園樹木の病害 (六).岐阜県農会雑 28 (275) , 57~58. 

104) 原摂祐:樫葉ノ汚点病.大日本山林会報 402， 46~49. 

105) 原摂祐. -果樹病害論.日本柑橘会刊. 506+xxxii. 

106) 逸見武雄:桐樹の立枯病に就て.北海道林業会報 14 (4) , 3~7; 14 (6) , 1~3. 

107) 逸見武雄:桐樹の立枯病に就て.札幌博物学会報 6 (2) , 133~158. 

108) 逸見武雄:桐制の立枯病(新病害).病虫害雑 3 (9) , 681~689. 

109) 逸見武雄: On the die-back disease of Paulownia tomentosa caused by a new species of 

Valsa. 植物学雑 30 (357) , 304~315. 

110) 逸見武雄: On a ne\,,- ca叫cer-disease of Prunus yedoensis, P. Mume and other species caused 

by Valsa japonica MIYABE et HEMMI sp. nov. 東北農科大学紀要 7 (4) , 257~319. 

111) 逸見武雄: Kurze Mitteilung 包ber einige parasitische Pilze ]apans. 植物学雑 38 (358) , 

334~344. 

112) 堀正太郎:竹の開花病一名自然綾病の原因及予防法.植物病害講話第二編 1~30.

113) 堀正太郎:日本産梨，率果の赤星病史.摺物病害講話第二編 301~322.

114) 今枝直規:すぎ苗赤枯病ノ駆除予防ニ関スル試験.林試報 14, 19~29. 

115) 伊藤誠哉:赤星病菌に就きて.札幌農林会報 8 (38) , 448~468. 

116) 伊藤誠哉:赤星病菌:二就きて (其のー).病虫害雑 3 (12) , 931~937. 

117) 伊藤誠哉:樺太!二於げる蝦夷松の病害.病虫害雑 3 (1) , 47~48. 

118) 河越重紀 :Ph問gmidium ノ一新種ニ就テ(予報).鹿児島高農学術報 1, 201~204. 

119) 川村清一:我国ニ於ケル木造洋風家屋ト其ノ腐朽.農商務省山林局 1~33. 

120) C北島君三J :赤松病害ニ就テ.山林公報 8, 845~848. 

121) 北島君三:すぎ苗赤枯病ニ就キテ.植物学雑 30 (360) , 411~414. 

122) 北島君三:すぎ苗赤枯病ノ研究(第二回報告).林試報 14, 31~48. 

123) 北島君三:桐樹ノ腐燭病ニ関スル研究.山林公報 13, 1223~ 1238. 

124) C高知農試) :三極病害予防試験.病虫害雑 3 (5) , 387~388; 3 (9) , 730~733. 

125) C古竹生) :台杉作業林ヲ見ル「付」赤枯病発生ト杉ノ殖林.大日本山林会報 402, 11~14. 
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126) 三宅市郎. .桑ノ菌類ニ就テ.蚕糸報 1 (5) , 301~361. 

127) 村田寿太郎:胡桃細菌病.病虫害雑 3' (1) , 24-28. 

128) 村田寿太郎:泰山木の斑点病.日本園芸雑 28 (1) , 26-29. 

129) 中路正義:伯警・出雲産菌類目録.槌物学雑 30 (359) , 102. 

130) 南部信方:花弁及盆栽の病害調査.病虫害雑 3 (2) , 168: 3 (5) , 419. 

131) 西回線次:ワシシトンよりの希望.病虫害雑 3 (6) , 425-427. 

132) 佐々木武吉:桑紋羽病予防試験に就て.病虫害雑 3 (4) , 270---277. 

133) 沢田兼吉:台湾菌類資料 (第七)， (第八)， (第九).台湾博物学会報 23, 27-35: 24, 77-84: 

25, 125-134. 

134) C白井光太郎) :杉被害苗ニツキ質問.大日本山林会報 400, 52. 

135) 鈴木誠一: I都燭病害の種類と其防除法.病虫害雑 3 (5) , 362-365. 

136) 田中長三郎:日本に於ける粟胴枯病真正菌の発見に就きて.病虫害雑 3 (4) , 261-266. 

137) C坪井伊助) :竹ノ自然枯ニ就テ.大日本山林会報 403, 48-50. 

138) 鶴田章逸:栗の黒枯病.果樹 164, 18-21. 

139) 梅村甚太郎:菌類線知 (四).植物学雑 30 (352) , 103-105. 

140) 安問篤: Eine neue Art von POかstictus. 槌物学雑 30 (357) , 291-292. 

141) 安田篤: Eine neue Art von ThelePhora. 植物学雑 30 (358) , 345-346. 

142) 安田 篤:菌類雑記(四十七)， (四十八)， (四十九)‘(五十)， (五十一)， (五十二)， (五十三)，

(五十四)， (五十五)， (五十六)， (五十七)， (五十八).縞物学雑 30 (349) , 26-27: 30 (350) , 

51-53: 30 (351) , 66-68: 30 (352) , 100-103: 30 (353) , 124-126; 30 (354) , 153~155; 30 

(355) , 206-208: 30 (356) , 240-241: 30 (357) , 297-299: 30 (358) , 350-351; 30 (359) , 

394-395, 30 (360) , 419-420. 

143) 吉野毅一:大粒白絹病菌に就て.病虫害雑 3 (4) , 266-270. 

144) C ) :西ケ原一里塚二本榎治療.病虫害雑 3 (4)，口絵.

145) C ) :杉の赤枯病.病虫害雑 3 (9) , 760. 

大正 6 年 (1917)

146) ト磁悔之盈:杉赤枯病に就て.病虫害雑 4 (4) , 281-282. 

147) C朝鮮総督府農試) :病害に関する事業概容. 25周年記念誌

148) 藤井伴助:杉苗赤枯病予防駆除私見.大日本山林会報 418, 25-30. 

149) 原摂祐:尾張篠島ノ寄生菌.植物研究雑 1 (4), 99-102. 

150) 原摂祐:三度栗の胴枯病に就かて.病虫害雑 4 (8) , 596-597. 

151) 原摂祐:桑の紫紋羽病.大日本蚕糸会報 308， 721-726. 

152) 原摂祐:私の研究した桑の紫紋羽病.農業世界 12 (10) , 139~143. 

153) 原摂祐:針葉樹の立枯病に就て.大日本山林会報 411， 43-48. 

154) 原探祐:竹類の病害菌に就て.大日本山林会報 413， 54~63. 

1:55) 原摂祐:苦竹の煤病に就て.大日本山林会報 416, 79-80. 
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156) 原摂祐:オホヅミの赤星病の新発見.大日本山林会報 419， 13-18. 

157) 逸見武雄: rパルサ・ヂアポニカ」の寄生に因る怯属樹の新病害.病虫二I~:雑 4 (1) , 32-37; -1 

(2) , 103-112. 

158) 今枝技師:すぎ苗赤枯病の駆除予防に関する試験 (ー)， (二). 病虫害雑 4 (2) , 162-167;-1 

(3) , 228-229. 

159) 伊藤誠哉:赤星病に就きて (其の二)， (其の三)， (其の l四)， (其の五)， (其の六).病虫害雑 4 

(1) , 15-19; 4 (2) , 91-94; 4 (3) , 177-184; 4 (4) , 243-246; 4 (5) , 325-330. 

160) 伊藤誠哉:赤星病菌に就きて (其二).札幌農林会報 9 (39) , 33~57. 

161) 笠井幹夫:木材を青変する慈姑微に関する研究.鉄道院総裁官房研究所業務研究資料 5 (5) , 1-

51. 

162) 笠井幹夫:木材腐朽概念、並に鞠枕木の害菌に就ての研究担.鉄道院総裁官房研究所 pp. 41. 

163) 笠井幹夫:杉苗の菌核病及杉樹の黒点病菌.病虫害雑 4 (1) , 23-28� 

164) 笠井幹夫:木材を青変する慈姑徽(新称)の研究.病虫害雑 4 (6) , 418~423. 

165) 笠井幹夫:フラグミデイユーム属の分類に就きて.病虫害雑 4 (11) , 833-836. 

166) 北島君三:杉苗赤枯病駆除予防試験成績.山林公報 2, 134-140. 

167) C北島君三J :杉赤枯病駆除予防法.山林公報 5, 537-540. 

168) 北島君三:青森産羅漢柏材ノ耐朽原因ニ就テ. UJ林公報 12, 1279-1283. 

16θ) C高知農試J :三極病害防除に対する意見.病虫害雑 4 (6) , 414-417. 

170) 南 岳:杉赤枯病予防に就ての寸感.大日本山林会報 415， 41-42. 

171) 三浦道哉:りんごの病気.東京， 113-118. 

172) 宮部金吾:えぞまつ及とどまっの心材腐蝕に就て.北海道林業会報 180, 1-4. 

173) 三宅市郎:紫紋羽病駆除予防法に就て(予鰍) (其のー)， (其の二). 病虫害雑 4 (6) , 409-

414; 4 (7) , 495-500. 

174) C長野農試J :桑紋羽病予防試験.病虫害雑 4 (5) , 384-387. 

175) C長野農試J :白紋羽病及紫紋羽病被害株対応急法試験.病虫害雑 4 (11) , 887-889. 

176) 南部信方:苗圃の病害 〔一J ， (二).病虫害雑 4 (4) , 259-262; 4 (5) , 353-354. 

177) 南部信方:東京付近に於ける鋳菌類の寄生時期に就て.病虫害雑 4 (8) , 597-600. 

178) 南部信方: rボタンノキ」の炭痘病に就て.病虫害雑 4 (9) , 684. 

179) 南部信方:械類の病害に就て.病虫害雑 4 (12)，犯1-922.

180) 岡田十蔵: rきつねかわらたけ」に冒されたる桃園の惨害.病虫害雑 4 (2) , 100~103. 

181) 沢田兼吉:台湾に於ける桑紫紋羽病並将来に対する処置.台湾農事報 129, 609-619. 

182) 沢田兼吉:台湾菌類資料 (第十三).台湾博物学会報 30, (1-7). 

183) (白沢保美J :杉苗購入に関する件.大日本山林会報 412, 62. 

184) [白沢保美J: 杉苗病害に就て.大日本山林会報 415, 45-46. 

185) 回中長三郎: New Jap岨ese fungi. Notes and translation 1. Mycologia 9. 167~172. 

186) 鶴岡章逸:栗樹の葉枯病.病虫害雑 4 (7) , 523-525. 

ネ1 筆者がみた見1)刷には掲載刊行物の記載がない.
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187) 渡辺虎之助:桑樹膏薬病の寄生法に就て.病虫害雑 4 (4) , 271~275. 

188) 安田篤: Thelephoraceae, Hydnaceae und Polyporaceae von ]apan (Vorl舫fige Mitteilung)_ 

組物学雑 31 (362) , 42~63. 

189) 安田 篤:さるのこしかけニ就テ.植物学雑 31 (363) , 76. 

190) 安田篤: Eine nelle Art von lrpex. 植物学雑 31 (365) , 154~155. 

191) 安田篤: Eine nelle Art von Polyρorus. 植物学雑 31 (372) , 279~280. 

192) 安田 篤:菌類雑記 (五十九)， (六十)， (六十一)， (六十二)， (六十三)， (六十四)， (六十五)，

(六十六)， (六十七)， (六十八)， (六十九)， (七十).植物学雑 31 (361) , 15~16; 31 (362) , 

40~42; 31 (363) , 74~76; 31 (364) , 94~95; 31 (365) , 121~122; 31 (366) , 143~145; 31 

(367) , 169~171; 31 (368) , 197~199; 31 (369) , 221~222; 31 (370) , 244~246; 31 (371) , 

294~295; 31 (372) , 329~330. 

193) [ ) :杉赤枯病予防.病虫害雑 4 (7) , 587~589_ 

194) [ J :杷柳病害劇甚.病虫害雑 4 (8) , 664. 

195) [ J :杉赤枯病発生.病虫害雑 4 (9) , 747. 

大正 7 年 (1918)

196) [青森大林区署試験係J :カラマツ癌腫病.青森林友 34, 34~37. 

197) 膝黒与三郎:台湾培養植物ノ寄生菌目録補遺.植物学雑 32 (384) , 358~363. 

198) 福井武治:本邦産有用植物の新病害に就て(ニ).病虫害雑 5 (8) , 628~632. 

199) 原摂祐:竹の天狗巣病.大日本山林会報 422， 40~43. 

200) 原 摂祐:檎及び杉Jこ寄生する新病菌に就て.大日本山林会報 428， 50~53. 

201) 原摂祐:梨赤星病の中間寄生を諭ず.果樹 182， 31~36. 

202) 原摂祐:落葉及枯枝に寄生する菌類調査 (一)， (二)， (三)， (四)， (五)， (六)， (七).病虫害

雑 5 (5) , 347~352; 5 (6) , 458~462; 5 (7) , 535~537; 5 (8) , 615~618; 5 (9) , 726~729; 

5 (10) , 805~808; 5 (11) , 883~887. 

203) 逸見武雄: Vorl舫fige Mitteilung üb巴r eine neue Arthraknos巴 von Evonymus japonica. 日

楠病報 1 (1), 9~15. 

204) 逸見武雄:植物炭痘病に関する知見(第三報) 植物炭痘病菌数種の発育に及ぼす温度の影響に就

きて.札幌農林会報 10 (46) , 239~282. 

205) 逸見武雄:植物炭痘病 iこ関する知見(第五報) 植物炭痘病菌類の発育に及ぼす温度の影響に就き

て其二.札幌農林会報 10 (47) , 389~417. 

206) 石川滝太郎:梨赤星病問題に就て.病虫害雑 5 (12) , 960~972. 

207) 笠井幹夫:木材の腐朽概念.病虫害雑 5 (1) , 23~29. 

208) 北島君三:杉苗木菌核病及赤松ノ炭痘病害ニ就テ.山林公報 9, 7l8~723. 

209) 北島君三:スギ苗木ノ癌腫病ニ就テ(新病害).山林公報 1, 8~13. 

210) 北島君三:杉苗木の癌腫病に関する研究.病虫害雑 5 (9) , 717~720. 

211) 北島君三:赤松ニ寄生スルならたけニ就テ.山林公報 4, 354~358. 
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212) 北島君三:赤松に寄生する「ならたけ」に就きて.病虫害雑 5 (5) , 353~356. 

213) 北島君三:青森産ひば材ノ耐朽原因ニ就テ.林試報 17, 67~72. 

214) 南部信方:栗削/ßI司枯病ニ就テ.山林公報 6, 551~554. 

215) 南部信方:松苗木ノ病害ニ就テ.山林公報 7， 595~597. 

216) 南部信方:苗闘の病害 (三).病虫害雑 5 (3) , 196~197. 

217) 新島善直:本道;こ於ける針葉樹立枯れの原因に就て.北海道林業会報 184, 1 ~9; 185‘ 1----6. 

218) 沢田兼吉:台湾菌類資料 (第十六).台湾博物学会報 35, 1~8. 

219) (島根農試J . .桑紫紋羽病予防試験.病虫害雑 5 (8) , 647. 

220) (白沢保美J :杉苗赤枯病用ボルドー液調製法.大日本山林会報 432, 25. 

221) 田中長三郎:栗の胴枯病に就きて.病虫害雑 5 (1), 19~23. 

222) 田中長三郎: New Japanese fungi. Notes and translation. IV. Mycologia 10, 86~92. 

223) 安田篤: Eine neu巴 Art von Trametes. 値物学雑 32 (378) , 111~112. 

224) 安田 篤:菌類雑記 (七十一)， (七十二)， (七十三)， (七十四)， (七十五)， (七十六)， (七十七)，

(七十九)， (八十)， (八十一)， (八十二).植物学雑 32 (373) , 25~26; 32 (374) , 49~50; 32 

(375) , 74~76; 32 (376) , 1l1~1l3; 32 (377) , 135~137; 32 (378) , 173~174; 32 (379) , 

204~206; 32 (380) , 249~250; 32 (381) , 263~264; 32 (382) , 302~303; 32(383) , 331~333; 

32 (384) , 357~358. 

225) 吉永虎馬:あらかし葉上ニ寄生スル菌類ニ就テ.植物研究雑 1 (10) , 251 ~253. 

226) ( う:青森県ニ於ケル鉄道院防雪林内落葉松ノ癌腫病被害状況.山林公報 4, 377~378. 

227) ( J :杉苗病害に関する件.大日本山林会報 428, 61~62. 

大正 8 年 (1919)

228) 原摂祐:山茶(梼〕の菌核病に就て.大日本山林会報 436， 29~31. 

229) 原摂祐:山茶の菌核病.園芸之友 15 (6) , 385~388. 

230) 原

231) 原

232) 原

233) 原

234) 原

235) 原

236) 原

237) 原

摂祐:縦の粟粒癌腫病に就て.大日本山林会報 439, 7~10. 

摂祐:縦の粟粒癌腫病に就て.病虫害雑 6 (6) , 437~440. 

摂祐:梨の三方赤星病の研究.日本園芸雑 31 (11) , 23~30; 31 (12) , 28~33. 

摂祐:梨の三方赤星病の研究 (一)， (二).病虫害雑 6 (8) , 681~687; 6 (9) , 751--756. 

摂祐:梨の三方赤星病.果樹 197, 38~42. 

摂祐:梨の三方赤星病.静岡県差是会報 261, 17~20. 

摂祐:大正 7 年に於ける静岡県の病虫学界.病虫害雑 6 (4) , 292~294. 

摂祐:落葉及枯枝に寄生する菌類 (八).病虫害雑 6 (3) , (1 ~4J*1 

238) 原 摂祐:うどんこ病論， (白渋病論J， (白渋菌論〕相〔ーJ ， (二)， (附説).静岡県農会報 263, 

9~17; 264, 17~21; 266, 9~13. 

239) 原摂祐:病害雑録.静岡県農会報 259， 23~25. 

*1 筆者は別刷によってこれを見たが，本誌には該当記事を見出すことができない.

相同一シリーズの報文であるが標題がみな異なっている.
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240) 逸見武雄: jj白物病害雑記(二).病虫害雑 6 (3) , 187'-'193. 

241) 逸見武雄:植物炭痘病に関する知見(第六報) 植物炭痘病菌類の発育に及ぼす温度の影響に就き

て其三.札幌農林会報 11 (50) , 289~337. 

242) 北島君三:すぎ首ノ癌腫病ニ関スル研究.林試報 18, 155~168. 

243) 北島君三:杉苗木の菌核病に就きて.病虫害雑 6 (1), 13戸15.

244) 北島君三:苦竹の菱自然枯病に関する調査.山林業報 8, 1~11 .. 

245) 北島君三:苦竹の菱自然枯に関する調査.病虫害雑 6 (10) , 833~840. 

246) 絵本観: Culture experiments with Melam�sora in ]a,pa,n. Ann. Missouri Bot. Ga,rd., 6, 

309~316. 

247) 南部信方:漆樹属の病害に就て.病虫害雑 6 (4) , 278~279. 

248) 西田紀元:最近管内森林に発生せる重要病虫害に就て.青森林友 52, 7~24. 

249) 沼田大学: 1"スフェリオイダ」科の一新属に属する赤松苗の新病害菌に就て. 大日本山林会緑

438, 25~30. 

250) 沢田兼吉:台湾菌類資料 (第十九)， (第二十).台湾博物学会報 41 , 59~70; 44, 131~139. 

251) 沢田兼吉:台湾産菌類調査報告 第壱編.台湾総督農試特報 19, 1,.....,695. 

252) C白井光太郎J : (寄生植物の予防法J. 大日本山林会報 437, 27. 

253) C白沢保美J : (杉赤枯病菌駆除予防剤J. 大日本山林会報 438, 33. 

254) 問中長三郎: New ]a,pa,nese fungi. Notes a,nd tra.nslation. VI , vn. Mycologia 11, 81~86; 

148~154. 

255) C東京農試J :杉赤枯病予防試験.病虫害雑 6 (12) , 1027~1029. 

256) 安田鰐: Zwei neue Arten von Polyρorus. 植物学雑 33 (391) , 139~142. 

257) 安問篤: Eine neue Art von Conioρhora. 植物学雑 33 (392) , 155~156. 

258) 安田篤: Zwei neue Arten von Irþex. 植物学雑 33 (394) , 189~191. 

259) 安田 篤:菌類雑記 (八十三)， (八十四)， (八十五)， (八十六)， (八トヒ)， (八十八)， (八十九)，

(九十)， (九十一)， (九十二)， (九十三). 植物学雑 33 (385) , 15~17; 33 (386) , 33~35; 33 

(387) , 54~55; 33 (388) , 75~76; 33 (389) , 112~114; 33 (390) , 140~141; 33 (391) , 167~ 

169; 33 (392) , 189~191; 33 (394) , 262~263; 33 (395) , 284~285; 33 (396) , 297~298. 

260) C J :兵庫県下竹林開花.大日本山林会報 444， 49. 

大正 9 年 (1920)

261) 原摂祐:エノキのウドシコ病に就て.病虫害雑 7 (5) ‘ 259~262. 

262) 原摂祐:梨の赤星病中間寄主問題.病虫害雑 7 (10) , 556~562. 

263) 原摂祐:梨の中間寄主.日本園芸雑 32 (12) , 5~6. 

264) 原摂祐:静岡県病菌管見 (三)， (四).静岡県農会報 277， 9~12; 278‘ 13~16. 

265) 逸見武雄:植物炭痘病に関する知見(第八報) 苓果苦腐病々原菌の発育に及ぼす温度の影響に就

きて.札幌農林会報 12 (52) , 12~31， 

266) 逸見武雄: 1"パルサ・ヂアポニカ」菌の寄生に基因する桜樹及び梅樹の病害に就きて(其のー).果
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樹 213， 1-6. 

267) 逸見武雄: Beitr臠e zur Kenntnis der Morphologie und Physiologie der japanischen Gloeoｭ

sporien. 北大差是紀要 9, 1-159. 

268) 逸見武雄: Kurze Mitteilung �er drei F舁le von Anthraknose auf Pflanzen. 日植病報 1 

(3) , 13-21. 

269) 川上孝一郎・吉Fll末彦: Bacterial gall on Milletia plant (Bacillus Milletiae n. spふ植物学雑

34 (403) , 110-115. 

270) }I[村清一:往築物と菌害及害虫.大日本山林会報 454, 12-21. 

271) 北島君三:まだけノ朱病害ニ就テ.林試業 1, 43-52. 

272) 北島君三:杉苗木赤枯病に就て.山林嚢 2， 59-66. 

273) 北島君三:杉苗木赤枯病に対する銅石鹸液の効果に就て.山林嚢 12 ， 1O~18. 

274) 北島君三:杉苗木赤枯病の予防に就て.病虫害雑 7 (4) , 87-193. 

275) 北島君三:あかまっニ寄生スルならたけニ就テ.林試報 21, 105-113. 

276) 三宅市郎:紫紋羽病菌ニ就テ.蚕試報 4， 273-395. 

277) 南部信方:苗圃の病害 (四).病虫害雑 7 (5) , 267-270. 

278) 南部信方:庭園樹木の病害に就て (一)， (二)， (三J ， (四J ， (五J. 病虫害雑 7 (6) , 334-337; 

7 (7) , 411-413; 7 (8) , 474-476; 7 (9) , 516-518; 7 (11) , 628-630. 

279) 関 文彦:杉赤枯病予防に就て.大日本山林会報 424， 28~35. 

280) 安田 鰐:えぶりとハさるのこしかけ属 (Fomes) ニ収ムベキモノナリ. 植物学雑 34 (398) , 

68-69. 

281) 安田 篤:菌類雑記 (九十四)， (九十五)， (九十六)， (九十七)， (九十八)， (九十九)， (百)，

(百一)， (百二)， (百三)， (百四)， (百五).植物学雑 34 (397) , 29~30; 34 (398) , 67~68; 34 

(399) , 96-97; 34 (400) , 136-138; 34 (401) , 162~164; 34 (402) , 182-183; 34 (403) , 194 

-195; 34 (404) , 213-214; 34 (405) , 248-249; 34 (406) , 265-266; 34 (407) , 294-295; 

34 (408) , 321-322. 

282) ( "1 :竹の自然枯.大日本山林会報 449, 58. 

大正 10 年 (1921)

283) 卜蔵悔之!IÆ:地方農事試験場に於ける病害試験に就て.病虫害雑 8 (4) , 202-208. 

284) ト蔵悔之!lÈ:種苗 Jこ因て伝播する病害及本邦種苗産地に於ける病害蔓廷の現況.病虫害雑 8 (11) , 

555-561. 

285) 福士貞吉: A willow-canker disease caused by Physalospora Miyabeaηa and its conidial form 

Gloeos戸orium. 日植病報 1 (4) , 1-11. 

286) 福士貞吉:紀柳の炭痘病に就て.病虫害雑 8 (12) , 602-605. 

287) 原 摂祐:静岡県病菌管見 (六)， (七)， (八)， (九)， (-0), (十一)， (十ニト(十三).静岡県

農会報 280, 21-24; 281, 25-28; 282, 29-32; 283, 33~36; 284, 37-40; 285 , 4l~44; 

286, 45-48; 287. 49-52. 
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288) 原摂祐:新属に原因する植物の病害数種.病虫害雑 8 (10) , 493~498. 

289) 逸見武雄: rパルサ， ヂアポニカ」菌の寄生に基因する桜樹及び梅粒Iの病害に就きて(其の二)，

(其の三)， (其の五)， (其の六)*1. 果樹 215 ， 1~4; 216, 1~4; 217, 1~4; 218, 4~5. 

290) 逸見武雄: rぬるで」の炭痘病に就きて(予報).病虫害雑 8 (1) , 10~15. 

291) 逸見武雄:漆属組物の二炭痘病に就きて.札幌農林会報 13 (57) , 145~174. 

292) 逸見武雄:植物炭痘病研究資料(五).病虫害雑 8 (11) , 535~538. 

293) 逸見武雄: Nachtr臠e zur Kenntnis der Gloeosporien. 北大農紀要 9, 305-346. 

294) 堀正太郎:東京郊外の桐樹に天狗巣病の発生.日植病報 1 (4) , 70~71. 

295) 出回新:樹病学教科書.東京， ii+ii+iv+78. 

296) 川上孝一郎:梨赤星病菌の接種試験.川上論文集 177~183. 

297) 北島君三:はちく開花後ニ発生スル変態竹ニ就テ.林試嚢 4， 57~67. 

298) 北島君三:つくばねがしノ炭痘病ニ就テ.林試糞 5， 29~34. 

299) 北島君三:杉苗木赤枯病に対する銅石鹸液の効果に就て.大日本山林会報 459, 1ï~22. 

300) 南部信方:融類の病害に就いて.病虫害雑 8 (2) , 78~81. 

301) 南部信方:庭樹盆栽類の病害〔に就てJ.病虫害雑 8 (4) , 200~202; 8 (8) , 400~401. 

302) 南部信方:苗闘の病害調査に就て.病虫害雑 8 (9) , 491~493. 

303) 南部信方:天狗巣病並に苗木病害菌に就て.病虫害雑 8 (11) , 553~555. 

304) 沢田兼吉:台湾菌類資料 (第二十三).台湾博物学会報 54, 86~94. 

305) 安田 篤:菌類雑記 (百六)， (百七)， (百八)， (百九)， .(百十)， (百十一)， (百十二)， (百十三)，

(百十四)， (百十五)， (百十六)， (百十七).植物学雑 35 (409) , 11~12; 35 (410) , 46~48; 35 

(411) , 66~68; 35 (412) , 92~93; 35 (413) , 119~120; 35 (414) , 145~147; 35 (415) , 161~ 

162; 35 (416) , 205~206; 35 (417) , 220~222; 35 (418) , 239~241; 35 (419) , 254~255; 35 

(420) , 269~270. 

大正 11 年 (1922)

306) 卜蔵梅之亙:種苗病害論 (ー)， (二).病虫害雑 9 (9) , 477~486; 9 (10) , 530~544. 

307) 原摂祐:桑の表白渋病.病虫害雑 9 (8) , 427~431. 

308) 原摂祐:すずたけの天狗巣病に就いて.静岡県農会報 300， 40~44. 

309) 堀正太郎:桜の病虫害.学芸 39 (489) , 27. 

310) 伊藤誠哉: A preliminary report on the Jap阻ese sp巴cies of Uromyces. Ann. Myc. , 20, 81 ~ 

85. 

311) 伊藤誠哉: Uromyces of Japan. 北大差是紀要 11, 211~287. 

312) 伊藤東一:桜の病虫害と其の手入.大日本山林会報 474, 67~69. 

313) 南部信方:庭園樹木の病害に就て.病虫害雑 9 (2) , 81~83; 9 (3) , 189. 

314) 西国際次:李銀葉病.病虫害雑 9 (7) , 341~348. 

*1 (その四)はないが，内容の連絡からみて， (其の五)は(其の四)，また(其の六)は(其の王)

の誤植のようである.
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315) 沢田兼吉:台湾産菌類調査報告 第二編.台湾総督中研農業部報 2, 1~173. 

316) 白井光太郎:すず竹の天狗巣病に就て.静岡県農会報 301, 43~44. 

317) 田中長三郎: New ]apanese fungi. Notes and translation. XI, XII. Mycologia 14, 81~89; 

282~295. 

318) 安田 篤:商類雑記 (百十八)， (百十九)， (百二十)， (百二十一)， (百二十二)， (百二十四)，

(百二十五)， (百二十七)， (百二十八)， (百二十九).植物学雑 36 (421) , 21~22; 36 (422) , 41 

~42; 36 (423) , 51~52; 36 (424) , 82~83; 36 (425) , 102~104; 36 (427) , 127~129; 36 

(428) , 139~140; 36 (430) , 177~179; 36 (431) , 203~204; 36 (432) , 228~229. 

319) C J : .カラマツの煤病.大日本山林会報 478, 126~127. 

320) C J :東伏見宮御殿大銀杏腐朽部手当.病虫害雑 9 (1)，口絵.

大正 10 年 (1923)

321) 原摂祐:樹病学各論.静岡， iv+28I. 

322) 原侠祐:樹病学提要.静岡， iv+74. 

323) 原摂祐:根頭痛腫病の襲来.静岡県農会報 304， 35~36. 

324) 肱黒友三:すぎ苗赤枯病ニ対スル銅石鹸液効力試験.林試糞 10, 63~66. 

325) 堀正太郎:重要農作物及農産物の病虫害の統計.病虫害雑 10 (1) , 479~496. 

326) 北島君三:富士山麓あかまっ造林不成績ノ原因ニ就テ.林試糞 10， 1~20. 

327) 北島君三:震害後観察セル木造洋風家屋ノ腐朽並焼死木ニ発生セル燈黄色菌ニ就テ.林試棄特別号

71~80. 

328) 北島君三:銅石鹸液問題ニ就テ.林学会雑 18, 642~650. 

329) 三宅忠一:桜の穿孔性掲斑病.日植病報 1 (5) , 31~42. 

330) C農商務省農務局J :果樹類ノ根頭癌腫病.病菌害虫業報 9, 1~18. 

331) C農商務省農務局J :果樹類根頭癌腫病〔一J， (二).病虫害雑 10 (6) , 341~346; 10 (7). 395~ 

400. 

332) 富樫浩吾: Valsa 菌三種に於ける二三培養上の比較.札幌農林会報 15 (64) , 29~38. 

333) 徳川義親・江本義数:大火災後発生セルアル糸状菌ニ就テ(予報). t直物学雑 37 (439~444) ， 185 

193. 

334) 安田篤: Neue Arten von Steret仰 und 均Imenochaete. 植物学雑 37 (436) , 60~61. 

335) 安田篤: Eine neue Art von 均ρoxylon. 植物学雑 37 (437) , 67~68. 

336) 安田篤: Zwei neue Arten von T，叩metes. 植物学雑 37 (438) , 83~85. 

337) 安田篤: Vier neue Arten deτBasidiomyceten. 植物学雑 37 (439~444) ， 125~130. 

338) 安田 篤:菌類雑記 (百三十)， (百三十一)， (百三十二)， (百三十三)， (百三十四)， (百三十五)，

(百三十六~百四十一).植物学雑 37 (433) , 34~35; 37 (434) , 66~68; 37 (435) , 101~102; 

37 (436) , 118~120; 37 (437) , 136~138; 37 (438) , 155~156; 37 (439~444) ， 200~208. 

339) 吉田末彦:主なる病害の原産地とその伝播蔓廷に就て(ー)， (二).病虫害雑 10 (1) , 33~44; 10 

(2) , 84~86. 
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340) C J :焼失樹木と菌類.病虫害雑 10 (9~10) ， 530. 

大正 13 年 (1924)

3(1) C ト蔵梅之豆J :原氏樹病各論.病虫害雑 11 (2) , 124. 

342) 原摂祐:白紋羽病.静岡県農会報 316， 5~8. 

343) 原摂祐:杉の赤枯病に就て.病虫害雑 11 (9) , 502~510. 

344) 原摂祐:杉の赤枯病に就て.静岡県農会報 321， 21~28. 

345) 市村塘:故理学士安田篤氏履歴及業績.植物学雑 38 (454) , 249~250. 

346) 鋳方宋彦:梨赤星病菌の種類に関する研究.岡山農試臨時報 25, 1~57. 

347) 北島君三:大正十二年九月東京大火災ノ直後発生セル燈黄色菌.ノ形態及分類上ノ位置.林学会雑

21, 285~291. 

348) 北島君主:苦竹菱自然枯病ニ就テ.林学会雑 22, 20~25. 

349) 北島君三:苦竹水枯病ニ関スル観察.林学会雑 25. 1~7. 

350) 北島君三:日米針葉樹材ノ i耐朽比較試験.林試嚢 13. 87~91. 

351) 松本鋭: Physiological studies on Gloeosporium with special reference to the strains 

obtained from apple and cherry. 盛岡高農学術報 8, 15~50. 

352) 三宅市郎:紋羽病駆除予防法に就て.蚕糸業 23， 13~26. 

353) 村田寿太郎:桑裏白渋病に就て.病虫害雑 11 (1).. 25~28. 

354) 新島善直・宮部金吾:室蘭附近並に噴火湾方面に於ける杉及び落葉松の被害調査.北海道林業会報

22 (8) , 390~397. 

355) C農商務省農務局J : :果樹類ノ根頭癌腫病ノ予防.病害虫駆除予防奨励資料 3, 1~13. 

356) 富樫浩吾: Fungi collected in the islands of Rishiri and Rebun, Hokkaido. 日本植物学輯報

2 (2) , 75~111. 

357) 富樫浩吾・平塚直秀:ノシヤップ半島に於ける値物寄生菌類.札幌農林会報 16 (68) , 73~81. 

358) 徳川義殺・江本義数 :U巴bereinen kurz nach der letzten Feuersbrunst pl�zJich entwickelten 

Schimmel pilz. 日本植物学輯報 2 (3) , 175~188. 

359) 山田 済:新病筈二種.病虫害雑 11 (12) , 669~672. 

360) 安悶 篤:菌類雑記 (百四十二)， (百四十四)， (百四十六)， (百四十七).植物学雑 38 (445) , 

20~22; 38 (447) , 75~76; 38 (449) , 121~123; 38 (450) , 145~149. 

大正 14 年 (1925)

361) 福士貞吉: Studies on the apple rust caused by Gymnosporangium yamadae MIYABE. 北大農

紀要 15， 269~307. 

362) 原摂祐:赤星病の研究.静岡県農会 1~68.

363) 原摂祐:訂正増裕樹病学各論.東京， ii+viii+275. 

364) 長谷川孝三:スギ赤枯病予防試験特に勢校法に就て.帝室林野林試報 1 (1) , 17~29 

365) 逸見武雄:樹木に及ぼす雨氷の害に就きて.病虫害雑 12 (11) , 605~613. 

366) 肱黒友三:すぎ古木赤枯病ニ対スル銅石鹸液ノ効力試験(第二回).林試糞 16, 67~90. 
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367) 伊藤誠哉・今井三子:シヒタケ及びマツタケの学名に就きて.札幌農林会報 17 (74) , 155~162. 

368) 伊藤誠哉・今井三子: On the taxonomy of Shii.take and Matsu-take. 植物学雑 39 (468) , 

319~328. 

369) 亀井専次:椴類の針案に生ずる鏡子腔と羊歯類に寄生する銭菌との関係に就きて(講演抄録). 札

幌農林会報 17 (75~76) ， 318~319. 

370) 北島君三:すぎ樹枝枯病ニ就テ.林試報 26, 147~166. 

371) 北島君三: On th巴 fungus luxuriantry grown on the bark of the trees injured by the 

Great Fire of Tokyo on September 1, 1923. 日植病報 1 (6) , 15~19. 

372) 北島君三:苦竹水枯に就て(要旨).日植病報 1 (6) , 68. 

373) 北島君三:日米針葉樹材の耐朽比較試験.病虫害雑 12 (6) , 314~317. 

374) 北島君三:くりノ葉枯病ニ就テ.林試嚢 16, 91~107. 

375) 北島君三:柿渋塗布材ノ i耐朽原因ニ於テ.林試業 16, 109~123. 

376) 沢田兼吉:台湾菌類資料(第二十五).台湾博物学会報 78, 81~88. 

377) 白井光太郎:植物妖異考.東京， ii+ix+376. 

378) 高橋憲三・小玉峰次郎:ぶなノ伐採季節ト腐朽トノ関係.林試糞 16, 124~135. 

379) C J :溶葉松ヲ害スル厨虫及煤病ノ防除法.林業試験場時報(朝鮮総督府林業試験場) 1, 

28~30. 

380) C J :赤松ノ煤病ニ就テ.林業試験場時報(朝鮮総督府林業試験場) 1, 30~31. 

381) C J :落葉松ノ癌腫病ニ就テ.林業試験場時報(朝鮮総督府林業試験場) 1, 31~32. 

382) C J :さんしゅゆノ病害ニ就テ.林業試験場時報(朝鮮総督府林業試験場) 1, 33~34. 

大正 15 年(昭和元年) (1926) 

383) 原摂祐:胡麻竹に就て.静岡県農会報 343， 1~3. 

384) 平塚直秀:本邦産ハγ ノキ属に寄生する Melampsoridium KLEB. に就きて(予報) (メラムプソ

ラ科の研究第一報).札幌農林会報 18 (80) , 78~90. 

385) 平塚直秀:メラムプソラ属に於ける異型冬胞子に就きて(メラムプソラ科の研究第二報).札幌

農林会報 18 (81) , 70~74. 

386) 平塚直秀: Pucciniastrum 属と Uredinopsis 属の関係に就きて(メラムプソラ科の研究第三報).

札幌農林会報 18 (81) , 75~86. 

387) 堀正太郎(述) :竹の黒穂病に就ての補遺. 1~4. 

388) 鋳方末彦:梨赤星病の薬剤的防除法.農業及園芸 1 (2) , 139~142. 

389) 伊藤誠哉: Additional note on Uromyces of Jap阻.植物学雑 60 (473) , 276~280. 
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伊藤一雄

日本における樹病学発達の展望

一一日本樹病学史一一
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林業試験場研究報告第 174 号 (1965 年 2 月)
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脚注

下から

脚注

下から

下から

下から

下から

行|誤

3~ 4 I および栃内 (1蜘)担o， ト蔵
1 I Londen 

15 I 其岐の先岐の先
3 I harknesii and Cronartium. 

14 Iρourthiaceae 

3 1 辺地村，

2 1 senicionis 

6 I 農事試昔話

10 1 2. 均lochnus

12 I ならたけの共生
脚注 7 I 10 (3) , pp. 
下から 12 I lacciniata PER.R. 
下から 11 I lacciniata 
脚注 2 I zerchlitzte 

10~11 I 珍しからざるもハチグ，マダケ
111 各地を旅行の

の花ハ甚タ稀に

14 I 頗ル多く…・

3 I rジネンゴ」
18 I Alomyces take 

下から

下から

脚注

下から

下から

下から

下から

18 1 に関スル従来の説を述ペて"

13 I (BERK. et CURT.) 
2 I Nitchkia 

5 I Nitchkia 

15 I rウンシユヌラ・ヴアー

3 I 嶋崎端吾氏は
4 I (STONEM). 
8 I 大日本菌類誌
12 I Utilaginoidea 
10 I 177) Kusanobotrys 
7 I .Leρtosρhaera 

3 I (点病菌)

正

，栃内 (1950)*10 および卜蔵

London 

其l岐の先

harknessii and Cronaγtium 

pourthiaeae 

野辺地村

SeneClOnlS 

農事試験

2. Hypochnus 

ならたけノ共生

10 (3, 4) , pp. 
laciniata PERS. 

laciniata 

zerschli tzte 

珍シカラザルモはちく，まだけ

各地ヲ旅行ノ

ノ花ノ、甚タ稀ニ

頗ル多グ:…

「ジネシゴウ」

Albomyces take 

に関する従来の説を述ペて“

(BERK. et BR.) 

Nitschkia 

Nitschkia 

“「ウンシユヌラ・ヴアF

嶋崎端吾氏ノ、

(STONEM.) 

日本菌類誌

Ustilaginoidea 

Kusanobotrys で行をかえる

Laeρosρhaeria 

点病菌)
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へーシ fi 誤 正

109 10 bamausoides Shirai bambusoid巴s Shirai 

109 下から 9 Chaetospheria Chaetosphaeria 

110 2, 4 REHN. REHM. 

110 10 exelsa L. excelsa L. 

111 下から 11 Cicinobolus cefatii Cicinobolus cesatii 

111 下から 8 Cystothea Cystotheca 

112 15 grossularia (Wal1r. grossulariae (W ALLR. 

112 下から 6 Phyllactinia suffueta Phyllacti抗ia suffulta 

112 下から 5 Podosþoriu1棺 〔不完全菌類〕

112 下から 4 Polytγincium Polythri・ncium C不完全菌類〕

113 間l注 1 Erys�haceae Erysiρhaceae 

114 3 zelkuwae zelkowae 

114 10 enkianth enkianthi 

114 脚1主 1 Erysphacea巴 Erysiphaceae 

115 下から 10 krunhiae kraunhiae 

116 下から 7 イヌエシジユ イヌエンジュ

117 10 ulmi (KLOGSCH.) ulmi KLOTSCH. 

117 11 Camþsotγchum Camρsotrichum 

117 下から 5 Melasimia...... ROAM. Melasmia...... ROUM. 

117 下から 1 Microtsroma Microstγoma 

118 5 Peslalozzia Pestalozzia 

118 15 Tri戸osrium Tri�os�orium 

118 下から 11 (Uromyce (Uromyces 

119 16 「ゑぶりこ日光に産ス 「ゑぶりこ日光ニ産ス

119 16 さるのとしかけに類似スル さるのこしかけニ類似スル

119 下から 7 などの葉広樹 などの広葉樹

121 , 6 fasiciat祉協 fasciatum 

122 1 Daedalea stryracina Daedalea styracina 

122 下から 6 IMAZAKI IMAZEKI 

123 下から 16 CLEM. et SHEASR CLEM. et SHEAR 

123 下から 13 AMER AMES 

123 下から 8 Grifola frondosus Grifola fiγondosa 

123 下から 3 Daedalea binnis Daedalea biennis 

124 4 Polyρorus ochrotinetus Polyρorus ochrotinctus 

124 12 Polyρorus shiraina Polyρorus shiraianus 

124 18 (Poly.ρorella (Polyρorellus 

124 下から 15 (Cryotoρorus (Cryρtoþorω 

124 下から 14 caesio・glancus caesio.glauεus 

124 下から 4 Polystictus hirstus Polystictus hirsutus 

125 10 �ergameus..... '1うargameus ρargamenus 

125 15 versalitis versatilis 

125 下から 14 Poly ρorusdickinssi Polyρorus dickinssi 

125 下から 11 (エゾノコシカケ) (ェゾサルノコシカケ)

125 下から 4 Hy�holoma sublateγium Hy�holoma sublateritium 

128 8 其組織内を通スル 其組織内ヲ透スル

128 下から 8 ，白井の所見 ，白沢の所見
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134 下から 17 床替苗本 床替苗木

135 10 本病ガ 本病が

136 7 J. viγg鈍ia抗品 J. virginiana 

136 15 abietimum..... .elatium abietinum. ・・・・・elatinum

136 下から 11 Polyporus ignarius Polyporus igniarius 

137 7 (ぶな属そノ他〉 (ぶな属ソノ他〉

137 15 Coleospoγium senicionis Coleosporium senecionis 

137 17 Cronartium querccuum Cronartium quercuum 

137 下から 7 Hydonformes 劫Idnofomes

139 9 Melamρsora epita Melampsora eρitea 

139 下から 9 モケモモ コケモモ

139 下から 6 Coleosρorium nanbuana Coleosρorium nambuana 

140 16 BERK. et BRS. BERK. et BR. 

140 下から 11 Aecidium dentziae Aecidium deutziae 

140 下から 10 hydrangeae-paniculate hydrangeae.paniculatae 

141 17 グマギ グヌギ

141 下から 1 alni.incaneae alni-incanae 

143 19 TUB. TUL. 

144 14 物教授 助教授

145 下から 1 植物雑誌 植物学雑誌

145 供向主 1 pp. 72~75(1945). pp. 72~75(1940). 

148 12 コリヤナガ コリヤナギ

150 下から 5 synomym synonym 

151 下から 13 疾害 疾病

154 下から 10 海の松樹 酒の松樹

155 下から 11 P. HEEN. P. HENN. 

155 下から 7 SABED. SADEB. 

156 10 Paulowni atomentosa Paulownia tomentosa 

156 4 質議並応答 質疑並応答

161 下から 16 :苦竹の「水枯病 :苦竹ノ「水枯病


